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はじめに

この度、 「東北歴史博物館研究紀要J16を発刊することになりました。

当館は、宮城県を中心にしながら、東北地方の歴史 ・文化に関わる狩料の収狛と保存、

研究に努めています。また、その成果を広く世界に発信することにより、社会との交流

を促進し、国際化時代にふさわしい地域づくりと地域活性化に貢献することを使命とし

ています。

本紀要は、そうした使命のもと、当館職員の地道な研究活動の一端を公表するもので

す。今回は歴史学分野から論文1編、そして考古学分野から報告3編を掲載しています。

村上論文は、 「盛岡藩御用人所日記 雑書」における18世紀後半から約1世紀の間の

記録を、狼とその補食対象となった御野馬、そして狼を狩る狼取に焦点をあて検証しま

した。そこから、狼と人との間には「均衡がある共存」ではなく、互いに熾烈な生存競争

が繰り広げている様相を明らかにしています。

柳澤報告は、当館が所蔵する「楠本コレクション」のうち宮城県石巻市南境貝塚出土・

採集の骨角器488点について、表・裏・側面の3面の画像により紹介をしています。ここ

では、同資料が同じく報告されている 「矢本町史 第1巻」図版との対比も記しました。

相原報告は、当館が所蔵する「典野コレクション」のうち、宮城県登米市迫町新田糠塚

貝塚の縄文土器24点について紹介しています。その整理作業を通じて、調査時期、地点

を整理し当資料が縄文土器絹年を研究する上で重要な資料であることを提示しました。

片岡ら報告は、大崎市根岸遺跡出土藍胎漆器に対して、非破壊・非接触による X線

CT調査を行い、詳細な編組技法を解明し、さらに漆塗膜の重ね塗り技法と顔料の特定

を行いました。調査を通して、漆器の胎の素地が消失している資料に対しても、 X線

CT調査で消失した胎の3DCG化が可能であり、この調査法が技法研究において非常に

有効であることを提示しました。

今後とも一層の研鑽に努めてまいりますので、忌憚のないご批判やご意見をいただけ

れば幸いです。

平成27年3月27日

東北歴史拇物館艮高橋 仁



柚本コレクションの調介2一 骨角悩編］ 南境具塚一

楠本コレクションの調~2 一骨角器編 l 南境貝塚 一

1. はじめに

2. これまでのコレクションの整理 ・公開

1. はじめに

楠本政助コレクションは、平成9年、さらに平成

16・17年の3回に分けて楠本氏よ り当館に寄謄され

た。その内容は、宮城県内の縄文時代貝塚を中心に、

主に昭和30年代に楠本氏が収集された考古資料で、

骨角器を中心に縄文土器、土製品、石器、石製品、自

然辿物の他、古代の土器などからなる。コレクショ

ンの概要と意義、純文土悩については、 「東北歴史

t馬物館研究紀要」第10号で詳細な報告がなされてい

るので参照されたい （丹羽茂2009)。

2. これまでのコレクションの整理 ・公開

当館では、楠本氏から寄贈時にいただいた資料リ

ストにもとづき、 35mm写真を付した資料カードや

Excelによる骨角器・石器・土器等の種類別に資料

リス，卜を作成し、管理してきた。また、一部の資料

については、当館の総合展示やテーマ展示、 Webで

公開し、九州国立博物館の常設展示に骨角器12点を

長期貸出し、他館の企画展などに一部貸出してきた

ものの、十分に公開・活用されてきたとは言い難い

状況にあった。そこで、今年度から写真図版を中心

とした資料公開を計画的に行うことにした。

3. 今回の報告について

コレクションの中心を占めるのは661点の骨角器

で、学術的にも買重な賓料が多い。骨角器について

は、実測屈の代わりに表 ・裏 ・側面の3而の写襄を原

則として掲載することにし、デジタルカメラによる

骨角器全点の写真撮影を今年度行った。今回は骨角

柳 郎和 明 （東北歴史的物館）

3. 今回の報告について

図版、表

器の約7割を占める宮城県石巻市南境貝塚出土・採

集の骨角器全448点について報告する。

南境貝塚骨角器は、主に昭和35・36年に楠本氏が

発掘した資料である。これらを狩猟具、漁榜具、工具、

刺突具、装身具、威儀具、不明骨角器、素材に大別し、

表 ・裏 ・側面を原則とする図版を作成し、通し番号

を付した。縮尺は2/3を原則としたが、 1/2や1/3の

固版も一部ある。資料の内訳は表1に示した。また

個々の説明は省略して、図版の後ろに表2としてま

とめた。表2には楠本氏が主な骨角器を報告した「矢

本町史 第1巻』図版との対比も記した。表1・2

における所属時期の比定は、楠本氏作成リストによ

る。

なお、今回報告する南境貝塚出土・採集の骨角器

については、当館Webの「データベース」一 「館蔵

資料ダイジェスト」で、デジタル画像や付属清報等

をできるだけ早いうちに公開する予定である。「楠

本」、 「骨角器」というキーワードで簡便に検索でき

るようにし、今後の管理・活用に資するよう図りた

い。また、楠本コレクションの残りの骨角器213点

については次回報告することにする。

また、骨角器の素材同定は、奈良国立文化財研究

所埋蔵文化財センタ一環境考古学研究室の松崎哲也

氏にご尽力いただき、楠本政助氏より多くの御教示

をいただいた。末筆ですが、感謝の意を表します。

［引用文献l
丹羽 茂 2009「楠本コレクションの調査縄文時代土

悩編」 「東北歴史博物館研究紀・災」第JO号、

pp.19 -116 

楠本政助 1973「第一編先史」「矢本町史第 1咎J
pp.45 -265 
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図版1 南境貝塚出土骨角器(1) 狩猟具ー骨角牙鏃
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楠本コレクションの調杏2一 骨角器編1 南榜貝塚一

図版2 南境貝塚出土骨角器(2) 狩猟具一角鏃.5月形角器・根挟み

図版3 南境貝塚出土骨角器(3) 漁榜具ー逆刺のある剌突具・燕尾式離頭鈷・古式離頭鈷1
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図版4 南境貝塚出土骨角器(4) 漁榜具一古式離頭鈷2
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楠本コレクションの調森2一 骨角器編1 南税具塚一
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図版5 南境貝塚出土骨角器(5) 漁搭具ー単式釣針1
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図版6 南境貝塚出土骨角器(6) 漁搭具ー単式釣針2
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図版7 南境貝塚出土骨角器(7) 漁搭具ー単式釣針3
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図版8 南境貝塚出土骨角器 (8) 漁掃具ー単式釣針4
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狩猟具

漁愕具

工具

装身具

楠本コレクションの調査2一骨角揺編l 悴j境貝塚一

llJJ 1111 l lJI 

叫'~,~,↓ IJ 
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134~ 140: 甲式釣針（吐頂祁．鈎先欠担、分類不能）
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......., ___ ___ ........... ~ 

図版9 南境貝塚出土骨角器 (9) 漁搭具ー単式釣針5、錨形釣針

表1 南境貝塚収集骨角器の内訳

中期中葉 中期中菜～後葉 中期後葉 中期後葉～末葉 中期末葉 後期前葉 後期前葉 後期前葉 後期後葉 時期
合計（大木Sb式期） （大木8b-9式期）（大木9式期）（大木9-10式期）（大木10式期） （南境式期） （称名寺式期） （堀之内 1式期） （安行1式期） 不明

骨角牙雌 7 4 8 3 10 1 33 

店形角器 1 1 2 

攣具

I I 

I I 

2 2 

2 3 15 1 1 1 23 

I 2 26 8 22 2 11 6 78 

皐式釣針未成品 2 5 2 4 13 

錨形釣針 2 1 3 6 
骨箆 I 4 1 4 1 3 14 

1貝刃 ， ， 
骨針 3 I 6 1 2 13 

牛丸褐状角詐 1 11 3 31 3 2 1 52 
剌突具 4 13 4 18 2 5 8 54 

穿孔蚕鯰 7 7 4 1 5 24 

タカフガイ奎飾・加工品 3 3 
I髪飾り 6 3 6 I 1 I 18 

シカ角座製婉輪 1 1 
貝輪 4 5 6 2 1 5 2 25 

□成儀具 事骨刀,,,. .. 1 1 4 6 
2 2 

10 2 14 

＇ 
2 13 42 

4 ， 4 I I 7 26 

11 16 109 37 146 5 12 44 2 66 448 
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147 (B261) 148 (B262) 149 (B248) 

155 (B231) 156 (B277) 157 (B222) 

158 (B237) 159 (8233) 

図版10 南境貝塚出土骨角器(10) 漁搭具ー単式釣針未成品
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楠本コレクションの調査2ー 、件角船編1南境貝塚一

図版11 南境貝塚出土骨角器(11) 漁揆具ー骨箆1
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図版12 南境貝塚出土骨角器 (12) 漁揆具 ー骨掩2
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楠本コレクションの謂登2一骨角器編1南境貝塚一

図版13 南境貝塚出土骨角器(13) 漁掛具ー貝刃
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図版14 南境貝塚出土骨角器 (14) 工具 ー骨針
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椛本コレクションの濶査2一 骨角器紺l南淡具塚一

図版15 南境貝塚出土骨角器(15) 工具ー先丸棒状角器1
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図版16 南境貝塚出土骨角器(16) 工具ー先丸棒状角器2
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楠本コレクションの調:l',"2-・ii利粉紺1南境貝塚 一

図版17 南境貝塚出土骨角器 (17) 工具ー先丸棒状角器3
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図版18 南境貝塚出土骨角器 (18) 刺突具1
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柚本コレクションの調杏2一 廿角・器編1 南境貝塚一
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図版19 南境貝塚出土骨角器(19) 刺突具2
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図版20 南境貝塚出土骨角器(20) 刺突具3
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柚本コレクションの調孔f2一骨角器編］ 南境貝塚一
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図版21 南境貝塚出土骨角器 (21) 刺突具4
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図版22 南境貝塚出土骨角器(22) 装身具ーシカ角製腕輪、穿孔垂飾1
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柚本コレクションの晶11'f2-・i'l-f針岱乱，ii 南境貝塚一

図版23 南境貝塚出土骨角器(23) 装身具ー穿孔垂飾2
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図版24 南境貝塚出土骨角器(24) 装身具ー穿孔垂飾3
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図版25 南境貝塚出土骨角器(25) 装身具ー製飾り
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図版26 南境貝塚出土骨角器(26) 装身具ー 貝輪
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図版27 南境貝塚出土骨角器(27) 威儀具ー骨刀

-27-



束北歴史拇物館研究紀要16(2015 3) 

図版28 南境貝塚出土骨角器(28) 威儀具ー叉状角器
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図版29 南境貝塚出土骨角器(29) 不明骨角器破片1
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422: 半裁イノシシ犬也（穿孔垂飾未成品？）

図版30 南境貝塚出土骨角器(30) 不明骨角器破片2
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図版32 南境貝塚出土骨角器(32) 骨角器素材 2ーシカ角裁断片2
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楠本コレクショ ンの調究2一 骨角器編1 悴j桜貝塚一

図版33 南境貝塚出土骨角器(33) 骨角器素材3ーシカ角裁断片3
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図版34 南境貝塚出土骨角器 (34) 骨角器素材4ーシカ角裁断片4
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9
c
m
 0
5
c
m
 
2
0
a
 中
期
末
葉
（大
木
10
式
期
）

図
版
11
-5
5
柳
葉
形
。
両
螺
が
尖
リ
、
最
大
幅
が
下
部
に
あ
る
。
横
断
面
は
扁
平
な
楕
円
形
→
両
面
を
丁
寧
に
研
磨
｀

図
版
1
2
8
 
B
3
7
3
 
狩
猟
具
角
鏃

シ
カ
角

完
形

5
 7
c
m
 
0
8
c
m
 0
6
c
m
 
2
 
8
0
 中
期
後
葉
（大
木
9
式
期
）

や
や
幅
広
な
柳
菜
形
，
両
瑞
が
尖
リ
、
最
大
幅
が
中
程
に
あ
る
。
総
合
展
示
室
で
展
示
中
。

図
版
1
2
9
 
B
3
7
5
 
狩
猟
具
角
鏃

シ
カ
角

完
形

6
4
c
m
 
0
9
c
m
 0
6
c
m
 
3
 B
a
 中
期
後
葉
～
末
葉
（大
木
9
-
1
0式
期
）
図
阪
11
-5
7
や
や
幅
広
な
柳
葉
形
J
両
端
が
尖
リ
｀
最
大
ほ
が
中
程
に
あ
る
。
稔
合
展
示
室
で
展
示
中
ぃ

図
版
1
3
0
 
6
3
7
2
 
狩
猟
具
角
鏃

シ
カ
角

ほ
ぼ
完
形

6
2
c
m
 
1
 
1
c
m
 0
6c
m
 
4
0
a
 中
期
末
葉
（大
木
10
式
期
）

図
版
11
-5
8
茎
端
部
わ
ず
か
に
欠
損
。
横
断
面
は
日
平
で
歪
ん
だ
楕
円
形
，
素
材
面
を
一
部
残
す
が
、
丁
寧
に
研
磨
．

図
版
2
31
 8
5
7
0
 
狩
猟
具
角
鏃

シ
カ
角

ほ
ぽ
完
形

S
 1
c
m
 
1
3
c
m
 0
9
cm
 
4,
4Q
 
後
期
前
葉
〈堀
之
内
1
式
期
）

図
版
11
-5
4
先
端
わ
ず
か
に
欠
1員
。
両
端
＝
角
形
状
で
尖
り
、
平
面
形
は
細
長
い
菱
形
状
。
横
断
面
は
隅
丸
方

図
版
2
32
 
B
9
4
5
 
狩
猟
具
角
鐙

シ
カ
角

完
形

S
 3
c
m
 
14
c
m
 0
7
c
m
 
4
 3
a
 後
期
前
菜
（称
名
寺
式
期
）

図
版
11
-5
3
縦
に
半
裁
し
た
シ
カ
角
先
嬉
部
を
加
工
。
先
端
・
寡
部
と
も
丸
味
の
＝
角
形
状
，
茎
に
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
付
糟
c

図
版
2
33
 
8
10
11
 
狩
猟
具
角
銭

シ
カ
角

完
形

S
 1c
m
 
1
4c
m
 
1
2
c
m
 
7
 S
o
 
不
明

骨
鏃
未
成
品
？
。
細
長
い
菱
形
状
，
表
面
に
シ
カ
角
の
表
皮
、
裏
面
に
骨
幹
部
を
大
き
く
残
す
e

図
版
2
34
 
88
1 
狩
猟
具
祖
形
角
器

シ
カ
角

完
形

19
c
m
 
1.
8
c
m
 
1.
0c
m 
4.
4a
 
不
明

図
版
5
8-
2
8
6
小
型
e
上
部
が
低
く
、
下
部
が
高
い
，

図
版
2
35
 
B
8
2
 
狩
猟
具
狙
形
角
器

シ
カ
角

完
形

4
3c
m
 
2
5
c
m
 
1
2
c
m
 1
5
.8
0
 後
期
後
葉
（安
行
1
式
）

図
版
58
-2
87
大
型
。
上
部
が
高
く
、
下
部
が
こ
れ
よ
り
も
低
い
，

図
版
2
3
6
 
B
4
0
 
狩
猟
具
根
挟
み

シ
カ
角

一
部
破
損

3.
0c
m
 
0
.
8
c
m
 
0
5
c
m
 
0
.7
a
 不
明

片
偉
J根
挟
み
部
と
基
部
欠
1員
，

図
版
3
37
 B
9
0
4
 
漁
撥
具
逆
刺
の
あ
る
刺
突
貝
（ヤ
ス
）
シ
カ
角

墨
部
欠
損

8
 7
c
m
 
I
 
5
c
m
 0
6
c
m
 
8
0
a
 後
期
前
葉
（
堀
之
内
l
式
期
）

図
版
1-
7
先
遣
に
逆
刺
1
,
基
部
欠
損
c
横
断
面
は
隅
丸
方
形
状
く
表
面
に
シ
カ
角
表
皮
の
凸
凹
を
残
す
。

図
版
3
3
8
 
B
1
0
0
3
 
漁
掃
具
燕
尾
式
随
頭
話

シ
カ
角

先
端
部
破
片
4
1
c
m
 
1.
0c
m 
0.
9
c
m
 
3
 7
a
 
不
明

先
端
部
破
片
e
残
存
部
下
部
に
横
位
の
刻
み
。
「7
1
南
境
J
と
ネ
ー
ミ
ン
グ
あ
リ
。

図
叛
3
3
9
 
8
11
1
 
漁
携
具
燕
尾
式
離
頭
括

シ
カ
角

先
端
部
欠
損
3
 3
c
m
 
1
0
c
m
 1
0
c
m
 
2.
30
 
不
明

図
版
26・
15
5
矢
本
町
誌
で
は
「大
洞
C
l
式
期
」
だ
が
、
メ
モ
で
は
「表
採
」
，
器
体
中
釉
練
上
に
両
側
か
ら
穿
孔
＾

図
版
3
4
0
 
6
44
5
 
漁
携
具
古
式
躇
頻
話

シ
カ
角

完
形

4
4
c
m
 
1
7
c
m
 
0
4
c
m
 
1
 7
a
 
中
期
中
菜
（大
木
S
b
式
期
）

図
版
2牛
1
19
1
類
（左
右
脚
部
が
単
純
逆
刺
）
。
器
体
中
軸
線
上
に
両
iJIJ
か
ら
穿
孔
，

図
版
3
4
1
 8
4
4
7
 
漁
携
具
古
式
雌
頭
鈷

シ
カ
角
"'"' 

4
.
0
c
m
 
1
4
c
m
 
0
6c
m
 
2
 3
a
 
中
期
後
葉
(*
*
9
式
期
）

1
類

（七
仁
"
"
"
"
~ヽ
単
紐
』：
出
和
"
器
体
中
軸
線
上
に
両
償
）
か
ら
穿
孔
、
公
全
，、

,
、
中
，

応
'
"
'
3
4
2
 
B
4
5
0
 
漁
搭
具
古
式
離
頭
話

シ
カ
角

完
形

4.
4c
m
 
I
 
7
c
m
 0
.4
c
m
 
2
 S
o
 
中
期
末
葉
（大
木
1
0式
期
）

図
版
24
-1
20
1
類
（左
右
脚
部
が
単
純
逆
剌
）
両
側
か
ら
穿
孔
総
合
厄
、
王
・`
、、

"
"
"
'
3
 
43
 B
45
1 
漁
搭
異
古
式
離
頭
話

シ
カ
角

完
形

4
4
c
m
 
2
 2
c
m
 0
7
c
m
 
2
 
O
a
 中
期
末
稟
（
大
木
10
式
期
）

図
版
2
4-
12
4

1
類

（井
右
脚
部
が
単
純

~l
la

ll
』
器
体
中
軸
線
上
に
両
但

1か
ら
穿
孔

｀
訟
仝
，、
’‘ 

向
'
"
3
 
44
 8
4
5
2
 
漁
楔
具
古
式
離
頭
銹
＿

シ
カ
角
"'"
' 

4
9
cm
 
1
 
3
c
m
 0
.4
c
m
 
1
 
3
a
 中
期
未
葉
（大
木
10
式
期
）

図
叛
24
-1
25
1
虹
i
(芹
右
脚
部
が
単
純
逆
剌
）^
両
Ill
!か
ら
穿
孔
総
合
展
示
室
で
展
示
中
＾

応
'"
3
45
 B
S
S
2
 
漁
憬
具
士
→
紐
話
紅

シ
カ
角

全
"'

5
4
cm
 
1
1
c
m
 0
6
c
m
 

締
I!
賄
前
廷
,
.
,
.→
中
I
=''
""ヽ

図
叛
2
4-
12
3
1
類
（左
右
脚
部
が
単
純
逆
剌
）
，
両
側
か
ら
穿
孔
九
州
国
立
博
物
館
に
兵
朋
筍
出
中

灰
¥!:
Ii
1
 
4
6
 
8
4
48
 
漁
榜
具
古
式
離
頭
鈷

シ
カ
角

完
形

5
 7
c
m
 
1.
9c
m
 0
.6
cm
 
3
 B
a
 中
期
後
葉
（大
木
9
式
期
）

図
版
2
4
~1
2
2
1
類
（左
右
脚
部
が
単
純
逆
剌
）。
両
側
か
ら
穿
孔
，
総
合
展
示
室
で
展
ホ
中
。

図
版
3
47
 B
4
4
9
 
漁
榜
具
古
式
離
頭
話

シ
カ
角

完
形

S
 7c
m
 2
1c
m
 0
5
c
m
 
3
 7
a
 中
期
末
葉
l大
木
10
式
期
）

図
版
24
-
12
6
1
類
（左
右
脚
部
が
岸
純
逆
刺
）
，
両
側
か
ら
穿
孔
，
稔
合
展
示
室
で
展
示
中
し

向
匹
4
4
8
 
B
4
5
8
 
漁
撥
具
士
.
,
.
.
.
 .
,
,
.
 壬

シ
カ
角

"°
"'
 

5
3
c
m
 
2.
0
cm
 0
7
c
m
 
中
明
末
葉
（大
木
10
式
期
）

図
版
24
-1
30
2
類
（
城
に
装
養
ナ
れ
た
い
偉
lの
脚
部
が
叉
状
沖
剌
）
穿
n

玉
館
に
長
期
1:'I
出
中

図
版
4
4
g
 
8
9
4
6
 
漁
撥
貝
古
式
筵
頭
話

シ
カ
角

学
召
9

4
8
c
m
 
1.
6c
m 
0
5
c
m
 
2.
8
a
 
ふ
叩
＝
花
（
＊
木
10
式
期
）

図
叛
2
4
-1
3
1

2
類
（
柄
に
共
着
さ
れ
な
い
偲

lの
11

!1
部
が
W
状
＃
茄

IL
"
'
~
松
合
展
示
室
で
展
示
中
一

図
叛
4
s
o
 
8
4
56
 
漁
搭
具
古
式
雌
頭
鈷

シ
カ
角

全
口

4.
8
c
m
 2
1
c
m
 0
7
c
m
 
3
 
6
a
 中
期
末
葉
（
大
木
10
式
朋
）

図
版
24
-1
27
2
類
（
柄
に
装
名
さ
れ
な
い
側
の
脚
部
が
叉
状
逆
剌
）。
穿
孔
，
総
合
届
示
室
で
展
示
中
。

図
版
4
5
1
 6
9
4
7
A
 漁
搭
具
古
式
躍
頭
話

シ
カ
角

完
形

4
0
c
m
 
2.
0c
m
 0
.6
c
m
 
1
 7
a
 中
期
末
菜
（大
木
10
式
期
）

図
版
24
-
13
9
2
類
（柄
に
装
讐
さ
れ
な
い
側
の
脚
部
が
叉
状
逆
刺
）。
穿
孔
。「
南
境
8-
1/1
1 
大
木
10
」
と
ネ
ー
ミ
ン
グ
，

図
版
4
5
2
 
8
4
5
7
 
漁
揆
具
古
式
閑
頭
話

シ
カ
角

完
形

4
4
c
m
 
2
1
c
m
 0
6
c
m
 
3
 60
 中
期
末
葉
（大
木
1
0式
期
）

図
版
2
4-
13
3
2
類
（柄
1こ
禁
看
さ
れ
な
い
側
の
脚
部
が
叉
状
逆
刺
）。
穿
孔
，
総
合
展
示
室
で
展
ホ
中
。

図
版
4
53
 8
1
5
9
 
漁
携
具
古
式
離
頭
話

シ
カ
角

完
形

4
9
c
m
 2
 1
c
m
 0
.
6
c
m
 
3
 40
 中
期
末
葉
（
大
木
10
式
期
）

図
版
24
-
12
9
2
類
（柄
に
装
溢
さ
れ
な
い
側
の
脚
部
が
叉
状
逆
刺
）
，
穿
孔
，
総
合
展
示
室
で
展
示
中
c

図
版
4
5
4
 
B
4
5
3
 
漁
搭
具
古
式
離
頭
話

シ
カ
角

完
形

5
4
c
m
 
1
8
c
m
 0
7
c
m
 
5
 l
a
 中
期
未
葉
（大
木
10
式
期
）

図
版
24
-1
3
2
2
類
（
柄
に
装
石
さ
れ
な
い
（判
の
脚
部
が
叉
状
逆
剌
）。
穿
孔
，
総
合
展
示
室
で
展
示
中
。

図
版
4
s
s
 
8
4
5
4
 
漁
揆
具
古
式
蘊
頭
話

シ
カ
角

完
形

6
6
cm
 
I
 5
c
m
 4
.8
c
m
 
7.
4
ロ
中
期
末
葉
（大
木
1
0式
期
）

図
版
24
-1
3
4
2
類
（
柄
に
装
着
さ
れ
な
い
側
の
脚
部
が
叉
状
逆
刺
）。
先
瑞
部
欠
1員
・
補
任
。
穿
孔
，

図
叛
4
5
6
 
B4
6
0
 
漁
撥
具
古
式
離
頭
銹

シ
カ
角

完
形

6
2
c
m
 
1.
6c
m
 0
5
c
m
 
3
 S
a
 中
期
末
葉
（
大
木
10
式
期
）

図
版
24
-1
35
3
類
(
1
類
脚
部
＋
器
体
左
右
1
対
逆
刺
）。
両
O
Oか
ら
穿
孔
，
穿
孔
。
総
合
展
示
室
で
展
示
中
c
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表
2
-
2
楠
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
骨
角
器
（
南
境
貝
塚
収
集
）
の
諸
属
性

|
 

3
6
 
1
 

図
版
番
妄
登
録

種
類

素
材

残
存
部
位
長
さ
幅
厚
さ
重
墨

所
屈
時
期
（
楠
本
政
助
氏
比
定
）
『矢
本
町
史
：

偽
考

図
版
4
5
7
 
B
9
4
8
 
漁
搭
具
古
式
離
頭
銹

シ
カ
角

左
囲
部
欠
1員
4
7
c
m
 
1
4
c
m
 
0
5
c
m
 
2.
0a
 
中
期
未
菜
（
大
木
1
0
式
期
）

図
版
2
4
-
1
3
8

図
叛
4
5
8
 
8
9
4
9
 
漁
捐
具
古
式
離
即
話

シ
カ
角

右
脚
部
欠
捐
4
6
c
m
 
I
 
3
c
m
 
0
6
c
m
 
2
 3
a
 
不
明

図
版
2
4・
1
3
7

図
版
4
5
9
 
8
9
4
7
8
 漁
搭
呉
古
式
離
頭
鈷

シ
カ
角

右
半
分
欠
捐
4
4
c
m
 
1
4
c
m
 0
.
6
c
m
 
1.
9
a
 
中
期
後
揉
（
大
木
9
式
期
）

図
版
2
4
-
1
3
6

図
叛
4
6
0
 
B
9
5
0
 
漁
搭
具
古
式
離
頭
話
未
成
品

シ
カ
角

左
逆
刺
欠
損
7
0
c
m
 
1
9
c
m
 0
7
c
m
 
8.
2a
 
後
期
前
葉
（
南
境
式
期
）

図
版
2
牛
1
4
0
大
型
。
未
穿
孔
の
未
成
品
，
左
側
面
逆
剌
一
部
欠
！
員
。
全
体
的
に
丁
寧
に
研
閉
，

図
叛
4
61
 
B
4
4
6
 
漁
搭
具
古
式
難
頭
話
未
成
品

シ
カ
角

両
側
逆
刺
欠
損
7
1
c
m
 
1
8
c
m
 0
.8
c
m
 
9
 4
a
 
中
期
中
葉
（大
木
8
b
式
期
）

図
版
2
4
-1
4
2
大
型
。
未
穿
孔
の
未
成
品
両
側
逆
剌
・
先
端
部
欠
i員
。
全
体
的
に
丁
寧
に
研
磨
，

図
版
4
6
2
 
B
1
0
1
0
 漁
摂
具
古
式
離
頭
話
未
成
品

シ
カ
角

半
分
欠
損

6
0
c
m
 
1
4
c
m
 0
.8
c
m
 
6
4
a
 
中
期
末
菜
（大
木
10
式
期
）

図
版
2
4
-1
41
「8
-V
II
1
0」
と
ネ
ー
ミ
ン
グ
あ
り
。

因
版
5
6
3
 
B
2
9
3
 
漁
搭
具
単
式
釣
針

シ
カ
角
or
骨

完
形

4
.
0
c
m
 
1
6c
m
 
0
5
c
m
 
I
 7
a
 
中
期
末
葉
（
大
木
1
0
式
期
）

図
版
3
4-
1
8
6
1
類
（
無
頭
、
無
塁
式
）
素
材
は
お
そ
ら
く
シ
カ
角
．

図
版
5
6
4
 
6
2
8
7
 
漁
揆
具
単
式
釣
針

シ
カ
角
or
骨

完
形

2
.
8
c
m
 
0
.
8
c
m
 
0
 3
c
m
 
0
 S
o
 
中
期
後
累
（
大
木
9
式
期
）

図
版
3
4
-
1
8
3
加
工
が
進
ん
て
い
て
素
材
の
判
別
不
可
。
2
類
（
チ
モ
ト、
無
は
式）
，

回
版
5
6
5
 
B
2
8
8
 
漁
携
具
単
式
釣
針

シ
カ
角
or
骨

完
形

3
 3
c
m
 
1
1
c
m
 0
 3
c
m
 
0
 S
a
 
中
期
後
葉
（大
木
9
式
期）

図
叛
3
牛
1
8
4
加
工
が
進
ん
で
い
て
素
材
の
判
別
不
可
'
2
類
（
チ
モ
ト
、
無
観
式
）
-

図
版
5
6
6
 
B
2
80
 
漁
揆
具
単
式
釣
針

シ
カ
角

完
形

6
3
c
m
 
2
 7
c
m
 0
9
c
m
 
5
0
a
 
中
期
末
葉
（
大
木
1
0
式
期
）

図
版
3
4
-
1
8
2
2
類
（
チ
モ
ト
、
無
煤
式
）
。
総
合
展
示
室
で
展
示
中
。

図
版
5
6
7
 
8
2
9
1
 
漁
揆
具
単
式
釣
針

シ
カ
角

完
形

3
7
c
m
 
1
6
c
m
 0
3
c
m
 
1
1
□
 中
期
後
葉
（大
木
9
式
期
）

図
版
3
4
-1
7
9
3
類
（チ
モ
ト
｀
内
ほ
式）
r

図
版
5
6
8
 
8
2
8
4
 
漁
揆
具
単
式
釣
針

シ
カ
角

ほ
ぽ
完
形

5
.
6
c
m
 
2
 2
c
m
 0
.
5
c
m
 
2.
60
 
中
期
末
葉
（大
木
1
0
式
期
）

図
版
3
4
-
1
8
1
カ
エ
シ
わ
ず
か
に
欠
損
>
3
類
（
チ
モ
ト
、
内
謀
式
）
。
総
合
屈
ホ
室
で
展
示
中
¢

図
版
5
6
9
 
B
2
4
9
 
漁
撥
具
単
式
釣
針

シ
カ
角

弯
曲
部
～
針
先
部
4
.1
c
m
 
1
9
c
m
 0
9
c
m
 
2
 S
o
 
中
期
後
葉
（
大
木
9
式
期
）

3
類
（
チ
モ
ト
、
内
総
式
）ゞ

図
版
5
7
0
 
B
2
2
4
 
漁
拐
具
単
式
釣
針

シ
カ
角

弯
曲
部
～
針
先
部
3
 5
c
m
 
1
6
c
m
 0
.
8
c
m
 
I
 
9
a
 
中
期
後
菜
（大
木
9
式
期
）

3
類
（
チ
モ
ト
、
内
観
式
）
。

図
版
5
7
1
 
8
2
3
9
 
漁
搭
具
単
式
釣
針

シ
カ
角

弯
曲
部
～
針
先
部
5
2
c
m
 
1
4
c
m
 0
.
6
c
m
 
2
 8
a
 
中
期
末
葉
（大
木
10
式
期
）

3
類
（チ
モ
ト
、
内
観
式）
．

図
版
5
7
2
 
B
2
9
2
 
漁
携
具
単
式
釣
針

シ
カ
角

完
形

3
.
0
c
m
 
1
2
c
m
 0
.4
c
m
 
0
7
a
 
中
期
後
芸
（
大
木
9
式
期
）

図
叛
3
4-
1
7
7
4
類
（チ
モ
ト
、
外
謀
式
）c
総
合
展
示
室
で
展
示
中
。

固
版
5
73
 
8
2
8
9
 
漁
拷
具
単
式
釣
針

シ
カ
角

完
形

4
 3
c
m
 
1.
a
,
m
 0
.
6
c
m
 
2
 2
a
 
中
期
後
葉
（大
木
9
式
期
）

図
版
34
-
1
7
6
4
類
（チ
モ
ト
、
外
謀
式
），

図
版
5
7
4
 
8
2
8
5
 
漁
搭
具
m
式
釣
針

シ
カ
角

完
形

5
 7
c
m
 
2
 3
c
m
 0
 7
c
m
 
3.
8g
 
中
期
後
菜
～
末
菜
（大
木
9
-
1
0式
期
）
図
版
3
4-
17
4
4
類
（チ
モ
ト
、
外
観
式
）。
総
合
展
示
空
で
展
示
中
。

図
版
5
7
5
 
8
2
83
 
漁
拐
具
単
式
釣
針

シ
カ
角

ほ
ぼ
完
形

5
4c
m
 
2
3
c
m
 
0
5
c
m
 
4
0
0
 
中
期
後
葉
～
末
菜
（
大
木
9
-
1
0式
期
）
図
版
3
4-
1
7
8
頭
部
・
針
先
わ
ず
か
に
欠
損
。
4
類
（チ
モ
ト
外
観
式
）
。

図
版
5
7
6
 
8
2
8
2
 
漁
拷
具
単
式
釣
針

シ
カ
角

完
形

6
1c
m
 
2
4
c
m
 0
 S
c
m
 
4
 3
g
 
中
期
後
葉
（
大
木
9
式
期
）

図
版
3
4
-
1
7
3
4
類
（チ
モ
ト
、
外
観
式
）
こ
総
合
展
ホ
室
で
展
ホ
中
。

図
版
5
7
7
 
B
5
4
3
 
漁
携
具
単
式
釣
針

シ
カ
角

完
形

6
4
c
m
 
2
4
c
m
 0
8
c
m
 
4
 S
a
 
後
期
前
葉
（
堀
之
内
1
式
期
）

図
版
3
4
-
1
7
5
4
類
（
チ
モ
ト
、
外
級
式
＼，
裕
合
展
ホ
室
で
展
示
中
，

図
版
6
7
8
 
B
2
3
2
 
漁
携
具
単
式
釣
針

シ
カ
角

鈎
先
部
欠
損
4
3
c
m
 
l
 
0
c
m
 
O
 5
c
m
 
1
 
S
o
 
中
期
末
菜
（大
木
1
0
式
期
）

図
版
6
7
9
 
B
2
7
4
 
漁
拷
只
単
式
釣
針

シ
カ
角

鈎
先
部
欠
損
4
2
c
m
 
1
9
c
m
 0
5
c
m
 
1
 l
a
 
中
期
後
葉
l大
木
9
式
期
）

固
版
6
8
0
 
B
2
6
4
 
漁
携
具
単
式
釣
針

シ
カ
角

釣
先
部
欠
1員
3
 8
c
m
 
0.
8c
m
 
0
.4
c
m
 
l
 
5
a
 
中
期
後
葉
～
末
菜
（大
木
9
~
1
0
式
期
）

図
版
6
81
 
8
2
6
9
 
漁
揆
具
単
式
釣
針

シ
カ
角

約
先
部
欠
j員
4
6
c
m
 
1
 2
c
m
 0
5
c
m
 
1
 7
a
 
後
期
前
葉
（
堀
之
内
l
式
期
）

図
版
6
8
2
 
8
2
7
3
 
漁
搭
具
単
式
釣
針

シ
カ
角

約
先
部
欠
Ill
4
4
c
m
 
0
9
c
m
 0
4
c
m
 
1
 
2
a
 
中
期
後
莫
～
末
菜
（
大
木
9
-
1
0
式
期
）

図
版
6
8
3
 
B
2
4
0
 
漁
携
具
単
式
釣
針

シ
カ
角

約
先
部
欠
1員
4
.
6
c
m
 
1
6
c
m
 0
.
7
c
m
 
1
 3
a
 
後
期
前
葉
（堀
之
内
l
式
期
）

図
版
6
8
4
 
8
2
3
8
 
漁
搭
具
辺
式
釣
針

シ
カ
角

鈎
先
部
欠
損
4
8
c
m
 
1
 5
c
m
 0
.
6
c
m
 
1.
7
o
 
後
期
前
葉
（
称
名
寺
式
期
）

図
版
6
B
S
 
B
2
7
1
 
漁
掃
具
単
式
釣
針

シ
カ
角

鈎
先
部
欠
損
S
 1c
m
 
1
3
c
m
 0
.
5
c
m
 
1
8
a
 
後
期
前
葉
（
称
名
寺
式
期
）

図
版
6
8
6
 
B
2
2
6
 
漁
摂
具
単
式
釣
針

シ
カ
角

約
先
部
欠
損
4
9
c
m
 
1
8
c
m
 0
4
c
m
 
I
 
9
a
 
中
期
後
葉
（
大
木
9
式
朋
）

図
版
6
8
7
 
B
2
3
0
 
漁
揆
具
単
式
約
針

シ
カ
角

鈎
先
部
欠
損
4
.
9
c
m
 
1
.
6
c
m
 
0
5
c
m
 
1.
7a
 
中
期
後
葉
（
大
木
9
式
期
）

図
版
6
8
8
 
B
2
2
1
 
漁
拐
具
単
式
釣
針

シ
カ
角

釣
先
部
欠
損
5
.
4
c
m
 
1
8
c
m
 0
.
4
c
m
 
I
 7
a
 
中
期
後
葉
（
大
木
9
式
期
）

図
版
6
8
9
 
6
2
3
4
 
漁
拐
具
単
式
釣
針

シ
カ
角

鈎
先
部
欠
損
5
.
4
c
m
 
2
3
c
m
 
0
6
c
m
 
2
 9
a
 
中
期
末
葉
（
大
木
10
式
期
）

図
版
6
9
0
 
B
2
5
0
 
漁
拷
呉
単
式
釣
針

シ
カ
角

釣
先
部
欠
損
S
 9
c
m
 
11
c
m
 0
5
c
m
 
I.
Sa
 
中
期
後
葉
（
大
木
9
式
期
）

図
版
6
9
1
 8
2
1
9
 
漁
揆
具
単
式
釣
針

シ
カ
角

釣
先
部
欠
捐
6
.
2
c
m
 
2
.
0
c
m
 
0.
 奴：
m
3
 S
a
 
中
期
中
菜
～
後
菜
（
大
木
8
-
9
式
期
）

図
版
6
9
2
 
8
5
4
5
 
漁
捐
具
単
式
釣
針

シ
カ
角

鈎
先
部
欠
i員
S
 2
c
m
 
1
.
7
c
m
 
0
.
9
c
m
 
3
 9
a
 
後
期
前
葉
（
堀
之
内
l
式
期
）

図
版
6
9
3
 
B
2
5
1
 
漁
榜
具
単
式
釣
針

シ
カ
角

釣
先
部
欠
損
5
.
6
c
m
 
1
2
c
m
 0
.
5
c
m
 
1
6
a
 
後
期
前
葉
（
堀
之
内
l
式
期
）

図
版
6
9
4
 
B
2
4
3
 
漁
拐
具
単
式
釣
針

シ
カ
角

約
先
部
欠
揖
5
 7
c
m
 
1
7
c
m
 
0
.
4
c
m
 
1
 
7
a
 
中
期
末
葉
（
大
木
1
0式
期
）

図
版
7
9
5
 
B
2
4
2
 
漁
揆
只
単
式
釣
針

シ
カ
角

鈎
先
部
欠
損
5
 3
c
m
 
0
.9
c
m
 
0
.
6
c
m
 
2
4
g
 
中
期
末
槃
（大
木
1
0式
期
）

図
版
7
9
6
 
B
5
4
6
 
漁
揆
具
里
式
釣
針

シ
カ
角

釣
先
部
欠
損
5
1c
m
 
1.
4
c
m
 0
4
c
m
 
1
 l
g
 
後
期
前
葉
（
堀
之
内
l
式
期
）

図
版
7
9
7
 
B
9
6
9
 
漁
携
具
単
式
釣
針

シ
カ
角

鉤
先
部
欠
損
S
 5
c
m
 
1
4
c
m
 
0
6
c
m
 
1
 B
g
 
中
期
中
葉
～
後
葉
（
大
木
S
b
-
9
式
期
）

図
版
7
9
8
 
8
2
3
6
 
漁
憬
具
坦
式
釣
針

シ
カ
角

鈎
先
部
欠
損
6
2
c
m
 
I
 7
c
m
 0
7c
m
 
3
 l
a
 
中
期
末
葉
（
大
木
1
0
式
期
）

区
版
7
9
9
 
35
,1
7 
漁
搭
具
単
式
釣
針

シ
カ
角
or
骨

鈎
先
部
欠
1員
5
 7
c
m
 
2
0
c
m
 0
4
c
m
 
1
 2
a
 
後
期
前
葉
（堀
之
内
l
式
朋
）

加
工
が
進
ん
で
い
て
素
材
の
判
別
不
可
っ

図
版
7
1
0
0
 
8
54
4
 
漁
撓
具
単
式
約
針

シ
カ
角

鈎
先
部
欠
！
員
S
 9
c
m
 
2
.
0
c
m
 
0
5
c
m
 
2
1
a
 
後
期
前
葉
（
堀
之
内
l
式
期
）

図
版
7
1
0
1
 B
2
4
7
 
漁
掃
具
単
式
釣
針

シ
カ
角

鈎
先
部
欠
損
6
.0
c
m
 
1
2
c
m
 
0
.6
c
m
 
1
4
a
 
後
期
前
葉
（堀
之
内
l
式
期
）

図
版
7
1
0
2
 
8
2
56
 
漁
携
貝
単
式
釣
針

シ
カ
角

約
先
部
欠
損
5
 6
c
m
 
0
7
c
m
 0
5
c
m
 
1
4
a
 
中
期
末
葉
（
大
木
1
0
式
期
）

図
版
7
1
0
3
 
8
9
5
8
 
漁
搭
具
単
式
釣
針

シ
カ
角

鈎
先
部
欠
損
5
 4
c
m
 

0
8
c
m
 
1
 7
o
 
中
期
末
葉
（大
木
1
0
式
期
）

図
版
7
1
0
4
 
B
2
2
3
 
漁
揆
異
単
式
釣
針

シ
カ
角

鈎
先
部
欠
潰
6
5
c
m
 
I
 7
c
m
 0
5
c
m
 
2.
6a
 
中
期
後
葉
（
大
木
9
式
期
）

図
版
7
1
0
5
 
B
2
5
5
 
漁
搭
具
単
式
釣
針

シ
カ
角

鈎
先
部
欠
損
6
2
c
m
 
I
 7
c
m
 0
5
c
m
 
2
 4
a
 
中
期
末
葉
（
大
木
10
式
期
）

図
版
7
1
0
6
 
B
9
5
9
 
漁
搭
具
単
式
釣
針

シ
カ
角

釣
先
部
欠
捐
6
9
c
m
 
1
.
4
c
m
 
0
.
8
c
m
 
4
 9
a
 
不
明

図
版
7
1
0
7
 
8
2
2
0
A
 漁
掃
具
単
式
釣
針

シ
カ
角

鈎
先
部
欠
損
6
9
c
m
 
1.
9
c
m
 0
 7
c
m
 
4
 9
a
 
中
期
中
葉
（
大
木
S
b
式
期
）

図
版
7
1
0
8
 
B
2
2
0
B
 漁
掃
具
単
式
釣
針

シ
カ
角

鈎
先
部
欠
揖
6
6
c
m
 
2
 3
c
m
 0
5
c
m
 
5
 O
a
 
不
明

図
版
8
1
0
9
 
6
2
6
7
 
漁
捐
具
単
式
釣
針

シ
カ
角

チ
モ
ト
部
～
軸
部
3
2
c
m
 
0
.
5
c
m
 
0
4
c
m
 
O.
G
a
 
中
期
後
葉
（
大
木
9
式
期
）

図
版
8
1
1
0
 
B
9
7
0
 
漁
揆
具
単
式
釣
針

シ
カ
角
or
骨

チ
モ
ト
部
～
軸
部
3
3
c
m
 
0
8
c
m
 0
.
4
c
m
 
O
.
B
a
 
中
期
後
菜
（
大
木
9
式
期
）

加
工
が
進
ん
で
い
て
素
材
の
判
別
不
可
c

図
版
8
1
1
1
 8
2
6
6
 
漁
揆
具
単
式
釣
針

シ
カ
角
o
r
骨

チ
モ
ト
部
～
軸
部
4
 3
c
m
 
I
 7
c
m
 0
5
c
m
 
0.
6a
 
中
期
後
粟
～
末
菜
（
大
木
9
-
1
0式
期
）

加
工
が
進
ん
で
い
て
素
材
の
判
月
」
不
可
，

図
版
8
1
1
2
 
8
2
41
 
漁
拇
具
単
式
釣
針

シ
カ
角

チ
モ
ト
部
～
給
部
4
4
c
m
 
0
5
c
m
 0
6
c
m
 
1
 3
a
 
中
期
後
葉
～
末
葉
（
大
木
9
-
1
0式
期
）
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表
2
-
3
楠
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
骨
角
器
（
南
境
貝
塚
収
集
）
の
諸
属
性

|
 

3
7
 
1
 

因
版
番
号
登
録

種
類

素
材

残
存
部
位
長
さ
幅
厚
さ
重
量

所
屈
時
期
（楠
本
政
助
氏
比
定
）
r矢
本
町
史
：

偏
考

図
版
8
11
3 
B
26
3
 
漁
掛
具
単
式
釣
針

シ
カ
角

チ
モ
ト
部
～
軸
部
2
 1
c
m
 
2
0c
m
 O
 5
c
m
 
0
9
a
 中
期
未
葉
（
大
木
1
0式
期
）

因
版
8
1
1
4
 
B
9
7
5
 
漁
撥
具
単
式
釣
針

シ
カ
角

チ
モ
ト
部
～
軸
部
3
 
8
c
m
 
1
2
c
m
 0
7
c
m
 
1
6
0
 中
期
後
菜
（
大
木
9
式
期
）

図
版
8
11
5
 B
25
4
 
漁
携
具
単
式
釣
針

シ
カ
角

チ
モ
ト
部
～
軸
部
3
 3c
m
 0
8
c
m
 0
6
c
m
 
1
4
a
 中
期
末
菜
（
大
木
10
式
期
）

図
版
8
11
6
 
B
9
7
2
 
漁
揆
具
単
式
釣
針

シ
カ
角
or
骨

チ
モ
ト
部
～
軸
部
2
 4
c
m
 
1
1
c
m
 0
.
4
c
m
 
O
l
a
 中
期
後
葉
（大
木
9
式
期
）

加
工
が
進
ん
で
い
て
素
材
の
判
別
不
可
c

図
版
8
1
17
 
B
2
5
9
 
漁
搭
具
単
式
釣
針

シ
カ
角

チ
モ
ト
部
へ
軸
部
4
5c
m
 
0
8
c
m
 0
.6
c
m
 
I
 7a
 中
期
後
葉
～
末
葉
（大
木
9
-
1
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m
 
1
5
c
m
 0
9
c
m
 
S
l
a
 不
明
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表
2
-
4
楠
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
骨
角
器
（
南
境
貝
塚
収
集
）
の
諸
属
性

3
8
 

図
版
番
号
翌
録

種
類

素
材

残
存
部
佗
長
さ
幅
厚
さ
登
曼

所
属
時
期
（
楠
本
政
助
氏
比
定
）
『矢
本
IBJ
史
；

偏
考

図
版
1
2
16
9
 
B
1
5
5
 
漁
拇
具
骨
箆

鳥
骨

先
端
部

3
9
c
m
 
1
4
c
m
 0
.4
c
m
 
1
4
a
 中
期
末
葉
（大
木
1
0式
期
）

素
材
を
縦
方
向
に
半
裁
し
、
へ
ら
状
に
加
工
で
素
材
は
鳥
骨
か
，

因
版
1
2
1
7
0
 
8
1
4
4
 
漁
掃
具
骨
箆

骨
（
長
管
骨
）

先
端
部

3
9
c
m
 
1
 
2
c
m
 0
4
c
m
 
2
 
3
a
 不
明

細
長
い
板
状
に
加
工
し
た
骨
箆
の
先
端
部
破
片
e
表
面
採
集
品
コ

因
版
1
2
17
1 
8
9
2
1
 
漁
携
具
骨
箆

シ
カ
腔
岱

完
形

9
2
c
m
 
2
4
c
m
 1
0
c
m
 
17
 S
o
 中
期
末
槃
（
大
木
10
式
朋
）

図
版
証
1
0
9
素
材
を
縦
方
向
に
半
裁
し
、
へ
ら
状
に
加
工
．
刃
部
は
序
粍
横
断
面
形
は
11¥
状
，
「
B
9
2
1
B-
IV
-1
0J
,
 

図
版
12
17
2 
6
4
7
5
 
漁
揆
具
骨
箆

ツ
ル
科
左
腔
足
根
骨
？
墨
部
一
部
欠
損
2
15
c
m
 
1
5
c
m
 1
1
c
m
 
2
5
 3
q
 中
期
末
葉
（
大
木
10
式
期
）

図
版
4
5
-
2
2
2
素
材
を
斜
め
に
切
断
し
て
へ
ら
状
の
刃
部
を
作
出
し
、
研
悶
c
墨
部
欠
損
。
素
材
は
か
な
り
大
型
の
個
体
令

図
版
1
2
17
3 
6
3
5
5
 
漁
携
具
骨
箆

シ
カ
左
中
手
骨
完
形

1
5
6
c
m
 
2
.
8
c
m
 
1
8
c
m
 
3
9
 3
q
 中
期
後
葉
（
大
木
9
式
期
）

図
版
18
-
11
1
素
材
を
縦
方
向
に
半
裁
し
て
分
割
面
・
刃
部
を
研
磨
し
、
へ
ら
状
に
加
工
さ
総
合
展
示
室
で
展
示
中
。

因
版
13
1
7
4
 
B
1
0
2
9
 漁
携
具
貝
刃

ハ
マ
グ
リ
右
殻
完
形

5
3
c
m
 
6
3
c
m
 1
5
c
m
 
1
9
 8
0
 不
明

腹
緑
を
刃
部
と
し
、
細
か
い
剥
落
痕
が
腹
縁
表
裏
両
面
に
連
絣
す
る
C
「5
4
4
.6
15
南
境
J
と
ネ
ー
ミ
ン
グ
。

因
版
13
1
75
 B
1
0
2
6
 漁
撥
具
貝
刃

ハ
マ
グ
リ
右
殻
完
形

5
5
c
m
 
7
2
c
m
 1
8
c
m
 
2
4
 2
Q
 不
明

腹
縁
を
刃
部
と
し
、
細
か
い
剥
落
痕
が
陵
縁
表
裏
両
面
に
速
続
す
る
。
「5
4
4
6
1
5
南
境
J
と
ネ
ー
ミ
ン
グ
，

図
版
1
3
1
7
6
 
B
1
0
2
7
 漁
携
具
貝
刃

ハ
マ
グ
リ
右
殻
完
形

6
.
0
c
m
 
7
5
c
m
 2
0
c
m
 
3
0
 6
q
 不
明

腹
緑
を
刃
部
と
し
、
細
か
い
剥
落
痕
が
腹
緑
表
裏
両
面
に
連
読
す
る
。

図
版
13
1
7
7
 
B
1
0
2
8
 漁
揆
具
貝
刃

ハ
マ
グ
リ
右
殻
完
形

5
.
8
c
m
 
7
.
6
c
m
 2
1
c
m
 
3
6
 O
q
 不
明

腹
縁
が
刃
部
、
細
か
い
剥
落
痕
が
腹
繰
表
裏
両
面
に
連
続

，「
昭
和
四
十
一

•
四
．
一
十
八
南
境
表
採
N
o
3
」

図
版
13
17
8
 B
1
0
3
2
 
漁
捐
具
貝
刃

ハ
マ
グ
リ
右
殻
完
形

6
.
3
c
m
 
7
.
5
c
m
 
1
 
7
c
m
 
31
 6
q
 不
明

腹
縁
を
刃
部
と
し
、
細
か
い
剥
落
痕
が
腔
繰
表
裏
両
面
に
連
続
す
る
．

図
版
13
1
7
9
 
B
1
0
3
3
 
漁
揆
具
貝
刃

ハ
マ
グ
リ
右
殻
完
形

6
1
c
m
 
7
 8
c
m
 2
2
c
m
 
3
2
 2
a
 不
明

腹
縁
を
刃
部
と
し
、
細
か
い
剥
落
痕
が
腔
縁
表
裏
両
面
に
連
続
す
る

図
版
1
3
1
8
0
 
B
1
0
2
5
 
漁
揆
具
貝
刃

ハ
マ
グ
リ
右
殻
完
形

6
9
c
m
 
8
1
c
m
 2
.
4
c
m
 
4
5
 9
a
 不
明

腹
繰
を
刃
部
と
し
、
細
か
い
剥
落
痕
が
腹
縁
表
裏
両
面
に
連
続
す
る
。

図
版
1
3
1
8
1
 8
1
0
3
0
 漁
揆
具
貝
刃

ハ
マ
ク
リ
右
殻
完
形

6
.
7
c
m
 
9
2
c
m
 2
 7
c
m
 
3
3
 2
a
 不
明

腹
繰
を
刃
部
と
し
、
細
か
い
剥
落
痕
が
腹
縁
表
裏
両
面
に
連
続
す
る
。

図
版
13
18
2 
6
1
0
3
1
 漁
掃
具
貝
刃

ハ
マ
グ
リ
左
殻
完
形

7
4
c
m
 
9
5
c
m
 2
.
4
c
m
 
6
4
 2
o
 不
明

腹
縁
を
刃
部
と
し
、
細
か
い
剥
落
痕
が
腹
縁
表
裏
両
面
に
連
続
す
る
，

図
版
14
1
8
3
 
B
1
8
2
 
工
具
仔
針

骨
0
『
シ
カ
角

頭
頂
部
～
軸
下
部
3
.
9
c
m
 
0
.
6
c
m
 0
 3
c
m
 
I
 l
o
 
中
期
末
菜
（
大
木
1
0式
期
）

図
版
15
-9
4
針
先
欠
j凡
小
型
<
1
類
（
頭
頂
部
は
隅
丸
方
形
で
、
刻
線
で
袖
部
と
の
境
を
明
瞭
に
区
分
し
中
央
に
穿
孔
）も

図
版
14
18
4 
B
2
1
3
 
工
具
骨
針

骨
（
畏
管
骨
）

完
形

1
1
.
4
c
m
 
1
1
c
m
 0
5
c
m
 
4
8
Q
 中
期
後
葉
～
末
葉
（大
木
9
-
1
0式
期）
図
叛
15
-7
7
中
型
。
1
類
（
頭
頂
部
は
隅
丸
方
形
で
、
刻
練
で
軸
部
と
の
境
を
明
瞭
に
区
分
し
、
中
央
に
穿
孔
）

図
版
1
4
18
5
 
8
9
0
6
8
 工
貝
骨
針

骨
o
r
シ
カ
角

頭
頂
部
～
軸
下
部
3
6
c
m
 
0
6
c
m
 0
2
c
m
 
0
6
q
 後
期
前
葉
（南
境
式
）

図
版
16
-9
3
針
先
欠
i見
小
型
'
2
類
（頭
頂
部
は
円
形
で
、
中
央
に
穿
孔
）
c
断
面
は
蒲
鉾
形
。

図
版
1
4
1
8
6
 8
9
8
2
 
工
具
骨
針

骨
or
シ
カ
角

頭
頂
部
～
軸
下
部
6
1
c
m
 
0
7
c
m
 O
A
c
m
 
I
 
S
g
 中
期
末
葉
（
大
木
10
式
期
）

図
版
16
-9
4
針
先
欠
1員
，
中
型
，
2
類
（
頭
頂
部
は
楕
円
形
で
、
中
央
に
穿
孔
）
．

図
版
1
4
1
8
7
 
8
5
5
5
 
工
貝
骨
針

骨
or
シ
カ
角

完
形

6
6
c
m
 
0
7
c
m
 0
3
c
m
 
1
 2
q
 中
期
後
菜
（
大
木
9
式
明
）

図
叛
16
-8
9
小
型
<
2
類
（
頭
頂
部
は
円
形
で
、
中
央
に
穿
孔
）
e

図
版
1
4
1
8
8
 
B
1
9
6
 
工
具
骨
針

シ
カ
角

頭
頂
部
～
軸
下
部
7
8
c
m
 
1
1
c
m
 0
5
c
m
 
4
9
g
 中
期
末
葉
（
大
木
1
0式
期
）

図
版
40
-2
12
頭
頂
端
部
・
針
先
部
欠
損
つ
中
型
。
2
類
（
頭
頂
部
は
楕
円
形
で
、
中
央
に
穿
孔
）
C

図
版
14
18
9
 
8
9
2
7
 
工
具
骨
針

骨
or
シ
カ
角

頭
頂
部
～
軸
下
部
5
.2
c
m
 
。.7
c
m
0
.
4
c
m
 
1
 
S
a
 不
明

針
先
欠
／
見
小
型
'
3
類
〈
明
確
な
頭
頂
部
を
作
出
し
な
い
が
、
上
端
近
く
中
央
に
穿
孔
），

図
版
14
1
9
0
 
B
9
0
5
B
 工
具
骨
針

骨
（
長
管
骨
）
頭
頂
部
～
馳
下
部
6
 7
c
m
 
0
6
c
m
 0
.
3
c
m
 
L
5
a
 不
明

図
版
16
-9
2
針
先
欠
揖
，
小
型
，
3
類
（
明
確
な
頭
頂
部
を
作
出
し
な
い
。
頭
部
中
央
に
穿
孔
）
。

図
版
1
4
1
9
1
 8
20
1 
工
具
岱
針

'I
} 
(
長
管
伶
）

頭
頂
部
～
軸
下
部
11
 3
c
m
 
0
7c
m
 0
5
c
m
 
4
,9
0
 中
期
後
菜
（大
木
9
式
期
）

図
版
15
-8
0
針
先
欠
胤
中
型
、
3
類
（
明
確
な
類
頂
部
を
作
出
し
な
い
，
頭
部
中
央
に
穿
孔
）
＜

図
版
14
19
2 
6
2
0
7
 
工
具
骨
針

シ
カ
右
中
足
骨
頭
頂
部
～
軸
部
8
0
c
m
 
1
4
c
m
 0
.
6
c
m
 
7
0
0
 中
期
末
葉
（
大
木
10
式
期
）

図
叛
15
-7
9
大
型
。
軸
部
中
程
で
破
損
。
軸
下
部
～
先
端
部
欠
i員，

図
版
14
19
3 
B
1
8
5
 
工
具
骨
針

骨
（
長
管
骨
）

頭
部
～
軸
部
6
.
0
c
m
 
0
.
6
c
m
 0
.
4
c
m
 
2.
6Q
 
中
期
後
葉
（
大
木
9
式
期
）

頭
頂
部
・
針
先
欠
｝
凡
小
型
.
3
類
（
明
確
な
頭
頂
部
を
作
出
し
な
い
，
頭
部
中
央
に
穿
孔
）。

図
叛
1
4
19
4 
8
9
2
3
 
工
具
骨
針

シ
カ
中
手
足
骨
ほ
ぽ
完
形

1
6
.
8
c
m
 
1
2
c
m
 0
9
c
m
 
1
2
6
q
 中
期
末
稟
（
大
木
10
式
期
）

図
版
15
-7
5
大
型
。
3
類
（
明
確
な
頭
頂
部
を
作
出
し
な
い
。
頭
部
中
央
に
穿
孔
）
c

図
版
14
19
5 
B
2
15
 
工
具
骨
針

シ
カ
中
手
足
骨
完
形

17
 5
c
m
 
0
8
c
m
 0
.
6
c
m
 
9
2
Q
 中
期
末
葉
（
大
木
1
0式
期
）

図
版
15
-8
1
大
型
3
類
（
明
確
な
頭
頂
部
を
作
出
し
な
い
，
頗
部
中
央
に
穿
孔
）
e

図
版
1
5
1
9
6
 
B
1
7
8
 
工
具
先
丸
棒
状
角
器

シ
カ
角

軸
下
部
～
先
雌
部
3
 l
c
m
 
0
7
c
m
 0
6
c
m
 
1
 
l
q
 中
期
後
葉
～
末
菜
（
大
木
9
-
1
0式
期
）

袖
部
直
線
状
。
先
端
丸
味
。
シ
カ
角
表
面
の
凸
凹
が
残
存
。

図
版
15
1
9
7
 
B
3
5
4
 
工
具
先
丸
樟
状
角
器

シ
カ
角

粕
下
部
～
先
端
部
2
 6
c
m
 
0
.
9
c
m
 0
.
8
c
m
 
2
1
g
 中
期
末
葉
（
大
木
1
0式
期
）

軸
部
直
線
状
c
先
端
丸
味
，
シ
カ
角
表
面
の
凸
凹
が
残
存
．

図
版
1
5
1
9
8
 
B
3
5
2
A
 工
具
先
丸
棒
状
角
器

シ
カ
角

軸
下
部
～
先
端
部
3
 3
c
m
 
0
8
c
m
 0
5
c
m
 
1.
9a
 
中
期
後
葉
（
大
木
9
式
期
）

軸
部
直
線
状
。
先
端
丸
味
。
シ
カ
角
衷
面
の
凸
凹
が
残
存
。

図
l¥
li
15
1
9
9
 
B
9
4
0
 
工
具
先
丸
棒
状
角
器

シ
カ
角

軸
部
～
先
端
部
4
4
c
m
 
1
0
c
m
 0
.
8
c
m
 
3,
2Q
 
中
期
後
菜
（
大
木
9
式
朋
）

軸
部
邑
椋
状
．
先
端
丸
味
，
シ
カ
角
表
面
の
凸
凹
が
残
存
し

図
版
15
2
0
0
 B
3
4
9
 
工
具
先
丸
椿
状
角
器

シ
カ
角

完
形

4
6
c
m
 
0
9
c
m
 0
.8
c
m
 
4
l
q
 中
期
末
葉
（
大
木
10
式
期
）

軸
部
匝
線
状
。
先
瑞
丸
味
，
シ
カ
角
表
面
の
凸
凹
が
残
存
e

図
版
1
5
20
1 
B
9
3
8
 
工
具
先
丸
榛
状
角
器

シ
カ
角

軸
部
～
先
端
部
4
6
c
m
 
0
9
c
m
 0
.7
c
m
 
3
.6
q 
中
期
末
累
（
大
木
10
式
期
）

軸
部
直
線
状
，
先
端
丸
味
，
シ
カ
角
表
面
の
凸
凹
が
残
存
，

図
板
1
5
2
0
2
 
B
3
4
8
 
工
具
先
丸
樟
状
角
器

シ
カ
角

軸
部
～
先
端
部
4
8
c
m
 
0
8
c
m
 0
7
c
m
 
4.
0Q
 
中
期
末
葉
（
大
木
1
0式
期
）

軸
部
直
繰
状
。
先
端
丸
味
。
シ
カ
角
表
面
の
凸
凹
が
残
存
。

図
版
1
5
2
0
3
 
6
1
7
4
 
工
臭
先
丸
棒
状
角
器

シ
カ
角
or
骨

軸
部
～
先
端
部
5
1
c
m
 
0
6
c
m
 0
5
c
m
 
1
9
0
 
中
期
未
葉
（大
木
10
式
期
）

軸
部
直
綺
状
、
先
端
丸
味
。
シ
カ
角
表
面
の
凸
凹
が
残
存
加
工
が
進
ん
で
い
て
素
材
の
判
別
不
可
s

図
叛
15
2
0
4
 B
3
1
6
 
工
具
先
丸
椿
状
角
器

シ
カ
角

軸
部
～
先
端
部
5
 5
c
m
 
0
9
c
m
 0
.6
c
m
 
4
 S
o
 中
期
後
葉
（
大
木
9
式
期
）

軸
部
直
線
状
。
先
端
丸
味
，
シ
カ
角
表
面
の
凸
凹
が
残
存
，
全
体
に
焼
け
て
黒
光
し
て
い
る
。

図
版
15
2
0
5
 
B
3
3
8
 
工
具
先
丸
棒
状
角
器

シ
カ
角

軸
部
～
先
瑞
部
5
5
c
m
 
1
3
c
m
 0
.6
c
m
 
s
 
2
a
 中
期
後
葉
～
末
葉
（
大
木
9
-
10
式
期
）

軸
部
口
線
状
，
先
端
部
は
薄
い
撥
状
で
丸
味
C
シ
カ
角
表
面
の
凸
凹
が
残
存
，

図
版
15
2
0
6
 B
3
2
8
 
工
具
先
丸
棒
状
角
器

シ
カ
角

軸
部
～
先
端
部
6
 ¥
c
m
 
0
8
c
m
 0
7
c
m
 
5
 l
a
 
中
期
末
葉
（
大
木
10
式
期
）

軸
部
直
線
状
，
先
端
丸
味
。
シ
カ
角
表
面
の
凸
凹
が
残
存
，

図
版
15
2
0
7
 
8
9
3
4
A
 工
具
先
丸
棒
状
角
器

シ
カ
角

袖
部
～
先
端
部
6
1
c
m
 
0
8
c
m
 0
6
c
m
 
4
 ?
a
 
中
期
末
安
（
大
木
1
0式
期
）

軸
部
直
線
状
＾
先
蟷
丸
味
>
シ
カ
角
表
面
の
凸
凹
が
残
存
。

図
叛
15
2
0
8
 
B
9
3
7
 
工
具
先
丸
樟
状
角
器

シ
カ
角

軸
部
～
先
端
部
5
.
8
c
m
 
0
7
c
m
 0
.
6
c
m
 
3
1
Q
 中
期
後
菜
（
大
木
9
式
期
）

軸
部
直
線
状
，
先
端
丸
味
。
シ
カ
角
表
面
の
凸
凹
が
残
存
c

図
版
15
2
0
9
 B
1
6
7
 
工
具
先
丸
樟
状
角
器

シ
カ
角

軸
部
～
先
端
部
7
0
c
m
 
0
9
c
m
 0
7
c
m
 
5.
9
q
 
中
期
末
葉
（
大
木
1
0式
期）

軸
部
直
線
状
だ
が
、
わ
ず
か
に
反
る
，
先
瑞
丸
味
，
シ
カ
角
表
面
の
凸
凹
が
残
存
，

図
版
15
2
1
0
 8
3
3
2
 
工
具
先
丸
樟
状
角
器

シ
カ
角

軸
部
～
先
端
部
7.
3
cm
 
0
9
c
m
 0
7
c
m
 
5.
6g
 
中
期
末
葉
（大
木
10
式
期
）

軸
部
直
練
状
。
先
端
丸
味
，
シ
カ
角
表
面
の
凸
凹
が
残
存
。

因
版
15
21
1 
8
3
4
2
 
工
具
先
丸
棒
状
角
器

シ
カ
角

軸
上
部
～
先
端
部
8
4
c
m
 
0
8
c
m
 0
.
8
c
m
 
7
 lg
 中
期
末
葉
（
大
木
1
0式
期
）

軸
部
直
線
状
。
先
端
丸
味
。
シ
カ
角
表
面
の
凸
凹
が
残
存
，

区
版
15
2
12
 
8
3
3
9
 
工
具
先
丸
棒
状
角
器

シ
カ
角

軸
上
部
～
先
端
部
9
1
c
m
 
0
8
c
m
 0
.
6
c
m
 
5
 S
g
 中
期
末
栞
（
大
木
10
式
期
）

紬
部
直
線
状
，
先
端
丸
味
．
シ
カ
角
表
面
の
凸
凹
が
残
存
c

図
版
1
5
2
1
3
 
B
3
3
3
 
工
具
先
丸
棒
状
角
器

シ
カ
角

I軸
部
～
先
端
部
7
6
c
m
 
0
.
9
c
m
 0
.
8
c
m
 
6
9
g
 中
期
末
葉
（大
木
1
0
式
期
）

軸
部
直
線
状
，
先
端
丸
味
，
シ
カ
角
表
面
の
凸
凹
が
残
存
，

図
版
15
2
1
4
 
8
3
3
6
 
工
具
先
丸
棒
状
角
器

シ
カ
角

軸
上
部
～
先
端
部
8
8
c
m
 
0
9
c
m
 0
.
8
c
m
 
8
1
a
 中
期
末
累
（
大
木
1
0式
期
）

軸
部
直
線
状
。
先
端
丸
味
。
シ
カ
角
表
面
の
凸
凹
が
残
存
。

図
版
1
5
2
1
5
 
8
3
4
1
 
工
具
先
丸
棒
状
角
器

シ
カ
角

軸
上
部
～
先
端
部
9
4
c
m
 
0.
7c
m
 0
7
c
m
 
9.
1
0
 
中
期
末
菜
（
大
木
10
式
期
）

軸
部
直
練
状
。
先
地
丸
味
。
シ
カ
角
表
面
の
凸
凹
が
残
存
こ

図
版
15
2
16
 8
3
1
8
 
工
具
先
丸
棒
状
角
器

シ
カ
角

ほ
ぼ
完
形

11
1
c
m
 
0
9
c
m
 0
.
8
c
m
 
11
.0
a 
中
期
後
葉
（
大
木
9
式
期
）

軸
部
直
線
状
。
先
端
丸
味
。
軸
上
端
部
わ
ず
か
に
欠
！
員
。
シ
カ
角
表
面
の
凸
凹
が
残
存
。

図
版
15
2
17
 8
5
3
5
 
工
具
先
丸
棒
状
角
器

シ
カ
角

ほ
ぼ
完
形

1
5
 3
c
m
 
0
.
8
c
m
 0
 7
c
m
 
8
6
q
 後
期
前
葉
（称
名
寺
式
期
）

軸
部
直
線
状
。
先
喘
丸
味
，
シ
カ
角
表
面
の
凸
凹
が
残
存
。

図
板
1
6
2
1
8
 
8
3
4
0
 
工
具
先
丸
枠
状
角
器

シ
カ
角

完
形

8
.
0
c
m
 
1
 
5
c
m
 0
7
c
m
 
9
0
g
 中
期
末
葉
（
大
木
1
0式
期
）

軸
部
濱
曲
，
先
端
丸
味
，
シ
カ
角
表
面
の
凸
凹
が
残
存
。
上
端
に
切
断
痕
。

図
版
16
Z
1
9
 
B
3
2
9
 
工
具
先
丸
棒
状
角
器

シ
カ
角

軸
上
部
～
先
瑞
部
8
.
4
c
m
 
0.
7
c
m
 O
 7
c
m
 
s
 6
a
 後
期
前
菜
（
称
名
寺
式
期
〉

軸
部
湾
曲
。
先
端
丸
味
．
シ
カ
角
表
面
の
凸
凹
が
残
存
．

図
版
16
2
2
0
 
B
3
2
2
 
工
具
先
丸
椿
状
角
器

シ
カ
角

完
形

8
.
4
c
m
 
1
 
2
c
m
 0
7
c
m
 
7
9
0
 中
期
末
葉
（
大
木
10
式
期
）

軸
部
湾
曲
。
先
端
丸
味
，
シ
カ
角
表
面
の
凸
凹
が
残
存
。
上
端
に
切
断
痕
。

図
版
1
6
22
1 
B
9
3
1
 
工
具
先
丸
棒
状
角
器

シ
カ
角

軸
上
部
～
先
端
6
3
c
m
 
1,
2
c
m
 1
1
c
m
 
7
 9
Q
 中
期
中
菜
（
大
木
8
b
式
期
）

軸
部
湾
曲
，`
先
端
丸
味
＾
シ
カ
角
表
面
の
凸
凹
が
残
存
．

図
版
16
2
2
2
 
8
3
3
1
 
工
具
先
丸
棒
状
角
器

シ
カ
角

軸
上
部
～
先
端
9
8
c
m
 
0
.
7
c
m
 0
.
7
c
m
 
10
.0
q 
中
期
末
葉
（
大
木
10
式
期
）

図
版
4
9
-
2
3
5
軸
郎
湾
曲
，
先
端
丸
味
3
シ
カ
角
表
面
の
凸
凹
が
残
存
。
『
矢
本
町
誌
』
図
版
49
-2
35
右
か
ら
4
番
目

図
版
16
22
3 
8
3
3
4
 
工
具
先
丸
棒
状
角
器

シ
カ
角

軸
上
部
～
先
端
部
9
.
4
c
m
 
0
.
9
c
m
 0
8
c
m
 
!0
.3
a 
中
期
後
葉
（
大
木
9
式
期
）

軸
部
湾
曲
。
先
端
丸
味
ニ
シ
カ
角
表
面
の
凸
凹
が
残
存
．

図
版
1
6
2
2
4
 
B
3
2
3
 
工
異
先
丸
枠
状
角
器

シ
カ
角

ほ
ぽ
完
形

9
7
c
m
 
1
1
c
m
 0
7
c
m
 
9
 3
0
 中
期
後
累
（
大
木
9
式
期
）

図
版
4
9-
2
3
5
軸
部
湾
曲
。
先
端
丸
味
こ
シ
カ
角
表
面
の
凸
凹
が
残
存
。
『
矢
本
町
訪
』
図
版
49
-2
35
右
か
ら
6
番
目
。
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表
2
-
5
楠
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
骨
角
器
（
南
境
貝
塚
収
集
）
の
諸
属
性

3
9
 

図
版
悉
号
登
録

極
類

索
材

残
存
部
位
長
さ
幅
厚
さ
重
Jil

所
属
時
期
（
棺
本
政
助
氏
比
定
）
r矢
本
町
史
』

偏
考

図
版
1
6
2
2
5
 
B
3
2
7
 
工
具
先
丸
樟
状
角
器

シ
カ
角

袖
上
部
～
先
端
部
7.
4
c
m
 
0
9
c
m
 0
7
c
m
 
6
.7
a
 中
期
末
葉
（大
木
10
式
期
）

舶
部
湾
曲
。
先
端
丸
味
．
シ
カ
角
表
面
の
凸
凹
が
残
存
，

図
叛
16
2
2
6
 
B
3
2
0
 
工
具
先
丸
樟
状
角
器

シ
カ
角

完
形

12
 2
c
m
 0
.9
c
m
 0
5
c
m
 
7
 
2
a
 中
期
後
葉
～
末
葉
（
大
木
9
-
1
0式
期
）

軸
部
湾
曲
。
先
端
丸
味
，
シ
カ
角
表
面
の
凸
凹
が
残
存
。

図
店
16
2
2
7
 8
3
2
5
 
T
具
先
丸
樟
状
角
器

シ
カ
角

完
形

1
0
0
c
m
 
0
.
9
c
m
 0
.6
c
m
 
8
 S
a
 中
期
末
葉
（
大
木
10
式
期
）

軸
部
湾
曲
で
先
端
丸
味
こ
シ
カ
角
表
面
の
凸
凹
が
残
存
。

図
版
16
2
2
8
 
8
3
3
7
 
T
具
先
丸
椋
状
角
器

シ
カ
角

釉
上
部
～
先
端
10
1
c
m
 
0
.
8
c
m
 0
7
c
m
 
5.
6
a
 後
期
前
菜
（
称
名
寺
式
期
）

袖
部
湾
曲
こ
先
端
丸
味
2
シ
カ
角
表
面
の
凸
凹
が
残
存
．

図
版
16
2
2
9
 
B
3
17
 
工
具
先
丸
棒
状
角
器

シ
カ
角

完
形

14
 3
c
m
 
0
3
c
m
 0
.
7
c
m
 
13
.0
a 
中
期
末
菜
（
大
木
10
式
期
）

図
版
49
-2
35
軸
部
湾
曲
先
端
丸
味
。
シ
カ
角
表
面
の
凸
凹
が
残
存
'
;矢
本
町
誌
ー
図
版
4
9-
23
5
右
か
ら
2
番
目
。

因
版
17
2
3
0
 
B
2
9
8
 
工
具
先
丸
棒
状
角
器

シ
カ
角

完
形

12
 4
c
m
 0
8
c
m
 0
7
c
m
 
1
0
0
a
 
中
期
末
栞
（大
木
10
式
期
）

先
端
丸
味
，
頂
部
が
チ
モ
ト
状
s
軸
部
は
直
線
状
だ
が
反
る
。
シ
カ
角
表
面
の
凸
凹
が
残
存
。

図
版
17
23
1 
B
2
9
9
 
工
具
先
丸
棒
状
角
器

シ
刀
角

完
形

12
 2
c
m
 
0
7
c
m
 O
 5
c
m
 
7
1
a
 
中
期
末
葉
（
大
木
10
式
期
）

先
瑞
丸
味
頂
部
が
チ
モ
ト
状
，
軸
部
は
直
線
状
だ
が
反
る
。
シ
カ
角
表
面
の
凸
凹
が
残
存
＾

図
版
17
2
3
2
 
B
3
0
1
 
工
具
先
丸
枠
状
角
器

シ
カ
角

頂
部
～
袖
部
9
3
c
m
 
0
7
c
m
 0
.
6
c
m
 
S
 3
a
 中
朋
末
菜
（大
木
10
式
期
）

先
端
部
欠
損
c
頂
部
か
チ
モ
ト
状
。
軸
部
は
直
線
状
だ
が
反
る
。
シ
カ
角
表
面
の
凸
凹
が
残
存
s

図
版
17
2
3
3
 
B
3
0
0
 
工
具
先
丸
棒
状
角
器

シ
カ
角

ほ
ぽ
完
形

9
3
c
m
 
1.
0
c
m
 0
.
7
c
m
 
9
 2
a
 
中
期
末
lll
(大
木
10
式
期）

軸
部
は
直
練
状
だ
が
わ
ず
か
に
反
る
，
頂
部
に
刻
み
，
，
先
螺
丸
味
0
シ
カ
角
表
面
の
凸
凹
が
残
存
←

図
版
17
2
3
4
 
B
3
4
7
 
工
具
先
丸
樟
状
角
器

シ
カ
角

完
形

S
 0
c
m
 
I
 
0
c
m
 0
.
6
c
m
 
3
 9
a
 後
期
前
葉
（堀
之
内
1
式
期
）

軸
部
直
線
状
。
両
端
丸
味
。
シ
カ
角
表
面
の
凸
凹
が
残
存
。

図
版
17
23
5 
B
3
4
5
 
二
具
先
丸
樟
状
角
器

シ
カ
角

完
形

7
4
c
m
 
0
9
c
m
 O
 7c
m
 
5
 7
a
 
中
期
末
葉
（
大
木
10
式
期
）

軸
部
は
直
線
状
だ
が
わ
ず
か
に
反
る
。
両
端
丸
味
r
シ
カ
角
表
面
の
凸
凹
が
残
存
、

図
版
17
7.
36
 
8
3
3
0
 
工
只
先
丸
さ
状
角
器

シ
カ
角

完
形

8
1
c
m
 
0
9
c
m
 0
.
6
c
m
 
6
6
a
 中
期
後
菜
（
大
木
9
式
期
）

袖
部
は
直
線
状
だ
が
わ
ず
か
に
反
る
ぐ
両
端
丸
味
，
シ
カ
角
表
面
の
凸
凹
が
残
存
。

図
版
17
2
3
7
 
B
3
2
6
 
工
具
先
丸
椿
状
角
器

シ
カ
角

完
形

9
3
c
m
 
0.
9c
m
 0
7
c
m
 
9
0
0
 中
期
末
菜
〈
大
木
10
式
期
）

軸
部
湾
曲
，
先
端
丸
味
。
シ
カ
角
表
面
の
凸
凹
が
残
存
e

図
版
17
2
3
8
 
B
3
2
4
 
工
具
先
丸
樟
状
角
器

シ
カ
角

完
形

12
 5
c
m
 
0
.
7
c
m
 0
7
c
m
 
9
0
a
 中
期
末
葉
（
大
木
1
0式
期
）

軸
部
湾
曲
。
両
端
丸
味
，
シ
カ
角
表
面
の
凸
凹
が
残
存
。

図
版
17
2
3
9
 
6
5
3
4
 
工
具
先
丸
棒
状
角
器

シ
カ
角

完
形

9
 7
c
m
 
0.
7c
m
 0
.
5
c
m
 
5.
8a
 後
期
前
菜
（堀
之
内
l
式
期
）

軸
部
は
湾
曲
す
る
が
、
直
練
状
の
面
も
あ
る
。
両
端
丸
味
，
シ
カ
角
表
面
の
凸
凹
が
残
存
こ

図
版
17
2
4
0
 
B
3
3
5
 
工
具
先
丸
棒
状
角
器

シ
カ
角

完
形

9
1
c
m
 
0
9
c
m
 0
.8
c
m
 
7
6
a
 中
期
末
菜
（大
木
10
式
期
）

軸
部
は
直
線
状
だ
が
わ
ず
か
に
反
る
，
両
端
丸
味
。
シ
カ
角
表
面
の
凸
凹
が
残
存
。

図
版
17
2
4
1
 B
9
3
9
 
工
具
先
丸
棒
状
角
器

シ
カ
角

軸
部

3
 7
c
m
 
0
8
c
m
 0
.8
c
m
 
3
1
a
 中
期
後
葉
（大
木
9
式
期
）

軸
部
破
片
．
両
端
破
損
，
軸
部
直
線
状
，
シ
カ
角
表
面
の
凸
凹
が
残
存
，

図
版
17
2
4
2
 
6
3
4
4
 
工
具
先
丸
樟
状
角
器

シ
カ
角

軸
部

4
2
c
m
 
0
9
c
m
 0
.
6
c
m
 
3
 3g
 中
期
末
菜
（大
木
10
式
期
）

軸
部
破
片
。
両
端
破
！
員
，
軸
部
直
線
状
。
シ
カ
角
表
面
の
凸
凹
が
残
存
。

図
版
17
2
4
3
 
8
3
5
3
 
工
具
先
丸
棒
状
角
器

シ
カ
角

粕
部

4
0
c
m
 
0
9c
m
 0
.7
cm
 
逹
中
期
後
菜
（
大
木
9
式
期
）

軸
部
破
片
で
両
端
破
損
軸
部
直
線
状
＾
シ
カ
角
表
面
の
凸
凹
が
残
存
。

図
版
17
2
4
4
 
8
1
6
3
 
工
具
先
丸
名
状
角
器

シ
カ
角

袖
部

5
 6
c
m
 
O
 7
c
m
 0
.
5
c
m
 

不
明

袖
部
破
片
。
長
軸
方
向
に
沿
っ
て
半
裁
、
両
雌
も
破
損
◇
未
成
品
か
。
シ
カ
角
表
面
の
凸
凹
が
残
存
．

図
版
17
2
4
5
 
B
9
3
3
 
工
具
先
丸
棒
状
角
器

シ
カ
角

軸
部

9
7
c
m
 
0
.
9
c
m
 0
8
c
r
n
 
9
 la
 中
期
末
葉
（
大
木
10
式
期
）

軸
部
破
片
両
端
破
損
る
軸
部
は
直
線
状
だ
が
、
わ
ず
か
に
反
る
。
シ
カ
角
表
面
の
凸
凹
が
残
存
e

図
版
17
2
4
6
 
8
3
5
0
8
 工
具
先
丸
樟
状
角
器

シ
カ
角

袖
部

6.
8
cm
 
0.
8c
m
 0
.7
c
m
 
5
 4
a
 
中
期
末
葉
（大
木
10
式
期
）

軸
部
破
片
'
両
端
破
損
3
軸
部
直
線
状
だ
ヵ
＼
反
る
C
シ
カ
角
表
面
の
凸
凹
が
残
存
C

図
版
17
2
4
7
 
8
3
1
9
 
工
具
先
丸
樟
状
角
器

シ
カ
角

軸
部

7
 5
c
m
 
0
.
8
c
m
 0
.
6
c
m
 
S
l
a
 中
期
後
葉
（
大
木
9
式
期
）

軸
部
破
片
。
両
端
破
損
，
軸
部
湾
曲
。
シ
カ
角
表
面
の
凸
凹
が
残
存
し

図
版
18
2
4
8
 
8
3
0
4
 

剌
突
具

骨
（
長
管
岱
）

完
形

8
 5c
m
 
0
.
4
c
m
 0
4
c
m
 
1
4
a
 中
期
末
菜
（
大
木
1
0式
期
）

完
形
・
先
端
部
を
尖
ら
せ
る
。
断
面
形
は
先
端
部
が
円
形
、
他
部
が
方
形
。

図
版
18
2
4
9
 B
37
1 

刺
突
異

骨
（
長
管
骨
）

完
形

10
.0
c
m
 
0
5c
m
 0
4
c
m
 
3
 6
a
 中
期
末
葉
（大
木
1
0式
期
）

分
割
骨
素
材
，
軸
部
細
長
く
直
線
状
で
、
1!/i
面
形
は
方
形
，
先
端
を
尖
ら
す
。

囮
版
18
2
5
0
 
B2
11
 

刺
突
具

マ
グ
ロ
類
迄
棘
完
形

13
.8
c
m
 
0
.
6
c
m
 0
.
4
c
m
 
3
3
a
 後
期
前
葉
（
称
名
寺
式
期
）

因
版
15
-8
3
粕
部
細
長
く
直
練
状
で
、
断
面
形
は
円
形
。
先
端
を
尖
ら
す
。

図
版
18
25
1 
B
9
11
 

刺
突
具

マ
グ
ロ
類
ば
棘
軸
部
～
先
端
部
4
.9
c
m
 
0
5
c
m
 0
3
c
m
 
0
.9
0
 不
明

表
採
。
全
体
的
に
丁
寧
に
研
磨
し
、
先
地
を
尖
ら
す
。

図
版
18
2
5
2
 
B
1
9
4
 

刺
突
只

骨
or
シ
カ
角

軸
部
～
先
端
部
2
 7
c
m
 
0
.
8
c
m
 0
 2
c
m
 
O.
Sa
 
中
期
後
葉
～
末
葉
（
大
木
9
-
1
0
式
期
）

薄
く
濡
平
，
先
端
を
尖
ら
す
。

図
版
18
2
5
3
 
B
l
 
7
5
 

刺
突
具

骨
（
長
蓄
骨
）

軸
部
～
先
端
部
4
 2c
m
 
0
.
8
c
m
 0
4
c
m
 
0.
6a
 
中
期
後
葉
（
大
木
9
式
期
）

長
釉
に
沿
っ
て
分
割
し
た
素
材
骨
（
鳥
骨
）
を
全
体
的
に
丁
寧
に
研
磨
し
、
先
端
を
尖
ら
せ
る
。

図
版
18
2
S
4
 
B
9
0
9
 

刺
突
具

骨
or
シ
カ
角

軸
部
～
先
端
部
S
 De
m
 
0
.
6
c
m
 0
4
c
m
 
I
 
l
a
 不
明

表
採
。
全
体
的
に
丁
寧
に
研
磨
し
、
先
端
丸
く
す
ぽ
め
て
や
や
尖
ら
す
。

図
版
1
8
2
5
5
 
B
l
 
76
 

刺
突
具

骨
（
長
管
骨
）
軸
部
～
先
端
部
5
 6
c
m
 
0
.
8
c
m
 0
5
c
m
 
2
 S
a
 不
明

素
材
を
分
割
し
、
先
常
を
斜
め
に
そ
い
で
尖
ら
せ
、
部
分
的
に
研
磨
や

図
版
1
8
2
5
5
 
8
3
0
3
 

刺
突
具

骨
（
長
昏
仔
）

ほ
ぽ
完
形

7
4c
m
 0
6
c
m
 0
.4
c
m
 
2
 O
o
 中
期
末
薬
（
大
木
1
0式
期
）

全
体
的
に
T
寧
に
研
磨
二
先
端
は
丸
味
を
持
ち
な
が
ら
や
や
尖
る
。

図
版
1
8
2
5
7
 
B
3
12
 

刺
突
具

骨
（
長
管
骨
）

軸
部
～
先
端
部
7
 Be
rn
 
0.
8c
m
 0
4
c
m
 
3
0
a
 中
期
後
葉
（大
木
9
式
期
）

先
端
部
欠
損
。
分
割
し
た
素
材
骨
を
全
体
的
に
丁
寧
に
研
m
,

図
版
1
8
2
5
8
 
B
9
2
5
 

刺
突
具

骨
（
長
管
脅
）

軸
部
～
先
端
部
S
 6
<
m
 
0
8
c
m
 0
.4
c
m
 
1
 
8
0
 中
期
末
葉
（
大
木
1
0式
期
）

全
体
的
に
丁
寧
1こ
研
磨
し
、
先
端
を
尖
ら
す
，
「C
-
1
10
J
と
ネ
ー
ミ
ン
グ
。

図
版
18
2
5
9
 
8
3
8
6
 

刺
突
具

骨
（
長
壱
骨
）

完
形

5
.
6
c
m
 
0
8
c
m
 10
.4
c
m
 
2
 O
c
 中
期
後
菜
（
大
木
9
式
期
）

長
油
に
沿
っ
て
細
長
く
分
割
し
た
骨
を
素
材
と
し
、
先
端
・
甚
部
を
尖
ら
す
，

図
版
18
2
6
0
 
6
9
1
3
 

刺
突
具

マ
グ
ロ
類
芯
棘
袖
部
～
先
端
部
5
6
c
m
 
0
6
c
m
 1
6
c
m
 
1
 
4
a
 不
明

先
端
部
は
軸
部
を
半
裁
し
た
後
に
丁
寧
に
研
底
し
、
丸
味
を
も
ち
尖
る
，
表
採
，

図
版
18
2
61
 8
1
7
0
 

刺
突
具

シ
カ
角

軸
部
～
先
端
部
5
 7
c
m
 
0
9c
m
 0
.7
c
m
 
3
 7
g
 
中
期
末
菜
（
大
木
1
0式
期
）

全
体
的
に
丁
寧
に
研
磨
、
先
端
↓あ
り
味
を
持
ち
な
が
ら
尖
るし

図
叛
18
2
6
2
 
B
14
2 

刺
突
異

シ
カ
中
手
足
骨
軸
部
～
先
端
部
7
0
c
m
 
0
8
c
m
 0
.8
c
m
 
3.
9g
 
中
期
末
葉
（大
木
10
式
期
）

頭
頂
部
欠
損
，
全
体
的
に
丁
寧
に
研
店
。
先
端
は
尖
る
。

図
版
18
2
6
3
 
8
1
6
2
 

刺
突
具

骨
（
長
管
骨
）

軸
部
～
先
端
部
6
9
c
m
 
1
1
c
m
 0
5
c
m
 
5.
0a
 
中
期
中
葉
（
大
木
S
b
式
期
）

長
釉
に
沿
っ
て
分
割
し
た
素
材
骨
を
全
体
的
に
丁
寧
に
研
磨
し
、
先
端
を
尖
ら
せ
る
，

図
版
18
2
6
4
 
B1
41
 

剌
突
具

シ
カ
中
手
足
岱
袖
部
～
先
端
部
7
6
c
m
 
1
1
c
m
 0
5
c
m
 翌
中
期
後
菜
（
大
木
9
式
期
）

基
部
欠
損
．
素
材
を
縦
方
向
に
分
割
し
、
繰
辺
部
を
調
整
、
先
瑞
部
を
尖
ら
せ
て
加
工
。

図
叛
18
2
6
5
 
8
9
15
 

剌
突
具

骨
（
長
管
骨
）

軸
部
～
先
端
部
8
0
c
m
 
0
8
c
m
 0
.
4
c
m
 

不
明

頭
頂
部
欠
損
。
全
体
的
に
丁
掌
に
研
店
。
先
端
は
尖
る
。

図
版
18
2
6
6
 
8
2
0
6
 

剌
突
具

骨
（
長
管
骨
）

軸
部
～
先
端
部
8
4
c
m
 
O
 7
c
m
 0
2
c
m
 
2.
4a
 
中
期
中
菜
（大
木
8
b
式
期）

素
材
骨
（
鳥
骨
7
)
を
長
軸
に
沿
っ
て
分
割
し
、
全
体
を
丁
寧
に
研
磨
し
、
先
端
を
尖
ら
せ
て
い
る
，

図
版
18
2
6
7
 
81
51
 

剌
突
具

骨
（
長
官
骨
）

袖
部
～
先
端
部
8
3
c
m
 
0
9
c
m
 0
5
c
m
 
2
 7
g
 中
期
後
葉
（
大
木
9
式
期
）

長
軸
に
沿
っ
て
分
割
し
た
素
材
骨
を
全
体
的
に
丁
寧
に
研
磨
し
、
先
端
を
尖
ら
せ
る
乍

図
版
18
2
6
8
 
8
3
6
5
 

剌
突
具

骨
(J;
.'i
'.!
骨）

軸
部
～
先
端
部
9
1
c
m
 
0.
8
c
m
 0
5
c
m
 
4.
0g
 
中
期
後
葉
（
大
木
9
式
期
）

円
周
断
面
の
約
1/
6
程
に
縦
に
細
長
く
分
割
し
た
素
材
骨
を
利
用
，
分
割
面
を
研
店
し
、
先
端
を
尖
ら
す
。

図
版
18
2
6
9
 
83
51
 

刺
突
具

シ
カ
角

軸
部
～
先
端
部
4.
3c
m
 
1
4
c
m
 0
8
c
m
 
5
 O
a
 中
期
末
葉
（
大
木
10
式
期
）

全
体
的
に
丁
寧
1こ
研
磨
，
先
端
は
丸
味
を
持
ち
な
が
ら
や
や
尖
る
。

図
版
18
2
7
0
 
8
4
8
1
 

刺
突
具

シ
カ
中
手
足
骨
軸
部
～
先
培
部
5.
8c
m 
1
 
3
c
m
 0
.
7
c
m
 
S
 2
a
 中
期
後
葉
（
大
木
9
式
期
）

骨
分
割
片
を
素
材
と
し
、
先
端
を
研
磨
し
て
尖
ら
す
さ

図
版
18
27
1 
B
3
6
4
 

刺
突
具

シ
カ
中
手
足
骨
軸
部
～
先
端
部
7.
6
c
m
 
14
c
m
 0
.
6
c
m
 
4
 2
a
 後
期
前
菜
（
称
名
寺
式
期
）

骨
分
割
片
を
素
材
と
し
、
先
雌
を
研
磨
し
て
尖
ら
す
｀

区
叛
18
2
7
2
 
B
9
2
2
 

刺
突
具

シ
カ
中
手
足
骨
軸
部
～
先
端
部
7
1
c
m
 
1
 
3
c
m
 0
9
c
m
 
8
0
a
 中
期
末
葉
（
大
木
10
式
期
）

骨
分
割
片
を
素
材
と
し
、
先
蝶
を
研
磨
し
て
丸
く
す
ぽ
め
、
や
や
尖
ら
す
。

固
叛
1
8
2
7
3
 
8
1
5
0
 

刺
突
具

シ
カ
中
手
足
骨
軸
上
部
～
先
端
部
9
2
c
m
 
1
1c
m
 0
7
c
m
 
6.
6a
 
中
期
後
葉
（
大
木
9
式
期
）

基
部
欠
！
見
素
材
を
縦
方
向
に
半
裁
し
、
繰
辺
部
を
調
整
、
先
蟷
郎
を
尖
ら
せ
て
加
工
。

図
版
18
2
74
 8
1
4
6
 

刺
突
具

シ
カ
中
手
足
骨
軸
上
部
～
先
端
部
1
0
1
c
m
 
1
2
c
m
 0
9
c
m
 
1
0
4
a
 中
期
末
葉
（
大
木
10
式
期
）

基
部
欠
損
，
素
材
を
縦
方
向
に
半
裁
し
、
軸
下
部
繰
辺
を
調
整
、
先
端
部
を
尖
ら
せ
て
加
工
．

図
版
18
2
75
 
8
9
2
0
 

刺
突
具

シ
カ
中
手
足
骨
上
部
～
先
端
部
9
5
c
m
 
1
6
c
m
 0
.
6
c
m
 
9
6
a
 不
明

素
材
を
縦
方
向
に
半
裁
し
、
縁
辺
部
を
調
整
、
先
端
部
を
尖
ら
せ
て
加
工
：

図
版
19
2
7
6
 
B
1
5
3
 

刺
突
具

シ
カ
中
手
足
骨
袖
部
～
先
端
部
8
0
c
m
 
1
 
3
c
m
 0
.
6
c
m
 
3
6
a
 中
期
後
葉
（
大
木
9
式
明
）

素
材
を
縦
方
向
に
半
裁
し
、
緑
辺
部
を
調
整
、
先
煤
部
を
尖
ら
せ
て
加
工
令

図
版
1
9
2
7
7
 
8
5
4
0
 

刺
突
具

シ
カ
中
手
足
骨

ほ
ぽ
完
形

1
0
2
c
m
 
1.
1c
m 
0
.
9
c
m
 
7
7
a
 後
期
前
菜
（堀
之
内
1
式
期
）

素
材
を
縦
方
向
に
半
裁
し
、
縁
辺
部
を
調
整
、
先
瑞
部
を
尖
ら
せ
て
加
工
。

図
版
1
9
2
7
8
 
8
3
1
3
 

刺
突
具

シ
カ
右
尺
骨

ほ
ぽ
完
形

1
0
0
c
m
 
13
c
m
 0
.
8
c
m
 
6
 4
a
 中
期
中
葉
（
大
木
8
b
式
期
）

全
体
的
に
丁
寧
に
研
磨
、
先
端
を
尖
ら
す
．

図
版
19
2
79
 8
9
19
 

刺
突
具

シ
カ
中
手
骨

完
形

1
0
2
c
m
 
1
1
c
m
 0
.
6
c
m
 
7
 l
a
 
不
明

素
材
を
縦
方
向
に
半
裁
し
、
縁
辺
部
を
駒
整
、
先
端
部
を
尖
ら
せ
て
加
工
，

図
版
19
2
8
0
 
B
1
3
8
 

剌
突
具

シ
カ
右
中
足
骨
上
端
部
～
下
部
1
1
6
c
m
 
1
6
c
m
 0
.
8
c
m
 
11
 3
a
 中
期
末
菜
（
大
木
10
式
期
）

先
端
部
欠
乱
素
材
骨
を
長
軸
に
沿
っ
て
分
割
し
、
全
体
的
に
丁
寧
に
研
底
。
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表
2
-
6
楠
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
骨
角
器
（
南
境
貝
塚
収
集
）
の
諸
属
性

4
0
 

図
版
晋
号
登
銭

種
類

素
材

残
存
部
位
長
さ
幌
序
さ
重
量

所
尿
時
期
（楠
本
政
助
氏
比
定
）
『
矢
本
町
史
』

偏
考

図
版
19
28
1 
8
3
5
7
 

刺
突
具

シ
カ
中
手
足
骨
完
形

12
 3
c
m
 
1.
9
c
m
 1
.0
c
m
 
1
2
6
a
 後
期
前
葉
（堀
之
内
l
式
期
）

図
版
1-
5
素
材
を
縦
方
向
に
半
裁
し
、
緑
辺
部
を
調
整
、
先
端
部
を
尖
ら
せ
て
加
工
，

図
版
1
9
2
8
2
 
B
3
6
3
 

刺
突
具

シ
カ
中
手
足
骨
完
形

12
 6
c
m
 
1
0
c
m
 0
7
c
m
 
8
1a
 中
期
後
葉
（大
木
9
式
期
）

素
材
を
縦
方
向
に
細
長
く
分
割
し
、
緑
辺
部
を
翡
整
、
先
端
部
を
尖
ら
せ
て
加
工
。

図
版
1
9
2
8
3
 
8
9
0
8
 

刺
突
具

シ
カ
右
中
足
伶
上
蟷
部
～
下
部
11
5
c
m
 
1
 2
c
m
 1
0
c
m
 
8.
6a
 
中
朋
後
菜
（大
木
9
式
明
）

先
端
部
欠
損
す
る
力
＼
先
端
は
尖
る
と
推
定
。
全
体
的
に
け
よ
く
研
磨
。

図
版
1
9
2
8
4
 
B
3
5
9
 

刺
突
具

シ
カ
中
手
足
骨
完
形

12
 3
c
m
 
12
c
m
 1
.
0
c
m
 
11
.4
a 
後
期
前
菜
（堀
之
内
l
式
期
）

図
版
1-
3
素
材
を
縦
方
向
に
半
裁
し
、
緑
辺
部
を
調
竪
、
先
端
部
を
尖
ら
せ
て
加
工
。

図
版
1
9
2
8
5
 
6
3
6
2
 

刺
突
具

シ
カ
中
手
足
骨
完
形

12
 7
c
m
 
1
0
c
m
 0
9
c
m
 
13
.6
a 
中
期
末
葉
（大
木
lO
式
期
）

図
版
1-
4
素
材
を
縦
方
向
に
半
哉
し
、
縁
辺
部
を
調
整
、
先
端
部
を
尖
ら
せ
て
加
工
．

凶
版
19
2
8
6
 B
36
1 

刺
突
具

シ
カ
中
手
足
骨
ほ
ぽ
完
形

1
4
0c
m
 
16
c
m
 1
4
c
m
 
19
.2
0 
中
期
末
葉
（大
木
10
式
期
）

図
版
15
-7
8
僅
か
に
欠
／
見
素
材
を
縦
方
向
に
半
裁
し
、
縁
辺
部
を
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孔
，

図
版
2
4
3
2
4
 
B
4
16
 
装
身
具
犬
由
穿
孔
垂
飾

イ
ノ
シ
シ
下
顎
犬
歯
一
部
欠
損
？
3
 5
c
m
 
0
9
c
m
 0
3
c
m
 
1
 
2
a
 中
期
末
葉
（大
木
10
式
期
）

薄
く
縦
に
板
状
に
分
割
e
破
損
品
ま
た
は
素
材
．

図
版
2
4
3
2
5
 
B
4
1
3
 
装
身
具
犬
歯
穿
孔
垂
飾

イ
ノ
シ
シ
右
下
顎
犬
歯
一
部
欠
損

6
7
c
m
 
1
5
c
m
 0
.
6
c
m
 
4
 S
a
 後
期
前
葉
（
堀
之
内
l
式
期
）

図
版
5
6-
2
7
4
組
み
合
わ
せ
式
腕
輪
or
穿
孔
垂
飾
．
薄
く
縦
に
板
状
に
分
割
し
、
端
部
に
穿
孔
」

図
版
2
4
3
2
6
 
B
9
4
4
B
 
装
身
具
犬
歯
穿
孔
垂
飾

イ
ヌ
右
上
顎
犬
歯
完
形

3
3
c
m
 
0
9
c
m
 0
5
c
m
 
1
 
3
a
 不
明

図
版
55
-2
6
5
イ
ヌ
犬
歯
製
，
完
形
。
歯
根
部
に
穿
孔
e

固
版
2
4
3
2
7
 
B/
41
9 
装
身
具
タ
カ
フ
ガ
イ
製
垂
飩

タ
カ
ラ
ガ
イ
科
完
形
(1
/4
)
4
8
c
m
 
1
6
c
m
 0
6
c
m
 
3.
0a
 
中
期
後
葉
（
大
木
9
式
期
）

図
版
51
-2
4
2
素
材
の
背
面
を
除
去
し
、
外
忌
部
の
み
の
1/
4
と
し
、
穿
孔
し
た
垂
飾
，
関
東
地
方
か
ら
の
遠
隔
地
交
昂
品

図
版
2
4
3
2
8
 
B
4
2
0
 
装
身
具
タ
カ
ラ
ガ
イ
加
工
品

タ
カ
フ
ガ
イ
科
完
形
(1
/4
)
5
.0
c
m
 
1
7
c
m
 0
8
c
m
 
7.
0a
 
中
期
後
菜
（大
木
9
式
期
）

図
版
51
-2
4
4
素
材
の
背
面
を
除
去
し
、
外
唇
部
の
み
と
し
た
1/
4
加
工
品
。
未
穿
孔
0
関
東
地
方
か
ら
の
遠
隔
地
交
易
品
，

図
版
2
4
3
2
9
 
84
21
 
装
身
具
タ
カ
フ
ガ
イ
加
工
品

タ
カ
フ
ガ
イ
科
ほ
ぽ
完
形
(1
/4
l
4
 9
c
m
 
1
5
c
m
 O
 8
c
m
 
4
 7a
 中
期
後
葉
（大
木
9
式
期）

図
版
51
-2
43
素
材
の
背
面
を
除
去
し
、
外
唇
部
の
み
と
し
た
1/
4
加
工
品
新
破
損
，
関
東
地
方
か
ら
の
遠
隔
地
交
易
品
．

図
版
2
5
3
3
0
 
B
4
6
2
 
装
身
具
髪
飾
リ
（珊
）

イ
ノ
シ
シ
下
顎
犬
歯
ほ
ぽ
完
形

6
.6
c
m
 
1
 
4
c
m
 0
5
c
m
 
中
期
後
葉
（
大
木
9
式
期
）

図
版
52
-2
49
中
央
歯
瑞
部
欠
損
イ
ノ
シ
シ
犬
歯
製
0
3
本
歯
、
3
孔
，
九
州
国
立
博
物
館
に
長
期
只
出
中
。

図
版
2
5
33
1 
8
4
6
5
 
装
身
臭
矮
飾
リ
〈
ヘ
ア
ー
ピ
ン
）
分
（
長
笠
骨
）

完
形

7
 5c
m
 
1
4
c
m
 0
5
c
m
 
3.
8a
 
中
期
後
菜
～
未
葉
（大
木
9
-
1
0式
明
）
図
版
16
-8
8
頭
部
后
平
な
円
形
、
中
央
に
穿
孔
。
軸
部
直
線
的
で
断
面
は
扁
平
な
隅
丸
方
形
，
先
端
蛤
刃
状
，

図
版
2
5
33
2 
B
4
6
4
 
装
身
異
髪
飾
リ
（ヘ
ア
ー
ピ
ン
）
シ
カ
角

完
形

1
0.
9
c
m
 
1
0
c
m
 0
5
c
m
 
中
期
後
菜
～
末
菜
（大
木
9
-
1
0
式
期
）
図
版
5
牛
2
5
8
頭
部
掌
状
、
穿
孔
，
孔
下
に
沈
線
2
条
、
端
部
に
刻
目
。
九
州
国
立
博
物
館
に
長
期
貸
出
中
。

図
版
2
S
3
3
3
 
8
4
0
4
 
装
身
具
髪
飾
リ
（
ヘ
ア
ー
ピ
ン
）
シ
カ
左
中
足
骨
上
半
部

6
2
c
m
 
1
5
c
m
 0
7
c
m
 
5
 S
a
 中
期
後
葉
（
大
木
9
式
期
）

素
材
を
長
釉
に
平
行
し
て
半
乱
断
面
半
月
状
J
頭
部
に
穿
孔
、
蝶
旋
状
刻
目
5
条．

図
版
2
5
3
3
4
 
8
1
9
5
 
装
身
具
髪
節
り
（
ヘ
ア
ー
ピ
ン）
骨
or
シ
カ
角

軸
部
～
先
端
部
4
6
c
m
 
0
.
6
c
m
 0
5
c
m
 
1
 
2
a
 中
期
末
葉
（
大
木
10
式
期
）

図
版
16
-9
7
上
半
部
欠
9員
。
軸
部
中
央
に
螺
旋
状
刻
目
1
条
。
軸
部
断
面
円
形
。

図
版
2
5
3
3
5
 
8
1
0
2
 
装
身
具
髪
飾
リ
（ヘ
ア
ー
ピ
ン）
骨
（
長
昏
骨
）

軸
部
～
先
端
部
5
 8
c
m
 
o
 
7
c
m
 0
4
cm
 
I
 8
a
 中
期
末
槃
（大
木
10
式
期
）

頚
頂
部
欠
損
・
柚
部
に
刻
み
1
条
。
全
体
的
に
T
字
に
研
閉
、
先
端
を
尖
ら
す
c

図
版
2
5
3
3
6
 
8
1
9
8
 
装
身
具
髪
飾
リ
（
ヘ
ア
ー
ピ
ン
）
骨
（
長
管
骨
）
頭
部
～
袖
部
4
5
c
m
 
1
1
c
m
 0
5
c
m
 
1
8
a
 中
期
後
葉
（
大
木
9
式
期
）

図
版
16
-9
5
頭
部
隅
丸
方
形
で
中
央
に
穿
孔
3
軸
部
は
直
練
的
で
、
断
面
惰
円
形
C
骨
針
？

知 苦 翌 汗 革 逹 f i i i -烹 f 冷 祀 宛 1 6 ( 2 0 1 5  3  



表
2
-
7
楠
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
骨
角
器
（
南
境
貝
塚
収
集
）
の
諸
属
性

4
1
 

図
版
番
号
登
録

椛
類

素
材

残
存
部
位
長
さ
幅

厚
さ
~
雙
豆

所
属
時
期
（楠
本
政
助
氏
比
定
）
『矢
本
町
史
』

備
考

図
叛
2
5
3
3
7
 
B
2
0
0
 
装
身
具
梨
飾
リ
（
ヘ
ア
ー
ピ
ン
）
骨
or
シ
カ
角

頭
部
下
半
～
軸
部
3
.
7
c
m
 
0
8
c
m
 0
5
c
m
 
1
 2
q
 不
明

図
版
i6
-9
8
頭
部
下
半
～
軸
部
硲
片
。
頭
部
円
形
・
装
節
的
で
中
央
に
穿
孔
e
表
採
。

図
叛
25
3
3
8
 
B
9
2
4
 
装
身
具
髪
飩
り
（
ヘ
ア
ー
ピ
ン
）
シ
カ
角

頭
部
～
軸
部
5
.
0
c
m
 
1
0
c
m
 0
.
5
c
m
 
2
 6
q
 中
期
末
葉
（
大
木
10
式
期
）

頭
部
～
軸
部
破
片
。
先
端
欠
損
，
頭
部
は
ホ
ー
ム
ベ
ー
ス
形
で
篇
平
、
そ
の
中
央
に
穿
孔
。

図
版
25
3
3
9
 
8
1
9
0
 
装
身
具
娃
飾
リ
（ヘ
ア
ー
ピ
ン
）
¥!
-o
r
シ
カ
角

頭
部
下
半
～
袖
部
7
9
c
m
 
0
7
c
m
 0
.
6
c
m
 
3
 7□
 中
期
末
菜
（
大
木
10
式
期
）

顕
上
部
・
先
瑞
部
欠
損
，
頭
部
と
幹
部
の
境
は
く
び
れ
る
＾
幹
部
は
断
面
円
形
シ

図
版
25
3
4
0
 
8
3
9
5
 
装
身
具
製
飾
＇
）
（
ヘ
ア
ー
ピ
ン
〉
シ
カ
中
手
足
骨
軸
部
～
先
端
部
1
0
0
c
m
 
1
0
c
m
 0
.
6
c
m
 
5
 B
a
 中
期
後
葉
（
大
木
9
式
期
）

図
版
16
-8
5
頭
部
下
位
に
螺
旋
状
刻
み
目
3
条
。
紬
部
は
ま
っ
す
ぐ
で
断
面
は
篇
平
な
楕
円
形
状
。
先
端
尖
る
。

図
版
25
34
1 
B
2
0
B
 
装
身
具
斐
飾
り
（
ヘ
ア
ー
ピ
ン
）
骨
（
長
管
骨
）

ほ
ぽ
完
形

12
.
2
c
m
 
0
.
9
c
m
 
0
.
5
c
m
 
3
 2
a
 中
期
末
葉
（
大
木
10
式
期
）

図
叛
15
-8
2
ほ
ぽ
完
厄
頭
部
斜
め
に
欠
1員
軸
部
は
直
線
的
で
、
先
端
は
す
ぽ
ん
で
尖
る
軸
下
部
で
破
損
、
接
合
、

図
版
25
3
4
2
 B
1
9
9
 
装
身
具
髪
飾
リ
（
ヘ
ア
ー
ピ
ン
）
骨
o
r
シ
カ
角

頭
部
～
軸
部
3
 
5
c
m
 
1.
9c
m 
0
5
c
m
 
U
a
 中
期
後
菜
～
末
菜
（大
木
9
-
1
0
式
期）

頭
部
は
扁
平
な
楕
円
形
で
、
両
面
に
盲
孔
，
頭
部
と
軸
部
と
の
境
に
刻
み
。
軸
部
断
面
は
楕
円
形
c

図
版
25
3
4
3
 
B
2
9
5
 
装
身
具
毀
師
リ
（
ヘ
ア
ー
ピ
ン）
シ
カ
角

完
形

6
1c
m
 
0
5
c
m
 0
4
c
m
 
1
 S
a
 中
期
後
菜
（大
木
9
式
期
）

頸
部
円
柱
状
。
軸
部
は
直
線
的
で
断
面
円
形
ュ
先
端
丸
ま
る
．

図
版
25
3
4
4
 
B
2
9
4
 
装
身
具
髪
飾
り
（
ヘ
ア
ー
ピ
ン）
骨
（
長
管
骨
）

完
形

8
2
c
m
 
0
.
8
c
m
 
0
4
c
m
 
2
 9
o
 中
期
末
菜
（
大
木
1
0式
期
）

図
版
16
-8
6
頭
部
と
酌
部
と
の
境
に
半
月
状
の
刻
み
。
軸
部
緩
や
か
に
曲
か
リ
、
11Ji
面
隅
丸
方
形
2
先
端
部
丸
味
っ

図
版
25
l4
5
 B
2
9
6
 
装
身
具
髪
飾
り
（
ヘ
ア
ー
ピ
ン
）
シ
カ
角

完
形

6
1c
m
 0
.
5
c
m
 
0
.
5
c
m
 
1.
6a
 中
期
後
葉
（
大
木
9
式
期
）

完
形
。
頭
部
に
チ
モ
ト
，
軸
部
は
11Ji
面
円
形
で
綬
や
か
に
湾
白
、
先
填
尖
る
，
釣
針
か
ら
の
転
用
か
。

図
版
25
3
4
6
 
B
5
5
9
 
装
身
具
駐
飾
リ
（ヘ
ア
ー
ピ
ン
）
イ
ノ
シ
シ
下
顎
犬
歯
完
形

6
2
c
m
 
0
8
c
m
 0
.
3
c
m
 
後
期
前
葉
（
堀
之
内
l
式
期
）

図
叛
16
-8
7
先
喘
再
研
磨
。
頭
部
と
そ
の
直
下
に
2
孔
。
軸
部
は
扁
平
て
湾
曲
。
九
州
国
立
博
物
館
に
長
期
貸
出
中
。

図
版
2
5
3
4
7
 
B
2
1
6
 
装
身
具
妓
飾
り
（ヘ
ア
ー
ビ
ン
）
骨
or
シ
カ
角

完
形

21
 2
c
m
 
0
6
c
m
 0
.
5
c
m
 
6
40
 後
期
前
栞
（
称
名
寺
式
期
）

図
版
15
-8
4
頭
部
に
針
穴
が
な
く
枠
状
に
ま
っ
す
ぐ
で
細
長
く
先
が
尖
る
た
め
、
ヘ
ア
ー
ピ
ン
に
分
類
¢

図
版
2
6
3
4
8
 
B4
31
 
装
身
具
貝
輪

イ
タ
ポ
ガ
キ

完
形

8
.0
c
m
 
6
.
8
c
m
 
1
0
c
m
 
1
8
9
0
 中
期
後
葉
（
大
木
9
式
期
）

図
版
57
-2
76
手
首
通
し
部
は
研
磨
さ
れ
、
穴
径
4
1
X
3
2
c
m
。

図
版
2
6
3
4
9
 
8
4
2
9
 
装
身
具
貝
輪

イ
タ
ホ
ガ
キ

完
形

8
3
c
m
 
7.
6
c
m
 
l
 1
c
m
 
26
.4
a 
中
期
末
葉
（大
木
1
0式
期
）

図
叛
57
-2
79
手
首
通
し
部
は
丁
寧
に
研
磨
、
穴
径
5
9
X
4
 9
c
m
.
 
総
合
展
ホ
室
て
展
示
中
，

因
版
2
6
3
5
0
 
B
5
7
3
 
装
身
具
貝
輪

イ
タ
ボ
ガ
キ

3/
4残
存

9
 S
c
m
 
7
 7
c
m
 0
.6
c
m
 
2
4
 la
 後
期
前
菓
（
堀
之
内
l
式
期
〉

図
版
57
-2
78
手
首
通
し
部
は
部
分
的
に
研
磨
、
穴
径
6
.
8
X
6
.
0
c
m。

図
版
2
6
35
1 
B
4
3
0A
 装
身
呉
貝
捻
未
成
品

イ
タ
ポ
ガ
キ

完
形

10
6
cm
 1
0
1
c
m
 
1
 
3
c
m
 
5
3
 4
a
 後
期
前
菜
（
南
坦
式
期
）

図
版
57
-2
83
完
形
だ
が
手
首
通
し
部
は
未
研
尼
で
、
穴
径
7
.
0
X
6
3
c
m
 
未
成
品

図
版
2
6
3
5
2
 
B
4
2
7
 
装
身
具
貝
輪

イ
タ
ポ
ガ
キ

完
形

1
2
1
c
m
 
9
 7
c
m
 2
0
c
m
 
6
3
 9
Q
 中
期
末
葉
（大
木
1
0式
期
）

図
版

57
•2

84
手
首
通
し
部
は
T
寧
に
研
磨
、
穴
径
7
0
X
4
.
8
c
m
総
合
展
示
室
で
展
示
中
。

図
版
2
6
3
5
3
 
6
4
3
2
 
装
身
具
貝
輪

イ
タ
ボ
ガ
キ

2/
3
残
存

7
 3
c
m
 
9.
3c
m
 
1訳
m
2
4
 l
o
 中
期
末
葉
（
大
木
1
0式
期
）

2/
3
残
存
c
殻
頂
部
側
欠
損
C
手
首
通
し
部
は
研
阻
さ
れ
、
穴
径
5
8
X
(
4
.
3
l
c
m
,
 

図
版
2
6
3
5
4
 
8
4
3
0
8
 装
9
具
貝
輪
未
成
品
？

イ
タ
ボ
ガ
キ

2/
3
残
存

6
.
6
c
m
 
9
.
6
c
m
 
0
9
c
m
 
1
6
0Q
 後
期
前
葉
（
堀
之
内
l
式
期
）

2/
3
残
存
。
殻
頂
部
測
欠
｝
員
，
手
首
通
し
部
は
丁
寧
に
研
磨
、
穴
径
6
8
X
(4
6
)
c
m
。

図
版
2
6
3
5
5
 
B
4
3
7
 
装
身
真
貝
捻

イ
タ
ポ
ガ
キ

1/
2
弱
残
存

5
1
c
m
 
5
 7
c
m
 
0
9
c
m
 
8
9
q
 中
期
後
栞
（大
木
9
式
期
）

殻
頂
部
側
か
ら
1/
2
弱
残
存
手
首
通
し
部
は
丁
字
に
研
磨
、
推
定
穴
径
約
5
0
c
m,
 

図
版
2
6
3
5
6
 
6
4
3
3
 
装
身
具
貝
輪
未
成
品
？

イ
タ
ポ
ガ
キ

1/
3
残
存

3
 
0
c
m
 
7.
0c
m 
0
.
7
c
m
 
9
 3
q
 中
期
後
菜
～
末
葉
（大
木
9
-
10
式
期
）

殻
頂
部
側
か
ら
1/
3
残
存
。
手
首
通
し
部
の
研
磨
は
部
分
的
で
、
未
成
品
か
。

図
版
2
6
3
5
7
 
64
3
5
 
装
身
具
貝
輪

イ
タ
ボ
ガ
キ

1/
3
残
存

4
2
c
m
 
7.
0
c
m
 
1
6
c
m
 
11
 Q
q
 後
期
前
葉
（称
名
寺
式
期
）

殻
頂
部
側
か
ら
1/
3
残
存
。
手
首
通
し
部
は
未
研
磨
で
、
未
成
品
で

図
版
2
6
3
5
8
 
B4
4
1
 
装
身
具
貝
輪

イ
タ
ボ
ガ
キ

約
1/
2
残
存

9
2
c
m
 
5
 
2
c
m
 1
1
c
m
 
13
.8
Q
 中
期
後
菜
～
末
葉
（大
木
9
-
1
0
式
期
）

約
1/
2
残
存
。
殻
頂
部
欠
1員
，
手
百
通
し
部
の
研
閑
は
部
分
的
て
、
未
成
品
か
。

図
版
2
6
3
5
9
 
B
44
2
 
装
身
具
貝
綸

イ
タ
ポ
ガ
キ

1/
3
強
残
存

6
9
c
m
 
3
1c
m
 0
7
c
m
 
6
 S
q
 中
期
後
菜
（
大
木
9
式
朋
）

1/
3
強
残
存
、
殻
頂
部
欠
捐
d
手
首
通
し
部
は
丁
李
に
研
閑
、
穴
径
(4
9)
 x
 (2
.0
)c
m
,
 

図
版
2
6
3
6
0
 8
4
4
3
 
装
身
具
貝
袷

イ
タ
ポ
ガ
キ

一
部
残
存

4
5
c
m
 
1
 
3
c
m
 0
.
4
c
m
 
3
 4
Q
 中
期
後
菜
～
末
葉
（大
木
9
-
10
式
期
）

一
部
残
存
，
殻
頂
部
側
欠
損
。
手
首
通
し
部
、
両
面
は
丁
寧
に
研
磨
、
完
成
品
の
被
｝員
，

図
版
2
6
36
1 
B
4
4
4
 
装
身
具
貝
輪

タ
マ
キ
ガ
イ
科
一
部
残
存

5
2
c
m
 
1
4
c
m
 0
5
c
m
 
2
 S
q
 中
期
後
葉
（大
木
9
式
期
）

一
部
残
存
，
殻
頂
部
側
欠
損
，
手
首
通
し
部
は
丁
寧
に
研
店
、
完
成
品
の
破
損
:

図
版
2
6
3
6
2
 
8
4
4
0
 
装
身
具
貝
輪

イ
タ
ポ
ガ
キ

1/
3残
存

5
9
c
m
 
2
 2
c
m
 0
.
6
c
m
 
4
 7
g
 中
期
後
葉
～
末
葉
（大
木
9
-
1
0式
期
）

1/
3
残
存
。
殻
頂
部
欠
損
。
手
首
通
し
部
、
両
面
は
T
寧
に
研
磨
、
完
成
品
の
破
損
．

図
版
2
6
3
6
3
 
B
4
3
4
 
装
身
具
貝
輪
未
成
品

イ
タ
ボ
ガ
キ

1/
l残
存

~
9c

m
 
8
.
4
c
m
 
l
 5
c
m
 
3
5
 3
a
 後
期
前
菜
（
堀
之
内
l
式
期
）

殻
頂
部
側
か
ら
1/
2
残
存
a
手
首
通
し
部
は
未
研
出
で
、
未
成
品
＾

図
版
2
6
3
6
4
 
6
5
74
 
装
身
具
貝
輪
未
成
品

ア
カ
ガ
イ
右
殻
2/
3
残
存

6
 7
c
m
 1
0
9
c
m
 
2.
6c
m 
4
7
6
0
 後
期
前
菜
（南
境
式
）

図
版
57
-2
75
手
首
通
し
部
が
未
研
虐
の
未
成
品
，
穴
径
7
.
4
X
6
2
c
m
,
 

図
版
2
6
3
6
5
 
B
4
8
8
 
装
身
具
貝
輪
未
成
品

ハ
マ
ク
リ
左
殻
完
形

7.
5
c
m
 
8
.
9
c
m
 
2
 5
c
m
 
4
7
1
0
 不
明

中
央
の
打
ち
欠
き
径
が
小
さ
く
、
未
研
磨
の
未
成
品
，
手
首
通
し
部
径
2
8
X
2
8
c
m
,

図
版
2
6
3
6
6
 
8
9
0
5
A
 装
身
具
貝
輪

ペ
ン
ケ
イ
ガ
イ
2/
3残
存

5
1
c
m
 
7
6
c
m
 0
7
c
m
 
11
.0
Q
 不
明

2/
3
残
存
｀
殻
頂
部
側
欠
損
。
総
合
展
ホ
室
で
展
ホ
中
。

図
版
2
6
3
6
7
 
8
4
3
9
 
装
身
具
貝
蛤

ヘ
ン
ケ
イ
ガ
イ
3/
4残
存

5
0
c
m
 
6
3
c
m
 
1
 1
 
cm
 
1
5
 l
q
 中
期
後
菜
～
末
菜
（大
木
9
~
1
0式
期
）

l/
4
残
存
殻
頂
部
欠
！
見
手
首
通
し
部
は
丁
字
に
研
閉
、
穴
径
(3
2
)
X
3
.8
c
m
。

図
版
2
6
3
6
8
 
8
4
1
0
 
装
身
具
組
合
せ
式
貝
誼

ペ
ン
ケ
イ
ガ
イ
完
形

7
.
0
c
m
 
3
1
c
m
 1
.0
cm
 
12
 2
a
 中
期
末
葉
（大
木
10
弐
期
）

図
版
56
-2
71
組
合
せ
式
貝
輪
の
一
部
，
両
端
に
穿
孔
。
チ
ョ
ウ
セ
ン
ハ
マ
グ
リ
製
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
要
チ
ェ
ッ
ク
こ

図
版
2
6
3
6
9
 
B
4
3
8
 
装
身
具
貝
輪

ヘ
ン
ケ
イ
ガ
イ
3/
4残
存

6
6
c
m
 
6
1
cm
 
1
1
c
m
 
1
3
 3
g
 中
期
末
菜
（
大
木
10
式
期
）

3/
4
残
存
。
殻
頂
部
欠
損
。
手
首
通
し
部
は
丁
寧
K
研
磨
、
穴
径
(4
0)
 X
 (3
 S
i
em
,
 

図
版
2
6
3
7
0
 8
9
0
6A
 装
身
具
貝
輪

ベ
ン
ケ
イ
ガ
イ
1/
2強
残
存

4
.
8
c
m
 
7.
8c
m 
1
1
c
m
 
2
0
 B
g
 後
期
前
菜
（堀
之
内
l
式
期
）

図
版
57
-2
81
1/
2
強
残
存
，
殻
頂
部
欠
損
。
手
首
通
し
部
は
丁
寧
に
研
阻
、
穴
径
5
7
X
 (3
.4
)c
m
,
 

図
版
2
6
37
1 
8
4
2
8
 
装
身
具
貝
輪

ベ
ン
ケ
イ
ガ
イ
11
2強
残
存

8
.
4
c
m
 
4
3
c
m
 1
2
c
m
 
2
2
 B
q
 後
期
前
葉
（
堀
之
内
l
式
期
）

1/
2
強
残
存
。
殻
頂
部
欠
損
。
総
合
展
ホ
室
で
展
示
中
。

図
版
2
6
3
7
2
 
B
4
2
6
 
装
身
具
貝
輪

ア
カ
ニ
シ

完
形

9
9
c
m
 
6
2
c
m
 4
3
c
m
 1
0
6
 l
g
 中
期
末
葉
<*
*
1
0
式
期
）

手
首
通
し
部
穴
径
5
.
8
X
4
0
c
m
。

図
版
2
7
37
3 
B
4
7
3
 
戚
儀
具
骨
刀

ク
ジ
ラ
目
肋
骨
完
形

3
5
.0
c
m
 
3
.
0
c
m
 
1
4
c
m
 
中
期
後
葉
（大
木
9
式
期
）

図
版
46
-2
30
背
は
直
線
的
で
刃
部
は
反
る
。
柄
部
は
片
面
に
刻
み
。
横
断
面
は
刃
部
・
刃
先
と
も
丸
味
，
九
歴
に
貸
出
中
一

図
版
2
7
3
7
4
 
84
71
 
威
儀
具
骨
刀

ク
ジ
フ
目
肋
骨
刀
身
部
～
切
先
23
 9
c
m
 3
 0
c
m
 
1
1
c
m
 
7
4
 9
a
 中
期
末
葉
（大
木
10
式
期
）

図
版
46
-2
28
片
面
は
平
沿
で
、
反
対
面
は
海
綿
状
組
織
。
身
は
背
・
刃
部
と
も
に
反
ふ
切
先
は
丸
味
，

図
版
2
7
3
7
5
 
8
4
7
0
 
咸
僅
具
骨
刀

ク
シ
ラ
目
肋
骨
柄
部
～
身
部
1
0
0
c
m
 
3
1
cm
 
1
 3c
m
 
34
 7
g
 中
期
末
菜
（
大
木
1
0
式
期
）

柄
頭
は
楕
円
形
で
中
央
部
に
円
孔
r
柄
間
は
直
線
的
で
約
7
c
m
残
存
、
横
断
面
は
嘉
平
な
惰
円
形
，

図
版
2
7
3
7
6
 
6
4
6
9
 
威
儀
具
行
刀

ク
ジ
ラ
目
肋
骨
柄
部

5
.
4
c
m
 
3
0
c
m
 0
8
c
m
 
9
 S
g
 中
期
末
菜
（
大
木
10
式
期
）

因
板
46
--
22
7
柄
部
破
片
で
、
長
軸
方
向
に
半
割
状
態
。
柄
頭
は
楕
円
形
っ
未
成
品
の
可
能
性
も
あ
る
。

図
版
2
7
3
7
7
 
8
4
7
2
 
威
儀
貝
骨
刀

ク
ジ
ラ
目
肋
骨
刀
身
部
～
切
先
19
5
c
m
 
2
 5
c
m
 
1
8
c
m
 
8
3
 B
g
 中
期
末
葉
（大
木
1
0
式
期
）

図
版
46
-2
29
身
部
（
背
・
刃
部
）
は
直
線
的
c
切
先
は
丸
味
、
背
側
に
付
い
て
最
も
厚
い
。
断
面
は
隅
丸
三
角
形
状
，

図
版
2
7
3
7
8
 
8
4
6
7
 
威
儀
具
骨
刀

ク
ジ
フ
目
肋
骨
柄
部

1
2
6
c
m
 
6
0
c
m
 0
9
c
m
 
5
7
7
g
 中
期
後
葉
～
末
葉
（
大
木
9
-
1
0
式
期
）

柄
部
破
片
。
穿
孔
>
柄
の
全
体
の
形
状
や
身
部
の
取
り
付
き
方
は
不
明
確
で
、
類
例
も
な
い
。

図
版
2
8
3
7
9
 
B
4
7
4
 
威
儀
具
長
叉
状
角
器

シ
カ
角

完
形

2
0.
2
c
m
 
7
 2c
m
 2
 3
c
m
 1
1
0
 l
g
 中
期
後
葉
～
末
葉
（大
木
9
-
10
式
期
）
図
版
45
-2
20
シ
カ
右
角
第
一
枝
を
逆
に
利
用
。
鳥
嘴
状
に
加
工
、
2
箇
所
穿
孔
p
技
角
部
に
は
細
長
く
ひ
び
割
れ
が
入
る
，

回
版
2
8
3
8
0
 
8
4
1
7
 
威
儀
具
叉
状
角
器

シ
カ
角

ほ
ぽ
完
形

7
5
c
m
 
7
8
c
m
 3
0
c
m
 
8
2
 7
g
 中
期
後
槃
～
末
葉
（
大
木
9
-
1
0式
期
）
因
版
52
-2
51
シ
カ
右
角
枝
第
一
分
岐
部
を
Y
字
状
（
叉
状
）
に
切
り
取
リ
、
中
央
と
そ
の
下
位
の
2
箇
所
を
穿
孔
，

図
板
2
9
38
1 
B
1
3
2
 
不
明
燕
尾
式
離
即
鈷
？

シ
カ
角

先
端
部

4
8
c
m
 
1
 3
c
m
 
1
1
c
m
 
6
.6
0
 後
期
前
菜
（
堀
之
内
l
式
期
）

燕
形
鋸
頭
7
先
端
部
破
片
令

図
叛
2
9
3
8
2
 
8
1
6
8
 
不
明
燕
尾
式
離
頭
銹
？

シ
カ
角

先
端
部

2
8
c
m
 
0
8
c
m
 0
.
6
c
m
 
0
9
Q
 不
明

先
端
部
破
片
。
断
面
円
形
。
未
加
工
？

因
版
2
9
3
8
3
 
8
1
7
7
 
不
明
燕
尾
式
雌
頭
廷
？

シ
カ
角

先
端
部

2
4
c
m
 
0
8
c
m
 0
7
c
m
 
1
 O
g
 中
期
末
葉
（
大
木
10
式
期
）

図
蔽
2
9
3
8
4
 
B
9
3
0
 
不
明
固
定
鈷
稼
片
？

シ
カ
角

先
端
or
墨
部
5
 2
c
m
 
1
3
c
m
 
1.
4c
m 
6
9
g
 後
期
前
葉
（
南
境
式
）

図
版
3-
12
上
下
も
不
明
。
楠
本
氏
は
上
下
逆
に
霞
き
、
「突
具
（
ヤ
ス
の
茎
部
?
)
j
と
骰
告
e

図
版
2
9
3
8
5
 
8
1
0
0
4
 
不
明
古
式
離
頭
鈷
7

シ
カ
中
足
竹

先
端
部

3
 2
c
m
 
1
 3
c
m
 0
5
c
m
 
1.
6
Q
 不
明

骨
鏃
ま
た
は
古
式
雌
頭
鈷
の
先
端
部
破
片
の
可
能
性
あ
り
，

図
版
2
9
3
8
6
 
B
1
0
1
6
 不
明
歯
？

中
型
哺
乳
類

1
6
c
m
 
0.
6
<
m
 
0
4
c
m
 
0.
3g
 中
朋
末
菜
（
大
木
1
0
式
期
）

中
型
哺
乳
類
の
臼
歯
の
歯
根
か
。

図
版
2
9
3
8
7
 
B
1
3
5
 
素
材
盲
孔
シ
カ
枝
角

シ
カ
角

完
形

12
 0
c
m
 2
 2
cm
 
1
9
c
m
 
3
3
 5
g
 中
期
後
葉
（
大
木
9
式
期
）

シ
カ
角
先
端
部
を
切
リ
離
し
、
片
面
に
穿
孔
し
か
け
た
が
浅
い
盲
孔
に
と
ど
ま
っ
た
燕
形
鈷
頭
未
成
品
7
0
 

図
版
2
9
3
8
8
 
8
1
3
9
 
不
明
不
明
骨
角
器

シ
カ
角

完
形

1
7
c
m
 0
.
9
c
m
 
1
5
 7g
 中
期
末
葉
（
大
木
1
0
式
期
）

素
材
を
縦
方
向
に
半
裁
し
、
先
端
を
斜
め
に
切
断
し
て
部
分
的
に
研
磨
，

図
叛
2
9
3
8
9
 
B
9
3
4
B
 不
明
不
明
骨
角
器

骨
0
『
シ
カ
角

軸
部
～
先
端
部
3
4
c
m
 
0
.
5
c
m
 
0
4
c
m
 
0.
8a
 不
明

骨
針
or
ヘ
ア
ー
ピ
ン
or
刺
突
具
。
全
体
的
に
T
寧
に
研
磨
3
先
端
は
尖
る
，

図
版
2
9
3
9
0
 
B
1
8
9
 
不
明
不
明
骨
角
器

骨
or
シ
カ
角

軸
部
～
先
端
部
3
8
c
m
 
0
4
c
m
 0
.
4
c
m
 
0.
6g
 中
期
後
栞
～
末
葉
（大
木
9
-
1
0式
期
）

骨
針
o
rヘ
ア
ー
ピ
ン
or
刺
突
具
。
全
体
的
に
丁
寧
に
研
磨
，
先
端
は
尖
る
。

図
版
2
9
39
1 
B
9
3
5
 
不
明
不
明
骨
角
器

骨
or
シ
カ
角

軸
部
～
先
端
部
3.
8
c
m
 
0
4
c
m
 0
4
c
m
 
0.
6
g
 不
明

骨
針
o
rヘ
J'
ー
ピ
ン
or
剌
突
具
全
体
的
に
丁
寧
に
研
磨
。
先
端
は
尖
る
．

図
版
2
9
3
9
2
 
B1
5
2
 
不
明
不
明
行
角
器

シ
カ
中
足
行

袖
部
～
先
端
部
5
2
c
m
 
0
9
c
m
 0
7
c
m
 
2
7
q
 中
期
後
菜
（大
木
9
式
期
）

骨
針
o
rヘ
ア
ー
ピ
ン
or
剌
突
具
．
全
体
的
に
丁
寧
に
研
底
。
先
蟷
は
尖
る
。
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表
2
-
8
楠
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
骨
角
器
（
南
境
貝
塚
収
集
）
の
諸
属
性

4
2
 

図
版
番
号
登
録

極
類

素
材

残
存
部
位
長
さ
幅
厚
さ
懲
只

所
属
時
期
（楠
本
政
助
氏
比
定
）
；矢
本
町
史
』

偏
考

図
版
2
9
3
9
3
 
B
1
8
8
 
不
明
不
明
骨
角
器
破
片

骨
or
シ
カ
角

軸
部
～
先
端
部
3
6c
m
 0
5
c
m
 0
3
c
m
 
0.
6a
 不
明

表
採
，
骨
針
or
ヘ
ア
ー
ビ
ン
or
刺
突
具
．
全
体
的
に
丁
寧
に
研
磨
。
先
端
は
丸
味
を
持
ち
や
や
尖
る

図
版
2
9
3
94
 8
1
9
3
 
不
明
不
明
骨
角
器
破
片

骨
o
r
シ
カ
角

軸
部
～
先
端
部
3
.
0
c
m
 
0
5
c
m
 0
.4
c
m
 
0.
90
 
中
期
末
累
（大
木
1
0式
期
）

骨
針
or
ヘ
ア
ー
ピ
ン
or
刺
突
具
。
全
体
的
に
T
寧
に
研
閉
。
先
端
は
尖
る
。

図
版
2
9
3
9
5
 
8
3
1
4
 
不
明
不
明
骨
角
器
破
片

シ
カ
角

軸
部
～
先
端
部
5
8
c
m
 
0
9
c
m
 0
9
c
m
 
3
9
a
 中
期
後
菜
（大
木
9
式
朋
）

怜
針
or
ヘ
ア
ー
ヒ
ン
or
刺
突
具
全
体
的
に
丁
寧
1こ
研
路
＾
先
端
は
尖
る
，

図
版
2
9
3
9
6
 
B
1
8
0
 
不
明
不
明
骨
角
器
破
片

骨
or
シ
カ
角

軸
部
～
先
端
部
5
.
4
c
m
 
0
4
c
m
 0
3
<
m
 
0.
9a
 中
期
末
稟
（
大
木
1
0式
期
）

図
版
16
-1
00
骨
針
or
ヘ
ア
ー
ピ
ン
0
『
刺
突
具
全
体
的
に
丁
寧
に
研
磨
。
先
端
は
尖
る
。

図
版
2
9
3
9
7
 
8
18
6 
不
明
不
明
骨
角
器
砂
片

骨
or
シ
カ
角

軸
部
～
先
端
部
6
.
4
c
m
 
0
 5
c
m
 0
5
c
m
 
1
9
a
 中
期
後
稟
～
末
葉
（大
木
9
-
1
0式
期
）

岱
針
or
ヘ
ア
ー
ピ
ン
or
刺
突
具
全
体
的
に
丁
寧
に
研
印
c
先
端
は
尖
る
c

図
版
2
9
3
9
8
 
8
1
9
2
 
不
明
不
明
骨
角
器
破
片

骨
or
シ
カ
角

軸
部

4
9
c
m
 
0
6
c
m
 0
4
c
m
 
18
a
 中
期
後
葉
（
大
木
9
式
期
）

軸
部
破
片
c
全
体
的
に
丁
寧
に
研
磨
。
軸
上
部
に
穿
孔
痕
が
あ
り
、
そ
こ
で
破
損
。
骨
針
製
作
失
敗
品
か
c

図
版
2
9
3
9
9
 
8
1
9
7
 
工
具
不
明
骨
角
器
破
片

分
（良
官
伶
）

類
部
欠
捐

4
8c
m
 0
8
c
m
 0
.
4
c
m
 
1.
S
a
 中
期
後
菜
（大
木
9
式
期
）

図
版
16
-9
6
伶
針
頭
部
欠
損
後
の
再
加
工
未
成
品
か
。
両
側
穿
孔
す
る
が
未
貫
通
｀

図
版
2
9
4
0
0
 
8
5
3
9
 
不
明
不
明
骨
角
器
破
片

シ
カ
中
手
足
骨
軸
部
～
先
端
部
7
.
8
c
m
 
0
8
c
m
 0
.
6
c
m
 
4.
la
 後
期
前
葉
（堀
之
内
1
式
期
）

骨
針
o
rヘ
ア
ー
ピ
ン
or
刺
突
具
。
全
体
的
に
丁
寧
に
研
磨
。
先
端
は
尖
る
，

図
版
2
9
40
1 
B
1
5
7
 
不
明
不
明
骨
角
器
破
片

シ
カ
中
手
足
骨
軸
部

6
0
c
m
 
1
0
c
m
 0
6
c
m
 
4
 2
a
 中
期
末
葉
（大
木
10
式
期
）

頭
部
～
軸
部
破
片
（骨
箆
？）
よ
素
材
骨
を
農
軸
に
沿
っ
て
分
割
し
、
丁
寧
に
研
磨
r

図
版
2
9
4
0
2
 
B
9
3
6
 
不
明
不
明
骨
角
器
破
片

骨
（
長
四
骨
）

頭
頂
部
～
軸
部
3
 7
c
m
 
0
8
c
m
 0
4
c
m
 
I
 
S
o
 中
期
末
菜
（
大
木
10
式
期
）

素
材
骨
を
長
軸
に
沿
っ
て
分
割
し
、
全
体
的
に
丁
寧
に
研
用
。
「C
-
I
 
10
」
と
ネ
ー
ミ
ン
グ
。

図
版
2
9
4
0
3
 
8
1
6
9
 
不
明
不
明
骨
角
器
破
片

シ
カ
中
手
足
骨
軸
部

3
 6c
rn
 
0
 7
c
m
 0
7
c
m
 
2
 4
Q
 不
明

不
明
骨
角
器
軸
部
穀
片
（刺
突
具
？
）
。
全
体
的
に
研
,
z.

図
版
3
0
4
0
4
 
8
4
8
0
 
素
材
不
明
骨
角
器
破
片

シ
カ
角

完
形

6
4
c
m
 
13
c
m
 0
7
c
m
 
8
 8
a
 中
期
後
菜
（
大
木
9
式
期
）

長
袖
に
平
行
す
る
平
l
B
面
を
佃
面
に
作
出
。
裏
面
は
部
分
的
に
剥
ぎ
取
ら
れ、
岱
箆
の
未
成
品
か
。

図
版
3
0
40
5
 
8
1
0
5
6
 素
材
不
明
骨
角
器
破
片

シ
カ
角

完
形

6
8
c
m
 
1
.
1
c
m
 
〇
.B
er
n
8
3
a
 不
明

図
版
3
0
4
0
6
 
8
15
4
 
狩
猟
具
不
明
骨
角
器
破
片

シ
カ
中
手
足
骨
完
形

5
.
4
c
m
 
0
8
c
m
 0
7
c
m
 
3
 5
0
 中
期
末
稟
（
大
木
1
0式
期
）

先
端
・
基
部
欠
j員
，
墨
部
は
軸
部
よ
り
径
を
狭
め
て
い
る
、）

図
版
3
0
4
0
7
 
B
9
3
2
 
不
明
不
明
骨
角
器
破
片

シ
カ
角

袖
部

6
3
c
m
 
10
c
m
 0
7
c
m
 
4
1
0
 中
期
末
葉
（大
木
1
0式
期
）

先
丸
榛
状
角
器
？
、
ヤ
ス
？
，
両
端
欠
捐
袖
部
横
断
面
は
隅
丸
方
形
状
，

図
版
3
0
40
8
 8
1
7
9
 
不
明
不
明
骨
角
器
破
片

骨
（
長
管
骨
）

軸
部

2
9
c
m
 
10
c
m
 0
7
c
m
 
2
2
q
 不
明

肋
骨
破
片
の
可
能
性
あ
リ

図
版
3
0
4
0
9
 B
17
3 
不
明
不
明
骨
角
器
破
片

骨
（
長
管
骨
）
軸
部

2
1
c
m
 
1
0
c
m
 0
5
c
m
 
1.
4Q
 中
期
後
菜
（大
木
9
式
朋
）

軸
部
破
片
（
剌
突
具
？
）
，
分
割
し
た
素
材
骨
を
全
体
的
に
T
寧
1こ
研
磨
，
焼
け
た
痕
跡
あ
リ
』

図
版
3
0
4
1
0
 
B
1
0
1
3
 
不
明
不
明
骨
角
器
破
片

骨
（
肋
骨
？
）
軸
部

2
9
c
m
 
0
9
c
m
 0
5
c
m
 
1
 
S
q
 中
期
未
葉
（
大
木
10
式
期
）

不
明
骨
角
器
軸
部
破
片
（剌
突
具
？
），
丁
寧
に
研
磨
：

図
版
3
0
41
1
 B
1
7
1
 
不
明
不
明
骨
角
器
破
片

シ
カ
中
手
足
骨
軸
部

3
 9
c
m
 
I
 2
c
m
 0
5
c
m
 
2
6
q
 中
期
後
菜
（大
木
9
式
期
）

袖
部
破
片
（
刺
突
具
7
)

• 
素
材
行
を
長
軸
に
沿
っ
て
分
割
し
、
T
四
に
研
閑
←
焼
け
た
疸
跡
u

図
版
2
9
41
2
 8
1
7
2
 
不
明
不
明
骨
角
器
破
片

イ
ノ
シ
シ
肪
骨
？
軸
部

4
0
c
m
 
0
.
8
c
m
 
0
4
c
m
 
1
 
S
q
 中
期
末
菜
（大
木
10
式
期
）

不
明
骨
角
器
軸
部
破
片
（剌
突
具
？
）ぐ
丁
寧
1こ
研
磨

図
版
3
0
4
1
3
 
8
1
4
8
A
 不
明
不
明
骨
角
器
破
片

シ
カ
中
手
足
骨
軸
部

5
1
c
m
 
1
1
c
m
 0
.9
c
m
 
5.
6q
 不
明

不
明
骨
角
器
軸
部
破
片
（刺
突
,i
.
?
)
>
素
材
を
長
軸
に
沿
っ
て
半
裁
し
、
丁
寧
に
研
磨
，
表
採
£

図
版
3
0
4
1
4
 
8
1
0
15
 
不
明
不
明
骨
角
器
破
片

イ
ノ
シ
シ
朋
骨
？
軸
部

4
.
9
c
m
 
0
7
c
m
 0
5
c
m
 
2
 4
g
 中
期
後
累
（大
木
9
式
期
）

未
加
工
か
．
「B
-
IV
9
 
N
R」
と
ネ
ー
ミ
ン
グ
あ
リ
。
9
=
大
木
9
式
。

図
版
3
0
41
5
 8
9
1
4
 
不
明
不
明
骨
角
器
破
片

骨
軸
部

5
.
8
c
m
 
O
 7c
rn
 
0
3
cm
 
1
 O
o
 不
明

表
採
，
未
加
工
の
縞
較
の
可
能
性
も
あ
る
c

図
版
3
0
4
16
 
B
1
5
9
 
不
明
不
明
骨
角
器
破
片

シ
カ
中
手
足
骨
軸
部

4
9
c
m
 
1
0
c
m
 0
4c
m
 
2
4
0
 中
期
末
菜
（
大
木
10
式
期
）

不
明
仔
角
器
軸
部
破
片
（刺
突
只
？
）
。
素
材
骨
を
長
軸
に
沿
っ
て
分
割
し
、
丁
寧
に
研
店
。

図
版
3
0
4
1
7
 
8
1
6
4
 
不
明
不
明
骨
角
器
破
片

イ
ノ
シ
シ
右
緋
骨
軸
部

4
8
c
m
 
1
0
c
m
 0
.6
cm
 
3
1a
 不
明

不
明
骨
角
器
軸
部
破
片
（
剌
突
具
?
)
C
全
体
的
に
研
閉
，

図
隊
3
0
4
1
8
 
B
1
6
5
 
不
明
不
明
骨
角
器
破
片

イ
ノ
シ
シ
右
朋
骨
軸
部

7.
6
cm
 
0
9
c
m
 0
.
6
c
m
 
S
 9
o
 不
明

不
明
骨
角
器
軸
部
破
片
（刺
突
具
？
）
ま
た
は
肋
骨
破
片
?
.
表
採
っ

図
版
3
0
4
1
9
 
B
1
4
3
 
不
明
不
明
骨
角
器
破
片

シ
カ
中
手
足
骨
軸
部

S
 2
c
m
 
1
3
c
m
 0
.
5
c
m
 
4
0
q
 不
明

不
明
伶
角
器
軸
部
孜
片

~
J
突
具
？

）
。
素
材
を
縦
方
向
に
分
割
し
、
全
体
的
に
丁
寧
に
研
底

3
表
採

。

図
版
3
0
4
2
0
 
B
3
9
8
 
素
材
加
工
骨

イ
ノ
シ
シ
右
第
五
中
手
骨
完
形

6
5
c
m
 
2
 0
c
m
 1
.0
cm
 
8
7
q
 中
期
後
葉
（大
木
9
式
期
）

イ
ノ
シ
シ
中
手
骨
（
要
確
認
〉
の
行
幹
部
に
9
条
の
カ
ッ
ト
マ
ー
ク
あ
り
。
楠
本
氏
＝
「
骨
錘
」
。

図
版
3
0
42
1 
8
1
5
6
 
素
材
半
裁
鳥
骨

鳥
骨

6
.
4
c
m
 
1.
1
c
m
 
0
.6
c
m
 
3
 O
q
 中
期
末
葉
（大
木
10
式
朋
）

烏
骨
を
長
軸
方
向
に
沿
っ
て
半
裁
し
両
端
部
欠
1員
。

図
版
3
0
4
2
2
 
B
9
1
0
 
素
材
半
裁
イ
ノ
シ
シ
犬
歯

イ
ノ
シ
シ
左
下
顎
犬
歯

6
.
6
c
m
 
0
9
c
m
 0
.6
c
m
 
4
0
g
 中
期
末
菜
（大
木
10
式
期
）

イ
ノ
シ
シ
下
顎
犬
歯
を
半
裁
2

図
版
3
1
4
2
3
 
B
1
0
4
7
 素
材
シ
カ
角
裁
断
片

シ
カ
角

完
形

5
.
0
c
m
 
3
2c
m
 
1
1
c
m
 
16
 7
a
 不
明

両
端
切
断
→
直
交
方
向
分
割

図
版
3
1
4
2
4
 
8
9
5
5
 
素
材
シ
カ
角
裁
断
片

シ
カ
角

完
形

6
5
c
m
 
2
9
c
m
 
14
c
m
 
2
1
 
S
a
 中
期
後
葉
（
大
木
9
式
期
）

表
面
は
切
断
痕
を
除
き
、
未
加
工
。
裏
面
は
両
側
片
か
ら
半
裁
し
、
中
央
が
突
出
，

図
版
31
4
2
5
 B
9
5
7
 
素
材
シ
カ
角
裁
断
片

シ
カ
角

完
形

6
7
c
m
 
2
 2
c
m
 0
 7
c
m
 
lJ
 J
o
 不
明

P.
12
2
挿
図
版
表
面
は
切
断
痕
を
除
き
、
未
加
工
。
裏
面
は
両
側
片
か
ら
半
裁
し
、
中
央
が
凹
む
c

固
版
3
1
4
2
6
 
B
9
5
6
 
素
材
シ
カ
角
裁
断
片

シ
カ
角

完
形

6
7
c
m
 
2
.
5
c
m
 
14
c
m
 
2
6
0
0
 中
期
中
菜
（大
木
8
b
式
期
）

P
 12
2
挿
図
版
表
面
は
切
断
痕
を
餘
き
、
未
加
工
口
裏
面
は
両
側
片
か
ら
半
裁
し
、
中
央
が
凹
む
。

因
版
3
1
4
2
7
 
B
10
5
4
 素
材
シ
カ
角
裁
断
片

シ
カ
角

完
形

6
9
c
m
 
1
9
c
m
 
1
1
c
m
 
15
.6
q
 中
期
中
葉
（大
木
S
b
式
期
）

両
端
切
断
→
直
交
方
向
分
割
，

図
版
31
4
2
8
 
B
3
4
3
 
素
材
シ
カ
角
裁
断
片

シ
カ
角

完
形

6.
7c
m
 
1.
5c
m 
0
 7
c
m
 
6.
0q
 
中
期
末
葉
（
大
木
10
式
期
）

図
版
31
4
2
9
 
8
13
1
 素
材
シ
カ
角
裁
断
片

シ
カ
角

完
形

5
.8
c
m
 
1.
9
c
m
 0
.
6
c
m
 
4
 S
a
 後
期
前
葉
（
堀
之
内
1
式
期
）

P
 1
2
2
挿
図
版
板
状
に
分
割
し
、
表
面
の
先
端
部
と
凸
凹
箇
所
、
分
割
面
を
研
磨
，
平
面
形
は
細
長
い
一
角
形
状
，

図
版
31
4
3
0
 
8
10
5
0
 素
材
シ
カ
角
裁
断
片

シ
カ
角

完
形

12
9
c
m
 
5
3
c
m
 
19
c
m
 4
9
 2
a
 中
期
後
稟
～
末
葉
（大
木
9
~
10
式
期
）
P
 12
1
挿
図
版
3
面
分
割
残
欠
片
。
右
倶
）
，
第
一
分
岐
，
「B
-"
11
9-
10
」
と
ネ
ー
ミ
ン
グ
あ
'
)
,

図
版
31
43
1 
8
1
0
5
3
 
素
材
シ
カ
角
裁
断
片

シ
カ
角

完
形

7.
1c
m
 
2
5
c
,
n
 
1
6
cm
 
14
0
a
 不
明

P
 12
1
挿
図
版
3
面
分
割
残
欠
片
c

図
版
31
4
3
2
 
8
1
0
4
9
 素
材
シ
カ
角
裁
断
片

シ
カ
角

完
形

6
.
0
c
m
 
4
2
c
m
 
0.
8
c
m
 
1
7
6
Q
 中
期
後
葉
（大
木
9
式
期
）

P
 12
1挿
図
版
一
端
切
断
→
直
交
方
向
に
半
裁
状
に
分
割
。
「C
-
1
9
」
と
ネ
ー
ミ
ン
グ
あ
リ
e

図
版
3
2
4
3
3
 
8
1
0
4
1
 
素
材
シ
カ
角
裁
断
片

シ
カ
角

完
形

8.
0c
m
 
6
4
c
m
 2
.
4
c
m
 
63
 7
q
 中
期
後
菜
（大
木
9
式
期
）

P.
12
1挿
図
版
シ
カ
角
裁
断
片
を
剥
ぎ
取
っ
た
後
の
残
欠
片
（
石
器
の
石
核
に
相
当
）
．
「C
-
1
9
」
と
ネ
ー
ミ
ン
グ
c

図
版
]2
4
3
4
 
8
1
0
4
2
 
累
材
シ
カ
角
裁
断
片

シ
カ
角

完
形

8
.
3
c
m
 
6.
1c
m
 2
3
c
m
 
5
0.
6
a
 不
明

シ
カ
角
裁
断
片
を
剥
ぎ
取
っ
た
後
の
残
欠
片
（
石
器
の
石
核
に
相
当
）
，

図
版
32
4
3
5
 
B
1
0
4
8
 素
材
シ
カ
角
裁
断
片

シ
カ
角

完
形

7
7
c
m
 
4
5
c
m
 0
9
c
m
 
2
4
 4
a
 中
期
中
菜
（
大
木
8
b
式
期
）

P
 12
2
挿
図
版
シ
カ
角
裁
断
片
を
剥
ぎ
取
っ
た
後
の
残
欠
片
（石
核
に
相
当
）。
「
南
境
B-
VI
大
木
8
B
」
と
ネ
ー
ミ
ン
グ

図
版
3
2
4
3
6
 
B
1
0
5
2
 素
材
シ
カ
角
裁
断
片

シ
カ
角

完
形

1
0
0
c
m
 
5.
8c
m
 
17
c
m
 
5
0
 la
 中
期
末
葉
（大
木
10
式
期
）

P
 12
1
挿
図
版
シ
カ
角
裁
断
片
を
剥
ぎ
取
っ
た
後
の
残
欠
片
（石
器
の
石
核
に
相
当
）
e
「8
-V
II
10
」
と
ネ
ー
ミ
ン
グ
。

図
版
33
4
3
7
 
8
10
4
0
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宮城県登米Tli拙塚具塚の縄文土岱

宮城県登米市糠塚貝塚の縄文士器

一 興野義ーコレクションの調査 一

l. はじめに

2. 遺跡について

3 縄文土器について

1. はじめに

東北歴史博物館では2001年1月24日に興野義一

氏が宮城県北部を主とする50数ヶ所の遺跡から収

集した考古資料692箱の寄贈を受けた。以後、考古

分野の職員が整理を担当し、土偶の一部については

その調査成果をすでに公にしている （佐藤憲幸

2012・13)。本稿は興野コレクションのなかでも中

核をなす宮城県登米市迫町新田糠塚貝塚の縄文土器

について報告するものである。

2. 遺跡について

糠塚貝塚は宮城県北部の伊豆沼と長沼の間の低い

丘陵上に位置する内陸性主淡貝塚である。1954年

には新田村史編媒委員会・東北大学教育教養部日本

史研究室によって発掘調査が行われ、 「登米郡新田

村史jに公表された （加藤 孝1955)。このときの調

査では上下2層に細別され、のちに上層土器は「糠

塚式」（林 謙作1965)とされ、縄文中期の成立をめ

ぐって「糠塚論争」が繰り広げられた。

1964年春には54年調査の隣接地（二階堂氏所有地）

で「麦畑の深耕の際、貝殻の霧出」があり、土器が出

土した旨を輿野義一氏は記している（輿野1981a)。

8月には発掘調査を行い、上層の貝層からは「五領ヶ

台式や下小野式のモチーフのあるものがあって広義

の大木7式」（興野1969)、下層からは大木5式、最下

朴iJJl 怜I - (束北歴史栂物館）

4. おわりに

引用参考文献

層からは大木2a、b式、 3式土器の破片が出土した。

この後、遺跡はブルドーザーによって破壊されるこ

とになり、翌年春まで興野氏によって造物は収集さ

れ、 1976年には貝塚の東側半分のうち外側竺分の一

が失われた （取！野1981b)。

3. 縄文土器について

腺塚貝塚出土縄文土器は興野義一氏自らによって

調査報告されている （興野1958・67・67~ 70・68・ 

69・81a・81b・84・96・2007)。なかでも67年の東北

史学会、 68年の日本考古学協会における研究発表、

67 ~ 70年にかけて連載された「大木式土器理解の

ために」（「考古学ジャーナルj)は、糠塚貝塚におけ

る層位学的所見に基づくところが大きい。

ここでは、修復 ・復元した24個体の縄文土器につ

いて報告する。

資料1(囮版1-1) 大木4式

深鉢形土器。口径27.7x 17.4cmの楕円形状を呈

している。器高27.0cm。底径10.0cm。ネーミング「⑦

地点 下層赤土39.4.11」。 波底部に山形状把手と太

い「X」字状貼付文、波頂部に細い粘土紐による梯子

状文が滋匠文として配されている。地文は太紐と細

紐とを撚り合わせたLR斜行縄文である。胴下部お

よび底面にはミガキ調整が施されている。その特異

な形状から、興野によって「石炭バケツ型土器」と名
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づけられた（取評f1968)。

資料2(圏版2-2) 大木4式

深鉢形土器。口径20.8x 16.4cmの楕円形状を呈

している。現高17.9cm。ネーミング「ヌ下41.2.4

41.2.10」。資料1と同様に「石炭バケツ型」をなし、

波底部に山形状把手と太い菱形状貼付文、波頂部に

巻貝頂部による列点の施された太紐による菱形状貼

付文が配されている。地文は太紐と細紐とを撚り合

わせた LR斜行縄文である。胴下部にはミガキ調整

が施されている。

資料3(図版2-3) 大木4式

深鉢形土器。口径15.2cm。現i尚13.2cm。ネーミ

ング「ヌ 4・0」。2個l対の渦巻き状突起が付され、

以下に4単位の粘土紐による菱形状・波状貼付文が

配されている。口唇部には巻貝頂部による列点文が

施されている。地文はLRr斜行縄文である。

資料4(図版2-4) 大木4式

深鉢形土器。口径12.8cm。現高16.4cm。ネーミ

ング「ヌ下 41.2.10」。口縁部の1ヶ所に渦巻き状突

起が付されている。地文はしR斜行縄文である。

資料5(囮版3-5) 大木4または5式

深鉢形土器。口径18.3cm。器高26.0cm。底径

10.0cm。地文は LRr斜行縄文。胴下部ミガキ調整。

底面は網代の痕跡を残すミガキ調整となっている。

資料6(図版3-6) 大木4または5式

深鉢形土器。口径13.1cm。現高14.6cm。ネーミ

ング「ヌ下 41.2.20 41.2.21」。外面に粘土帯の継ぎ

目を残したまま、地文のLRr斜行縄文が施されてい

る。内面はヘラ状工具によるナデ調整である。

資料7(回版3-7) 大木4? 式

浅鉢形土器。口径18.0cm。器高9.1cm。底径

16.3cm。ネーミング「ヌ下41.1.23 ヌB41.3.6 大木

4 ?」。頸部に隆帯がめぐる。底部を含め、外面は丁

寧なミガキ調整、内面はナデ調整の後に、まばらな

ミガキが施されている。

資料8(図版3-8) 大木5式

深鉢形士器。口径27.8x 23.4cm。やや楕円形状

をなす。器蒻32.5cm。底径13.9cm。ネーミング「ヌ

下41.1.22」。略図で大木4式層と大木5式層の間の黄

砂層から出土したことが記されている。大振りの山

形状把手が付され、胴上部には細い粘土紐による縦

位小山形状文・小菱形状文が施されている。地文は

太紐と細紐とを撚り合わせた LR斜行縄文である。

底面には2本越え2本潜りの網代痕跡を残している。

資料9(図版3-9) 大木5式

深鉢形土器。口径16.7cm。器高14.9cm。底径9.4cm。

小ぶりながら 1対の山形状把手が付されている。地

文は胴上部がLRr斜行縄文、胴下部がLRr横走縄

文となっている。底面は3本越え1-2本潜りのや

や乱雑な網代痕跡を残している。

資料10(図版3-10) 大木5式

深鉢形土器。口径16.3x 14.7cm。高さ 18.9cm。

底径8.6cm。ネーミング「ヌB40.11.12 41.2.13 大

木5」。地文にはLr斜走撚糸文が施されている。

資料11(図版4-11) 大木5式

深鉢形土器。口径36.8cm。現高45.9cm。ネーミ

ング「ヌ下41.2.10 41.2.13 41.2.20」。 大振りな山形

状突起が4ヶ所に付されている。地文はLRr斜行

縄文である。

資料12(図版5-12) 大木6式

深鉢形土器。口径21.9cm。現高17.0cm。ネーミ

ング「ヌカッカ 40.11.28」。4単位の大波状口縁の

長胴型土器である。口縁部は肥1¥-iし、頸部に隆帯が

めぐっている。胴部は半戟竹管による平行沈線 ・連

続刺突によって文様が施されている。地文は LR斜

行縄文である。

資料13(図版5-13) 大木6式

深鉢形土器。口径18.4cm。現高12.4cm。ネーミ

ング「ヌ西35.5.31」。 いわゆる金魚鉢型をなす土器

である。口縁綿は肥駆し、半球状をなす！！占付文が述

続して付されている。胴上部には半戟竹管による平

行沈線によって文様意匠が描かれ、ボタン状貼付文

が施されている。地文はLR斜行縄文である。

資料14(図版5-14) 大木7a式

深鉢形土器。口径19.8cm。現高33.4cm。ネーミ

ング「ヌ⑮39.5.31 39.6.21」。4単位の大波状□緑の
長胴型土器である。波頂部には刻目の施された貼付

文が付され、口頸部の文様は半歓竹管による平行沈

線によって文様が構成されている。胴部地文は、中

央に両結びによる結節、両端に片結びによる結節を

施した RL縄文を間隔をあけて縦位回転によって施

文している。
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資料15(図版5-15) 大木7a式

深鉢形土器。口径17.1cm。現高21.7cm。ネーミ

ング「ヌ@39.5.31」。 2単位の小山形状突起下には縦

位貼付文が配され、その間に横位の押圧縄文(LR)

が施されている。胴部は結節の施されたRL縄文が

縦位回転によって施文されている。

資料16(固版5-16) 大木7a式

深鉢形土器。口径9.7cm。器高12.9cm。底径7.2cm。

ネーミング「ヌ 41.3.11」。 口唇部には連続して刺突

が施され、上部外面は粘土帯の継ぎ目をやや残して

いる。胴上部は横方向のケズリ、下部は縦方向のケ

ズリの後に利いミガキ瀾整が施されている。底面は

ミガキ調整である。内面は横ナデの後に粗い縦方向

のミガキ調整が施されている。

資料17(図版6-17) 大木7a式

深鉢形土器。口径11.8cm。器高13.4cm。底径6.3cm。

ネーミング「ヌ西40.1.24」。 D頸部は複合口縁状を

なす。外面は粘土帯継ぎ目を一部残している。全体

に粗い縦方向のケズリを施した後に、口縁～胴上祁

にかけて結節の施されたLR縄文を横位回転によっ

て施文している。

資料18(図版6-18) 大木7a式

深鉢形土器。口径17.0cm。現高23.3cm。ネーミ

ング「ヌ⑮39.11.29」。頸部には刻目の施された隆帯

がめぐっている。口縁近くは横位回転による無節

(L)縄文、以下には結節の施された無節 (L)縄文が

縦位回転によって施文されている。

資料19(囮版6-19) 大木7a式

口径16.1cm。器高17.8cm。底径10.1cm。ネーミ

ング「ヌカッカ⑮39.5.21」。口縁近くに2個1対の円

窓が配されている。口縁近くが柚方向、以下縦方向

のミガキ調整が施されている。火ハネの痕跡も一部

認められる。内面はナデ調整である。底面には網代

痕跡を残している。

資料20(図版6-20) 大木7a式？

浅鉢形土器。口径15.7cm。器高8.7cm。底径8.6cm。

ネーミングなし。外面には粘土帯の継ぎ目を残して

いる。底面も含め、外面は全体にケズリ調整が施さ

れている。内面はナデ調整である。

資料21(図版6-21) 大木7a式

浅鉢形土器。 口径21.3cm。器尚6.1cm。底径

宮城県登米市拙塚貝塚の縄又土器

12.5cm。ネーミング「ヌカヅカ」。口唇部には連続

する刻目文が4単位にわたって施されている。外面

は粘土帯の継ぎ目が残され、ナデ調整が加えられて

いる。内面には丁宗なナデ調整が施されている。底

面には網代痕跡が残されている。

資料22(図版7-22) 大木7b式

深鉢形土器。 口径15.9cm。器高17.2cm。底径

10.3cm。ネーミングは「ヌカッカ⑮貝層上 39.6.14」。

口縁上部にはボタン状小突起に弧状貼付文が施され

ている。口縁部には隆帯がめぐり、指頭状圧痕が施

されている。隆帯間には横位の押圧縄文(LR)が配

されている。胴部は4単位の「Y」字状隆線が垂下し、

同じく指頭状圧痕が施されている。胴部地文はLR

縄文が縦位に施文されている。

資料23(図版7-23) 大木7b式

浅鉢形土器。口径9.4cm。器高4.7cm。底径8.2cm。

ネーミングは「ヌ西39.11.23」。2個l対の吊手状をな

す環状把手が付され、口縁部上端の隆帯には指頭状

圧痕が施されている。内外面ともにナデ調整、底面

には木葉痕が残されている。

資料24(図版7-24) 大木Sa式

深鉢形土器。口径21.1cm。現高22.8cm。ネーミ

ング「ヌ41.31」。口縁部の1ヶ所に横「S」字状をな

す大型の把手が付されている。把手とその周囲には

細い粘土紐による鶏頭状貼付文が施されている。胴

部には基本的に沈線3本を1単位とする渦巻き文が

配されている。地文はLR縄文である。

4. おわりに

あらためてt阻野コレクションに残されたネーミン

グの記録をたどってみると、調査は断続的ながら

1955 -60年、 1964-68年の長期にわた り、調奢地

点も①～⑦地点、西地点、 B地点があること、また、

興野がすでに記しているとおり、下層の赤褐色土層

からは大木5式を主とする土器、上層の貝層ー特に

西地点からは大木7式を主とする中期初頭の土器が

出土していることが確認された。

興野コレクションは東北地方の縄文土器絹年を研

究していく上で学史的にも極めて重要な資料であ

り、今後とも公開 ・活用をはかっていきたい。
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(Scale 1 : 3) 

図版1 糠塚貝塚出土土器(1)
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図版2 糠塚貝塚出土土器(2)

2d 

4 
(Scale 1 : 3) 
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7
 

図版3 糠塚貝塚出土土器(3)

一
10 

(Scale 1 : 3) 

- 48-



宮城県登米市杜塚貝塚の純文士岱

_ 11 

図版4 糠塚貝塚出土土器(4)
(Scale 1 : 3) 

番サ 濶登地点・陪位 潤壺年月 1:1 初出一屁 土器型式 番号 渕究地点，倍位 閥在年月 IJ 初出一屁 ヒ船型式
l ⑦地点下);•1赤土 39.111 穂野1968大木4式 13 ヌ西 35531 典野1981大木6式
2 ヌ ・・ト 412.4 41210 大木4式 14 ヌ⑮ 39 5 31 39 6 21 大木7a式
3 ヌ 4・0 大木4式 15 ヌ⑲ 39531 大木7a式
4 ヌ ・下 41210 大木4式 16 ヌ 41311 大木7a式
5 不明 不明 大木4!たは5式 17 ヌ西 40124 大木7a式
6 ヌ下 41.210 41.2.21 大木41たは5式 18 ヌ⑲ 391129 大木7a式
7 ヌ・下ヌ B 411.23 41.3.6 大木4? 式 19 ヌカッカ<i"r 39521 大木7a式
8 ヌ下 411.22 大木5式 20 不明 不明 典野1981 大木7a式？， 不明 不明 大木5式 21 ヌカヅカ 不明 大木7a式
10 ヌB 401112 11213 大木5式 22 ヌカッカ⑮ HI好上 39.614 典野1981 大木7b式

11 ヌF
11210 41213 

大木5式 23 ヌ西 391123 大木7b式
41220 

12 ヌカッカ 401128 卯野1981大木6式 24 ヌ 41311 射ll!lffl981 大木Sa式

付表糠塚貝塚出土土器一覧
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12 13 

15 

14 

16 

(Scale 1 : 3) 
図版5 糠塚貝塚出土土器(5)
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(Scale 1 : 3) 
図版6 糠塚貝塚出土土器(6)
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23 

24b 

24a 

(Scale l : 3) 
図版7 糠塚貝塚出土土器(7)
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宮城県大岡市根岸逍跡出土飴胎漆器の製作技法

宮城県大崎市根岸遺跡出土藍胎漆器の製作技法

-x線 CT分析を使った構造調査一

1. 研究の意義と目的

2. 根岸逍跡の位置と基本層序

3. 調査対象とした藍胎漆器

1. 研究の意義と目的

X線 CT(X-ray computed tomography)は、物

休の内部構造を非破壊で断層撮影する装置である。

さらに、断層像から物体の3次元コンピュータグラ

フィックス (3DCG)として構築可能である。現在で

は、医療や産業における検査等に幅広く利用されて

おり、近年、埋蔵文化財の内部構造調査や保存科学

的検査の適用例が飛躍的に増加している l)。従来、

内部構造調査の主役は、 3次元の物体を2次元で表

現する透過X線撮影（レントゲン）であった。近年

のX線CT閣査の増加は、 X線CT分析によって

得られる情報最が、レントゲンよりも圧倒的に多い

ことは当然であるが、装置の高性能化・画像処理技

術の向上によるところが大きい。

縄文時代、特に亀ヶ岡文化期における特色として、

漆を巧みに使用した漆工品類が挙げられる。中でも、

藍胎漆器（植物質の素材を絹組してカゴ状とし、漆

で固め、さらに赤色顔料で彩色したもの）は、編組

技法、下地や上塗りの技法、顔料の選定など、漆工

技術の一到達点といえる。根岸遺跡出土藍胎溶器類

は、こうした縄文時代晩期の溶工技術の変遷を考え

る上で重要な査料である。藍胎漆器は、表'ifJ.iが頻料

と漆塗膜にコーティングされているため、編組技法

が肉眼では観察できない。先行研究として、永嶋が

行ったレントゲンによる編組技法の特定と塗膜断面

片岡 太郎・上條 1許彦 （弘前大学）
鹿納 晴尚 ・佐々木 理 （束北大学稔合学術栂物館）

柳澤 和明 （東北歴史栂物館）

4 分析方法

5. 分析結果と考察

6. 総括と今後の展望

の観察による重ね塗りの材質技法研究がある 2)。こ

れによれば、絹組技法については、完形品の1点は、

底部から腰部にかけて網代絹みとし、胴部をざる目

編みとしている。もう 1点の破片資料については、

完形品と類似するものとしてとどめている。箪者ら

は、藍胎漆器を含めた縄文時代の漆工技術について

の研究を進めているが、その中で、 X線CT調査が、

藍胎襟器の絹組技法や櫛の製作技法研究に対して有

効であることを示した凡

そこで、本研究では、根岸遺跡出土藍胎溶器に対

して、非破壊 ・非接触による X線CT調査を用いる

ことで、より詳細な編糾技法を解明することにした。

さらに、本体から遊離した極小片を分析し、漆塗膜

の重ね迩り技法と顔料の特定を行った。

2. 根岸遺跡の位置と基本層序

根岸遺跡は、宮城県大崎市に所在し、江合川右岸

に発達する河岸段丘の下位段丘面上に立地している

（図1)。遺構は、配石遺構8基、土城18基、埋設土器

5基、石囲炉3基、フラスコ状ピッ ト2基などが検出

された。縄文時代晩期の遺物包含層は、 T字状に設

罹されたトレンチの北区より検出された。分布は長

さ約48m、幅10m以上の範囲と推定された。遺物包

含層の第VI層は50~60cm程の厚さで、下位より第

VI D層 （大洞 Cl式期）、第VIC層 （大洞C2式期）、
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第VIB府（大洞A~A'式期）の31粕に大別された （図

2)。北から南に向かう緩斜面であり 、包含層の分布

の中心を平面的 ・層位的にみると、時期が新しくな

るにつれ、より北に包含層が形成されたことがわか

る。

3. 調査対象とした藍胎漆器

調査資料は、根岸遺跡出土藍胎漆器3点である。

資料名は、宮城県文化財調査報告書第75集「根岸逍

跡」31頁4)と同じ表記とした。分析資料は包含層上

部の第VIB層下部の出土で、共伴土器より大桐 A

式期に位置付けられている。

藍胎溶器lは、発見時では、底部がほとんど欠失

しており、腰部 ・胴部・ロ縁部は断片化しており、塗

朕自体も背しく脆弱化していた （写具l)。取り上げ

後、資料は保存修復され、浅鉢形の完形品としてみ

ることができる （写真2)。主な修復は底部にガラス

絨維とエポキシ樹脂での補強処理が行われ5)、その

状況を分析でも確忍することができる。なお、 4つ

の脚も復元されたものである。

藍胎漆器2は、複数に断片化されているため、器

形は不明であるが、出土時の状況から浅鉢形もしく

は鉢形とみられる （写真3)。黒色の漆の地の上に、

赤色顔料が塗られている。資料は土壌ごと切り取ら

れた後、乾燥した状態で保管され、保存修復は行わ

れていない （写真4)。

藍胎漆器3は、同報告書未掲載である。現状は、2

と同様に乾燥した状態で断片化しており、赤色顔料

と塗膜だけが残存する。

4 分析方法

(1) X線CT調査

X線CT調査は、東北大学総合学術tJり物館の高出

カ大型標本用 CT装置（コムスキャンテクノ株式会

社 ScanXmate-Dl80RSS270)を使用した。資料を装

置内に入れ、X線管電圧： lOOkV、X線 管電流 ：

lOOμA、拡大率：2.1倍、解像度：61.5μm、積算レート：

3.0f/s、プロジェクション：2000の条件で撮影を行っ

た。断層像の再構成には、 conCTexpress(有限会

社ホライトラビット）を使用した。撮影データの表

示と解析は、Molcer(有限会社ホワイトラビット）

とCTAn I CTvox (Bluker Skyscanll 74)で行った。

(2) 塗膜分析

調査した資料は、藍胎漆器2と3の2点である。

重ね塗りの構造解析と顔科の特定方法は、資料から

遊離している極小破片 (3m吋程度）から塗膜の断面

の薄片プレパラートを作製し、生物顕微鏡（オリン

パス BX51)によって透過および反射光の観察を行

うとともに、電子顕微鏡（日本電子 JCM-6000)を

使って反射電子像の観察を、さらに、電子顕微鏡併

設のエネルギー分散型蛍光X線検出装附（日本電子

JED-2000)を併用し元素マッピングを行うことに

よった。電子顕微鏡の観察と元素マッピング条件は、

低真空モー ド、加速電圧15kV、スイープ回数20回

である。なお、薄片プレパラートは、エポキシ樹脂

(BUEHLER EpoxiCure)で包埋して、精密切断機

(BUEHLER IsoMet)を使って切断した後、塗膜層

が透過するまで研磨して作製した。

5. 分析結果と考察

(1) 藍胎漆器1

藍胎漆器1は、永嶋により、保存修復前にレント

ゲン撮影 （図3A)と塗膜分析が行われている。底部

に見える規則正しい網目を持つものは、仮補強した

時に使ったネill強材である。底部から腰部の編組技法

は、レントゲンからは不明であるが、実休観察から

網代絹みと特定されている。胴部から変化し、 レン

トゲンでもみてとれるように、ござ目編みとなって

いる。次に、 X線CT像から構築した3DCGから、

画像処理によ り内部構造を得ると、固3Bのように

なる。保存修復時に使用 したガラス繊維が全面に貼

られていることがわかるが、レントゲンで確認でき

ていた網目は確認できなくなっていた。これは、次

のようなことが一因として考えられる。藍胎漆器l

は、発見時から著しく脆弱な資料であったが、残存

していた胎綿の原みの弟により、相対的に透過率が

異なっていたため、レントゲンでは網目の痕跡の像

が得られた。一方で、保存修復後、すなわち、ガラ

ス繊維や合成樹脂等で補強することで厚みと密度の
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弟が均ーに近くなり、今JulのX線CTの撮影条件で

は、その差が捉えられなかったためと考えられる。

図3C-Eは、図3Bの任意位置の断層像であるが、

これを観察しても各部における胎の痕跡は観察でき

なかった。本資料については、撮影条件の検討や装

置性能の向上が絹組技法の解明へと繋がるものと考

えている。

(2) 藍胎漆器2

口縁部破片の断層像から構築した3DCGを示す

（図4)。表面には、編組は全く見えない（図4A)。任

意位置の断層像（図4Bl・B2)では、網目のタテ材・

ョコ材ともに、胎の素材が完全に消失しており、空

洞化していることが確認できる。この空桐部分を画

像処理によって可視化した3DCGを図4C・Dに示す。

空洞部分が、漆をいわば‘‘印象型”となって、胎の

形状として残っていることがわかった。これにより 、

本資料胴部の編組技法は、 2本越え ・2本潜り .1本

送りの飛びござ目編みであり、口縁の処理は、タテ

材を巻きつけながら周同させている技法 （巻き縁）

であることが判明した。

次に、塗膜の重ね塗り構造について述べる。図5

に塗膜断面 （左） の生物顕微鏡による透過像と電子

顕微鏡に よる反射電子像（右）を示す。像の下部が

胎部であり、上部が表面である。透過像では、層の

肉眼的な違いがわかる。反射電子像では、原子番号

に依存したコントラストを示すことができ、原子番

号が大きい部分ほど白い像となる。透過像の観察か

ら、胎の素材は確認できないが、その上に、維管束
こく そ

植物を粉末にしてi黍に混ぜた木屑漆を2層塗り重ね、

さらに黒色の微粒子混じり （後述）の生液層が認め

られた。さらに、この生漆培は、庖の色相から下陪(J厚

さ35μm)と上層（厚さ 18μm)に分けられ、 2回重ね

塗りしていることがわかった。最表面に塗布された

顔料は、蛍光X線分析によ りFeが検出され、 且つ、

反射電子像の観察により Feが検出された粒子の形

状は不定形の微粒子であったことから、最表面は、

ベンガラ（非パイプ状）漆層であることがわかった。

生溶li?iにみとめられた黒色の粒子は、反射電子像の

生漆層部分が相対的に Feよりも黒く観察されるこ

とから、 Feよりも軽元素の物質で成っていること

がわかり、透過観察でわかった黒の色調と併せ考え

宮城リ，［大直妨Tli根岸辿跡叩．藍胎漆器の製作技法

れば、炭素由来のものであると推定した。

(3) 藍胎漆器3

藍胎漆器3についてのX線CT分析によると、胎

の素材や痕跡は残存していないことから、その編糾

技法は分からなかった。

塗膜の重ね塗り構造について述べる（図6)。胎の

素材は、ほとんど残存しておらず詳細は不明である。

また、木屑漆層も確認できず、下地塗りの技法は不

明であった。わずかに残る塗膜から、生漆層が1層

(lOμm)認められ、藍胎漆器2の生漆層にみられた

黒色の粒子はほとんど含まれていない。生漆層の上

に、非パイプ状ベンガラ漆層、さらに上層 （最表面）

には、辰砂(HgS)を混ぜた漆層が認められた。この

ように異なる顔料を二層重ね塗りされた例は、顔料

を施した漆器類において（器種間わず）、縄文時代後

期 ・晩期の東北地方において時折みられ叫また、煎

ね塗 りの層序は、ベンガラが下層、辰砂が上層 （最

表面）となる例だけしか確認されていない。辰砂が

必ず上層としているのは、その顔料の鮮やかさがベ

ンガラよりも優れてお り、漆器の製作者が意匠性を

意識した結果であるものと考えている。

6. 総括と今後の展望

根岸遺跡出土藍胎溶器について、 X線CT調査を

行った結果、藍胎漆器2について、劣化によ り消失

した胎部分を3DCG化することで、 胴部が網代絹み

(2本越え ・2本潜り・ 1本送り ）、口縁の処理がタテ

材を巻き付けながら周回している巻き縁技法である

と解明できた。藍胎漆器は、有機材料であるため、

通常は劣化により分解消失してしまうもので、発見

されること自体が稀である。また、本資料のように、

漆塗膜が残存していても、胎の素材が完全に消失し

ていることが多い。このような資料の技法研究に対

して、従来の表面観察やレントゲン調査に加え、今

回行った X線CT調査は、あらためて有効な手段で

あることがわかった。今後は調査例を増やし、縄文

時代における溶器類の技法研究を網羅的に進めてい

く。今回の調査では明らかにならなかった資料につ

いては、 X線CT装置の解像度における性能向上と

画像処理技術の向上が解決するものと考えている。
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図2 根岸遺跡の縄文時代遺物包含層平面分布図と主要箇所の土暦断面図
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写真1 藍胎漆器1の出土状況 写真2 藍胎漆器1の現状
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写真3 藍胎漆器2の出土状況（引用文献4より転載）
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D
 

口

U』

写真4 藍胎漆器2の現状
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20mm 

一

--l• 
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r

一図3 藍胎漆器1のレントゲン像と断層像から構築した3DCG

A: 永嶋撮影によるレントゲン像 引用文献3の両像を使用し、原図に対して階濶の反転処理を行っている。

B: 断層像から構築した3DCG 確認できる網目は全て修復時に使用した補強材 （ガラス繊維）。

C:Dの断層像の胴部拡大像(a) スケールバーは2mm。白色の点線状が見えるのは修復時に使用した補強材（ガラス

繊維）。 編糾技法は確認できない。

D:Bの断面線位置における断層像 同様に、絹組技法は確認できない。

E:Dの断層像の口緑部拡大像(b) スケールパーは2mm。同様に、絹組技法は確認できない。
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A
 

n
 

層 同

図4 藍胎漆器2(破片）の断層像から構築した3DCG

J¥ : 断層像から構築した表面の3DCG

Bl: Aの任意位置の断層f象、暗い部分は空隙をホし、タテ材とヨコ材ともに消失していることがわかる。

82: Aの断面線における断層像 同様に、タテ材とヨコ材ともに消失している。

C:Aの空洞部分を可視化した3DCG ほとんどが空洞化しており、形状が漆途膜で維持している。

D:Cの褒面 表面と要面の空隙の可視化により、タテ材とヨコ材、口縁の処理法がみてとれる。

5mm 

一

顔料（非パイプ状ベンガラ）
＼ 

生漆2 (黒色の微粒子混じリ）~'
生漆 1(黒色の微粒子混じり）／

木屑漆2I 
木屑漆 1,,/'

図5 藍胎漆器2(破片）の塗膜構造 左：透過顕微鏡像、右：反射電子像。

• r 

. ー・- ,...,. 

図6 左：透過額微鏡像、右：反射電子像。反射電子像において最も白い部分が Hgが検出された部分。
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（
お
い
の）

ー
夜
中
狼
に
逢
ふ
時
に
は
、

挨
拶
し
て
通
る
事
な
り
ー
（
「束
遊
雑
記
j

)

(
I
-

お
じ
の
が
わ
ら

と
う
わ

天
明
八
年
（

一
七
八
八
）
、
仙
台
藩
の
登
米
郡
狼
河
原
（
現
東
和
町
）
を
通
っ
た
古
111

古
松
軒
が
地
元
の
人
か
ら
聞
い
た
話
を
、
こ
の
よ
う
に
出
い
て
い
る
。
農
作
物
を
荒
ら

す
鹿
を
追
う
狼
に
敬
語
で
接
し
て
い
る
と
い
う
証
言
は
、
人
と
狼
と
の
平
和
な
共
存
を

示
唆
す
る
も
の
と
し
て
た
び
た
び
引
用
さ
れ
る
。
明
治
期
に
行
わ
れ
て
い
た
狼
祭
（
オ

イ
ノ
マ
ツ
リ
）
も
狼
を
敬
し
て
遇
す
る
行
事
と
し
て
着
目
さ
れ
て
き
た

2
。
だ
が
、

こ
の
状
況
が
広
く
江
戸
時
代
に
あ
て
は
め
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
狼
の
研
究

は
民
俗
学
が
先
行
し
て
き
た
が
、
そ
れ
は
明
治
以
降
の
人
か
ら
聞
き
取
っ
た
話
を
も
と

に
考
証
さ
れ
て
き
た
-3
。
し
か
し
、
既
に
明
治
期
に
は
狼
は
姿
を
消
し
つ
つ
あ
る
稀

な
動
物
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

盛
岡
湘
の
記
録
を
辿
る
と
、
人
と
狼
と
の
関
係
が
平
和
な
も
の
と
は
ほ
ど
遠
く
、
互

い
に
熾
烈
な
生
存
競
争
を
繰
り
広
げ
て
い
た
状
況
が
見
え
て
く
る
の
で
あ
る
。
先
に
、

は
じ
め
に

御
野
馬
の
被
害

狼
の
捕
獲

狼
取
の
活
躍

（
し
し
）

狼
殿
油
断
な
く
鹿
を
追
ふ
て
下
さ
れ
と
い
ん
ぎ
ん
に

村

上

馬

（東
北
歴
史
肋
物
館
）

御
野
馬
を
喰
う
狼
、
狼
を
毒
殺
す
る
狼
取

|

「盛
岡
藩
御
用
人
所
日
記

雑

書
」
か
ら
1

「盛
岡
藩
家
老
席
日
記
雑
書
」
（
以
下

「家
老
席
雑
科
」
と
略
記
す
る
）
を
も
と
に
し
て
、

盛
岡
藩
に
お
け
る
狼
の
人
身
被
害
を
考
察
し
た
；。

「
家
老
席
雑
屯
E

」
は
盛
岡
藩
の
家

老
の
執
務
日
誌
で
あ
り
、
領
民
の
火
事
や
事
故
な
ど
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
に

は
狼
に
よ
る
死
傷
者
八
九
人
が
記
録
さ
れ
、
そ
の
大
半
は
こ
ど
も
で
あ
っ
た
。
年
代
で

は
宝
永
元
年
（
一
七
0
四
）
ま
で
が
八
九
％
（
七
九
人
）
を
占
め
、
そ
れ
以
降
の
被
害
は

少
な
い
。

同
様
の
傾
向
は
弘
前
藩
で
も
見
ら
れ
る
。
「
弘
前
藩
庁
御
国
日
記
」（
以
下
「
御
I
f
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日
記
」
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略
記
す
る
）
に
は
死
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者
八
三
人
が
記
録
さ
れ
、
や
は
り
大
半
が
こ
ど
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で
あ
っ

た
。
年
代
は
盛
岡
藩
よ
り
少
し
後
年
ま
で
続
く
が
、
享
保
一

四
年
（

一
七
二
九
）
ま
で

に
集
中
し
、

が
八
三
％

（六
九
人
）
を
占
め
、
そ
れ
以
降
の
被
害
は
少
な
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；
。

こ
う
し
た
人
身
被
害
に
対
し
て
藩
側
は
積
極
的
に
狼
を
舵
除
し
て
い
た
。「
家
老
席

雑
書
」
に
は
狼
一

0
五
疋
（
匹

・
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）
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捕
獲
記
録
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、
そ
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八
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％
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八
〇
疋
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占
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御
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％
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岡
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狼
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狼
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八
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収
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し
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狼
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。
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入
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狼
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け
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八
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人
や
馬
と
が
対
立
し
た

最
後
の
時
期
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
対
立
の
構
固
を
享
保
以
降
の
記
録
か

ぉ
人
の

ら
盛
岡
藩
の
御
野

（
湘
営
の
牧
場
）
の
馬
と
狼
の
関
係
を
考
え
て
み
た
い
。

盛
岡
藩
で
は
用
人
が
御
野
を
管
掌
し
て
お
り
、
そ
の
執
務
日
誌
「
盛
岡
藩
御
用
人
所

日

記

雑

書

」
に
は
御
野
馬
の
被
害
が
克
明
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
盛
岡
瑠
御

用
人
所
日
記
雑
書
」
（
以
下

「用
人
所
雑
書
」
と
略
記
す
る
）
は
享
保
三
年
1
明
治
二
年

（
一
七

一
八
ー

一
八
六
九
）
の
一

0
0
冊
が
現
存
し
（
も
り
お
か
歴
史
文
化
館
所
蔵
）
§
ヽ

そ
れ
に
記
載
さ
れ
た
狼
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落
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右
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と
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狼
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狼
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狼
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岡
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狼
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狼
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右
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廿
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落
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狼
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甲

斐
な
く
死
亡

（「
落
」）

し
た
。
襲
わ
れ
た
の
は
大
風
雨
で
霧
が
深
く
、
周
囲
が
見
え
な

？ 
応ー大間野

奥戸野

へ{,,----八

~ }_ 

ン ＼八戸

？＇相内野

ヨ・I¥ 
住谷野

盛•岡

図
1
（
菊
池
勇
夫
、

二
0
1
―
年
よ
り
転
載
）

の
も
り

は
致
命
的
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
記
録
は
、
被
害
に
気
付
い
た
野
守
ら
が
馬
の
手
当
て

を
し
た
が
、養
生
の
甲
斐
な
く
死
亡
し
た
こ
と
を
野
馬
別
当
に
報
告
し
た
も
の
で
あ
る
。

だ
が
、
狼
の

H
的
は
怪
我
を
負
わ
せ
る
こ
と
で
は
な
く
、
馬
を
捕
食
す
る
こ
と
で
あ
っ

た
。
し
た
が

っ
て
、
発
見
が
遅
れ
る
と
馬
は
喰
い
荒
さ
れ
て
し
ま
い
、
屍
体
の

一
部
し

か
残

っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
宝
暦
九
年

（
一
七
五
九
）
に
奥

戸
野
で
駒

一
疋
と
駄
四
疋

（い
ず
れ
も
当
歳
）
が
「
狼
二
被
取
、
屍
喰
散
」
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
と
き
一一
＿
疋
は
爪
先
の
み
、

足
三
本
の
み
、
頭
の
み
が
残
り
、
二
疋
は
「
屍
不
残
喰

散
候
」
と
あ
る

（
宝
肝
九
年
六
月
一一
日
条
）。

こ
の
他
に
も
、
「
散
々
喰
散
」
さ
れ
て
、

屍

体
で
残
る
の
は
前
脚
の
み
、
片
耳
の
み
、
頭
骨
の
み
、
尾
の
み
な
ど
と
い
う
記
録
が
散

見
さ
れ
る
⑲
。
こ
の
よ
う
に
屍
体
の
大
半
を
狼
に
喰
わ
れ
た
馬
は
二
六
疋
に
の
ぼ
る
。

こ
れ
ら
の
記
録
か
ら
、
狼
が
馬
を
食
べ
る
た
め
に
襲
っ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
ま
た
、
と
く
に
屍
体
の
喰
わ
れ
た
部
位
を
示
さ
ず
に
、

単
に

「狼
被
取
候
」
と
だ

け
書
か
れ
た
も
の
が
多
い
。
文
字
通
り
に
解
釈
す
れ
ば
、
狼
に
取
ら
れ
た
と
い
う
の
は
、

屍
体
を
奪
わ
れ
て
喰
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

盛
岡
藩
で
は
領
内
九
ヶ
所
の
御
野

（九
牧
、

図
ー

g
)
の
全
体
を
用
人
が
管
掌
し

て
い
た
。
用
人
の
下
に
は
九
牧
を
統
括
す
る
野
馬
別
当
（
三
戸
町
、
一

人）

が
い
て
、

そ
の
配
下
に
馬
責

（調
教
師
、

三
人
）、
馬
医

（二
人
）
な
ど
が
置
か
れ
、
各
御
野
に
は

野
守
が

一
、
二
人
い
た

g
。
こ
う
し
た
識
掌
の
中
で
、
御
野
馬
を
最
前
線
で
保
護
、
監

督
し
て
い
た
の
が
野
守
で
あ
る
。
御
野
馬
が
死
亡
す
れ
ば
、
狼
に
よ
る
と
に
関
わ
ら
ず

野
馬
別
当
に
報
告
さ
れ
、
死
亡
し
た
証
拠
品
と
し
て
馬
の
尾
や
愛
・
耳
の
提
出
が
義
務
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付
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、

「
散
々
喰
散
」
さ
れ
て
尾
や
髪

・
耳
を
回
収
で
き
な

い
場
合
は
、
そ
の
事
由
を
釈
明
す
る
必
要
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

（
二
）
鹿
を
取
り
上
げ
ら
れ
る
狼

狼
は
馬
や
人
な
ど
喰
わ
な
く
て
も
、
野
生
の
鹿
を
喰
う
機
会
に
恵
ま
れ
て
い
た
の
で

は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
一

七
世
紀
、
盛
岡
湘
領
に
は
数
多
く
の
鹿
が
棲
息
し
て
い

た
か
ら
で
あ
る
。

藩
主
（
南
部
重
直
）
に
よ
る

「
御
鹿
猟
・
御
鹿
狩
」
で
は
慶
安
二
年

（
一
六
四
九
）
に

か
け
の

z
 

粟
屋
川
の
楕
木
沢
（
現
滝
沢
市
）
で

一
六
二
〇
疋
、
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
に
欠
之
山
（
現

盛
岡
市
）
で

一
七
0
一
疋
、
明
暦
四
年
に
松
屋
敷
山
（
現
盛
岡
市
）
で

―
二
0
三
疋
の
鹿

を
捕
獲
し
て
い
る
13

。
一

度
の
巻
き
狩
り
で
千
疋
以
上
の
鹿
が
獲
れ
る
ほ
ど
、
盛
岡

城
の
近
く
に
数
多
く
の
胞
が
棲
息
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
鹿
を
狼
が
捕
食
し
て
い
れ
ば
、

人
間
と
の
軋
粽
は
頴
在
化
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
想
像
し
た
い
と

こ
ろ
だ
が
、
実
は
狼
で
あ
っ
て
も
好
き
な
だ
け
鹿
を
食
べ
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

盛
岡
藩
で
は
鹿
の
捕
獲
を
湘
が
厳
し
く
管
理
し
て
お
り
14
)
、
一
般
の
領
民
が
自
由

に
獲
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
（邑
。
鹿
の
密
猟
を
見
張
る
鹿
横
目
と
い
う
役
人
ま

で
置
か
れ
、
元
禄
三
年

（
一
六
九
0
)
に
鹿
を
密
猟
（
「
鹿
盗
討
」
）
し
た
領
民
五
人
が
打

ち
首
に
な
っ
て
い
る

（元
禄
三
年

―
二
月
＿

0
日
条
）
。
無
許
可
の
鉄
砲
（
「盗
鉄
抱
」
）
で

鹿
を
討
っ
た
領
民
が
鹿
横
目
か
ら
摘
発
さ
れ
て
、
処
刑

（「
成
敗
」
）
さ
れ
た
こ
と
も
あ

る
1
6
0

そ
し
て
、
狼
が
鹿
を
喰
う
こ
と
も
阻
ま
れ
て
い
た
。
鹿
横
目
が
派
遣
し
た
代
官
手
代

な
ど
が
狼
か
ら
鹿
を
取
り
上
げ
て
、
上
納
し
て
い
る
の
で
あ
る
(17

。
せ
っ
か
く
狼
が

槌
を
獲
っ
て
も
、
そ
れ
を
盛
岡
湘
の
役
人
が
回
収
し
て
し
ま
う
。
狼
に
も
鹿
を
喰
わ
せ

た
く
な
い
と
い
う
ほ
ど
、
藩
側
の
専
有
ぶ
り
は
徹
底
し
て
い
た
。も
と
よ
り
百
姓
に
と
っ

て
鹿
は

133畑
を
荒
ら
す
筈
獣
で
あ
り
、
そ
の
鹿
を
喰
う
狼
は
益
獣
と
し
て
重
宝
さ
れ
て

し
か
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
藩
側
は
狼
が
鹿
を
喰
う
こ
と
も
邪
魔
し
て
い
た
。

の
ち
の
御
鹿
狩
で
は
抽
獲
数
は
激
減
し
て
お
り
、
鹿
の
棲
息
数
そ
の
も
の
も
大
き
く

減
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
宝
永
二
年
（

一七
0
五）

に
、
山
々
で
廊
を
探
し
廻

っ
た

が

「鹿
一
切
見
得
不
申
候
」
と
報
告
さ
れ
て
い
る
l
s
o

捕
獲
さ
れ
て
い
た
が
、

一
八
世
紀
に
入
る
と
城
下
で
は
鹿
を
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
た
。

鹿
を
猥
っ
て
も
人
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
密
か
に
喰
う
鹿
も
減
っ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、

飢
え
た
狼
が
馬
を
巽
お
う
と
す
る
の
も
理
解
で
き
よ
う
。

（三
）
屍
体
を
喰
い
散
ら
す
狼

狼
に
襲
わ
れ
た
馬
は
、
発
見
が
遅
れ
て
屍
体
が
喰
い
散
ら
さ
れ
て
い
る
も
の
と
、
怪

我
を
負
っ
て
手
当
後
に
死
亡
し
た
も
の
と
が
あ
っ
た
。
も
と
よ
り
、
狼
の
目
的
は
馬
を

殺
す
こ
と
で
は
な
く
、
そ
の
肉
を
食
糧
と
し
て
喰
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
馬
が
死
ん
で
も
、

屍
体
が
回
収
さ
れ
て
馬
肉
に
あ
り
つ
け
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
空
腹
を
満
た
す
ま
で
襲
眠

を
統
け
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、

「散
々
喰
散
」
な
ど
し
て
、
屍

体
の
多
く
が
喰
わ
れ
た
の
は
殺
さ
れ
た
馬
の
九
％

（―-
七
九
疋
の
う
ち
二
六
疋
）
に
限
ら

れ
る

（先
述
）。

そ
の
他
は
「
狼
被
取
候
」
と
か

「狼
二
被
喰
、
死
馬
相
成
候
」
な
ど

と
あ
り
、
そ
の
多
く
は
尾

・
髪

・
耳
を
提
出
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し

た
屍
体
は
検
分
を
受
け
る
ま
で
に
喰
わ
れ
た
部
位
は
少
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
死
亡
検
分
を
し
て
尾
・
髪

・
耳
な
ど
を
切
り
取

っ
た
後
は
、
残
り
の
屍

体
を
ど
う
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
焼
却
し
た
り
、
土
中
深
く
に
典
め
る
に
は
労
力
を
要
す

る
の
で
、
近
く
の
目
立
た
な
い
場
所
へ
移
す
程
度
で
、
そ
の
ま
ま
放
附
さ
れ
る
も
の
も

あ
っ
た
。
そ
の
屍
体
は
当
然
、
狼
に
狙
わ
れ
る
の
で
、
そ
れ
を
逆
手
に
し
て
謝
薬
が
使

わ
れ
た
。
野
守
な
ど
が

「
死
馬
」
に
毒
薬
を
仕
懸
け
て
狼
を
獲
っ
て
い
た
の
で
あ
る

（後

述
）
⑲
゜
人
間
の
こ
ど
も
も
狼
に
襲
わ
れ
た
が
、
そ
の
肉
が
喰
わ
れ
た
と
い
う
記
録
は
少
な
い
。

盛
岡
藩
で
は
狼
に
よ
る
人
身
被
害
が
八
九
人
記
録
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
う
ち
死
亡
は

二
三
人
、
行
方
不
明
は
四
人
で
あ
っ
た
⑳。

行
方
不
明
者
が
狼
に
掠
わ
れ
た
の
な
ら
、

喰
い
殺
さ
れ
て
、
屍
体
の
大
半
が
食
べ
ら
れ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

死
亡
者
の
遺
体
は
速
や
か
に
回
収
さ
れ
て
お
り
、
遥
体
の

一
部
が
喰
い
ち
ぎ
ら
れ
た
と

い
う
の
も
な
い
。
す
る
と
、
狼
が
人
を
襲
い
、
そ
の
肉
を
喰
う
こ
と
が
で
き
た
の
は
行

方
不
明
者
に
限
ら
れ
、
被
害
者
の
四
％

（八
九
人
中
四
人
）
に
過
ぎ
な
い
。

一
七
世
紀
に
は
大
醤
の
鹿
が

3
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同
様
の
こ
と
が
弘
前
藩
で
も
言
え
る
。
弘
前
藩
で
は
狼
に
よ
る
人
身
被
害
が
八
三
人

記
録
さ
れ
、
こ
の
う
ち
死
亡
が
三
七
人
、
行
方
不
明
が
五
人
で
あ
っ
た
(21

。
死
亡
者

の
な
か
に
は
片
足
だ
け
が
残
る
尻
体
や
右
肩
と
左
手
足
だ
け
が
残
る
屍
体
の
二
人
も
記

録
さ
れ
て
い
る
t

泣
）°
行
方
不
明
者
の
屍
体
も
食
べ
ら
れ
た
と
す
る
と
、
あ
わ
せ
て
七

人
の
人
肉
が
狼
に
喰
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
死
勧
者
の
八
％
に
あ
た
り
、
盛
岡

湘
の
比
率
よ
り
や
や
高
い
が
、
そ
れ
で
も
死
傷
者
の
う
ち
で

一
部
に
限
ら
れ
て

い
る
五
｝〇

盛
岡
湘
、
弘
前
藩
で
は
そ
れ
ぞ
れ
八

0
人
以
上
が
狼
に
製
わ
れ
て
死
傷
し
て
い
た
が
、

そ
の
う
ち
人
肉
を
喰
わ
れ
た
の
は
数
％
で
あ
っ
た
。
狼
に
と
っ
て
人
は
効
率
の
良
い
捕

食
対
象
と
は
言
え
な
い
。
人
の
屁
体
は
土
中
に
埋
葬
さ
れ
た
か
ら
、
そ
れ
を
喰
う
に
は

屍
体
を
掘
り
起
こ
す
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
か
つ
て
土
葬
墓
に
は
狼

除
け
を
設
置
す
る
こ
と
が
広
く
行
わ
れ

包
、
お
そ
ら
く
盛
岡
藩
や
弘
前
藩
に
も
普
及

し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
人
の
屍
体
は
馬
の
屍
体
よ
り
も
丁
重
に
扱
わ
れ
た
に
迎
い
な

く
、
狼
に
と
っ
て
は
人
よ
り
も
馬
の
屍
体
を
食
べ
る
ほ
う
が
容
易
で
あ
っ
た
と
息
わ
れ

（
四
）
御
野
馬
被
害
の
傾
向

狼
に
よ
る
御
野
馬
の
被
害
は
ど
れ
ほ
ど
の
数
に
及
ぶ
の
だ
ろ
う
か
。「
用
人
所
雑
古
」

に
は
大
半
の
被
轡
が
記
録
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
全
日
条
か
ら
馬
の
被
害

を
拾
い
上
げ
て
み
た
。

す
る
と
、
狼
に
穀
わ
れ
て
死
亡
し
た
馬
は
享
保
一＿
一
年
＼
明
和
四
年

（
一
七
一
八
i

一
七
六
七
）

件
）
が
記
録
さ
れ
て
い
た
姿。

こ
れ
以
降
に
怪
我
を
負
っ
た
記
録
は
あ
る
が
、
死
亡

記
録
は
安
政
二
年
の
一
件
の
み
で
あ
る
（
後
述
）
。
そ
の
一
覧
を
表
1

（馬
の
狼
被
害

記
録
）

の
五

0
年
間

（欠
本
を
除
い
た
記
録
年
は
三

一ヶ
年
）
に
、
二
七
九
疋
(
-
八
四

に
示
し
た
が
、
被
害
の
多
く
が
一

、
二
歳
の
馬
で
あ
る
。
二
歳
に
な
る
と
野
取

り
さ
れ
て
御
野
（
牧
）
か
ら
引
き
楊
げ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
前
の
飼
育
中
に
狼
に
襲
わ

れ
て
い
た
。
死
亡
二
七
九
疋
の
内
訳
は
駄
（
牝
馬
）

駒

（牡
馬
）
五
七
疋
、

る
。

父
馬
（
秤
馬
）

除
い
た
七
四
％
（
一
九
四
疋
）
が
牝
（
駄
・
母
駄
）

で
あ
り
、
被
害
が
牝
に
偏
っ
て
い
る
。

―
―
一
疋
、
不
明
一
六
疋
で
あ
る

を。

不
明
分
を

―
二
六
疋
、
母
駄

（乳
馬）

六
八
疋

表2馬の狼被害（死亡）数

年サ （西!l:'i) 被害数
享保3(1718) 2 
享1呆4(1719) 3 
享保6(1721) 15 
李保7(1722) 2 
乎保8(1723) 47 
享保90 724) 26 
享保11(1726) 32 
卒保16(I 731) 16 
享係19(1734) 5 
:・i保20(1735) l 
Jじ文20737) 7 
Jじ文3(1738) l 
7じ文4(1739) 2 
]')'. 保1(1741) 1 
党保3(1743) 7 
延享4(1747) 4 
宝厄、1(1751) 4 
宜暦2(1752) 1 
宝肝3(1753) 24 
宝胚5(1755) 7 
虫暦60 756) 1 
宝屈70757) 12 
'i:Jt'i 8 (1758) 16 
'i、::研90759) 10 
宝暦100760) 8 
宝1511(1761) 3 
出府12(1762) 2 
明和1(1764) 2 
明和2(1765) 1 
明和3(1766) 10 
明和4(1767) 7 
計 279 

一
年

当
歳
（

一
歳
、
そ
の
年
生
ま
れ
た
馬
）
を
比
べ
て
も
駄
の
八

一
疋
に
対
し
て
、
駒
は
三
八

疋
で
あ
る
。
こ
れ
は
狼
が
牝

（駄
）
を
好
ん
で
襲
っ
た
と
い
う
よ
り
も
、
野
守
の
監
視

や
保
護
が
牡
（
駒
）
を
優
先
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
南
部
駒
は
藩
に
と
っ
て
の
重
要
な

産
品
で
あ
り
、
幕
府
に
献
上
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
硲
府
が
御
用
馬
と
し
て
旬
年
買
い

上
げ
る
な
ど
、
非
常
に
重
用
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る

5
。

九
牧
の
御
野
ご
と
の
被
害
数
は
、
北
か
ら
大
間
野
四
一
疋

・
奥
戸
野
四
八
疋

・
有
戸

（蟻
渡
）
野

一
六
疋
．
和m野
一
八
疋

•
四
印
野
四一疋
．
皿
因
け
二
疋・
出
知
野

一
六
疋

・
北
野
四
七
疋

・
三
崎
野
三
〇
疋
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
被
店
は
各
御
野
に
散

在
し
て
い
た
。
年
ご
と
の
被
祝

（死
亡
）
数
を
表
2

（
馬
の
狼
被
害
数
）
に
示
し
た
が
、

年
に
よ
る
差
が
著
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。
大
き
な
山
が
享
保
六
ー

一
六
年
（
計
―
―
―
―八

疋
）
、
小
さ
な
山
が
宝
暦
三

-
1
0
年
（
計
ヒ
八
疋
）
に
見
ら
れ
る
｛笞。

傾
向
と
し
て

享
保
年
間
に
被
害
が
顕
在
化
し
た
が
、
い
っ
た
ん
元
文
i
延
が
年
間
に
沈
静
化
し
た
の

ち
宝
暦
年
間
に
漸
増
し
て
い
る
。「
用
人
所
雑
書
」
は
宝
暦

・
明
和
年
間
に
欠
本
が
少

な
く
ら
、
こ
の
間
に
御
野
馬
の
記
載
基
準
に
変
化
が
認
め
ら
れ
な
い
の
で
、
宝
暦

・

明
和
年
間
の
傾
向
分
析
は
信
頼
で
き
る
。

「
用
人
所
雑
書
」
が
書
か
れ
る
前
の

一
七
世
紀
に
も
深
刻
な
被
憲
が
あ
っ
た
。
「家
老

席
雑
書
」
に
は
党
文
年
間
の
甚
大
な
被
害
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
寛
文
七

1
-

（
一
六
六
七
ー
一
六
七
一
）

の
五
年
間
に

一
五
四
疋
も
の
御
野
馬
が
狼
に
喰
い
殺
さ
れ
て

い
た

百

享
保
年
間
と
同
等
か
、
そ
れ
以
上
の
被
害
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に

一
七

i
一
八
世
紀
に
御
野
馬
は
甚
大
な
被
害
を
受
け
て
い
た
が
、
一
九
世
紀
に
は
被
害
記
録

が
稀
に
な
る
り
。
「
用
人
所
雑
書
」
に
は
、

一
九
世
紀
で
御
野
馬
が
狼
に
殺
さ
れ
た
記

録
は
安
政
二
年
(
-
八
五
五
）
の

一
件
に
限
ら
れ
る
（後
述
‘史
料
2
)。
享
和
以
降
(-
八
0
1
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し
か
し
、

三
崎
野
で
は
狼
荒
に
見
舞
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
次
の
史
料
2
で
あ
る
。

[史
料
2
]
安
政
二
年
七
月
三
日
条

野
田
通
三
崎
御
野
江
近
年
狼
荒
入
、
昨
年
茂
御
野
馬
弐
拾
六
疋
有
之
候
所
、
同
年

十

一
月
ヨ
リ
当
一二
月
迄
死
馬
九
疋
程
有
之
、

主

二
狼
懸
二
御
座
候
、
依
之
残
御
馬
北

御
野
江
御
足
入
、
三
崎
御
野
者
五
ヶ
年
中
御
休
野
二
被
仰
付
候
而
者
如
何
可
有
之
哉
、

此
段
奉
伺
候
、
以
上

-

l

一
崎
野
の
狼
荒
で
安
政
元
年
―

一
月
ー
翌
二
年
一
二
月
に
御
野
馬
二
六
疋
の
う
ち
九
疋

が
死
亡
し
た
。
こ
れ
は
主
に
狼
が
襲
い
懸
っ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
三
崎
野
の
御

野
馬
を
北
隣
り
の
北
野
へ
移
し
、

三
崎
野
を
五
年
間
休
止
す
る
よ
う
に
野
馬
役
（
野
馬

別
当
の
後
任
）
が
申
請
し
た

笞。

こ
れ
が
用
人
か
ら
了
承
さ
れ
て
、
御
野
馬
は
移
さ
れ
た
が
、
＂
抽
末
の
安
政
に
な
っ
て

も
狼
被
店
が
消
滅
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
被
害
の
あ
っ
た
御
野
か

る
品。

ー）

は
欠
本
が
多
い
の
で
注
意
を
要
す
る
が
、

た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

（五
）
狼
荒
の
収
束

た
だ
し
、
領
内
か
ら
狼
が
消
え
た
わ
け
で
は
な
く
、
文
化
五
年

(-
八
0
八
）
に
「
狼

ぁれ洗
」（
狼
に
よ
る
被
忠
）
で
怪
我
人
が
出
て
お
り
12

、
御
野
の
狼
荒
も
文
化
年
間
以
降

（一

八
0
四
ー
）
に
続
い
て
い
た
IXl

。
そ
れ
で
も
、

一
九
世
紀
に
は
御
野
馬
が
狼
に
喰

い
殺
さ
れ
る
こ
と
が
減
り
、
狼
荒
は
散
発
的
に
起
き
る
だ
け
に
な
っ
て
い
た
。
限
ら
れ

た
事
例
と
し
て
、
文
政
七
年

(-
八
二
四
）
と
天
保

―一

年

(-
八
四
0
)
に
「
狼
荒

出
」
て
、
北
野
・三
崎
野
・木
崎
野
で
数
十
疋
の
御
野
馬
が

「狼
二
被
懸
候
」
と
あ
る
、ぶ）0

や
が
て
、
そ
の
狼
荒
も
収
ま
り
、
嘉
永
三
年

(-
八
五
0
)
に
木
崎
野
の
野
守
が
御
野

馬
の
保
設
に
出
粘
し
た
こ
と
を
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
野
守
に
は
褒
美
金
三
百
疋
（銭

三
貰
文
）
が
付
与
さ
れ
、
嘉
永
六
年
と
安
政
元
年
に
も
同
じ
く
褒
美
が
付
与
さ
れ
て
い

一
九
世
紀
に
は
被
害
が
沈
静
化
し
て
い

ら
隣
り
の
御
野
へ
馬
を
移
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
狼
荒
が
励
所
的
な
も
の
に
な
っ
て

い
た
か
ら
に
迩
い
な
い
。
享
保
＼
明
和
年
間
に
は
領
内
九
牧
の
各
所
で
狼
被
沓
が
あ
っ

た
か
ら
、
別
の
御
野
へ
馬
を
移
し
て
も
効
果
は
期
待
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
安
政
に

可
能
と
な
っ
た
の
は
、
狼
の
棲
息
地
が
限
定
さ
れ
て
い
た
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。

狼
荒
は
享
保

・
宝
暦
年
間
に
猛
威
を
振
る

っ
た
が
、
そ
れ
が
一
九
世
紀
に
は
数
え
る

ほ
ど
に
な
り
、
狼
の
枯
息
も
限
ら
れ
る
も
の
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
こ
の
珀
か
ら
武

州
三
峯
山
へ
狼
退
散
の
た
め
に
参
詣
し
て
い
る
。
嘉
永
五
年
＼
慶
応
二
年

(
-
八
五
ニ

ー一

八
六
六
）
に
木
崎
野

・
北
野
の
野
守
や
そ
の
名
代
が
参
詣
し
た
こ
と
が
記
録
さ
れ

て
い
る
豆。

周
知
の
と
お
り
、
武
蔵
国
、
秩
父
の
三
峯
山
は
狼
を
脊
属
と
す
る
三
峯

信
仰
の
本
拠
で
あ
り
、
関
東

・
甲
信
越
で
は
近
世
中
期
か
ら
猪
鹿
除
け

・
火
災
盗
難
除

け
の
信
仰
を
集
め
て
き
た
姿。

こ
れ
に
対
し
て
、
盛
岡
藩
で
は
狼
荒
が
収
束
し
つ
つ

あ

っ
た
時
代
に
野
守
の
三
峯
信
仰
が
記
録
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。

（
＿
）
狼
を
鉄
砲
で
討
ち
留
め
る

「
家
老
席
雑
中
自」

に
は
盛
岡
藩
で
多
く
の
狼
を
捕
獲

（捕
殺
）
し
て
い
た
こ
と
が
記

録
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
多
く
は
宝
永
年
間
ま
で
の
も
の
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
宝
永

ま
で
に
狼
荒
が
収
束
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、

享
保
以
降
も
狼
が
御
野
馬
を
痰

っ
て

い
た
こ
と
が

「
用
人
所
雑
書
」
に
数
多
く
記
録
さ
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
狼
を
人
が
見

過
ご
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
被
害
の
防
除
に
躍
起
に
な
っ
て
い
た
。
御
野
馬
が
狼

に
襲
わ
れ
れ
ば
、
狼
の
駆
除
が
要
請
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

〔
史
料
3
]
享
保
三
年

―
一
月
二
七
日
条

一
、
五
戸
御
代
官
所
木
崎
野

・
又
重
野
狼
殊
外
荒
、
御
野
馬
数
疋
被
取
候
付
、
只
今
雪

之
内
狼
討
被
仰
付
候
様
二
仕
度
旨
、
御
代
宜
申
出
候
付
、
其
段
御
家
老
中
汀
申
上
候

（
乱
脱
）

処
、
御
烏
討
鳥
谷
弥
右
衛
門
江
被
仰
付
、
御
家
老
中
よ
り
今
日
被
申
越
候
付
、
狼
討

留
候
者
狼
者
此
方
仲
間
へ
造
候
様
二
以
書
状
申
遣
之

狼
の
捕
獲

5
 

-82-



御野馬を喰う狼、狼を約殺する狼取

二
升
石
村
御
百
姓

一

、

子

狼

六

頭

新

五

郎

五
戸
代
官
所
の
木
崎
野
と
又
重
野
の
狼
が
ひ
ど
く
荒
れ
て
、
御
野
馬
が
数
疋
取
ら
れ

た
。
雪
の
あ
る
今
の
う
ち
に
狼
を
射
殺
（
「
狼
討
」）
す
る
よ
う
に
と
代
官
か
ら
申
し
出

が
あ
り
、
そ
れ
を
家
老
へ
上
申
し
た
。
そ
こ
で
、
家
老
が
烏
討
の
給
人

（鳥
谷
部
弥
右

衛
門
）
に
射
殺
を
命
じ
、
狼
を
射
殺
し
た
ら
用
人
所
（
「此
方
仲
間
」
）
へ
連
ぶ
よ
う
に
と

古
状
で
指
示
し
た
、
と
あ
る
39
)0

つ
づ
い
て
狼
討
の
た
め
四
人
の
給
人
（
所
給
人
）
が
増
派
さ
れ
、
そ
の
う
ち
二
人
が

木
崎
野
と
又
重
野
で
狼
を

一
疋
ず
つ
討
ち
上
げ
て
、
御
鷹
部
屋
へ
運
ん
で
い
る
40
0

こ
の
あ
と
も
狼
の
射
殺

（「
け
留
」）

は
続
き
、
給
人
に
よ
っ
て
享
保
三
年

―
二
月

1
翌

年
一
月
に
計
九
疋
の
狼
が
射
殺
さ
れ
た
941〉
0

狼
の
肉
は
鷹
の
餌
に
さ
れ
た
が
、
の
ち
に
狼
の
皮
と
牙
だ
け
を
賄
所
へ
運
ぶ
よ
う
に

な
っ
た
（
史
柑
4
)
g
。
文
化
一
四
年
に
再
び
御
鷹
部
屋
へ
運
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
が
、

御
用
も
な
く
川
へ
捨
て
て
い
る
の
で
、
持
参
さ
れ
て
も
「
迷
惑
」
で
あ
る
と
し
て
、
各

代
官
が
処
理
す
る
こ
と
に
な
っ
た

（文
政
四
年
正
月

一
九
日
条
）。

こ
れ
以
前
も
皮
や
牙

を
利
用
し
た
記
録
は
見
ら
れ
ず
、
当
時
の
盛
岡
城
で
は
粗
末
な
扱
い
を
受
け
て
い
た
よ

う
で
あ
る
“°ふ

す

（
二
）
狼
を
燻
べ
殺
す

「
用
人
所
雑
料
」
に
よ
る
と
、
享
保
八
年
ま
で
に
狼
を
捕
獲
し
て
い
た
の
は
給
人
、

鳥
見
や
野
馬
別
当
な
ど
蔀
の
役
人
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
享
保
九
年
以
降
は
百
姓
、
野

守
や
猟
師

・
マ
タ
ギ
な
ど
の
領
民
が
捕
獲
す
る
よ
う
に
な
る
。

〔
史
料
4
]
享
保
九
年
閏
四
月
二
八
日
条

一
、
野
田
御
代
宦
所
二
而
狼
左
之
通
取
候
由
申
来
ル

野
田
村
猟
師

一
、
大
狼

一
頭

兵
四
郎

右
者
鉄
抱
二
而
討
留
候
由

野
田
（
現
野
田
村
）
代
官
所
か
ら
狼

一
四
頭
（
疋
）
の
捕
獲
が
報
告
さ
れ
た
。
猟
師
と

野
守
が
鉄
砲
で
大
狼
（
牡
狼
か
）
四
頭
を
射
殺
し
、百
姓
三
人
が
子
狼

一
0
頭
を
煙
で
「
ふ

す
へ
殺
」
し
た
。
こ
の
皮
を
賄
所
に
各
々
が
提
出
し
た
こ
と
を
代
官
が
報
告
し
た
、
と

あ
る
。
9
1
 

煙
で
娩
べ
殺
す
と
い
う
捕
獲
法
は
前
年
の
享
保
八
年
に
百
姓
に
指
示
さ
れ
て
い
た

（享
保
八
年
八
月
二

B
条）
。
享
保
八
年
は
御
野
馬
の
死
亡
被
害
が
最
多

（四
七
疋
）
の
年

で
あ
り
（
表
2
)
、
抜
本
的
な
対
策
が
必
要
と
な
っ
た
。
給
人
な
ど
の
「
御
鉄
抱
討
」

は
王
に
被
害
後
に
派
造
さ
れ
た
か
ら
、
予
防
効
果
が
栂
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
狼
の
巣
穴

を
見
付
け
次
第
、
百
姓
に

「
ふ
す
へ
さ
せ
」
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
際
に
は
火
が
ほ
か

ヘ
漏
れ
な
い
よ
う
に
し
、
今
後
は
狼
の
穴
を
見
落
と
さ
ぬ
よ
う
に
注
邸
せ
よ
、
と
指
示

し
て
い
た
。
翌
九
年
に
も
同
様
の
指
示
が
御
野
の
あ
る
代
官
所
に
出
さ
れ
M
-

、
そ
れ

か
ら
間
も
な
く
史
料
4
の
通
り
に
捕
獲
が
報
告
さ
れ
た
。
狼
は
春
に
子
を
産
み
巣
穴
で

育
て
る
が
、
そ
の
巣
穴
を
煙
で
燻
し
て
捕
獲
す
る
手
法
が
推
奨
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
う
し
た
指
示
が
奏
功
し
、
狼
捕
獲
数
が
享
保
八
年
に
わ
ず
か
二
疋
で
あ
っ
た
の
が
、

（後
略
）

狼
数都
合
拾
四
頭

右
之
通
取
候
由
、
尤
皮
者
御
賄
所
へ
銘
々
遣
候
旨
、
御
代
官
中
ヨ
リ
申
来
ル

三
崎
御
野
守

一
、

大

狼

三

頭

又

十

郎

右
者
鉄
抱
二
而
討
留
候
由

右
同
断

一
、
同
右
同
断

一
、
同

野
田
村
御
百
姓

一
頭

オ

三

郎

右
者
ふ
す
へ
殺
候
由

大
芹
村
御
百
姓

三

頭

万

右

衛

門
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阿
九
年
は
五
九
疋
、
同

一一

年
は
一

0
五
疋
へ
と
激
増
し
て
い
る

（後
述
、
表
4
)
。
た

と
え
ば
野
田
村
の
猟
師
四
人
が

「
狼
巣
龍
母
子
と
も
に
六
疋
」
を
捕
獲
す
る
な
ど
、
狼

の
巣
穴
を
見
つ
け
て
は

一
網
打
尽
に
し
て
い
た
。
子
狼
二
三
疋
と
一
五
疋
の
捕
獲
記
録

も
あ
り
、
ま
さ
に
狼
の
殊
滅
が
図
ら
れ
て
い
た
-g
。
と
な
り
の
八
戸
藩
で
も
、
巣
穴

の
子
狼
九
疋
を
捕
え
て
大
穴
を
枷
っ
て
入
れ
て
附
き
、
そ
こ
に
付
狼
が
入

っ
た
の
を
捕

え
た
、
と
い
う
記
録
が
あ
る
（せ。

巣
穴
の
子
狼
は
手
づ
か
み
で
も
獲
れ
る
の
で
、
特

別
の
狩
猟
具
を
持
た
な
い
百
姓
で
も
可
能
で
あ

っ
た
＇せ。

こ
う
し
た
手
法
に
よ
っ
て
、

狼
を
根
絶
や
し
に
す
る
べ
く
容
赦
な
い
駆
除
が
行
わ
れ
た
。

（三
）
罠
の
オ
ッ
ソ

盛
岡
湘
の
特
徴
に
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
オ
ッ
ソ
で
狼
を
捕
批
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
オ
ッ
ソ
は
オ
ソ
、
ヒ
ラ
と
も
呼
ば
れ
る
木
製
の
罠
で
あ
り
、
径
三
、
四
寸
ほ
ど
の

木
を
格
子
に
組
ん
だ
筏
に
重
石
を
置
く
。
そ
の
下
を
通
る
獣
が
綱
に
足
を
掛
け
る
と
、

留
め
具
が
外
れ
て
上
か
ら
筏
が
落
下
し
て
獣
を
圧
殺
す
る
仕
掛
け
で
あ
る

笠。

こ
の

落
下
式
圧
殺
罠
を
狼
の
通
り
道
に
仕
掛
け
て
捕
獲
し
て
い
た
。

「家
老
席
雑
書
」
に
も
古
く
か
ら
記
録
が
あ
り
、
正
保

＿
二年
（

一
六
四
六
）
•
明
暦
四

年
（

一
六
五
八
）
・
延
宝
七
年

(
-
六
七
九
）
に
狼
を
「
お
つ
そ

・
を
つ
そ
」
で
捕
獲
し

て
い
た
る
～。
盛
岡
猫
か
ら
分
か
れ
た
八
戸
藩
で
も
延
宝
二
年
・
同
六
年
に
「
お
つ
そ
」

で
狼
を
抽
獲
し
て
い
た

5
。

「
用
人
所
雑
中
11

」
に
も
享
保
三
年
に
住
谷
野
で
狼
一
疋
を
「
お
つ
そ
二
而
留
候
」
と

あ
り
、
同
八
年
に
も
相
内
野
で
女
狼

一
疋
を

「
お
つ
そ
二
而
取
上
候
」
と
あ
る
。
双
方

と
も
に
狼
皮
を
上
納
し
て
、
褒
美
を
付
サ
さ
れ
て
お
り
包
、
オ
ッ
ソ
で
狼
を
獲
る
こ

と
が
公
的
に
認
め
ら
れ
て
い
た
。

「南
部
藩
御
野
馬
別
当
御
用
留
」
に
も
宝
暦

一
0
年

（
一
七
六
0
)
と
同
一

三
年
に
狼
を
獲
る
た
め
に

「お
つ
そ
」
を
仕
掛
け
た
記
録
が
あ
る
(5
2
)
0

こ
の
オ
ッ
ソ

（ヒ
ラ
）
は
、
熊
を
獲
る
此
と
し
て
広
く
使
わ
れ
て
お
り
、
弘
前
湘
・
秋

田
藩

・
会
津
藩
な
ど
の
猟
師

（
マ
タ
ギ
）
の
記
録
に
も
散
見
さ
れ
る

醒）

そ
れ
を
盛

岡
藩
で
は
狼
に
使
っ
て
い
た
と
い
う
の
が
興
味
深
い
。

こ
う
し
て
盛
岡
藩
で
は
鉄
砲
で
射
殺
し
た
り
、
燻
し
殺
し
た
り
、
罠
の
オ
ッ
ソ
で
圧

表4 狼の捕獲数

年号（西暦） 捕独数1J噌1・
宝水70710) l I 
率f呆30718) 12 
が保10719) 6 
・卒保80 723) 2 
享保9(1724) 59 

238 
と1-1呆11(1726) 105 
卒1呆16(1731) 26 
穿保19(1734) 17 
享保20(1735) 11 
冗文2(1737) 28 
冗文3(1738) 7 
冗文40739) 20 
J氾保1(1741) 5 

70 立保2(1742) 4 
n保3(1743) 3 
延享1(1744) 2 
延享40 747) 1 
宝暦1(1751) 4 
. i: 恰2(1752) 3 
‘柑府30 753) 3 
宝暦5(1755) 7 
出暦8(1758) 2 92 
宝歴9(1759) 10 
宝暦100760) 31 
窄1科110761) 22 
虫暦120762) 10 
明和1(1764) 8 
り）j牙IJ20765) 6 
りj禾II3 (1766) 13 

51 
りIJ牙ll40767) 12 
明利15(1768) 8 
りJ牙116(1769) 4 
文化90812) 1 I 
計 453 

な
い
が
、

て
い
る
。

一
年
に

殺
す
る
な
ど
し
て
狼
を
捕
獲
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
抽
獲
方
法
が
宝
暦
以
降
は
毒
殺
と

い
う
方
法
に
取
っ
て
代
わ
る
。
そ
れ
を
得
意
と
し
た
の
が
「
狼
取
」
と
い
う
狼
捕
獲
専

門
家
で
あ
る
5151lo 

九
年

(-
八
―
二）

（四
）
狼
捕
獲
の
傾
向

狼
の
主
な
捕
獲
者
は
時
代
に
よ
っ
て
変
わ
り
、
は
じ
め
給
人
な
ど
の
役
人
で
あ
っ
た

の
が
、
享
保
九
年
に
百
姓
や
猟
師
・
マ
タ
ギ
な
ど
の
頷
民
に
な
り
、
同
一
―
年
か
ら
は

狼
取
と
い
う
彩
門
家
が
主
体
と
な
る
。
こ
う
し
た
狼
の
捕
獲
を
分
析
す
る
た
め
に
「
用

人
所
雑
書
」
か
ら
狼
の
捕
獲
品
録
を
拾
い
上
げ
て
、
そ
れ
を
表
3

（
狼
の
捕
獲
記
録
）

に
ま
と
め
た
。
そ
こ
に
は
、
享
保
一＿
一年
1
明
和
六
年
(
-
七
一
八
ー
一
七
六
九
）
の
半
世

紀
に
四
五

一
疋
の
狼
捕
獲
記
録
が
あ
る
。
こ
の
他
に
宝
永
七
年
(
-
七一

0
)
と
文
化

の
二
疋
を
含
め
る
と
、
合
計
四
五
三
疋
（
一
七
六
件
）
が
記
録
さ
れ

と
同
一
こ
の
四
五
三
疋
の
捕
獲
年
を
見
る
と

（表
4
狼
の
捕
獲
数
）、
享
保
九
年
の
五
九
疋

一
年
の
一

0
五
疋
が
突
出
し
て
お
り
起
、
党
保
元
年
＼
宝
栖
八
年

（
一
七
四

一

ー一

七
五
八
）
に
は
年
間
数
疋
に
減
る
が
、
玉
暦

一
0
年
に
三

一
疋
、
同

一

三

一疋
と
漸
地
し
て
い
る
。
御
野
馬
の
被
害
と
同
様
に
、
狼
の
捕
獲
も
享
保
と
宝
暦
に

多
い
。
そ
の
年
は
御
野
馬
と
狼
で
少
し
ず
れ
が
あ
る
が
、
御
野
馬
と
狼
の
衝
突
が
享
保

と
宝
暦
に
激
化
し
て
い
た
と
言
え
る
。

年
に
よ
っ
て
大
き
く
増
減
し
て
い
る
が
、
明
和
七
年
以
降
は
文
化
九
年
の

一
疋
の
み

で
あ
る
。
領
内
の
狼
抽
獲
が
す
べ
て

「用
人
所
雑
害
」
に
記
叔
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は

一
九
世
紀
に
は
狼
の
捕
獲
が
減
っ
た
と
考
え
て
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
、g
o

7
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御野比を喰う狼、狼を協殺する狼取

る
。

一
八
世
紀
に
甚
大
な
被
宮
を
与
え
て
き
た
狼
が
、

数
そ
の
も
の
が
減
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

狼
の
拙
獲
場
所
の
内
訳
は
北
か
ら
大
間
野
七
疋
、
奥
戸
野
三
疋
、
有
戸
野
二
疋
、
木

崎
野
九
疋
、
又
重
野
四
疋
、
相
内
野
七
疋
、
住
谷
野
四
疋
、
北
野
一
六
疋
、

一＝
崎
野

八
六
疋
、
村
内

一＿
i

-

疋
、
ほ
か
八
疋
、
不
明
二
九
四
疋
の
計
四
五
三
疋
で
あ
る
。
御
野

で
計
ニ
ニ
八
疋
で
あ
り
、
捕
獲
場
所
が
明
記
さ
れ
た
も
の
の
大
半
が
御
野
で
あ
る
，57
0

御
野
馬
の
被
害
は
九
牧
に
散
在
し
て
い
た
が
（
先
述
）
、
狼
捕
獲
は
三
崎
野
に
六
二
％

が
集
中
し
て
い
る
。
こ
の
三
崎
野
の
大
半
は
梢
之
丞
と
い
う
狼
取
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

捕
獲
地
点
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
を
取
り
扱
っ
た
代
官
所
ご
と
の
捕
獲
数
を

見
る
と

、

田
名
祁
二
五
疋
（
六
％
）
・

七
一戸
八
疋
（二
％
）
•

五
戸
九
〇
疋

（
二0
%
）
•

三

戸
二
七
疋
（
六
％
）
•

野
田
二
三
六
疋
（
五
二
％
）
・

ほ
か
六
七
疋

(
-
五
％
）
で
あ
る
。

野
田
代
官
所
が
取
り
扱
っ
た
狼
捕
獲
が
過
半
を
占
め
る
。
や
は
り
清
之
丞
が
い
た
北
野
・

三
崎
野
の
あ
る
野
田
代
官
所
管
内
に
多
い
。
盛
岡
藩
で
は
享
保
＼
明
和
の
半
世
紀
に
年

間
平
均
一
四
．
五
疋
が
抽
獲
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
大
半
は
御
野
か
そ
の
近
辺
で
抽
獲
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
御
野
馬
を
守
る
た
め
に
多
く
の
狼
が
躯
除
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ

狼
捕
獲
者
の
内
訳
は
、
狼
取

（そ
の
子
も
含
む
）
二

0
四
疋
、
野
守
（
そ
の
子
も
含
む
）

三
七
疋
、
猟
師
（
マ
タ
ギ
）

二
八
疋
、
給
人
・
鳥
見
等
一
八
疋
、
百
姓
四
五
疋
、
村
民

（「
L

日
姓
」
等
の
表
記
の
な
い
者
）
七
六
疋
、
不
明
四
二
疋
で
あ
る
（
表
3
)
。
村
民
の
多
く

は
百
姓
か
そ
の
家
族
、
親
戚
な
ど
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
数
も
百
姓
に
加
え
る
と
、
百

姓
は

―
ニ

―
疋
と
な
る
函
0

こ
の
百
姓
（
村
民
含
む
）

は
二
八
ヶ
村
の
四
五
名
で
あ
り
、
こ
の
四
五
名
が
狼

―
ニ
―
疋
を
捕
獲
し
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て

二
0
四
疋
を
獲
っ
た
狼
取
は
何
名
で

あ
っ
た
の
か
。
捕
獲
記
録
の
あ
る
狼
取
を
列
挙
す
る
と
、
野
田
代
官
所
管
内
に
は
消
之

ぬ
ま

く
な
い

丞
と
子
の
新
平
の
ほ
か
に
清
次
郎
が
い
て
、
沼
宮
内
代
官
所
管
内
に
は
泊
吉
と
子
の
清

十
郎
、
孫
の
消
八
が
い
た

”。

以
上
の
六
名
が
狼
取
の
す
べ
て
で
あ
り
、
わ
ず
か
六

名
の
狼
取
が
二
0
四
疋
を
獲
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
捕
獲
者
不
明
分
を
除
い
た
四
―
―
疋

の
五

0
％
に
当
た
る
。
狼
取
は
野
守
に
捕
獲
の
指
導
も
し
て
お
り
（
後
述
）、
捕
獲
実

一
九
世
紀
に
は
躯
逐
さ
れ
て
、
棲
息

績
の
過
半
は
狼
取
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
6
0
0

こ
の
狼
取
の
捕
獲
数
は
清
之
丞
が

一
五
二
疋
、
新
平
が
七
疋
、
清
次
郎
が
二
疋
、
泊

吉
が

一
八
疋
、
清
十
郎
が

一
九
疋
、
沿
八
が
六
疋
で
あ
っ
た
。
そ
の
尖
績
に
は
格
差
が

あ
り
、
な
か
で
も
突
出
し
て
い
る
の
が
清
之
丞
で
あ
っ
た
。

狼
取
の
活
躍

（
＿
）
野
田
と
沼
宮
内
の
狼
取

盛
岡
藩
の
特
徴
と
し
て
、
狼
捕
獲
の
専
門
家
で
あ
る

「狼
取
」
が
い
た
こ
と
を
挙
げ

ら
れ
る
。
「
用
人
所
雑
書
」
に
あ
る

「狼
取
」
の
初
出
は
次
の
記
録
で
あ
る
6
1
0

[
史
料
5
]
享
保
―
一
年
正
月
一
五
日
条

一
、
沼
宮
内
狼
取
消
之
丞
汀
先
達
而
御
預
被
成
候
御
鉄
抱
御
目
付
所
汀
差
出
候
由
、
野

田
御
代
官
中
ヨ
リ
也
状
を
以
訴
之

沼
宮
内

（現
岩
手
町
）
の
狼
取
、
清
之
丞
が
以
前
に
貸
与
さ
れ
た
鉄
砲
を
目
付
所
へ

返
却
し
、
そ
れ
を
野
田
の
代
官
が
報
告
し
た
。
こ
れ
は
清
之
丞
が
沼
宮
内
代
官
所
管
内

か
ら
野
田
代
・
9

目
所
管
内
へ
転
居
し
た
こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の

「狼
取
」
の
表

記
が
弘
化
二
年
(
-
八
四
五
）
ま
で
「
用
人
所
雑
書
」
に
頻
出
す
る
（
弘
化
二
年

―二
月

―
一
日
条
な
ど
）。

清
之
丞
の
名
前
は
享
保

―一

年
1
文
化

1
0
年
(
-
七
二
六
ー
一
八

一三）

に
見
え
る
。

こ
の
間
に
子
の
新
平
の
名
前
も
宋
暦

―
二
年
1
明
和
四
年

（
一
七
六
二
＼

一
七
六
七
）
に

見
え
、
清
之
丞
が
病
死
し
た
安
、
水
二
年
（

一
七
七
三
）
以
降
に
も
清
之
丞
の
名
前
は
現

れ
る
の
で
、
子
の
新
平
が
清
之
丞
を
槃
名
し
た
の
で
あ
ろ
う
＠。

は
じ
め
清
之
丞
は

沼
宮
内
の
狼
取
と
あ
っ
た
が
、
享
保

―一

年
以
降
は
野
田
代
官
所
管
肉
、
宇
部
村
（
現

久
慈
市
）
の
狼
取
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
§。

こ
の
宇
部
村
を
本
拠
と
し
て
、
野

田
の
三
崎
野
や
そ
の
近
辺
な
ど
で
狼
を
捕
獲
し
て
い
た
。
こ
の
消
之
丞
と
新
平
の
親
子

が
合
わ
せ
て
一
五
九
疋
の
狼
を
捕
獲
し
て
い
た
。
こ
れ
は
狼
取
六
名
が
捕
獲
し
た
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く
と
、

享
保

―一

年
1
明
和
六
年
（

一
七
二
六
1
一
七
六
九
）
の
四
四
年
間
に
獲
っ
た
も

の
で
あ
る
-3
。

野
田
に
は
清
之
丞
の
他
に
清
次
郎
と
い
う
狼
取
も
い
た
。
こ
の
清
次
郎
は
清
之
丞
と

共
同
（
「
申
合
」）
で
狼
を
捕
獲
し
た
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
清
之
丞
の
病
死
後
、
代
わ
り

の
狼
取
と
し
て
年
に
米
三
駄
（
六
俵
、
二
石
二
斗
五
升
）
が
支
給
さ
れ
て
い
る
（
後
述
）
匝
0

た
だ
し
清
次
郎
の
記
録
は
短
期
間
（
窄
暦
九
年
＼
安
永
三
年
[
-
七
五
九
i
一
七
七
四
]
)
で

消
え
る

色。

野
田
の
清
之
丞
と
双
樅
を
な
す
の
が
沼
宮
内
の
清
吉

•

清
十
郎

・

清
八
で
あ
る
。

[
史
料
6
]
享
保
―

一
年
五
月
二
八
日
条

（

野

灼

別

当

）

一
、
住
谷

・
相
内
野
殊
之
外
狼
荒
、
当
オ
と
も
被
取
候
段
、
石
井
新
一＿
一
郎
ヨ
リ
申
来
候

付
、
沼
宮
内
御
代
官
所
二
清
吉
と
申
者
、
狼
能
取
候
段
被
及
御
聞
、
右
清
吉
儀
、
狼

取
為
被
遣
候
（
中
略
）

（
あ
て
が
い）

一
、
狼
取
清
吉
、
此
度
被
遣
候
間
、
御
擬
之
俵
、
清
之
丞
被
下
骰
候
御
擬
半
減
二
而
相

勤
候
（
中
略
）
両
御
野
之
内
狼
荒
候
ハ
、
清
吉
申
付
、
為
取
候
様
二
と
申
造
之
、

右
消
吉
、
辿
留
中
龍
篭
代

・
一
日
昼
雑
用
代

・
薬
代
共
二
八
拾
文
利
被
下
候
筈
也

住
谷
野
と
相
内
野
で
激
し
い
狼
荒
が
あ
り
、
当
才
馬
が
取
ら
れ
た
と
石
井
新
三
郎
（
野

馬
別
当
）
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。
沼
宮
内
代
官
所
竹
内
に
清
吉
と
い
う
狼
を
よ
く
獲
る

者
が
い
る
と
聞
き
及
ん
だ
の
で
、
そ
の
泊
吉
を
狼
取
と
し
て
派
造
す
る
。
そ
こ
で
、
狼

取
の
柏
之
丞
に
付
与
し
て
き
た
給
与

（「
擬
」）
を
半
分
に
減
ら
し
、
残
り
の
半
分
を
支

け

た
f
}

給
す
る
。
両
野
で
狼
荒
が
あ
れ
ば
、
清
吉
に
狼
を
獲
ら
せ
る
。
梢
吉
の
逗
留
中
は
籠
篭

代

・
雑
用
代

・
薬
代
な
ど
と
し
て
、

一
日
八

0
文
を
支
給
す
る
こ
と
に
な
る
、
と
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
清
之
丞
と
同
じ
く
享
保
―
一
年
か
ら
沼
宮
内
の
清
吉
の
記
録
が
現
れ

る
。
狼
を
よ
く
猥
っ
て
い
る
（
「狼
能
取
」）
と
い
う
実
紐
を
見
込
ま
れ
て
、
消
吉
も
「
狼

取
」
と
し
て
任
用
さ
れ
た
。
す
で
に
清
之
丞
は
狼
取
と
し
て
一
日
一
六

0
文
ず
つ

（「

一

(

1

ハ
カ）

日
百
八
拾
文
宛
」
）
の
旅
龍
代

・
薬
代
を
支
給
さ
れ
て
い
た
が
（
享
保

―
一
年
二
月
二
二
日

二
0
四
疋
の
七
八
％
に
あ
た
る
。

一
五
九
疋
の
う
ち
最
後
の
一
疋
（
文
化
九
年
）
を
除

条）、

そ
れ
を
八

0
文
ず
つ
に
一
一
人
で
折
半
す
る
こ
と
で
、
沿
吉
も
新
た
に
狼
取
と
し

清
吉
は
元
文
四
年
(

l

七
三
九
）
に
病
死
す
る
が
、
延
享
四
年
（

一
七
四
七
）
に
子
の

清
十
郎
が
「
私
親
清
吉
時
分
ヨ
リ
狼
取
御
用
三
十
余
年
」
勤
め
て
き
た
と
訴
え
て
、
扶

助
を
申
訥
し
て
い
る
（
後
述
）

四。

延
享
四
年
の
三
0
年
前
は
宝
永
四
年
（
一
七
0
七）

に
あ
た
る
。
こ
の
訴
え
が
事
実
な
ら
、
清
吉
は
狼
取
を
任
命
さ
れ
た
享
保

―
一
年
の

二
0
年
前
か
ら
狼
を
捕
獲
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

清
十
郎
の
名
前
は
宝
暦
六
年

（
一
七
五
六
）
で
途
絶
え
る
が
、
同
年
に
狼
取
、
清
八

の
名
前
が
現
れ
る

臼
。`
こ
の
清
八
が
署
名
し
た
覚
書
に
「
狼
取
桁
十
郎
子
、
清
八
」

と
あ
り
、
別
の
記
録
に
は
「
狼
取
清
十
郎
、
親
泊
吉
」
「
狼
取
清
八
、
祖
父
清
吉
」
と

書
か
れ
て
い
る

約
↓。
す
な
わ
ち
、
消
吉
（
祖
父
）
ー
清
十
郎
（
父
）
ー
沿
八
（
子
）
は

三
代
続
い
た
狼
取
で
あ
っ
た
。
清
八
は
宝
暦
八
＼
九
年
に
病
気
に
な
り
、
狼
荒
に
対
す

る
派
造
が
控
え
ら
れ
た
が
、

天
明
一
二
年
に
も
名
前
が
見
え
る
か
ら
、
阿
復
後
に
再
び
狼

取
を
勤
め
た
の
で
あ
ろ
う
7
0
0

こ
う
し
て
、
親
子
三
代
で
狼
取
を
勤
め
た
沿
吉

・
梢
十
郎

・
清
八
は
享
保

―
一
年
＼

天
明
＿
―-年

(
-
七
二
六
＼

一
七
八
三）

の
五
八
年
間
に
わ
た
り
、
計
四
三
疋
の
狼
を
捕
獲

し
た
。
こ
の
三
名
は
沼
宮
内
を
拠
点
と
し
て
、
五
戸
の
又
重
野
や
木
崎
野
、
七
戸
の
有

戸
野
な
ど
で
狼
を
捕
獲
し
て
い
た
。

（二
）
毒
薬
を
使
い
、
調
合
を
伝
授

野
133
の
清
之
丞
親
子
と
沼
宮
内
の
柏
吉
・
梢
十
郎

・
清
八
は
数
多
く
の
狼
を
獲
っ
て

い
た
が
、
そ
の
捕
獲
方
法
を
見
て
み
よ
う
。

史
料
5
（
享
保
一

一年）

に
は
狼
取
、
清
之
丞
が
鉄
砲
を
返
却
し
た
と
あ
っ
た
。
こ

れ
以
降
、
鉄
砲
に
関
す
る
記
録
は
中
断
す
る
が
、
半
世
紀
後
の
天
明
三
年
に
再
び
鉄
砲

の
記
録
が
現
れ
る
。
そ
れ
に
は
、
毒
殺

（「
毒
打
」）
だ
け
で
は
狼
を
獲
れ
な
い
こ
と
が

あ
る
と
し
て
、
清
之
丞
と
泊
八
に
鉄
砲
と
艦
札

（「
鉄
咆
札
」）

を
渡
し
た
と
あ
る
。
こ

の
翌
年
に
銃
身
が
破
損
し
て
使
用
で
き
な
く
な
り
（
「筒
捐
、
不
御
用
立
似
」
）
、
鉄
砲
の

交
換
を
申
請
し
て
い
る
か
ら
、
鉄
砲
も
使
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う

”。

こ
の
鉄
砲
を

て
任
用
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

，
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使
っ
た
の
か
不
明
だ
が
、

―
一月
三
日
条
）
。

の
ち
に
清
之
丞
が
狼
を
「
討
留
」
め
て
い
る
（
文
化
九
年

こ
の
「
討
留
」
と
い
う
表
記
に
注
目
す
る
と
、
狼
取
が
狼
を

「討
留
」
め
た
と
い
う

記
録
は
こ
れ
以
外
に
]
件
だ
け
で
あ
る
（
享
保
一
六
年
七
月
五
日
条
）。

鉄
砲
を
使
う
給

人
や
野
守
が
捕
批
し
た
場
合
は
「
討
留
候
」
と
か

「鉄
咆
二
而
討
留
候
」
と
記
さ
れ
て

お
り
（
表
3
)
、
こ
の
狼
取
の

「
討
留
」
も
鉄
砲
で
射
殺
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

多
く
見
ら
れ
る
の
は
、
狼
取
に
よ
る
「
留
，
留
上
」

（五
八
件
）、
「取

，取
上
」
(
-
―件
）

と
い
う
記
録
で
あ
る

（表
3
)。
こ
の

「
留
」
や

「
取
」
は
弟
に
捕
殺

・
捕
獲
を
衣
味

す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
表
記
か
ら
捕
獲
方
法
は
特
定
で
き
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
捕
獲
方
法
が
明
記
さ
れ
て
い
る
の
が
、
「
毒
薬
仕
懸
留
上
」
な
ど

珈
薬
で
捕
獲
し
た
八
件
で
あ
る
。
毒
殺
を

「毒
討

（打
）
」
と
表
記
す
る
場
合
も
あ
り
、

狼
取
の
砧
本
的
な
捕
獲
方
法
は
こ
の
覇
殺
で
あ
っ
た
。

[
史
料
7
]
出
暦

一
0
年
五
月
二
七
日
条

一
、

女

狼

一

疋

消

之

丞

（よ
っ
て
）

右
名
田
名
祁
御
代
官
所
大
間
野
境
山
根
二
而
、
毒
薬
二
而
留
上
候
由
、
初
而
例
之

通
皮

．
牙
御
賄
所
fJ
差
越
候
旨
、
同
所
御
代
宜
ヨ
リ
以
書
状
申
来
之

た

な

ぷ

女
狼
一
疋
を
清
之
丞
が
獲
っ
た
。
こ
れ
は
田
名
部

（現
む
つ
市
）
代
官
所
の
大
間
野

の
境
の
山
際
に
て
、
毒
薬
で
捕
狼
し
た
も
の
と
い
う
。
例
の
通
り
に
狼
の
皮
と
牙
を
賄

所
へ
提
出
し
た
こ
と
を
田
名
部
の
代
官
か
ら
文
書
で
報
告
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に

淡
々
と
柾
獲
を
報
告
し
て
い
る
。

毒
薬
の
記
録
は
ま
ず

「薬
代
」
や
「
薬
種
代
」
と
し
て
現
れ
、
の
ち
に
「
毒
薬
代
」

と
明
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
72

。
こ
の
毒
薬
代
と
し
て

「馬
銭
」

一
貰
文
・

「
ほ
う
ノ

木
皮
」

三
百
文
・
「
た
い
ば
ち
根
」

三
百
文
と
い
う
記
録
や
、
ま
た
「
病
犬
」
の
駆
除

こ
う

ば

く

て

ん

な

人
し
よ
う

に
「
馬
銭
」―

1
0
0粒
・「
厚
朴
」
五
0
匁
．「
天
南
星
」
五
0
匁
と
い
う
記
録
が
あ
る
(”。

「
馬
銭
」（

マ
チ
ン

・
マ
ジ
ン
）
は
東
南
ア
ジ
ア
産
の
常
緑
樹
か
ら
取
れ
る
種
子
で
、
ス

ト
リ
キ
ニ

ー
ネ
を
含
む
猛
毒
の
薬
種
で
あ
る
。
「
ほ
う
ノ
木

・
厚
朴
」
は
在
来
種
の
ホ

オ
ノ
キ
で
あ
り
、
そ
の
皮
は
有
毒
で
あ
る
。「
た
い
ば
ち

（オ
オ
バ
チ
）
・
天
南
昆」

は

在
来
種
の
マ
ム
シ
グ
サ
で
あ
り
、
そ
の
根
は
有
毒
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
国
内
に
自
生
し

て
い
な
い
馬
銭
は
採
取
が
不
可
能
で
あ
り
、

と
も
あ
る
14
]0

こ
の
毒
薬
を
あ
や
つ
る
狼
取
が
多
く
の
狼
を
躯
除
し
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
誰

で
も
出
来
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
宝
暦
八
年
に
狼
取
の
泊
八
が
病
気
に
な
る
と
、

た
ち
ま
ち
支
障
を
き
た
し
た
。
そ
こ
で
、
相
内
野
の
野
守

（長
十
郎
）
と
そ
の
子

（吉

右
衛
門
）
に

「毒
薬
調
合
」
が
伝
授
さ
れ
た
危。

こ
の
と
き
狼
捕
獲
の
褒
美
は
狼
捕

獲
者
に
三
分
の
二
、

母
薬
調
合
者
に
三
分
の

一
を
分
与
す
る
と
決
め
ら
れ
た
。
こ
の
効

果
は
す
ぐ
に
現
れ
、
伝
授
さ
れ
た
ニ
ヶ
月
後
に
吉
衛
門
が
狼
を
一
一
回
独
っ
て
い
る
。
つ

づ
い
て
、
こ
の
二
名
が
調
合
し
た
毒
薬
で
北
野
の
野
守
が
狼
を
獲
り
、
褒
美
の
三
分
の

二
が
捕
獲
し
た
北
野
の
野
守
へ
、

三
分
の
一
が
毒
薬
を
調
合
し
た
相
内
野
の
長
十
郎
と

吉
右
衛
門
へ
分
与
さ
れ
た

布〇

宝
麻
九
年
、
清
八
の
毒
薬
伝
授
が
広
げ
ら
れ
、
諸
御
野
の
野
守
す
べ
て
が
沿
八
の
元

へ
集
め
ら
れ
、
毒
薬
の
調
合
が

「皆
伝
」
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
、
希
望
し
た
御
野
の
名

子
二
名
に
も
伝
授
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
御
野
近
く
の
百
姓
も
器
っ
た
が
、
希
望
す
る
者

は
な
か
っ
た
。
御
野
内
は
野
守
や
名
子
が
毒
薬
を
仕
掛
け
る
が
、
御
野
外
で
も
狼
を
切

殺
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
、
そ
れ
が
百
姓
に
期
待
さ
れ
た

（後
述
）
”
。

し
か
し
、

そ
れ
に
惹
か
れ
る
百
姓
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

百
姓
へ
の
波
及
は
小
さ
か

っ
た
が
、

＇伝
授
さ
れ
た
野
守
ら
へ
の
効
呆
は
大
き
く
、
野

守
の
狼
捕
獲
数
が
宝
暦
七
年
ま
で
は
計
三
疋
で
あ
っ
た
の
が
、
宝
暦
八
年
以
降
は
計

二
五
疋

（宝
暦
八
年
1
明
和
五
年）

へ
と
増
加
し
て
い
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ほ
ど
の
特
殊
技
能
を
狼
取
が
惜
し
げ
も
な
く
伝
授
し
た
の
は

な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
毒
薬
調
合
は
門
外
不
出
の
秘
伝
で
は
な
か
っ
た
の
か
ー包。

そ
の
背

憬
を
説
明
す
る
の
が

「家
老
耽
雑
書
」
の
次
の
記
録
で
あ
る
。

[史
料
8
]
「家
老
席
雑
書
」
窄
暦
九
年
九
月
二
八
日
条

｛
所
糾

）

沼
宮
内
御
代
官
狼
取

一
斤
の
馬
銭
を
泊
之
丞
に
買
い
与
え
た
こ
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清
八

其
方
儀
、
狼
取
為
御
用
所
々
御
野
江
被
遣
候
付
、
罷
越
候
年
ハ
壱
ヶ
年
御
米
三
駄

宛
被
下
置
候
慮
、
近
年
病
身
二
罷
成
、
被
仰
付
度
毎
罷
越
兼
候
得
共
、
数
年
実
鉢
相

勤
候
付
、
為
御
擬
壱
ヶ
年
右
御
米
―-
＿
駄
宛
、
一
生
之
内
被
下
囮
候
、
依
之
其
方
毒
薬

調
合
之
次
第
井
飼
様
共
、
諸
御
野
守
共
井
子
共
江
得
伝
受
候
様
被
仰
付
被
遣
候

清
八
は
狼
取
の
御
用
と
し
て
各
地
の
御
野
へ
派
遣
さ
れ
て
お
り
、
派
造
さ
れ
た
年
は

年
に
米
三
駄

（六
俵、

二
石
二
斗
五
升
）
ず
つ
支
給
さ
れ
て
き
た
。
近
年
は
病
身
の
た
め

派
遣
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
が
、
数
年
勤
め
て
き
た
の
で
、
給
与
（
「擬
」）

と
し
て
年

に
米
三
駄
ず
つ
を

一
生
に
わ
た
り
支
給
す
る
。
そ
こ
で
、
消
八
か
ら
毒
楽
調
合
法
と
毒

薬
保
存
法
（
「飼
様
」）

を
野
守
と
そ
の
子
へ
伝
授
さ
せ
よ
、
と
あ
る
。

清
八
は
御
野
へ
派
遣
さ
れ
た
年
に
は
米
三
駄
が
支
給
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
支
給
を
御

用
が
勤
め
れ
ら
れ
な
く
な
っ
て
も
死
ぬ
ま
で
保
証
し

（「

一
生
之
内
被
下
置
候
」）
、
こ
れ

を
条
件
に
し
て
年叫
薬
の
調
合
を
伝
授
さ
せ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

「
清
八
書
上
」
と
端
裏
書
き
さ
れ
た
安
永
九
年
（

一七
八
0
)
の

「
狼
毒
薬
調
合
此
」

が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
マ
ヂ
ン
―

1
0匁
．
蕎
麦
芽
二
0
匁

・
ホ
オ
ノ
キ
皮
九
匁

．

オ
オ
ゼ
リ
（
毒
ゼ
リ
）
五
匁

・
鉄
の
ヤ
ス
リ
屑
五
匁
・
オ
オ
バ
チ
根

一
〇
匁

・
ブ
ス
シ

ド
ケ

（ト
リ
カ
プ
ト
）
根
七
匁
を
干
し
て
細
か
く
刻
み
、
死
馬
の
皮
を
七
寸
＼
一

尺
ほ

ど
剥
い
だ
底
へ
こ
の
毒
薬
を
五
、
六
分
間
隔
で
掠
り
込
む
こ
と
。
ま
た
、
毒
を
仕
込
ん

だ
死
馬
を
狼
が
持
ち
歩
か
な
い
よ
う
に
、
杭
な
ど
で
固
定
す
る
こ
と
、
な
ど
と
事
細
か

く
書
か
れ
て
い
る
＇乃。

ま
さ
に
狼
捕
獲
マ
ニ
ュ
ア
ル
書
と
な
っ
て
い
て
、
こ
う
し
た

手
法
を
野
守
ら
へ
伝
授
し
て
い
た
。
狼
取
は

「
死
馬
」
を
利
用
し
て
狼
を
毒
殺
し
て
い

た
。
死
亡
し
た
御
野
馬
は
野
守
が
検
分
し
て
い
た
が
、
そ
の
あ
と
死
肉
を
あ
さ
り
に
来

る
狼
を
狼
取
が
待
ち
構
え
て
い
た

（先
述
）
。

宝
暦

―
一
年

（
一
七
六
一
）
、
清
八
と
同
じ
く
清
之
丞
も
野
守
た
ち
へ
毒
薬
調
合
法
（
「薬

法
調
合
之
次
第
」
）
を
伝
授
す
る
こ
と
で
、

一
年
に
米
三
駄
を
一
生
に
わ
た
り
保
証
さ
れ

て
い
る
-門-。
そ
の
半
世
紀
後
の
文
化

一
0
年
(
-
八
二
二）
、、
花
巻
の
狼
荒
で
人
馬
が

（後
略）

怪
我
し
た
の
で
、
消
之
丞
が
派
遣
さ
れ
て
「
ギ
切
討
」

を
し
た
。
そ
の
際
に
も
泊
之
丞
は

花
巻
の
関
係
者
（
「其
筋
之
も
の
」）

へ
伝
授
し

（文
化

一
0
年
閏
l

一
月
一
日
条
）
、
こ

の

代
価
と
し
て
、
金

一
両
と
胎
代
四
買
八

0
0文
(
-
日
二

0
0文
）
が
支
払
わ
れ
て
い
る
。

興
味
深
い
の
は
、
梢
之
丞
が
花
巻
で
伝
授
し
た
毒
対
が
後
に
花
巻
か
ら
清
之
丞
の
い

た
野
田
へ
逆
移
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
文
化

一
0
年
か
ら
三
0
年
以
上
た
っ
た

弘
化
二
年

(-
八
四
五
）
に、

三
崎
野
の
野
守
が
「
古
来
ヨ
リ
珈
討
家
伝
」
は
あ
る
が
、

「近
年
薬
制
薄
く
相
成
候
哉
、
霜
薬
二
相
当
不
申
、
防
取
兼
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

「毒
討
家
伝
二
而
功
者
」
で
あ
る
花
巻
の
給
人
を
野
田
に
呼
び
、

三
崎
野
の
野
守
に
指

導
し
て
伝
授
す
る

（「
稽
古
伝
授
」）

よ
う
に
と
、
野
馬
役
が
花
巻
城
代
へ
申
請
し
た

（弘

化
二
年
―
二
月
―
一

日
条
）
。
三
崎
野
は
ま
さ
に
清
之
丞
の
活
動
拠
点
で
あ
っ
た
が
、
そ

の
一l
一
崎
野
の
野
守
へ
花
巻
の
給
人
が
「
毒
討
家
伝
」
を
伝
授
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

清
之
丞
の
記
録
は
文
化
一

0
年
で
途
絶
え
て
お
り
、
も
う
弘
化
二
年
に
清
之
丞
は
い

な
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
、
野
田
で
は
毒
薬
調
合
の
技
術
が
劣
化
し
て
し
ま

い
、
そ
の
技
術
が
三

0
年
を
経
て
再
び
野
田
へ
還
元
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

（
三
）
狼
取
へ
の
扶
助

狼
取
は
毒
薬
を
調
合
す
る
特
殊
技
能
を
も
っ
て
い
た
が
、
そ
の
生
活
は
苦
し
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
。

狼
取
に
薬
種
（
薬
材
）
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
（
明
和
四
年
正
月
二
九
日
条
）、

基
本
的
に
は
狼
取
自
ら
が
薬
種
を
購
入
し
い
た
。
こ
の
ほ
か
に
逗
留
先
で
の
旅
籠
代
（術

泊
費
）
や
賄
代
（
食
費
）
も
必
要
で
あ
り
、
御
野
へ
行
っ
て
狼
を
捕
獲
す
る
に
は
柑
応

の
出
費
を
伴
っ
た
。
そ
う
し
た
諸
費
用
を
給
与

（「
擬」
）
と
し
て
支
給
し
て
お
り
、
そ

の
額
は
狼
取
が
消
之
丞

一
名
だ
け
の
時
代
は
逗
留

一
日
に
つ
き

一
六
0
文
で
あ
っ
た

（先
述
）
。
そ
れ
が
享
保

―一

年
に
泊
之
丞
と
清
吉
に

一
日
八

0
文
ず
つ
と
な
り
、
の
ち

四
0
文
に
減
額
さ
れ
た
。
し
か
し
、

一
日
四
0
文
で
は
「
迷
惑
」
で
あ
る
と
訴
え
て
、

寛
保
一二
年

（一

七
四
＿―
-）
に
賄
代
四

0
文
に
薬
種
代
三

0
文
を
加
え
た
七

0
文
に
増
額

さ
れ
る

g
。
そ
れ
で
も
、
賄
代
四

0
文
で
は
足
り
ず

「
難
儀
」
し
て
い
た
。
宝
暦
七

年

（
一七
五
七
）
、
賄
代
が
上
役
八

0
文
、
下
役
六

0
文
と
御
定
め
に
あ
る
こ
と
を
根
拠
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御野馬を喰う狼、狼を祉殺する狼取

に
し
て
、
狼
取
の
賄
代
も
六

0
文
と
し
、
こ
れ
に
薬
代
三

0
文
を
加
え
て
、

文
に
な
っ
た
き。

こ
う
し
て

一
六
0
文
↓
八

0
文
↓
四
0
文
↓
七
0
文
↓
九

0
文
と

い
う
よ
う
に
増
減
し
て
い
た
。
だ
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
少
額
で
あ
り
、
日
銭
稼
ぎ
と
し

て
も
妻
子
を
養
え
る
よ
う
な
額
で
は
な
か
っ
た

5
。

そ
こ
で
、
こ
の
給
与
の
ほ
か
に
、
米
の
支
給
が
加
え
ら
れ
た
。
ま
ず
、
延
享
四
年
、

泊
十
郎
が
奥
筋
へ
狼
取
の
御
用
を
勤
め
て
い
る
留
守
中
に
畑
仕
事
な
ど
を
子
供
に
任
せ

て
い
る
が
、
生
活
を
続
け
ら
れ
な
い
（
「相
続
仕
兼
候
」）

と
訴
え
た
。
そ
こ
で
、
要
子

の

「扶
助
」
に

一
年
に
米
二
駄

（四
俵
、
一
石
五
斗
）
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
Si
)0

出
暦
元
年
に
も
泊
十
郎
に
米
二
駄
が
支
給
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
と
き
鳥
討
に
米
一
駄
で

あ
っ
た
か
ら
、
狼
取
の
待
遇
は
鳥
討
よ
り
も
良
か
っ
た
と
言
え
る

（宝
暦
元
年

―二
月
五

日
条
）
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
清
十
郎
の
生
活
苦
は
改
善
さ
れ
ず
、
宝
暦
三
年
、
代
官

が
清
十
郎
の
扶
助
を
求
め
て
、
次
の
よ
う
に
上
申
し
て
い
る
。

清
十
郎
を
奥
筋
（
大
間
野

・
奥
一戸
野
）
や
野
田
（
三
崎
野
・
北
野
）
で
狼
を
防
ぐ
よ
う

に
派
遣
し
て
き
た
が
、
近
年
は
こ
と
の
ほ
か
困
窮
し
て
い
る

（「
不
如
慈
」）。

狼
の
防
除

を
指
示
さ
れ
て
も
、
持
参
す
る
薬
種
の
支
度
も
ま
ま
な
ら
ず
、
毎
回
、
役
場

（「
御
役
屋
」）

で
前
借
（「内
借
」
）
し
て
御
用
を
勤
め
て
い
る
有
り
様
で
あ
る
。
と
く
に
近
頃
は
困
窮
（「
難

義
」）

し
、
そ
の
う
え
去
年
は
御
野
か
ら
病
気
で
戻
っ
て
来
て
、
当
春
ま
で
煩
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
野
田
の
御
野
で
狼
荒
が
あ
っ
た
の
で
、
子
供
を
同
伴
さ
せ
て
派
遣
し
、
な
ん

と
か
御
用
を
勤
め
さ
せ
た
。
さ
ら
に
奥
筋
へ
も
派
遣
し
た
が
、
こ
の
と
お
り
老
人
で
あ

り
、
そ
の
う
え
困
窮
し
て
勤
め
ら
れ
な
い
と
申
し
出
て
い
る
。
御
野
の
派
遣
中
は
賄
代

と
薬
種
代
を
与
え
、
暮
に
は
米
二
駄
も
与
え
て
い
る
が
、
こ
こ
数
年
は
油
足
に
勤
め
ら

れ
ず
、
今
後
、
永
く
勤
め
ら
れ
る
よ
う
に
配
慮
し
て
頂
き
た
い
。
も
っ
と
も
清
十
郎
は

既
に
六
0
余
歳
で
あ
り
、
近
年
は
病
身
で
も
あ
る
の
で
、
こ
の
職
を
子
供
は
望
ん
で
い

な
い
が
、
伝
授
さ
せ
て
永
く
御
用
を
勤
め
さ
せ
た
い
。
こ
の
よ
う
に
野
田
の
代
官
が
用

人
所
へ
上
申
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
に
処
遇
さ
れ
た
。

[史
料
9
]
宝
暦
三
年
一

0
月

一
0
日
条

沼
宮
内
御
代
官
所
御
百
姓
狼
取

一
日
九
〇

一
、
御
米
三
駄

清
十
郎

右
者
狼
取
御
用
相
勤
候
付
、
狼
取
御
用
相
勤
候
年
計
壱
ヶ
年
御
米
弐
駄
宛
被
下
旨
、

延
伍
叫
年
十
一
月
被
仰
出
、
年
々
被
下
来
候
処
、
縦
小
地
作
り
之
御
百
姓
故
、
右
之

通
二
而
ハ
相
続
難
相
勤
雅
之
由
、
沼
宮
内
御
代
官
申
出
候
付
、
依
之
御
了
荊
当
年
ヨ

リ
御
米
壱
駄
御
増
被
下
、
狼
取
御
用
相
勤
低
年
計
壱
ヶ
年
御
米
三
駄
宛
被
下
置
、
共

上
狼
取
為
御
用
諸
御
野
汀
罷
越
候
度
こ
と
に
支
度
代

・
薬
種
代
共
御
代
物
壱
貰
文
宛

被
下
置
候
間
、
狼
取
候
義
、
清
十
郎
子
共
江
茂
伝
授
為
仕
、
永
右
御
用
相
続
為
相
勤

候
様
可
仕
旨
被
仰
出
候
間
、
右
之
趣
可
申
渡
旨
今
日
老
中
被
申
聞
候
付
、
即
日
同
所

御
代
官
本
術
与
右
衛
門
呼
上
、
仲
間
列
席
弥
兵
衛
申
渡
之

沼
宮
内
代
官
所
の
百
姓
、
狼
取
の
清
十
郎
に
米
三
駄
（
六
俵
、

二
石
一
一
斗
五
升
）
を
支

給
す
る
。
延
亨
四
年
か
ら
狼
取
の
御
用
を
勤
め
る
年
は

一
年
に
米
二
駄
を
付
与
し
て
き

た
が
、
わ
ず
か
な
土
地
を
耕
作
す
る
百
姓
で
あ
り
、
そ
れ
で
は
生
活
で
き
な
い
よ
う
で

あ
る
と
沼
宮
内
の
代
官
が
申
し
出
た
。
そ
こ
で
、
今
年
か
ら
米
一
駄
を
増
し
て
、
狼
取

の
御
用
を
勤
め
る
年
は

一
年
に
米
三
駄
を
付
与
し
、
さ
ら
に
狼
取
の
御
用
で
御
野
へ
行

く
た
び
に
支
度
代
・
薬
種
代
と
し
て
銭
一
貰
文
ず
つ
を
付
与
す
る

-}。

狼
取
は
清
十

郎
の
子
供
に
伝
授
さ
せ
て
、
永
く
御
用
を
勤
め
る
こ
と
。
以
上
の
よ
う
に
老
中
か
ら
指

示
さ
れ
、
そ
れ
を
用
人
が
代
官
に
申
し
渡
し
た
、
と
あ
る
。

こ
の
伝
授
が
無
事
に
な
さ
れ
て
、

宝
暦
六
年
に
清
十
郎
の
子
の
清
八
が
狼
取
と
し
て

記
録
さ
れ
る
。
し
か
し
、
生
活
苦
は
変
わ
ら
ず
、
清
八
の
願
書
に
は
、
去
年
（
宜
暦
五
年
）

の
凶
作
で
今
春
は
田
柏
え
も
で
き
ず
、
今
年
の
一

0
月
に
沼
宮
内
の
町
へ
引
っ
越
し
て

借
家
住
ま
い
を
し
て
い
る
。
今
日
も
森
ら
し
か
ね
る
ほ
ど
で
あ
り
、
米
三
駄
を
与
え
ら

れ
て
い
る
が
渇
命
に
及
ん
で
い
る
と
し
て
、
さ
ら
な
る
援
助
（
「御
合
力
」）

を
求
め
て

い
る
。
こ
の
珀
、
餌
差
は
米
二
駄
で
あ
り
、
狼
取
に
は
そ
れ
よ
り
多
い
米
三
駄
が
支
給

さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
で
も
不
十
分
で
あ
っ
た
L?

o

宝
暦
五
年
は
大
雨
と
冷
害
が
重
な
り
、
損
毛
率
八
一
％
（
本
高

•

新
田
為
二
四
万
八
千

（必）

石
の
う
ち
損
毛一

九
万
九
，
七
0
0
石）

の
大
凶
作
と
な

っ
た
。
こ
の
た
め
、
「
飢
謁
之
者
」

が
二
万
一
一
「
七
一
七
人
（
領
内
三
百
万
六

0
0
五
人
の
う
ち
）

と
な
り
、
翌
年
に
も
道
々
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に
行
き
伺
れ
の
屍
体
（「
側
死
候
者
」）
が
あ
ふ
れ
て
、
放
置
さ
れ
て
い
る
あ
り
さ
ま
で
あ
っ

な
87

。
凶
作
は
続
き
、
宝
暦
六
年
の
損
毛
率
も
三
九
％
（
損
毛
九
万
五
．
八

一
四
石
）

で
あ
り
、
こ
の
打
撃
を
狼
取
も
受
け
て
い
た
。
だ
が
、
の
ち
の
安
永
三
年
も
米
三
吠

（六

俵
）
の
ま
ま
で
あ
り
、
清
之
丞
が
病
死
し
て
、
代
り
に
清
次
郎
が
狼
取
に
任
命
さ
れ
た

際
に
も
、
「清
之
丞
同
様

一
生
之
内
御
米
三
吠
ツ
、
被
下
附
」
と
指
示
さ
れ
て
い
た
（
安

永
三
年
正
月
二
六
日
条
）
。

こ
の
沿
十
郎
の
訴
え
に
、
野
田

（三
崎
野
・北
野
）
の
狼
荒
に
も
駆
り
出
さ
れ
た
と
あ
っ

た
。
と
こ
ろ
が
、
野
田
の
三
崎
野
に
は
随

一
の
狼
取
、
梢
之
丞
が
い
た
は
ず
で
あ
る
。

こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
清
之
丞
の
捕
獲
記
録
を
辿
る
と
、
寛
保
三
年
（
一
七
四
三）

か
ら
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
の
一
六
年
間
に
空
白
が
あ
る
（
表
3
)。
天
は
こ
の
間
の

襄
延
元
年

（
一
七
四
八
）
に
清
之
丞
は
生
活
苦
の
た
め
失
踪
（
「欠
浴
」
）
し
て
い
た
-8
8
0

給
与

（「
擬
」）
も
な
く
、
村
に
仕
事
も
な
い
の
で
出
稼
ぎ
に
行
っ
た
が
、
戻
っ
て
来
な

い
と
い
う
。
こ
の
た
め
、
野
田
に
は
狼
取
が
不
在
と
な
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
空
隙
を
病

身
の
清
十
郎
に
埋
め
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。
消
之
丞
は
失
踪
拘
の
究
保
元
年
に
狼
三

疋
、
同
一
一
年
に
四
疋
を
捕
獲
し
て
い
た
。
し
か
し
、
同
一＿
一
年
か
ら
寛
延
元
年
の
五
年
間

に
狼
を
捕
獲
し
た
記
録
が
な
い
。
ま
た
野
田
の
三
崎
野
と
北
野
の
御
野
馬
被
害
も
寛
保

元
年
か
ら
寛
延
元
年
の
間
は
少
な
く
（
延
享
四
年
、
北
野
の
四
疋
の
み
）
、
狼
駆
除
の
要

邦
叫
が
減
退
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
こ
う
し
て
五
年
間
ほ
ど
狼
取
と
し
て
の
労
働

機
会
が
減
っ
た
こ
と
か
ら
、
別
の
働
き
口
を
求
め
て
出
稼
ぎ
に
行
か
ざ
る
を
行
な
く

な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
の
ち
に
泊
之
丞
は
代
替
わ
り
し
た
の
か
、
狼
取
と
し
て
復
活
し
、

主
暦
九
年
か
ら
明
和
六
年
の
―

一
年
間
に
八
三
疋
の
狼
を
捕
獲
し
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
の
生
活
は
不
安
定
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

当
初
の
狼
取
に
は
諸
黄
用
の
支
給
が
一
日
四

0
1
九
0
文
だ
け
で
あ
っ
た
が
（
亨
保

―
一
年
ー
宝
暦
七
年
[
-
七
二
六
ー
一
七
五
七
]
)
、
の
ち
に
米
二
駄
＼
三
駄
（
四
ー
六
俵
）

の
支
給
が
加
え
ら
れ
た

（延
享
四
年
1
安
永
＿二
年
[
-
七
四
七
ー
一
七
七
四
]
)
。
し
か
し
、

狼
取
は
わ
ず
か
な
土
地
し
か
持
た
な
い
小
百
姓
で
あ
り
、
そ
の
生
活
は
困
窮
し
て
い
た
。

狼
取
は
御
野
か
ら
狼
を
防
除
す
る
重
要
な
技
能
者
で
あ
っ
た
が
、
手
厚
く
処
遇
さ
れ
て

は
い
な
か
っ
た
。

表5 狼捕獲の褒美額
単位．銭（文） 出典：盛岡湘「御用人所雑柑J

野名守子 ！（御狼野取1村）！（御狼！『取外1） 百姓 帽
•0i72f呆49)年-

女狼 1500 
,;,  ―i呆

男狼 1200 
子狼 400 

9、5、4

-・i芯保2)2年
女狼 1500 
男狼 1200 074 
子狼 :100 
女狼 900 

宜暦
党保2年～ 男狼 700 

子狼 200 
9、12、2

宝嗚恰9即年0759)女狼 1200 I 1200 I 1000 I 900 
1年 男狼 1000 I 1000 I 800 I 700 
） 子狼 200 
女狼 950 I 950 I 750 I 650 

虹政之立政11年一 男狼 750 I 750 I 550 I 450 
子狼 100 

11、7、20

文(1政7年
女狼 1200 

文政
男狼 1000 824) -
子狼 200 

7、11、16

天(I採11年
女狼 1500 

天保
男狼 1300 840) -
子狼 300 

11、5、10

褒
美
額
は
襄
保
二
年

に
女
狼
九

0
0文
・
男

定
額
の
褒
美
が
付
与
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
。

美
御
定
目
之
通
相
渡

候
」
と
あ
る
よ
う
に
、

（
四
）
狼
捕
獲
の
褒
美

狼
取
へ
の
米
の
支
給
は
安
永
三
年
以
降
に
見
出
せ
な
い
が
、
狼
を
捕
獲
す
る
た
び
に

褒
美
銭
が
支
給
さ
れ
て
い
た
。
「
家
老
席
雑
害
」
に
は
宝
屈
二
＿
一年
以
前
に
狼
捕
獲
の

褒
美
領
が
定
め
ら
れ
て
い
た
と
あ
る
が
、
そ
の
詳
細
は
不
明
で
あ
っ
た

型。

そ
れ
が
「用

人
所
雑
書
」
に
よ
っ
て
判
明
し
た
の
で
、
そ
の
褒
美
額
の
推
移
を
見
て
み
よ
う
。

狼
捕
獲
の
褒
美
額
は
、
宝
永
七
年

（一

七
一
0
)
に
島
見
が
狼

一
疋
を
討
ち
上
げ
て
、

褒
美
に
銭
三

0
0
文
を
付
与
さ
れ
た
も
の
が
初
出
で
あ
る
(90i

。
享
保
八
年
に
は
、
女

狼

一
疋
を
オ
ッ
ソ
で
枇
っ
た
野
馬
別
当
へ
七

0
0文
が
付
与
さ
れ
て
い
る

（先
述
）
91
,o 

こ
の
よ
う
に
褒
美
額
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
た
が
、
享
保
九
年
か
ら
定
額
（
「御
定
目
」
）

と
な
る
。
享
保
九
年
に
狼
の
抽
獲
に
出
精

（「
出
情
」）

す
る
よ
う
に
と
、
褒
美
額

（銭）

が

一
疋
に
つ
き
女
狼
（
「母
狼
」）
一
＂
い
五

0
0文
、
男
狼
（
「
父
狼
」
）

一
貫
二

0
0文、

子
狼
四

0
0文
と
定
め
ら
れ
た
（
享
保
九
年
五
月
四
日
条
）
。
こ
の
前
年
の
享
保
八
年
は

御
野
馬
の
被
街
が
最
悪
の
年
で
あ
り
、
狼
荒
を
防
除
す
る
た
め
に
抜
本
的
な
対
策
が
必

要
と
な
っ
た
（
先
述
）
。
そ
こ
で
、
百
姓
や
猟
師

・
マ
タ
ギ
に
も
狼
の
捕
獲
を
求
め
、

翌
九
年
に
褒
美
額
が
体
系
づ
け
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
褒
美
額
が
大
幅

に
増
え
、
そ
の
効
果
と
し
て
狼
捕
獲
数
も
享
保
八
年
の
二
疋
か
ら
、
同
九
年
の
五
九
疋

へ
と
激
増
し
た
（
表

4
)
。
こ
の
の
ち
褒
美

額
は
子
狼
が
一―
1
0
0文

に
下
が
る
が
、
女
狼
と

男
狼
は
変
わ
ら
な
か
っ

た
。
こ
う
し
て

「御
襄
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御野、1しを喰う狼、狼を沿殺する狼取

狼
七

0
0
文

・
子
狼
二
0
0文
に
減
額
さ
れ
た
。
寛
保
元
年
は
狼
に
喰
い
殺
さ
れ
た
御

野
馬
が

一
疋
だ
け
と
な
り
、
被
害
が
沈
櫓
化
し
た
た
め
に
減
額
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
宝
暦
七
＼
九
年
に
再
び
被
害
が
増
加
し
た

（表
2
)
。

そ
こ
で
宝
暦
九
年
（

一
七
五
九
）
、
御
野
を
守
る
野
守
や
名
子
に
狼
取
の
毒
薬
調
合
法

を
伝
授
さ
せ
て
、
彼
ら
に
も
狼
の
捕
獲
を
促
し
た
（
先
述
）
。
こ
れ
と
同
時
に
御
野
内

で
獲
っ
た
狼
の
災
美
が
培
額
さ
れ
る
。
そ
の
額
は
御
野
内
で
野
守
、
名
子
や
狼
取
が
狼

を
獲
れ
ば
女
狼
一
貰
二
0
0文
・
男
狼

一
貫
文

・
子
狼
二
0
0文
と
さ
れ
た
。
御
野
外

で
狼
を
獲
る
の
は
狼
取
と
百
姓
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
場
合
は
狼
取
の
褒
美
が
女
狼

一
貰

文
・
男
狼
八

0
0文
・
子
狼
二
0
0文
、
百
姓
は
寛
保
二
年
と
同
じ
女
狼
九

0
0文
・

男
狼
七

0
0
文

・
子
狼
二

0
0文
と
さ
れ
た

（宝
暦
九
年

ニ
―月―

一日
条
）
。
捕
獲
場
所

や
捕
獲
者
に
よ
っ
て
褒
美
額
を
変
え
て
お
り
、
御
野
で
の
捕
獲
を
勧
め
る
設
定
に
し
て

い
る
。

し
か
し
、
こ
の
四

0
年
後
の
寛
政

―一

年
（

一
七
九
九
）
に

「
近
年
狼
討
上
数
多
有

之
候
」
と
し
て
、

一
律
に

二
五
0
文
減
額
し
て
い
る
（
寛
政

―
一
年
七
月
二
0
日
条
）。

疑
問
を
感
じ
る
の
は
、
討
上
数
が
多
い
の
で
減
額
す
る
と
い
う
説
明
で
あ
る
。
9

玉
暦
九

年
に
増
領
し
た
の
は
狼
抽
獲
者
を
増
や
し
て
、
御
野
馬
の
被
宵
を
防
ぐ
た
め
で
あ
っ
た
。

こ
の
狙
い
通
り
に
討
上
数
が
多
く
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
狼
が
消
え
た
わ
け
で
は
な

く、

手
を
緩
め
れ
ば
再
び
狼
が
勢
い
を
盛
り
返
し
た
。

そ
の
通
り
狼
荒
が
再
び
よ
み
が
え
る
。
文
政
七
年
(
-
八
二
四
）
に
「
諸
御
野
11
近

年
狼
荒
出
、
別
而
北

・
三
崎
両
御
野
馬
者
数
十
疋
狼
二
被
懸
候
」
と
あ
る
。
そ
こ
で
、

「
防
方
之
励
」
に
な
る
よ
う
に
と
、
褒
美
の
増
額
を
野
馬
別
当
が
家
老
へ
上
申
し
、
女

狼

一
貰
二
0
0文
、
男
狼
一
貰
文
、
子
狼
二

0
0
文
へ
と
再
び
引
き
上
げ
ら
れ
た
（
文

政
七
年
―

一
月
一
六
日
条
）
。
さ
ら
に
、
天
保
―

一
年

(
-
八
四
0
)
に
も
北
野
・
三
崎
野

・

木
崎
野
で
数
十
疋
の
御
野
馬
が
狼
に
懸
け
ら
れ
、
褒
美
が
女
狼

一
貰
五

0
0文
、
男
狼

一
貰
三

0
0
文
、
子
狼
三

0
0
文
に
増
額
さ
れ
た

（天
保
―
一
年
五
月
一

0
日
条
）
。
文

政
七
年
と
天
保
―
一
年
と
も
に
餃
美
額
は
狼
取
、
野
守
や
百
姓
な
ど
捕
獲
者
ご
と
に
は

分
け
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
瑣
に
は
狼
取
の
記
録
が
見
ら
れ
な
く
な
り
、
狼
取
に
代
わ
っ

て
百
姓
な
ど
が
狼
捕
獲
の
主
体
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

表6 清之丞の年間褒美額
（出典、盛岡蔀「IIJA所雑柑」）

12345678910111213M1516 

. 

年り (Vり）件） 抽独数 褒（貫美領） 金（換両切） 米(換(表f）l― 

＃保110726) 13 106 25 12.8 
'i保 16(1731) ， 126 2.4 165 
jじ又 ~(1737) 25 35.4 II 8 '182 
冗文30738) 7 102 3.6 79 
元文4(1739) 14 195 69 24.6 
:Ii保I(1741) 3 4.5 13 45 
'.i'i保20742) 4 6 17 6.0 
益肝9(1759) 2 1.8 0.4 22 
宝暦10(1760) 15 128 3.0 151 
）宝Jg'11(1761) 14 9.6 23 13.4 
麻＿府12(l 762) 10 92 23 116 
＇明和 2(1765) ， 9.4 24 76 
；明和3(1766) 13 128 32 13.9 
I H)j手114(1767) 10 9.6 23 81 
; I月和5(1768) 6 5.6 1.3 47 
)明和60769) 4 3.6 0.8 30 
,;・j・ 158 1732 48.0 200.2 
平均 99 10.8 3.0 12 5 

と
考
え
て
良
い
。

し
か
し
、
こ
の
清
之
丞

こ
れ
は
判
明
し
た
最
少
額

た
と
は
限
ら
な
い
か
ら
、

俵
半

（
四
七
石
）
ほ
ど
に

こ
れ
は
金
三
両
、
米

得
て
い
た
こ
と
に
な
る
C

果
を
表

6

以
上
、
享
保
か
ら
天
保
ま
で
の
褒
美
額
の
拙
移
を
表
5

（
狼
捕
獲
の
褒
美
術
）
に
示

し
た
92

。
狼
荒
や
狼
捕
獲
の
増
減
に
応
じ
て
褒
美
額
も
増
減
し
て
い
た
。
こ
の
な
か

で
変
わ
ら
な
か
っ
た
の
は
、
男
狼
よ
り
も
女
狼
の
褒
美
額
が
高
く
設
定
さ
れ
て
き
た
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
額
は
六
五

0
文
＼
一

闘
五

0
0文
で
あ
り
、
つ
ね
に
男
狼
よ
り
も

二
0
0
-三
0
0文
高
か
っ
た
。

こ
れ
は
棲
息
数
を
減
ら
す
た
め
に
、
子
を
酢
む
女
狼

を
優
先
し
て
駆
除
し
よ
う
と
し
た
か
ら
に
違
い
な
い
。
子
狼
も
容
赦
し
な
か
っ
た
。
女

狼
の
五
分
の

一
前
後
で
あ
っ
た
が
、
製
美
額
を
定
め
て
子
狼
の
捕
獲
も
促
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
褒
美
を
支
給
す
る
こ
と
で
、
盛
岡
藩
で
は
狼
そ
の
も
の
を
根
絶
や
し
に
し

よ
う
と
し
て
い
た
施
策
が
窺
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
褒
美
に
よ
っ
て
狼
取
は
ど
れ
ほ
ど
の
収
入
を
得
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

領
内
随
一
の
狼
取
、
清
之
丞
の
捕
獲
記
録
（
表
3
)
を
元
に
し
て
、
年
ご
と
の
褒
美
額

を
試
算
し
て
み
た
。
す
る
と
、
最
も
多
い
元
文
二
年

(
-
七
三
七
）

は
三
五
貫
四

0
0

文
に
な
る
。
こ
の
年
の
捕
獲
記
録
は
七
件
あ
り
、
女
狼
一
八
疋

（二
七
貰
文
）
と
男
狼

七
疋

（八
貰
四
0
0
文
）
の
計
二
五
疋
を
捕
獲
し
て
い
る
。
こ
れ
は
米
四
八
俵

(
-
八
石

九
升
）
は
ど
に
相
当
し
q
S

、
こ
れ
だ
け
の
収
入
が
あ
れ
ば
家
族
を
養
う
こ
と
も
で
き

た
と
思
わ
れ
る
。
宝
暦
九
年
以
降
は
計
算
が
複
雑
な
た
め
詳
細
は
略
す
が
、
捕
獲
記
録

の
あ
る

一
六
ヶ
年
で
得
た
褒
美
の
総
額
は

一
七
三
貰
二
0
0文
で
あ
る
。
そ
の
試
算
粘

（
清
之
丞
の
年
間
褒
美
額
）
に
示
し
た
が
、
年
平
均
で

一
O
・八
貫
文
ほ
ど

相
当
す
る
。「
用
人
所
雑

柑
」
に
沿
之
丞
の
狼
捕
獲

が
す
べ
て
記
録
さ
れ
て
い
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で
さ
え
も
生
活
に
窮
し
て
失
踪
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
ま
し
て
や
、
年
に
数
疋
獲
る
だ

け
の
収
入
で
は
不
十
分
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
消
吉

・
沿
十
郎

・
清
八
の
三
代
が
獲
っ

た
狼
は
五
八
年
間
に
四
一
一
＿疋
で
あ
り
、
平
均
す
る
と
一
年
に

O"
七
疋
に
す
ぎ
な
い
。

こ
れ
で
は
年
に

一
貫
文
ほ
ど
に
し
か
な
ら
な
い
。
こ
の
他
に
狼
を
獲

っ
て
い
た
の
か
も

し
れ
な
い
が
、
泊
十
郎
、
清
八
親
子
が
た
び
た
び
扶
助
を
求
め
て
い
た
の
は
、
狼
取
の

収
入
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

盛
岡
藩
の
御
野
馬
を
め
ぐ
り
、

「
用
人
所
雑
書
」
か
ら
享
保
以
降
の
人
と
狼
の
せ
め

ぎ
合
い
を
検
証
し
て
み
た
。

小
論
で
確
懃
し
た
こ
と
を
挙
げ
る
と
、
①
狼
は
嵐
の
夜
に
御
野
馬
を
製
う
な
ど
し
て
、

が
保
＼
明
和
の
半
世
紀
に
二
七
九
疋
が
殺
さ
れ
、
そ
の
多
く
は
牝

（駄
）
で
あ

っ
た
。

②
享
保
と
宝
暦
に
狼
荒
が
深
刻
化
し
た
が
、

一
九
世
紀
に
入
る
と
、
被
害
は
局
所
的
な

も
の
と
な
り
、
全
体
と
し
て
は
沈
静
化
し
た
。
③
狼
は
害
獣
と
し
て
鉄
砲
、
燻
し
、
罠

（オ
ッ
ソ
）
な
ど
で
捕
獲
さ
れ
、
宝
暦
か
ら
は
毒
殺
が
主
力
と
な

っ
た
。
④
狼
は
享
保
＼

明
和
の
半
世
紀
に
四
五
一
疋
が
捕
獲
さ
れ
、
馬
被
害
と
同
じ
く
狼
捕
獲
も
享
保
と
宝
暦

に
多
く
、

一
九
世
紀
に
捕
獲
は
減
る
。
⑤
狼
の
過
半
は
狼
取
が
捕
獲
し
て
い
た
。
な
か

ま

ち

人

で
も
野
田
の
三
崎
野
で
狼
取
を
勤
め
た
泊
之
丞
の
実
績
が
著
し
い
。
⑥
狼
取
は
馬
銭
な

ど
の
毒
薬
を
調
合
し
、
馬
肉
な
ど
に
仕
懸
け
て
狼
を
獲
り
、
そ
の
技
術
を
野
守
に
も
伝

授
し
た
。
清
之
丞
が
花
巻
へ
毒
薬
調
合
を
伝
授
し
た
三
0
年
後
に
、
そ
の
技
術
が
花
巻

か
ら
清
之
丞
の
地
元
へ
遥
元
さ
れ
て
い
る
。
⑦
御
野
へ
派
遣
さ
れ
た
狼
取
に
は
少
し
の

給
与
が
支
払
わ
れ
、
年
に
米
二
＼
三
駄
も
支
給
さ
れ
た
。
し
か
し
、
宝
肘
の
飢
価
な
ど

に
よ
っ
て
生
活
は
困
窮
し
て
い
た
。
⑧
享
保
九
年
に
褒
美
額
が
定
め
ら
れ
る
と
狼
の
捕

獲
が
激
妍
し
た
。
褒
美
術
は
常
に
女
狼
が
高
く
設
定
さ
れ
て
、
狼
の
斌
滅
が
計
ら
れ
て

い
た
。
⑨
清
之
丞
は
年
に
平
均

一
〇
貰
文

（米

―二
俵
半
）
以
上
の
褒
美
を
稼
い
で
い

た
が
、
そ
れ
で
も
生
活
は
不
安
定
な
も
の
で
あ
っ
た
。

盛
岡
湘
は
御
野
馬
を
守
る
た
め
に
、
狼
を
徹
底
的
に
駆
除
し
よ
う
と
し
た
。
女
狼
の

お
わ
り
に

れ
て
い
る
。

褒
美
を
高
く
し
、
狼
抽
獲
専
門
家
の
狼
取
を
任
用
し
、
そ
の
技
術
を
野
守
に
も
伝
え
、

御
野
馬
被
害
の
倍
近
い
数
の
狼
を
捕
猥
し
て
い
た
。
人
が
狼
に
遠
慮
し
て
、
捕
獲
を
控

え
た
と
い
う
よ
う
な
形
跡
は
見
ら
れ
な
い
。一

八
世
紀
始
め
ま
で
は
人
が
喰
い
殺
さ
れ
、

そ
の
後
も
馬
の
被
害
は
つ
づ
い
た
。
一

八
世
紀
の
享
保
か
ら
明
和
年
間
に
、
盛
岡
藩
で

の
人
と
狼
は

「均
衡
あ
る
共
存
」
か
ら
ほ
ど
辿
い
関
係
に
あ

っ
た
。
狼
は
嵐
の
闇
夜
に

馬
を
狙
い
、
人
は
狼
の
倒
し
た
馬
に
謝
薬
を
仕
懸
け
る
。
こ
う
し
た
熾
烈
な
争
い
が
繰

り
広
げ
ら
れ
て
い
た
。
馬
を
守
る
人
と
馬
を
喰
う
狼
と
の
闘
い
は

一
八
世
紀
後
半
に
形

勢
が
明
ら
か
と
な
り
、
や
が
て
人
が
狼
を
凌
駕
し
た
。
御
野
馬
の
被
害
が
誡

っ
て
い
き
、

一
九
世
紀
半
ば
に
は
狼
荒
は
一
部
に
限
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
は
狼
と
人
と
の
軋

様
が
小
さ
く
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
す
で
に
明
治
以
前
か
ら
狼
の
衰
退
が
各
所

で
始
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
明
治
期
に
は
、
眼
に
す
る
機
会
が
い
っ
そ
う
稀
に
な
り
、

か
ろ
う
じ
て
命
脈
を
つ
な
ぐ
狼
へ
の
敵
條
心
は
薄
ら
い
で
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、

旧
盛
岡
藩
領
内
か
ら
狼
が
消
え
て
い

っ
た
。
そ
の
絶
滅
の
兆
候
は
す
で
に

一
九
世
紀
の

前
半
に
始
ま
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

「
近
世
に
人
と
狼
は
平
和
に
共
存
し
て
い
た
」
そ
ん
な
想
定
は
、
狼
を
滅
ぼ
し
て
し

ま

っ
た
後
世
の
人
の
幻
想
か
も
し
れ
な
い
。
い
ま
は
亡
き
狼
へ
の
郷
愁
を
此
え
つ
つ
も
、

か
つ
て
人
と
狼
と
が
苛
烈
な
生
存
競
争
を
繰
り
広
げ
て
い
た
、
そ
の
過
酷
な
歴
史
を
冷

静
に
振
り
返
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
小
論
で
は
牧
の
御
野
馬
を
喰
い
殺
す
狼
に
つ
い
て
検

討
し
た
。
そ
の
盛
衰
の
概
要
は
見
え
て
き
た
が
、
村
々
に
置
か
れ
た
里
馬
の
被
害
は
ど

う
で
あ
っ
た
の
か
。
牧
は
沿
岸
部
に
伽
在
し
た
が
、
北
上
JII沿
い
の
内
陸
部
や
奥
羽
山

系
側
の
山
間
部
の
狼
は
ど
う
で
あ

っ
た
の
か
。
こ
れ
ら
の
地
域
が
未
検
証
の
ま
ま
残
さ

付
記

「盛
岡
湘
御
用
人
所
日
記
雑
屯
11

」
(
「
用
人
所
雑
書
」）

お
よ
び

「盛
岡
藩
家
老
席
日

記

雑

書

」
（
「
家
老
席
雑
書
」
）
の
調
査
に
あ
た
り
、
も
り
お
か
歴
史
文
化
館
の
太
田

悌
子
氏
ほ
か
同
館
職
員
の
方
々
か
ら
多
大
な
ご
協
力
を
頂
い
た
。
ま
た
、

「
八
戸
藩
目

付
所
日
記
」
お
よ
び

「
八
戸
湘
勘
定
所
日
記
」
の
調
杏
に
あ
た
り
、
八
戸
市
立
図
書
館

15 - 72-
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(
5
)
 

(
4
 

3
)
 

2
)
 

1
)
 

〔注
〕

の
岩
岡
肌
子
氏
、

八
戸
市
史
編
纂
室
の
斎
藤
潔
氏
か
ら
も
多
大
な
ご
協
力
を
頂
い
た
。

あ
わ
せ
て
篤
く
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

小
論
は
、
カ
メ
イ
社
会
教
育
振
興
財
団
の
平
成
二
四
年
度
博
物
館
学
芸
員
等
の
内
外

研
修
に
対
す
る
助
成

(A
)
「
八
戸
藩
に
お
け
る
猟
師
の
記
録
調
査
ー
仙
台
藩
の
猟
師

と
の
比
較
検
討
か
ら
」
、
平
成
二
五
年
度
同
助
成

(
A
)
「
盛
岡
湘
の
人
々
と
野
生
動
物

と
の
関
わ
り
ー

「盛
岡
藩
御
側
雑
書
」

の
調
査
か
ら
」
、
お
よ
び
平
成
二
六
年
度
同
助

成

(
A
)
「
猟
師
の
垢
境
適
応
ー
近
世
盛
岡
湘
と
現
代
東
北
地
方
の
猟
師
の
比
較
検
討
」

の
助
成
を
受
け
て
調
査
を
行
い
、
そ
の
成
果
の

一
部
を
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

「日
本
庶
民
生
活
史
料
楳
成
j

三
、
三

一
書
房
、

一
九
六
九
年
、
五
五
八
頁
。

オ
イ
ノ
マ
ツ
リ
の
事
例
と
し
て
、
岩
手
県
大
槌
町
（
「東
北
民
俗
資
科
集
」
九
、
萬
葉
堂
書
店
、

一
九
八

0
年
、
一
五
頁
）
、
宮
城
県
宮
崎
町
（
「日
本
の
民
俗
」
四、

一
九
七
四
年
、
四
四
頁
）
な

ど
を
挙
げ
ら
れ
る
。
他
に
も
数
多
く
あ
り
、
菱
川
晶
子

「狼
の
民
俗
学
」
（
東
京
大
学
出
版
会
、

二
0
0九
年
）
に
詳
し
い
。

初
期
の
も
の
で
は
柳
田
国
男
「狼
と
鍛
冶
屋
の
姥
j

―
九
一――
一
年・

「狼
史
雑
話
」
一
九
三
二
年
・

「狼
の
ゆ
く
へ

」一

九
三
三
年
（
「定
本
柳
田
國
男
集
」
八
巻

・
ニ
ニ
巻
、
筑
粘
書
房
、

一
九
六

二
年
）
が
知
ら
れ
、
千
葉
徳
爾

「オ
オ
カ
ミ
は
な
ぜ
消
え
た
か
」
（
新
人
物
往
来
社
、

一
九
九
五

年
）
な
ど
が
煎
駆
な
研
究
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
平
料
米
吉
「狼
ー
そ
の
生
態
と
歴
史
」

（
粘
典
社
、
一
九
八
一
年
）
は
近
世
史
料
を
ふ
ま
え
て
狼
の
歴
史
を
考
証
し
て
い
る
。

拙
稿
「人
馬
を
喰
う
狼
、
狼
を
獲
る
人
ぴ
と
ー

「
盛
岡
湘
家
老
席
日
記
雑
浪
口
」
か
ら
」

「東

北
歴
史
栂
物
館
研
究
紀
要
」
一
四
、
東
北
歴
史
博
物
館
、

二
0
一
三
年
。「
家
老
席
雑
書
」
は

9

兄
永
―
―
一
年
1
天
保
―

一
年
（

一
六
四
四
ー

一
八
四

0
)
の

一
九
一
冊
が
も
り
お
か
歴
史
文

化
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
寛
永
ニ
一
年
1
寛
政
四
年
分
が
公
刊
さ
れ
て
い
る
。

「盛
岡
藩
家
老
席
日
記
雑
也
」
（
以
下

「雑
書
j

と
略
記
す
る
）
一

＼
一

五
巻
、
盛
岡
市
教
育
委

貝
会
同
市
中
央
公
民
館
編
、
熊
谷
印
刷
出
版
一
九
八
六
ー
ニ

0
0
一
年
。

「雑
書
」
一
六

ー
三
四
巻
、
盛
岡
市
教
脊
委
員
会
紺
、
東
洋
利
院
、
二

0
0
四
ー
ニ
0
一
四
年
。

「「
弘
前
湘
庁
徊
国
日
記
」
狩
猟
関
係
史
料
集
」
二
巻
、
東
北
芸
術
工
科
大
学
束
北
文
化
研
究
セ

ン
タ
ー
、
二

0
1
―
年
、
節
者
編
、
解
況
一二
四
頁
。「
御
国
日
記
」
は
弘
前
藩
の
藩
日
記
で
あ
り
、

領
民
の
事
故
や
被
害
な
ど
も
詳
細
に
記
録
さ
れ
、
寛
文
元
年
1
慶
応
三
年
（

一
六
六
一

1
-

11 10 
ヽ ，
 

8
)
 

(7
)
 

(
6
)
 
八
六
七
）
の
三
三

0
八
冊
が
弘
前
市
立
弘
前
図
杏
節
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
記
載
分
晶

は
「家
老
席
雑
柑
」
を
は
る
か
に
上
回
る
。

前
掲
注
、

(
4
)
拙
稿
、
九

・
ニ
0
頁
。

青
森
県
下
北
半
島
（
大
間
野

・奥
戸
野
が
位
附
す
る
）
で
は
明
治
二
四
ー
三
＿
一
一
年
、
岩
手
県
遠

野
市
で
は
明
治
二

0
年
代
に
狼
が
絶
滅
し
た
と
い
う
。
参
照
、
岡
恵
介
「近
代
山
村
に
お
け

る
多
様
な
資
源
利
用
と
そ
の
変
化
」
「山
と
森
の
環
境
史
」
文
一
出
版
、

二
0
1
―
年
、
ニ
ハ

六
頁
。
／
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
の
最
後
の
捕
獲
は
明
治
三
八
年
に
奈
良
県
鷲
家
口
で
捕
獲
さ
れ

た
個
体
（
現
大
英
博
物
館
蔵
）
と
さ
れ
、
こ
れ
以
降
は
確
か
な
生
存
記
録
が
確
認
さ
れ
て
い
な

い
。
参
照
、
前
褐
注
、
（3
）
、
平
岩
、
二
四
三
頁
。

「御
用
人
所
雑
中
ど
は
享
保
三
年
i
明
治
二
年
(
-
七
一
八
＇）
一
八
六
九
）
の
日
記
が
各
年
ほ

ぼ
一
冊
に
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

一
五
二
年
間
の
う
ち
欠
本
の
四
七
年
分
を
除
v-J
O
五

年
分
の
一

0
0
冊
が
あ
り
、
こ
れ
に
元
禄
二
，）
五
年
分
と
元
禄
七
年
分
の
二
冊
を
合
わ
せ
た

計
一
0
二
冊
が
現
存
す
る
。

な
お

、

享
保
三
年
以
降
の
欠
本
は
享
保
五

•

1
0
・
 
―
ニ
ー
一
五
・

一
七
年
、
元
文
五
年
、
延
享
二
年
、
寛
延
ニ
・
三
年
、
宝
暦
四

・
一
三
年
、
明
和
七
年
、
天
明
二

年
、
克
政
三
年
、
享
和
一
＇）

三
年
、
文
化
ニ

・
四
•
六
＼

八
·
―ニ
・

ご
二
年
、
文
政
一
i
-―
-·六
・

九
年
、
天
保
二
•

四
•
六

・
七

•

一
0
・

ニ
ニ
・
一
四
年
、
弘
化一

・

三
年

、

嘉
永
一
・

ニ
•

四
年
、

安
政
六
年
、
文
久
二

•

四
年

、

慶
応
一
年
の
計
四
七
年
分
で
あ
る
。

百
姓
の
娘
が
畑
で
狼
に
喰
い
殺
さ
れ
た
記
録
（
「家
老
席
雑
書
」
宝
永
元
年
六
月
二
三
日
条
）

を
最
後
に
、
こ
れ
以
降
の
「
家
老
席
雑
杏
」

（寛
永
ニ

ー
年
1
天
保

―一

年
）
、
お
よ
び
「
家
老

席
日
記
覚
書
」
（
天
保
―

二
年
＼
明
治
三
年
）
・「
用
人
所
雑
聾
」
（
元
禄
二
年
1
明
治
二
年
）

に
は
狼
が
人
を
喰
い
殺
し
た
記
録
は
見
ら
れ
な
い
。
参
照
、
前
掲
注
、

(
4
)
拙
稿
‘
1
0
頁
、

表
ー
。

「用
人
所
雑
料
」
な
保
八
年
六
月
l

九
日
条
、
享
保
九
年
一

0
月

一
五
日
条
、
宝
暦
九
年
六
月

二
日
条

・
七
月
七
日
粂
、
宝
暦

―
二
年
一

0
月
一

0
日
条
、
明
和
元
年
六
月
九
日
条
、
明
和
二

年
六
月

ーニ
日
条
、
明
和
三
年
四
月
七
日
条

•

四
月
―

一
日
条

、

明
和
四
年
二
月
一
八
日
条

•

四

月―

10
日
条
・
八
月
八
日
条
。
以
下
、
「用
人
所
雑
書
」
は
略
し
て
日
条
の
み
記
す
。
同
年
の

日
条
が
続
く
場
合
は
年
号
を
略
し
て

「
．」
を
記
す
。

御
野
は
北
か
ら
大
間
野
（
田
名
部
)[現
大
間
町
]•
奥
戸
野
（
田
名
郊
)[現
大
間
町
]
•

有
＿p

野
（
七
戸
二
現
六
ヶ
所
村
]
•
木
崎
野
（
五
戸
)
[
現
十
和
田
市
ほ
か
]'又
重
野
（
五
戸
）
[現

五
戸
町
]•
相内
野
（
三
戸
二
現
南
部
町
]•
住
谷
野
（
＝
舌
’)
[
現
三
戸
町
ほ
か
]•北
野
（
野
田
）

[現
久
慈
市
]
•

三
崎
野
（
野
田
)
[
現
久
慈
市
は
か
]
の
九
ヶ
所
あ
っ
た
。
（
）
内
は
管
轄
の
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15 
~ 
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代
官
所
。
囮
ー
は
菊
池
勇
夫
「盛
岡
藩
牧
の
維
持
と
狼
躯
除
ー
生
態
系
へ
の
影
親
」「
山
と
森

の
変
培
史
」
文
一
稔
合
出
版
、

二
0
1
―
年
、
一
四
二
頁
よ
り
転
載
。

各
野
に
は
野
守
の
他
に
馬
肝
煎
、
馬
看
名
子
、
御
牧
場
係
百
姓
、
木
一
戸
番
な
ど
が
い
た
。
参

昭
~「南
部
湘
御
野
馬
別
当
御
用
留

」
み
ち
の
く
双
書

、

三
九
i

匹
二
集
、
青
森
県
文
化
財
保
護

協
会
、
一
九
九
六
＼
九
九
年
。
以
下

「三
九
集
」
な
ど
と
略
記
す
る
。

「家
老
席
雑
書
」
慶
安
二
年
―
二
月
＝
＝
―-日
粂
、
明
暦
二
年
正
月
一

0
日
条
、
明
磨
四
年
正
月

九
日
条

・正
月

一
0
日
粂

（「雑
就
」
一
巻、

三
九

一
頁
／
二
巻
、
五
頁
）
。
梢
木
沢
（
マ
マ
）
を

遠
藤
公
男
氏
は
橋
木
沢
（
は
の
き
ざ
わ
、
現
滝
沢
市
）
と
推
応
し
て
い
る
。
参
照
、
遠
藤
「盛

岡
湘
御
狩
り
日
記
」
講
談
社
、
i

九
九
四
年
、
二
ニ
三
・
ニ

ニ
九
頁
。

捕
枇
し
た
鹿
は
肢
肉
が
湘
土
に
配
布
さ
れ
、
袋
角
を
＂
楽
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

主
目
的
は
皮
の
調
達
で
あ
っ
た
。
皮
類
は
領
外
へ
移
出
が
規
制
さ
れ
た
留
物
で
あ
り
、
鹿
は

辿
上
金
を
払
え
ば
捕
獲
で
き
た
が
、
肉
は
良
く
て
も
皮
の
移
出
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
（
「鹿

肉
ハ
他
釦
へ
出
可
申
候
、
皮
ハ
一
切
出
申
間
敷
候
」）
。
（「家
老
席
雑
書
」
寛
永
ニ
ー

年
七
月

二
六
日
条
、
寛
文
五
年
―
一
月
三
日
条
、
布
名
↑
七
年
―
一
月
二
八
日
粂
、
延
享
五
年
五
月
一

六
日
条
、
宝
永
二
年
七
月
九
日
条

、

享
保
一
三
年
五
月

一
九
日
条
（
「雑
書
j
―
巻
、
三
八

•

六

三
五
頁
／
二
な
、
四
七
八
・万
八
二
頁
／
八
巻
、
六
八
二
頁
／

一
三
巻
、
六
七
二
頁
／
二

0
巻、

四
五
三
れ）
。
鹿
皮
は
武
具
だ
け
で
な
く
、
胸
の
足
皮
や
鞣
に
使
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
手
配
が

「用
人
所
雑
書
」
の
明
和
四
年
＼
文
久
＿二
年
に
旬
年
記
録
さ
れ
て
い
る
（
明
和
四
年

―
一
月
一

九
日
粂
、
襄
政
―
一
年
l

一
月
―
―

二
日
条
、
文
政
四
年
一

0
月

一
三
日
条
、
弘
化
二
年
五
月

八
日
条
、
文
久
三
年
l

一
月
五
日
条
ほ
か
）
。

大
凶
作
に
見
舞
わ
れ
た
宝
暦
六
年
や
天
明
三
年
に
は
、
猟
師
や
百
姓
に
鉄
砲
で
鹿
を
獲
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
宝
暦
六
年
二
月
一
日
条
、
天
明
三
年

一
―一月

一
五
日
粂
゜

「
家
老
席
雑
屯
l

」延
宝
七
年
―

二
月
五
日
条
．
―
二
月
九
日
条
、
延
宝
八
年
四
月

一
九
日
条
（
「雑

ャ
1
1」
四
巻
、
三
八
八

•

三
八
九
•

四
七
二
頁
）。

「家
老
席
雑
書
」
正
保
一
＿一
年
―
二
月
四
日
条
、
明

Ifr
二
年
九
月
一
八
日
条
、
万
治
元
年
―
二
月

二
六
日
条
、
党
文
七
年

―一

月
二
六
日
条
、
寛
文

一
〇
九
月
二
六
日
条
、
延
宝
四
年
九
月
一

二
日
条
（「雑
帯
」
一
巻
、

一
九
二
貞
／
二
巻
、
五
三

•

一
三
四
•
五
八
ニ
・
九
四
六
頁
／
三
巻
、

八
0
三
頁
）
e

「家
老
席
雑
書
」
宝
氷
二
年
二
月

l
五
日

・

ニ
月

二
0
日
条
（
「雑
書
j
八
巻
、
五
五
八
•
五
六

一
頁）
。

宝
暦
l

一
年
竺
月
―
一
四
日
条
四
月
二
八
日
条
・五
月
四
日
条
、
明
和
四
年
―
二
月
六
日
条
。
「南

26 
ヽ 25) 

(24 
(20) 

(21) 

(22) 

(23) 
部
藩
御
野
馬
別
当
御
用
留
」
（
以
下

「御
野
馬
別
当
」
と
略
記
す
る
）
に
も
次
の
よ
う
に
毒
薬

の
記
録
が
あ
る
。
狼
に
喰
い
殺
さ
れ
た
駄
の
死
骸
に
毒
薬
を
仕
懇
け
て
、男
狼
を
仕
留
め
た
。

狼
に
取
ら
れ
た
死
馬
へ
毒
薬
を
仕
懸
け
た
ら
、
女
男
狼
両
疋
が
「餌
」
に
付
い
た
跡
が
あ
っ
た

が
、
足
称
を
尋
ね
て
も
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
兎
に
毒
薬
を
仕
懸
け
た
。
里
駄
に
死
馬
が

あ
れ
ば
油
薬
を
仕
懸
け
よ
。
狼
は
魚
類
の
餌
に
は
食
い
付
か
な
い
の
で
、
雑
駄
が
死
ん
だ
ら

下
さ
る
よ
う
に
、
と
野
守
の
子
が
申
餡
し
た

（宝
暦
八
年
八
月
二
七
日
条
、
宝
歴
九
年
七
月

一
七
日
条
・
一
0
月
二

0
日
条
・
―一

月

一
0
日
条
、
明
和
二
年
八
月
四
日
条、

「三
九
集
」

一
七
五
頁

、

「四
一
躾
」
一
八
ニ
・
三
八
六
•
四
五
九
•
四
六
五
頁
）。

前
掲
注
、
(4
)
拙
稿
、

二
六
頁
。

前
掲
注
、
(
5
)
「史
科
巣
」
二
巻
、
三
四
頁
。

「御
国
日
記
」
宝
永
元
年
八
月
二
三
日
条
、
宝
永
三
年
七
月
二
日
条
。

こ
の
他
に
｀
「
狼
二
喰
れ
申
候
死
人
」
な
ど
が
一
四
人
あ
る
。
そ
の
多
く
は
乞
食
な
ど
の
身

元
不
明
者
で
あ
り
、
狼
に
喰
わ
れ
た
の
が
生
存
時
か
死
亡
後
な
の
か
も
書
か
れ
て
い
な
い
。

そ
の
多
く
は
死
亡
後
の
屍
体
を
喰
い
荒
ら
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の

一
四
人
を
被

害
者
に
含
め
る
と
ニ
ニ
％
（
九
七
人
中
ニ
―
人
）
が
肉
を
喰
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
（
「
御
国

日
記
」
元
禄
五
年
一

0
月
四
日
条
な
ど
。
参
照
、
前
褐
注
、

(
5
)
、
「史
料
楳
」
二
巻
、

三
三

＼
三
四．

―二四ー
ニ
i
＿二
四
六
頁
。

墓
を
荒
ら
す
狼
や
犬
を
除
け
る
オ
オ
カ
ミ
ハ
ジ
キ
な
ど
と
呼
ぶ
民
俗
例
に
次
の
よ
う
な
も
の

を
挙
げ
ら
れ
る
。
サ
ン
ギ
チ
ョ
ウ
と
い
っ
て
、
三
本
の
木
を
糾
み
、
中
央
に
石
を
吊
し
、
タ

ヶ
ャ
ラ
イ
と
い
っ
て
犬
な
ど
が
荒
ら
さ
な
い
よ
う
に
竹
を
鋭
く
切
っ
て
周
り
を
囲
む
（
岩
手

県
気
仙
地
方

・東
舵
井
地
方
）
。
士
葬
磁
の
周
り
に
オ
オ
カ
ミ
ガ
キ
と
呼
ぶ
木
を
挿
す
（
宮
城

県
小
野
田
町
液
沢
）
。
ハ
ジ
キ
ダ
ケ
と
呼
ぶ
竹
で
垣
を
作
り
、
獄
除
け
と
す
る

（宮
城
県
中
83

町
上
沼
）
。
土
陛
頭
に
利
染
を
一―
一
本
を
弓
な
り
に
挿
し
て
サ
ン
ギ
チ
ョ
を
作
り
、
石
を
吊
り

下
げ
て
、
死
体
を
掘
り
に
来
る
狼
を
追
い
払
う
イ
ヌ
ハ
ジ
キ

・
オ
オ
カ
ミ
ハ
ジ
キ
を
作
っ
た

（
山
形
県
米
沢
市
関
）
。
割
竹
を
曲
げ
て
土
葬
墓
を
覆
う
ハ
ン
ジ
キ
で
山
犬
を
追
い
払
っ
た
（新

潟
県
東
蒲
原
郡
上
川
村
）
。
参
照
、

「束
北
の
葬
送
・業
制
」
明
玄
書
房
、
一
九
七
八
年
、
六
八
・

ー
一
八
・
一
九
九

・
ニ
八
二
頁
。

「
用
人
所
雑
書
」（

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
、
も
り
お
か
歴
史
文
化
館
所
蔵
）
の
全
日
条
を
確

認
し
た
が
、
見
落
と
し
な
ど
脱
漏
の
可
能
性
は
あ
る
。

馬
年
齢
の
内
訳
は
駄
一
歳
八

一
疋
・
ニ
歳
三
八
疋
・
三
歳
五
疋
、
駒
一
歳
三
七
疋

・
ニ
歳
二
〇

疋
、
母
駄
四
＼
三
六
歳
、
父
馬
四
＇）
一
三
歳
で
あ
る
。
＝
―
一
ヶ
年
に
死
亡
二
七
九
疋
は
年
平

17 - 70-



御野馬を喰う狼、狼を浙殺する狼取

， 
32 31 30 ＾ 29 ＾ 28 27) 

均
九
疋
と
な
る
。
こ
れ
は
領
内
（
九
牧
）
の
惣
馬
数
七
七
四
疋
（
宝
暦
六
年
）
、
七
六
七
疋

（穿

抒

―
一
年
）
の
一
．

二
％
に
当
た
る
。
参
照
、

「御
野
馬
別
当
」
四
〇
集
、
一
九
0
頁
。
四
二
集
、

七
0
頁。

硲
府
へ
献
上
さ
れ
る
駒
（
「
御
馬
」）
は
二
疋
と
定
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
他
に
御
用
馬
を
公

儀
御
馬
買
衆
が
元
禄
三
年
ま
で
は
盛
岡
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
。
派
追
の
廃
止
後
も
、
御
用
馬

六
0
1
七
0
疋
の
な
か
か
ら
、

一
五
疋

・
l
三
疋
を
購
入
し
て
い
る
。
そ
の
経
緯
を
兼
平
賢

治
氏
が
詳
細
に
考
証
し
て
い
る
。
参
照
、
「
家
老
席
雑
古
」
浮
保
六
年
一

0
月
一

三
日
条・

一

一
月
二
二
日
粂
、

享
保
七
年
八
月
五
日
条
、
享
保
九
年

＿
二
月
二
三
日
条

（「雑
書
」
―
二
巻

一
八
九
＇
ニ
―
九
•
四
0
七

·

1
0
三
九
頁
）。
兼
平
「東
北
の
馬
に
見
る

江
戸
幕
府
御
用
馬

購
入
策
の
変
造
」

「日
本
歴
史
」
七
―
一
号
、
二
0
0
七
年
、

吉
川
弘
文
館
、
二
三
頁
。

1

学
保
三
年
以
前
は
「用
人
所
雑
書
」
の
記
戟
が
節
略
で
あ
り
、
詳
し
い
被
轡
状
況
は
わ
か
ら
な

い
。
享
保
以
降
に
御
野
の
応
0

理
体
制
が
整
い
、
そ
れ
に
伴
っ
て
詳
し
い
被
害
報
告
が
な
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

か
子
保
三
年
1
明
和
四
年
の
五
0
年
間
の
う
ち
表
2
に
あ
る
の
は
三

一
年
分
で
あ
る
。
残
り
一

九
年
分
の
う
ち
欠
本
年
は
享
保
五
•

I
O
・
 ―二
＼

一
五
・

一
七
年
、
元
文
五
年
、
延
享

一、）

-l一
年、

5兄
延
―
―•
三
年

、

宝
暦
四
・

一
三
年
の
計
一
五
年
分
で
あ
る
。
「
用
人
所
雑
瑚
」
が
存

在
す
る
が
、
被
害
記
録
が
見
当
た
ら
な
い
年
は
が
保

一
八
年
、
元
文
元
年
、
心
兄
保
二
年
、
突
延

元
年
の
四
年
で
あ
る
。
参
照
、
心
則
掲
注
、

(
8
)。

一
五
四
疋
を
年
別
に
示
す
と
、
9

兄
文
七
年
二
四
疋
、
寛
文
八
年
ニ―
――疋
、
寛
文
九
年
四
0
疋
、

窃
文
一

0
年
三
二
疋
、
寛
文
―
一
年
三
五
疋
で
あ
り
、
馬
の
内
訳
は
駄
八
五
疋

・駒
一
八
疋

．

舟
駄
四
五
疋

・
父
馬
三
疋

・
不
明
三
疋
で
あ
る
。
参
照
、

「雑
屯
日」
ニ
・
三
巻
。
前
掲
注、

(11)
菊
池
、

一
四
六

・
一
四
七
頁
。

弘
前
滞
「
御
国
日
記
」
に
は
元
禄
年
間
に
被
害
記
録
が
多
い
。
例
え
ば
、
野
放
し
た
駒
．
駄
七

疋
が
狼
に
喰
い
殺
さ
れ
た
、
村
々
で
馬
四
七
疋
が
喰
わ
れ
た
、
津
軽
坂
・
入
内
・
雲
谷
・
滝
野

沢
の
牧
の
駒
が
喰
い
殺
さ
れ
た
、

百
姓
の
雑
駄
七
疋
が
喰
い
殺
さ
れ
た
、
村
々
の
駒
七
疋
が

喰
い
殺
さ
れ
た
な
ど
の
記
録
が
あ
る
（
元
禄
四
年
四
月
二
0
日
条

・
阿
一

0
年
四
月
二
七
日

条
・
同
―
二
年
四
月
二
九
日
条
・
同
―

二
年
六
月

―
二
日
条
・
同

一
三
年
四
月
二

0
日
条
）。

参
照
、
前
掲
注
、

（
5
)
、
「史
料
秘
」
一
巻
、
四
三

・
1
0
五
・
一
四
四

'
-
四
九

＇
一
五
六
頁
。

文
化
五
年
九
月
ニ

―
日
粂
。
「
家
老
席
雑
書
」
の
文
化
五
年

一
0
月
l

一
日
条

．
IHJ
八
年
五
月

二
日
粂
・
同

一
0
年
六
月
二
日
条
に
も
、
狼
に
喰
い

つ
か
れ
る
な
ど
し
て
数
人
が
負
俗
し
た

品
事
が
見
え
る
。
参
照
、
前
掲
注
、

(4
)
拙
稿
‘
1
0頁
（
表
1
)。

46 45 44 43 
ヽ
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(35) 
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文
化
―
二
年
正
月
一
九
日
条
、
文
化

一
0
年
閏
一

一
月

―
二
日
粂
、
文
政
七
年
七
月
一
三
日
粂、

文
政
八
年
正
月
九
日
条

・
二
月
六
日
粂

・
ニ
月
一

八
日
粂
゜

文
政
七
年

―
一
月
一
六
日
粂
、
天
保
―

一
年
五
月

一
0
日
条
。

嘉
永
三
年
八
月
八
日
条
、
嘉
永
六
年
八
月
二
四
日
条
、
安
政
元
年
閏
七
月

一
七
日
条
。
こ
の

と
き
、
野
守
の
名
子
と
老
名
に
も
金
五
百
疋
が
付
与
さ
れ
て
い
る
。

野
馬
役
は
野
馬
別
当
に
代
わ
り
骰
か
れ
た
と
考
え
ら
れ、

天
保
―

一
年
か
ら
馬
似
に
熊
胆
な

ど
の
薬
種
を
支
給
し
た
り
、
武
州
――
―
峯
山
へ
野
守
を
狼
退
散
祈
願
に
参
詣
さ
せ
る
な
ど
の
記

録
が
見
え
る
。
天
保
―
一
年
―
二
月

一
三
日
条
、
嘉
永
五
年
三
月
七
日
条
、
万
延
元
年

―
二

月
＝
三
日
条
、
明
治
元
年
一
―
一
月

一
九
日
粂
な
ど
。

嘉
永
五
年
三
月
七
日
条
、
嘉
永
六
年
三
月

一
五
日
条
、
安
政
元
年
三
月

一
八
日
条
、
安
政
三

年
三
月
七
日
条
、
万
延
元
年
一二
月
ニ

ー
日
条
、
文
久
元
年
三
月
九
日
条
、
文
久
三
年
三
月

一

四
日
条
、
度
応
二
年ー
ニ
月

一
六
日
条
。

千
葉
徳
爾
「狩
猟
伝
承
」
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
七
五
年
、一

五
六

ー
一
五
八
頁
。
前
掲
注
、

(
2
)
菱
川

「狼
の
民
俗
学
」
三

一
四
ー
＿
ニ
―
六
頁
。
山
梨
県
立
博
物
館
展
示
図
録

「オ
オ
カ
ミ

が
い
た
山
j

二
0
0
七
年
。
植
月
学
「
甲
州
周
辺
に
お
け
る
狼
信
仰
」

「山
梨
県
立
栂
物
館
研

究
紀
要
j

二
、
二
0
0
八
年
、
一

―
頁
。

「家
老
席
雑
書
」
享
保
三
年
―
二
月
二
四
日
条
に
鳥
谷
部
弥
右
衛
門
は
「
五
戸
御
給
人
」
と
あ

る
（
「雑
書
」
―
一
巻
、
六
0
七
頁
）
。
鳥
討
は
諸
烏
を
捕
獲

・上
納
す
る
下
級
武
士
で
、
毎
年
、

鉄
砲
が
貸
与
さ
れ
て
い
た
。

享
保
三
年

―
一
月
二
九
日
条

．
―
二
月

一
0
日
条
・

―
二
月

一
四
日
粂
。

享
保
三
年
閏
一

0
月
二
二
日
粂
．

＿
―-月

1
0
条
．
―

二
月

一
四
日
条

．
―
二
月
二
四
、）
二

六
日
条
、
享
保
四
年
正
月
一
七
日
条
。

「家
老
席
雑
因
」
に
は
賄
所
へ
鶴

・
熊
胆

・熊
皮
・
狼
な
ど
を
上
納
し
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て

い
る
。
宝
永
五
年
九
月
一

0
日
条
、
宝
暦

一―
―
―
年
二
月
二
八

H
条
、
天
明
二
年

―一

月
二
五

日
条
、
天
明
五
年
四
月
二

0
日
粂
、
天
明
八
年
正
月
二
0
日
条
、
文
化
三
年
ご
一
月

一
日
粂
゜

参
照
、
拙
稿
（
掲
載
予
定
）

「東
北
学
06」
東
北
芸
術
工
科
大
学
東
北
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
ニ

0
一
五
年
。

享
保
九
年
間
四
月

一
六
日

条
。

領
内
の
九
ヶ
所
の
御
野
を

一二
戸

・

五
戸
・
七
戸

•

田
名
部

・

野

田
の
五
か
所
の
代
官
所
が
管
轄
し
て
い
た
。
参
照
、
前
掲
注
、

(11)
。

享
保
―

一
年
五
月

―
二
日
条

・
五
月

一
七
日
条
・
五
月
二
八
日
条
。

八
戸
藩
「
目
付
所
日
記
」
（
八
戸
市
立
図
書
館
所
蔵
）
貞
享
四
年
四
月
七
日
粂
゜

-69- 18 
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(48) 
＾ 47 
八
戸
湘
の
種
市
村
の
者
が
子
狼
を
巣
で
手
づ
か
み
に
し
て
（
「
巣
篭
り
之
処
這
入
、
手
捕
致

候
」
）
上
納
し
、
褒
美
を
付
与
さ
れ
て
い
る
。
八
戸
藩
「勘
定
所
日
記
」
（
八
戸
市
立
図
書
館
所

蔵
）
弘
化
四
年
四
月

―
一
日
条
。

拙
秘
「
近
世
猟
師
の
越
境
と
熊
の
奪
い
合
い
ー

「弘
前
藩
庁
御
国
日
記
」
か
ら
」
「東
北
芸
術

工
科
大
学
東
北
文
化
研
究
セ
ン
タ
）
研
究
紀
要
」
九、

二
0
1
0
年、

二
八
＼
＝
二
頁
。
前

掲
注
、
(
4
)
拙
稿
、
一

八
頁
。
オ
ッ
ソ
は
オ
シ
、
オ
ス
、
オ
ト
シ
、
ヒ
ラ
、
シ
ラ
、
シ
ュ
ラ
、
シ
ャ

ア
な
ど
と
も
呼
ば
れ
た
。

「
家
老
席
雑
書
」
正
保
三
年
―
一
月
―
一
日
粂
、
明
暦
四
年
一
月
二
七
日
条
、
延
宝
七
年
正
月

七
日
条
、
宝
水
三
年
二
月
二
三
日
条
（
「雑
柑
J

I
巻

、

一
八
九
頁
／
二
春

、

七
七

•

一
八
九
頁

／
四
在
、
二
六
二
頁
／
八
巻
、
九
0
七
頁
）
。

八
戸
湘
「
日
付
所
日
記
」延
宝
二
年
二
月
二

0
日
条
、延
・
い
玉
六
年
八
月
二
六
日
条
。
八
戸
湘
「勘

走
所
日
記
」
に
は
、
狼
を
「平
お
と
し
に
て
取
候
」
と
い
う
記
録
が
あ
る
（
弘
化
元
年
八
月
四

日
粂
）
。
こ
の
ヒ
ラ
オ
ト
シ
も
オ
ッ
ソ
と
同
型
の
木
製
の
圧
殺
此
で
あ
る
。

享
保
三
年
七
月
六
日
粂
、
亡
ヂ
保
八
年
八
月
二

0
日
条

・
八
月
二
五
日
条
。

「御
野
馬
別
当
」
宝
暦
＿

0
年
三
月
ニ一

日
条
、
宝
暦

l-
―
一
年
七
月
八
日
条
、
「四
0
集
」
二
四

＿ニ
ニ
八
頁
。
な
お
、
こ
れ
以
降
に
オ

ッ
ソ
の
記
録
は
見
ら
れ
な
い
。
参
照
、
前
掲
注
、

(
4
)

拙
松
、

一
七
＼一

八
頁
。

参
照
、
前
掲
注

(48)
二
七
ー
＝
二

頁
。
昭
和
―
二
0
年
代
ま
で
三
面
（
現
村
上
市
）
の
小
池
義

茂
氏
は
オ
ソ
を
白
作
し
、
熊
を
獲
っ
て
い
た
と
聞
い
た
。

狼
を
「
大
カ
ミ
」
と
表
記
し
た
記
録
が
あ
り
（
「御
野
馬
別
当
」
宝
麻
七
年
六
月
条
、
「四
二
尖
」

九
二
頁
）
、
こ
の
用
人
や
野
馬
別
当
な
ど
の
役
人
は
狼
取
を
「
お
お
か
み
と
り
」
と
呼
ん
だ
と

息
わ
れ
る
。

し
か
し

、

領
民
は
狼
を
「
お
い
の
•
お
い
ぬ
」
と
呼
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で

、

狼
取
も
「
お
い
の
と
り
」
と
呼
ぶ
場
合
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
用
人
所
雑
書
」
享
保
一

0
年

・
―
ニ
ー

一
五
年
は
欠
本
の
た
め
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
間
も

多
く
の
狼
を
捕
殺
し
て
い
た
と
恩
わ
れ
る
。

「家
老
席
雑
書
一
の
狼
抽
獲
記
録
は
享
保
と
宝
暦
は
各
七
疋
ず
つ
あ
っ
た
が
、
こ
れ
以
降
は
減

り
、
安
永
七
年
1
文
化
三
年
の
計
八
疋
を
最
後
に
記
録
は
途
絶
え
る
。
こ
の
よ
う
に
「家
老

席
雑
書
」
か
ら
も
一
九
世
紀
に
は
狼
の
捕
枇
が
減
少
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
参
照
、

荊
掲
注
、

(
4
)
拙
稿
、
九
頁
（
表
2
)
。

四
五
一二
疋
か
ら
不
明
二
九
四
疋
を
除
い
た

一
五
九
疋
の
う
ち
御
野
の
二
二
九
疋
は
八
七
％
を

占
め
る
。
「
用
人
所
雑
因
」
は
御
野
を
管
掌
す
る
用
人
の
執
務
日
誌
で
あ
る
か
ら
、
不
明
分
の
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多
く
も
御
野
内
か
御
野
近
く
で
捕
獲
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

身
分
の
上
で
は
狼
取
、
野
守
、
猟
師
（
マ
タ
ギ
）
も
す
べ
て
百
姓
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
分
類

は
史
料
（
「用
人
所
雑
書
」
）
の
表
記
に
従
っ
た
。

こ
の
ほ
か
に
「
狼
取
、
覚
兵
衛
」
（
野
田
代
官
所
）
の
記
録
が
一
点
あ
る
が
、
こ
れ
は
北
野
（
野

田
代
官
所
）
「
野
守
、
蹂
兵
衛
」
を
誤
記
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
、
狼
取
で
な
く
野
守
に
分

類
し
た
（
宝
歴
二
年
七
月
一
七
日
条
、
宝
暦
八
年
一
＿
一
月
六
日
条
、
宝
暦
九
年
二
月
二
日
条
、
宝

暦

―
一
年
三
月

一
0
条
、
明
和
四
年
七
月
二
八
日
粂
・閏
九
月
二
三
日
条
．
―
二
月
一
日
条
）。

野
守
の
分
（
三
七
疋
）
を
合
わ
せ
た
二
四

一
疋
は
判
明
分
の
五
九
％
に
当
た
る
。

「家
老
席
雑
書
」
の
初
出
は
、
如
兄
保
三
年
八
月
二
0
日
粂
に
あ
る
「沼
宮
内
御
代
麻
所
村
狼
取

消
十
郎
」
で
あ
る
（
「雑
書
」
一
八
巻
、
四
0
六
頁
）
。

享
保
―
一
年
正
月
一
五
日
条
、
宝
栢
―
二
年
五
月
一
五
日
粂
、
明
和
四
年
二
月
一
日
条

•

四

月
二
0
日
条
、
安
永
三
年
正
月
二
六
日
粂
、
天
明
三
年
二
月
―

二
日
条
、
文
化

一
0
年
閏

一

一
月
一
日
条
な
ど
。

「御
野
馬
別
当
」
に
も
、
納
之
丞
は
沼
宮
内
か
ら
野
田
へ
引
っ
越
し
た
、
と
あ
る
（
宝
暦
九
年

ご
一
月
一
四
日
粂
、
「四
＿
集
」
四
七
四
頁
）
。
こ
れ
に
は
消
之
丞
が
清
吉
の
弟
子
と
記
さ
れ

て
い
る
が
、

「用
人
所
雑
書
」
に
よ
れ
ば
消
之
丞
の
後
に
梢
吉
が
「狼
取
」
と
し
て
任
用
さ
れ

て
い
る
。

享
保
―

一
年
正
月

一
五
日
条
、
享
保
一
六
年
七
月
五
日
条

・七
月
二
0
日
条
、
寛
保
二
年
ニ

月
二
二
日
条
｀
宝
麻
一

0
年
二
月
二
日
粂
、
明
和
六
年
―
二
月
一
九
日
条
、
文
化
九
年
―
―

月
三
日
条
ほ
か
。
享
保
＼
‘明
和
の
間
に
抽
獲
記
録
が
続
く
が
、
明
和
六
年
1
文
化
九
年
の
四

三
年
間
は
記
録
が
断
絶
し
、
文
化

一
0
年
を
最
後
に
記
録
が
途
絶
え
る
。

宝
特
九
年

―
二
月
二
日
条

、

宝
暦
ー
0
年
正
月
二
六
日
条

•

四
月

二
四
日
条
、
安

、水
三
年
正

月
二
六
日
粂
゜

宝
肝
九
年
―
二
月
二
日
条

•

安
永
三
年
正
月

二
六
日
条
。

「御
野
馬
別
当
」
に
は

、

こ
の
清
次

（二
）
郎
が
狼
取
、
清
八
の
「弟
子
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
（
宝
暦
九
年
＝
一
月
六
日
・三
月
二
五
日
・

五
月
六
日

・

―
二
月
一
四
日
条
、
『
四
一
梨」
三

＿
八
・

三
四
一
・

三
四
五
•

四
七
四
頁
）
。

元
文
四
年
四
月
五
日
条
、
延
享
四
年
一

0
月
二
三
日
条
。
こ
の
間
に

「守
部
村
、
清
吉」
が
狼

を
獲
っ
た
記
録
が
あ
る
が
（
寛
保
元
年
l

一
月
二

0
日
条）
、
「
宇
部
村
、
清
之
丞
」
の
誤
記
で

あ
ろ
う
。

宝
暦
六
年
閏
―

一
月
二
六
日
条

・
ー
ニ
月
二
五
日
条
。
こ
れ
に
は
、
清
吉
が
沼
宮
内
代
官
所

管
内
の
荒
瀬
張
と
い
う
所
に
数
年
前
か
ら
住
居
し
て
、
少
し
耕
作
（
「手
作
」
）
な
ど
し
て
い
る
、

19 - 68-
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「狼
甜
政
渕
合
立
」安
氷`
九
年
、
も
り
お
か
歴
史
文
化
館
所
蔵
（
前
掲
注
、

(
4
)
拙
稿
、
一
五
頁
）
。

「家
老
席
雑
北
＂
」
延
享
四
年
―
一
月
七
日
条
（

「雑
柑
」
二
0
巻
、
三
六

一
頁
）
。

「御
野
馬
別
当
」

宝
杯
九
年

―一

月
一

0
日
粂
（
「四一

集
」
四
六
二
頁
）。

宝
暦
八
年
六
月
二
二
日
条
・
七
月
二
八
日
条、

宝
暦
九
年
八
月
＿―-
日
粂
、
天
明
＿
二
年
三
月
一
―

七
日
条
。
こ
の
天
明
三
年
を
泣
後
に
泊
八
の
記
録
は
途
絶
え
る
。

天
明
三
年
二
月
―

二
日
条
・
三
月
二
七
日
条
、

天
明
四
年
九
月
二
日
条
。

亨
保
―
一
年
二
月
二
二
日

条
（
清
之
丞
）•
五
月
二
八
日
条
（
清
吉
）、

宇
暦
三
年
一
0
月

一
〇

日
条
（
清
十
郎
な
ど
。）

寓

ltf九
年
二
月
三
0
日
条
、
明
和
四
年
五
月

一
日
条
。
前
者
は

「御
野
狼
防
毒
薬
」
と
し
て
野

守
の
吉
右
衛
門
へ
買
い
与
え
た
も
の
。
後
者
の
「
病
犬
」
は
狂
犬
病
に
罹
患
し
た
犬
か
。
こ

れ
は
野
馬
別
当
へ
支
給
さ
れ
た
。
参
照
、
前
掲
注
、
(
4
)
拙
稿
、

一
―
，
一
五

，
一
六
頁
。

明
和
四
年
正
月
二
九
日
条
。
一

斤
は

一
六
0
匁
、
六
0
0
グ
ラ
ム
。

宝
肝
八
年
六
月
二
二
日
条
、
主
麻
九
年
八
月
二
二
日
条
。

9

内
貯
八
年
八
月
二
七
日
条

，九
月
一
日
条
、
｛
西
暦
九
年
二
月
一

八
日
条
。

宝
暦
九
年

―
二
月
二
日
条
。
こ
れ
以
降
に
百
姓
が
狼
を
捕
獲
し
た
の
は
、

百
姓
の
家
に
駆
け

込
ん
だ
狼
を
捕
獲
し
た
記
録
一
点
の
み
で
あ
る
（
宝
歴

一
0
年
五
月

一
九
日
条
）。

泊
之
条
が
又
煎
野
の
惣
助
（野
守
の
子
）
へ
瑚
架
伝
授
し
た
。
こ
の
と
き
、
消
之
丞
は
偽
ら
ず

に
す
べ
て
相
伝
す
る
、
惣
助
は
子
に
も
他
言
し
な
い
、
と
互
い
に
「
神
文
」
を
交
わ
し
て
か
ら

伝
授
し
て
い
る
（
「御
野
馬
別
当
」
宝
暦
―

二
年
間
四
月
六
日
条
、

「四
〇
災
j

ニ
ニ
七
頁
）。

前
掲
注
、

(
4
)
拙
稿
、
一
四
頁
。
前
掲
注
、

(69)
。

「家
老
席
雑
し
日
」
宝
暦

―
一
年

一
0
月
二
四
日
条

（「雑
科
」
二
五
巻
、

一
五
九
頁
）
。

窃
保
三
年
八
月
二
六
日
粂
。
前
掲
注
、

(
4
)
拙
稿
、
一
七
頁
。

宝
歴
七
年
八
月
一

0
日
条
。
前
担
注
、
(4
)
拙
稿
、
一
七
頁
。

宝
暦
一

0
年
に
盛
岡
の
日
当
が
日
鼎
五
0
文
、
大
工
一

0
0
文
で
あ
り
、
米

一
升
が
二
0
文

で
あ
っ
た
。
参
賠
、
「岩
手
肌
史
」
五
巻

・近
世
流
二
、
一
九
六
ー
―
一
年
、
七
八
九
頁
。

延
学
四
年

一
0
月
二
三
日
条

．
―
一
月
七
日
条
。

こ
の
一
貰
文
は
実
現
し
な
か
っ
た
ら
し
く
、
宝
暦
七
年
に
一
日
七
0
文
か
ら
九
〇
文
へ
増
額

さ
れ
た
（
前
掲
注
、
(82
)、
宝
暦
七
年
八
月

一
0
日
条
）。

，軍
暦
六
年
間

―
一
月
二
六
日
条

．
―
二
月
二
五
日
条
。

軍
暦
五
年
―
一
月
七
日
条
、
宝
粁
六
年

―
二
月
一

0
日
条
。「
家
老
席
雑
書
」
宝
肝
六
年
―二
月

と
あ
る
。

(93) 
＾ 92 91

)
 

89
)
 

90
)
 

88 

七
日
条
•
五
月
一
日
粂

(I雑
沿
」
二
三
巻

、

四
三
四

•

四
七
七
頁
）
。

前
掲
注
、
(
4
)
拙
稿
、一

六
頁
。
「
家
老
席
雑
書
」
寛
延
二
年
八
月
八
日
粂
（
「雑
書
」
ニ
―
巻
、

一
＿二
四
頁）
。

「家
老
席
雑
書
」
宝
暦

二
二
年

―
二
月
二
八
日
条
。
前
掲
注
、
(
4
)
拙
稿
、

一
九
頁
。

宝
氷
七
年

―
一
月

一
日
条
。「
家
老
席
雑
瞥
」
に
は
こ
れ
以
前
の
延
宜
七
年
正
月
七
日
条
（
銭

三
0
0
文
）、
元
禄

―
一
年
九
月
二
四
日
条
（
銭
五

0
0
文
）
が
あ
る
。
参
照
、
前
掲
注
、

(4
)
拙
稿
、
九
頁
・表
2
。

享
保
八
年
八
月
二
五
日
条
。
な
お
、
給
人
（
工
藤
十
左
衛
門
）
が
狼
を
射
殺
し
た
際
に
は
金
二

歩
が
付
与
さ
れ
て
い
る
（
享
保
三
年
―
二
月
一
四
日
条
）。

こ
の
金
二
歩
は
鳥
見
が
無
許
可

の
隠
鉄
砲

（「盗
鉄
抱
」）
を
押
収
し
た
場
合
と
同
額
で
ぁ
●
、
そ
れ
に
準
じ
た
も
の
か
（
享
保

六
年
三
月

一
四
日
条

・
三
月
二
0
日
条、

享
保
七
年
二
月

―
一
日
条
）
。

か
つ
て
、
宝
肘
一

三
年
ー
燿
兄
政
八
年
の
褒
美
額
が
女
狼
九

0
0
文
、
男
狼
七

0
0
文
、
子
狼

二
0
0
文
で
あ
っ
た
と
報
告
し
た
。
こ
れ
は

「家
老
席
雑
魯
」
に
あ
る
個
別
の
記
録
か
ら
導

い
た
も
の
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
御
野
外
で
百
姓
（
猟
師
、
町
人
も
含
む
）
が
捕
獲
し
て

い
た
。

そ
の
考
証
に
誤
り
は
な
い
が
、
表
4
に
包
摂
さ
れ
て
い
る
。
参
照
、

前
掲
注
、
(
4
)
拙
稿
、

一
九
頁

・表

2
0

金
換
符
（
両）

は
江
戸
相
場
、
米
換
算
は
出
羽
相
場
(
-
石
金
価
格
）
を
俵
（
三
斗
七
升
五
合
）

に
換
算
し
た
。
参
照

「日
本
史
総
覧
」
四
、
新
人
物
往
来
社
、
一
九
八
四
年
。
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表1 馬の狼被害記録 出典、盛岡湘「IIJA所雑柑」
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1
0
1
6
1
7
1
8
1
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2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
 
27 

2S 

2'.) 

30 

31 

32 

33 

31 

記録,,:(酋府）1111 被忠日時 潤野［地.'.'i.] 披む馬種 （年齢毛） 餃む状況（史科表記通り） 付記（史料表記通り）（’は＂：者注記）

-.:;: 保3(17[8) 11 27 木虻t野又爪rJ- ill野馬数疋 彼取餃 會狼人殊外汎 只今＇；之内狼： ，寸1皮仰付保托 切 i.::,,寸彼q,述

仕谷野［長谷辺］ 父馬(13伐．柁毛） 狼二披取候
卒保4(l7l9) 7,5 

住谷野・相1'17-1' iけ野子・共 疵ilP野ヲ得・子候共数疋被取、残ルハ 火なわ・泌沿候

,;cfit6 (1721) 2.20 2.121挽 二船野八戸ill頑境［平沢］ 父馬 （一 ・堪毛） 狼披liX候 代り父馬造訟と切11•付

7.5晩 木鮒野［細梃l 似駄（ー ・栗毛） 狼餃取保

76抄） 木的野［久保］ 駄Oil米毛） 狼彼J収仮．

亨保6(172I)lmA 712 北野［中久保］ 駄01,,,'i毛） 狼彼取候

7,15晩 北野［大森］ 駄(l紋w毛） 狼彼取候

7.13晩 大IHI野［一!I頃治］ 駒 (I歳w毛） 狼二捐被懸追仮 大候殷、梵i'PiWI、其と：上てきも+り叶ふか•落く候四方見得不"'所 狼こIii被懸追

1月7,261挽 木鯰序／•［木秘内］ 駄(1栽・1化毛） 狼こ被取·~保

l'I」72GltC 北野 ['1•沢］ J:J! 汰（一・来毛〉 狼二被取り,j火

l¥!J 7.29晩 n戸野［且的山］ 駄(1歳栗毛） 狼披取巾候

享保60721)92
ll'J 7.29晩 有戸野［柳ヶ平］ 駄(l歳約毛） 狼二被取1旧候

8.1 大1闊野H 駄（］歳菜毛） 酋つよく披喰沼rjl候 大風雨こて四方見わけ無之様項i節座り文／＆狼追立

8.2晩 又煎野［野沢］ 駄(I栽胄毛） 狼ヰ皮取ljl候

8.9 イi戸野［ふうの平］ 駄(2i,¥:• 来粕毛） 狼二彼J{~巾k
8,15朝 木鯰野［ほそや平］ 駄(1歳栗毛） 狼彼）fげ1候

私保6On!) 1020 9.28ヨ'} 木約野(-) 駄(3栽 IJt毛） 定而狼ォ被取>ll 被湖野取二,p見こ裕而不nT有ljl、i矧1座11,候;.q得,候共入得共か行わ符之i札見l知（す不不q'1,1u11,1、定而狼ニ

享保7(1722) 2.26 大1"1J,¥¥戸I岨野[-] tJ: 駄 駒共 狼荒、｛｝駄駒共被取候 威欽1彰~討候様祓仰出

卒保8(1723) 1.24 IIJ年1228大間野［一］ 駒 (I歳行毛） 狼二1皮追走りころひ 落保

提戸野［梵之巣］ 母駄(8成 '.I.'脱毛） 狼落c,,,l皮似追散 iiもェころぴ 大風ト月こ而東西見分阻之所二狼ヰ皮追1牧 ころび

炭戸野［狂之Jf] 位駄(4成 i'r毛） 狼，，二ひ被追裕散申飲・・，3溜りヨ ＇）こ 大風雨二而餃処二、狼こ彼迫散 釘溜りヨ＇）ころひ

卒保8(1723) 3.7 218'Wか） 奥戸野［狂之果） 恨駄(7栽鹿毛） 治狼二qi彼飲追llxililiへ」I—洛 大風j和而祠座侯処、狼二被追散 籍所へ止落

奥戸野［発之浪） 駒(2歳庇毛） 狼落二被ljl追候放、笞i留ヨ ＇）追格 大之風晩洛甫涌,,,候i御挫候地、狼二披追放，¥c';・溜ヨ＇）追治、 1;4-1-九

奥I―「野［笠之呆l 駒(2歳胞毛） 狼追落二被、追水散大分・・呑/HEl落水"湘'候へ被 大!Jl候凧[と1,j朴之1見処得、狼、股二板張追四散足立・沢+目,i1水候甜・.. へw,;被,1,追候落、水大分呑

;'j.1Jt18 0723) 62 
1.29;;,~ 又平野［一本木平） 駄(1i戊 ,'i毛） 狼被取餃

5.20晩 又煎野［長坂平］ 駄(1/茂仔毛） 狼披取候

享｛呆8(li23) 6,18 相内野[-] 駄(l歳胄毛） 狼披取殆 格髪差越候

半似8(1723) 6,19 1i戸野［柳沢］ 駄(I寂栗毛） 狼喰骸され 張姜も熊之二付、前）と弐本 泊之

1li呆8(1723) 620 木的野［一］ 駄(I歳脱毛） 狼殷）収候 手形取相添指越保

6.16夜 イi戸野［物見ヶキ〕 駄(li'.戊栄毛） 狼1皮取似 右It¥妥；！’」ニ
り,:1呆8(li23) 626 6.26夜 イi戸野［小村伏山］ 駄(1伐凍粕毛） 狼項が取候

6.26孜 イi戸野［一］ 駄(l成栗毛） 狼二被懸fj・取仕 狼4被憩野］収{I:段々よわり殆餃

享保8(1723) 6, 岱
6.25孜 又重野[-) 駄(1成 i'f毛） 狼二被取候 右化1,1;尾従来飲

6 24夜 又巫野［鬼越平］ 駄(l,,'t甘毛） 狼披）収浴t癸
,;,: 保8(1723) 71 6お晩 又爪野［）瓜穴平］ I:)駄 (22放・,',毛） 狼ォ被J此＇各仮 厖髪；-:-: 越餃

＃保8(1723) 78 7.3夜 相内野['l>'lの{i] 駄(1瓜栗和毛昂） 狼斗皮取候 i'l頭災差越候

序保S(1723) 79 布戸りH拘ノ沢］ -(2栽凍粕毛） 狼般）収候 尾耳差越候

!'f-1呆80723) 7.19 7.9晩 有戸野［かし山沢］ -(2栽沢粕毛） 狼依取候 右沿1,1;1も堤揃ゑた 殺越候

卒保8(1723) 7,29 7.24孜 又煎野［鬼越平］ l'J駄(19歳・i平毛） 狼餃取候 尾嬰取営越候

,;,: 保8(1723) 8,1 726 木的野［天ヶ森］ 胸(li,'£ IJ炉毛） 狼披J収伏 旭!,{J収X:」こ保
,;,: 保8(1723) 8.4 7晦晩 相内野［浅水之水なし］ 母駄(7放庇毛） 狼絨）＂；；； 尼災耳究」・.lfl候

身；保80723) 8.14 
8,10晩 木＊が野［一］ 駄(1栽・鹿毛） 狼二被］収候 尾嬰迅之

8.13晩 又重野[-) -(1成 'i'i毛） 狼彼取,,,餃 堤尾爪恐1:.,,,
m~is 0723) s.2s 8.25夜 又派野[-) Iサ駄(-.1', 毛） 狼こ被取候 尾炭ハ揃馬場面ll7-、
が保80723) 8. 肋 8.25夜 木鮎・府［一］ ！汰(1成 1J炉毛） 狼こ披取飲 尾髪指越似

が保8(1723) 9.19 9.16夜 又雨野[-) I'): 駄（一梨毛） 狼被取候 尾愛Ii!馬場御馬やへ追ス

9.91友 大問野［中山］ 駄(2成・w毛） 狼オ皮取仮

半保80723) 9.26 9.12夜 大Hi!野[-』Ui台］ 駄(2it.・,'f毛） 狼般取餃 尾足jf死馬手形 指越飲付而、尾捻揃馬場江迫ヌ、

9.16夜 大U:J野［中1lil 駄(2i,¥l'/毛） 狼こ披取候

'/1呆8(l723)9(10か）1 927夜 木鮎•野 [ - ] 駄(I成火毛I,'.) 狼餃J収i文 尾ば仁王釦島松江泌ス

:,'f.j足8(1723) 10,13 
大1関野 ［石」•台） 駒o;戊訂毛） 狼二彼取餃

10.1夜 大Ill!野 ［飽~n石佑］ 駄(lf戊w毛） 狼餃取伏 死馬Ji{;髪両伽糀へ沿之

令．保80723) 10.23 10,9夜 大1閉野［馳浦折ii沢］ 駒(1我特毛） 狼4披取候 旭堤指越 仁王i栂屈江磁

10.29夜 奥戸野［梵染］ 駒(2歳 w・1;) 狼二被取候

,;, 保80723) 1119 10.30晩 奥戸野［小奥戸沢］ 唸(2;,i.,', 毛） 狼cj皮取餃 髪I毛linJ品楊へ泌之

11.1晩 奥,'野［小奥戸沢］ 駄(I歳廊毛） 狼餃］＂；；；

奥戸野[-] 駒(1波菜毛）

具）i野[-) 駒(2波・柴毛）

,i:1呆8(1723)12 11 ll 2:l-
災1--'野(-] 駄(2歳 fr毛）

段々 1紺皮取代 尾髪が1l!、氏場へ迫ス11.26夜迄 炭戸野[-] 駒o;』¥・,',毛）
奥戸野[-] 駄(1成・1氏毛）

臭戸野[-] 駄(2歳・/J炉毛）

12.8晩 奥戸野[-] 駄(l改・11炉毛） 狼斗庄取保

耳,t呆80723) 12.23 12.8夜 奥戸野[-] 舟駄 05•梵w毛） 狼二被取候 ー 死馬届屡染越候付． 仁．王~PIS:へ追ス
12.10晩 尖戸野［一］ /:J! 汰(lg;;,・宋毛） 狼こ111取歓

乎―伐19(1724) l (2カヽ）3 
2.15夜 大l::J野［かつと石］ 父．島(9iltW毛） 狼二t如取餃 右削｝［死，開/.t,公仁土i!Pi!へ近之

115夜 ブt l::J 嬰H!f•Ll1J 駄(2,,灼栗毛見） 狼二被取保
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御野馬を喰う狼、狼を甜殺する狼取
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121 ,k 災戸野［小奥戸沢］
11'駄(15;;梵脱毛｝

狼二被取候

亨1呆9(1724) 25 
mJ、(4成 1ll[毛）

122孜 共戸野[1'1沢］ け駄(36歳，,1:河原毛） 狼二被取fr. 死馬1,6妥辿餃IIり、仁王御屁へ近ス

128夜 ニ的肝[ii'i水ヶギ］ 父馬 （一・梨毛） 狼埴［取落候 死!!if~耳染越候付、雌馬楊ilJJ、U池泣述フ、
,;,:w0 <1121l121 122晩 又if.:r1・w越谷地） 駄(1成 IJi毛） 狼被）収歓

lr'.f呆90724)r,•14,15 閏4,111反 相内野（五戸消水村］ 駄(!,,茂脱毛） 狼二被取 夕臥馬11'.炭 t,i¥馬場針厩へ追之

存保90724) G 7 住谷野[-) 駄o;;及鹿毛） 狼ヰ皮懸・沿餃 右死馬耳la,嬰揃馬場面i'l之
卒保9(1724)68 6.5 又亜野［下田＝本木谷地］ 駄(1我w毛） 狼ォ被取松： 右死馬Ji髪 仁工御馬松江迂之

卒保9(1724) 69 又重野［池ノ泣谷地］
駄(1伐・w毛）

狼こ被収り文 右死.1.1¥l't捉桜馬楊西立之
駄(Ii,¥.・,'i毛）

享保90724) 6 ll ＝直，げ野［砂子濱J 駄(1/,'I.・菜毛） 狼二被取候 右死馬耳尾仁土御馬径へ近之

!i:1呆90724) 6.14 67 又重野[-]
駄(1歳 w毛）

狼こ被取餃 右死馬）t炭仁干御，I,!油ぶrii'i:之
駄(I/;梵,'/毛）

卒保9(1724) 622 
614晩

1)戸野[-]
駄(l救楽毛）

狼；J1t取候 尾髪差越候
6.16「山j晩 駄(I成火毛）

亨保9(1724) 8,13 86夜 北野 [-] 父島 (-・) 狼行二之所候々 披慧保 小疵所々ニ 当分祐可,1,林項無之候

半保90724) 8. 砺 816夜 大f::J野［中山］ 駁(I歳 ff毛） 狼オ皮取候 右死馬両耳尾炭 桜馬楊創馬界江滋之

享保9(1724) 9.3 828 又煎野[-] f氾駄(25歳 i'i"毛） 狼二彼取餃 右死馬16嬰 仁王伽).引圧叫心之

享保9(1724) 9,10 北竪f· ['1•沢］ 母駄（一・沼毛） 狼こ被取餃 右死島尾戻桜馬J.¥l御馬樫へ氾之
,;, 保9072/4) 9.22 9.8夜 大1月野［一］ 駄 (J(戊，＇＼毛 ） 右尾妥桜馬島伽.l.!j尻へ泌之

享保9(1724) 10.7 9附晩 北野［白1iilil{) 父御馬 （一 史毛） 狼二披）f:(候 右尾耳仁王御篤/x;r迅之

:>,!j呆9(1724) I0.14 JO.I 大1月野［折戸山］ 駄 （］；；曳 fi毛） 狼二祓取候 耳厖髪米桜馬楊叫代之

10.4夜 大1::1野[-) 駄(I歳，w毛） 処大風、狼f.1荘二披j(i取j母q駄,保共故散居,11候 所々相ii,'候得共、かわ之見1-t;i渭J候
立保9(1724) 10.15 

右御馬か極わへ之沼喰之散餃故、左前ゑた残紗、 左liりゑたハ桜馬楊大1/U野［狼沢］ 駄 （］救・w毛） 狼二披取りI候

．，；’保9(1724) 12.15 12.6晩 ニ船野［森畑］ 父馬(6叔 :JI,毛） 狼こ被取仮 尾耳r.1:. 王UI馬屈へ迫之
'l-1呆11(1726) 1.26 旧12.22イ友 大IUI野［一］ 肛駄(― ,'{毛） 狼依取候

弓;r1呆110726)27
118晩 大i:u野［ふほへ沢］ け駄(II歳栗毛） 狼二彼取候

122晩 大1::1野［島）呂店］ け駄uo歳・!化毛） 狼二被取候
;;i:Ji l l 0726) 2.10 

l 23夜 奥戸野［北奥戸野］ 母駄(II歳/Jt毛） 狼二被取飲

1.25夜 奥戸野［あいの野］ I:): 駄(1Ji,¥(Jj店毛） 狼二被l収似

•r-1\U l (1726) 3.9 6.26夜 大1111野［もり］石］ 駄(2i茂 1'f毛） 狼オ皮収fv~ 圃耳尾指近訴之

llj:;'d 1 (1726) 3.12 先H 大liijlザ［一］ 父馬 （ー・） 狼オ被懸 故ヶ所祇堀Ii 色々秋治巾付候得・JJ,llP.'.! 狙弱候
召針兄II(1726)3,17 3.5晩 奥戸野［白砂］ 母駄(19孜 IJ¥£毛） 狼こ披取候 両H尾嬰，染越訴之

刃判呆11(1726) 325 319夜 三鯰野［森ガII) 様駄(13歳栗毛） 狼二被取候 /{¥耳米仁土御柾へ沿之

'i保ll0726)12 3.20晩 炭戸野[-] I)駄 (!Si,¥:Iii£ 毛） 狼二1皮取 片耳髪J名・桜!.!ゾ鉗へ辿之

享保11(1726) 4.6 又iT(野[-] 1吐駄(20i戊梨毛） 狼二被l「雑片餃 尾炭・仁．モ御1を心t之

¥! 呆110726) 4 8 大l:U野［一］ 古父馬 （一・） 狼1こ被懸征JJ船n渭I候 り刈田Iiり村二而殷父望餃 二付、 鞘之辿相渡餃
年保110726)415 4 11夜 又l[(野［一］ 母駄(17栽栗毛） 狼二披取飲 l:i; 嬰米、同1祈（五/J)憚l兇へ迂之

1}:!~lll (1726)419 413晩 北野［一］ 駄(2救北毛） 狼オ皮取候 死馬尾嬰・1て王御厩へ迅之
,;q兄,11 0726)122 /416晩 ill内野［沼之久保］ 駄(1叔来毛） 狼二彼取似 厖耳・,j,」々 之辿取仕性飲

413夜 北野[1iiJ森］ 駄{2i及・茉毛） 狼二彼取候

享財HI0726)425 
4 20夜 又煎野［三本木谷地］

駄(2/&梨毛）
狼二被取候

駄(1栽w毛）
4 22 北野［砧森］ 駄(2成 i'..i渠毛） 狼二彼1r,.;欠

,;, 貨HI(J72G) 52 125夜 北野［中沢］ 駄(2淑梨毛） 狼4被）収似 右三疋之尾耳・）t別当手形 ； :c: 辿似
4.26孜 北野［相米林］ 母駄 （一・廿毛） 狼斗皮取候

耳(j呆110726) 5.12 5,6晩 又jff野［鬼越平］ 駄(I/,It w毛） 狼二被II'/.候

卒保JI(1726) 520 5.13夜 又躯野［下市川平］ 駄(l成 'Ir毛） 狼二被取候

存保II(I i26) 5.28 5 21夜 柑l',!ff["')の首） 駄{li,¥・w毛） 狼こ被取候

又爪野［池ノ •:::.:谷地］ 駄(2i:i. ,', 毛） 狼彼）収似

窄保II0726) 6.6 528晩 又前野[:?本谷地］ 駄(li茂 ff毛） 狼彼取餃 右之；釦,:戸ill代'i'iヨ'!/I粉IJ当手形取参記i取餃

木埼野［平im奏）協］ け駄(IO成/Jt毛） 狼こ披取似

享保110726) 6.9 木崎野["/(ヶ平］ 駄(l我脱毛） 狼二被取候

，｝伯HI0726) 615 
610晩 柑1勾野［一］ け駄(18栽）!li毛） 狼つよくかけられ 投生~I付候符共硲侯

311晩 相I'-)野［ときの沢］ N駄(3収.'.i.:IJ炉毛） 狼二被取餃

't-1兄11(1726) 6,25 又爪野［池堂谷地］ 駄(2伐 Tf毛） 狼二披取伐 五戸御代宜吟味之ヒ、野馬手形差越、受取骰似

卒1呆110726) 7.8 7.l晩 北野[-] 父馬(5骰栗毛） 狼二披取候 尾耳l!xl・＿、別当手形 ・迅餃

乎f兄11(1726)714 7,7夜 木的野［嘉祐内平］ 駄(2改 fl"毛粕毛） 狼こ被取fl癸 例野守手形取！’．米伏

卒1呆11(1726) 915 9,91娩． 又苅野["''1ヽ木谷地］ 駄(2伐楽毛） 狼こ披lit 五戸初代官吟味之上、野馬手形成受取餃

121晩 大1月!ff[中111) I}. 駄(4i,¥・','」毛） 狼こ披J収似

享保JG(1731),、17
1.22晩 火Ill!野［割石濱l 駄(3淡・訂毛） 狼二披取保

1281挽 大問野[.(,11― ...  , ) 駄(3哉梨毛） 狼二彼1収候 （・卒保16.219条にも記栽あ り）

2,5夜 嬰戸野［白砂木戸場之．ヒ］ 駄(2炊 ・W毛） 狼こ被![{侯 じ享保16.218条にも記故あ り）

,;q呆16(1731) 2.29 2,14夜 奥J7『H<うせん］ 駄(2放行屯） 狼北披）＂没

,;,: 仇'.160731) 2. Iiiり 2.11夜 奥戸野Lil¥円］ 駄(2i,¥:礼毛） 狼4被l!Y.I文

享保16(1731) 5.12 又亜野［鬼越沢） 駄(16/茂，サ毛） 狼才皮取餃 見分人迅見届柑途無之旨

享保16(1731) 6.218 1-i戸野［小介伏111珈ヶ平］
駄(1歳梨毛）

狼二披取餃 イ廻i仮戸1野某l狼flj悉寸似泣似ニiJ 狼){'(ii,,'/五戸こtiii(t・・仮故.;,・,: 々*II
駄 (li茂・楽毛）

,;, ヽ．保16(1731) 719 7.8晩 奥地］P 野［小奥戸川目深谷 f:J!IJ, (6栽 1鹿毛） 狼被懸 谷 地iI入落餃 御与力 滋?)見屈、相況艇之Hni取罰

,;』4呆160731)81 728夜 北野［さしちなど］ j:J:! 汰 (3i,~ 火毛） 狼才皮）収仮 厖耳取 I:ヽ．迫之

享保IG(I731)8.8 8,31支 北野［人盛（大守）］ 母駄(3紋・来毛） 狼二被JI~ 北野殊1条之1外・も狼記荒栽餃あ付り）、狼取両人 •1'1 ·) 沿骰餃 (·,;,:保
16.8.l -

ri-保160731) 9.1 820晩 有戸野［小介伏山］ 駄(2歳栗毛） 狼こ被J収保

卒保16(1731) 9.17 大fll)野［一］ g駄 (3,,~i'i"毛） 狼こ披取似

- 65- 22 



東北歴史t心物館研究紀娑16(2015. 3) 

88 

89 

90 
91 

92 

93 

94 

95 

％ 

97 

98 

99 
100 
101 

102 

103 

104 

享保16(1731) 11,27 

半保19(1734〉412

卒保190734) 413 

'i1呆19(1734)418 

享1呆19(1734) 123 

享保19(1734) 1227 

1;,.1呆20onsJ 86 

元文Z(1737JZ.17

元文2(1737) 2.18 

元文2(1737) 5.10 

元文2(1737) 5.11 

元文2(1737) 1126 

冗文3(1738) 2,10 

冗文4(1739) 8,20 

元文4(1739) 9,18 

rm: ブc;'.fc0741) 3.19 
)':i保3(1713) 321 

d'!c保30743)関42105 

；党保3(1743)閉45106 

107 ？党似30743) I月411 

；延r;:40747) 9.27 108 

109 

110 

111 

112 

113 

I延,;,:40747) 11,7 

1宝暦・元年0751)3岱

宝府元if'(1751)411

！宝肝沈年(1751)510 

I宝店ブじ年(1751)525 

I宝府2(1752) 7.8 114 

115 

116 

117 

118 

119 

i宝1仔30753) 2.10 

j ,;, 麻：l 07:i:l) :lW 

, j'屈'3(1753)4,37(27か）

I宜序3(1753) 521 

J'i-'. 研3(1753) 6,5 

）寂/1:';3(l7C.3) G.~ 120 

121 

122 

宝歴3(1753) 7,1 

）宝屈3(I 753) 7.5 

！宝暦3(1753) 7.17 123 

124 宝肝3(l753) 8,3 

，宝肘、3(1753) 818 125 

126 ；宝姪3(1753) 91 

'',j(屈 3(1753) 915 127 

l'i'. 屈3(1753) 921 128 

I'i::/:-'.'5 (1755) 38 129 

130 

13 

132 

I宝栖5(1755) 6.24 

3滑f5(1755) 7,5 

＇宝/ff5(1755) 7.23 

133 

134 

135 

l宝庶5(1755) 725 

i宜暦5(1755)116 

）宝庶60756) 310 

136 '・.j、'妍7(1757) G Piリ

23 

大1::1野Uli戸111]

大1閉野［加と石］

4.8孜 又守村［こわやち平］

4.8晩 木的野 [,•::;.JI―津］

411夜 亦"'・野［二小谷地］
11.14 大1:11野［かつと;i;J

12.11晩ヨ'I大Iii!野（口 (_rJしliD1-'l

723夜 奥P野［小県1-'沢］

1沿
大1叩j野（古沢］

奥戸庄H小奥戸］

129晩 奥戸野(-]

l晦晩 大fill野［一］

5.6 木9が野［・ト馬戎平］

426 奥戸ff[小奥戸沢）

11,15 ・ニ的野［おl-激平）

2.2 北野［中久喜］

相内野［届敷］

8.29夜 大間野[-)

3.13l友 又頂野［池ノ旗］

3.~ 夜 捉,-,野［糸1111/UJ

又巫野[-]

又前野[fill谷地］

4 27晩 住谷野［金くそ沢］

l'.'J1.1 1± 谷野［小l]n'f沢J

柑14.6孜 仕谷野[!II代］

9.17夜 北野［ときとう沢］

9,20孜 北野［おり場］

10. 晦 北野［赤石111]

3.22 三的野［狐柑()

4,5 ニじ野［八Pi柑領すかう
内］

A、鯰野［宮iiil勺平］
5,20 ニ9奇野［戸之秘］

6, 曲 北野［大行、（大守）〕

ー的野 ［北神山］

＝船野［栃iYil

又巫野〔梨子平）

5.18 相内野［北之沢］

6.1 木粕野[}'ィii;f'-J平）

又地］：lf[野［」こjf;Jil村池立谷

6.25 R谷野［北之沢］

72晩
仕谷野［金くそ沢］

tt谷'!'f[J±MM'l 

710夜 ニカ給）］野［いもう□（虫Ji![的
北野 （なしこたそ］

北野 ［大森］

北野［長めき］

北野（黒的ひたち場］

822 23 北野(-]

911 又韮野［下Ill村三木木谷
地］

98 北野［枇切竹かミ］

9.9 北野［掘切竹かミ］

又重野［池ノ淀谷地］

910 又地］犯野［下Ill村二木木谷

33夜 - ~!.; 野［しヽ もふ鮎l
6.19夜 二的野[[jj畑之平］

71孜 北野［横沼液頭］

719 9茂渡野［めん所ヶ平］

7.20孜 三的野［ゆかの平］

10,28孜 -. 鯰野［いもふ約］

2廊 三配汁'f[-J 

620孜 :It厚rn黄i召ilJ]
621夜 北野 ［長•:i1! 1 ]

6.17lk 北!'f[八／二·~玲！水沢11.J]

6.21夜 .:..:_,t野［狼穴］

621夜 ＝的野 ［中ノ ~ll

駄(li,'i'.W毛）
狼二披取似

駄(2成 w毛）

阻駄(7伐鹿毛） 狼二被取候 卯野，，印柑見届、懸相述断

iヽ！駄 (10戟~ 鹿毛） 狼こ（被取飲脱力）

胆汰(Si汲 ，り毛） 狼cj皮irtfr,'.: 兄1,,;熱朴1辿

母駄(36il・i'i毛） 狼二彼取仮~

父(4祓 ・竹毛） 狼二1皮1rl致死馬候

駄(21&./鹿毛） 狛こ彼）収 死`馬二柑成伏 見），計II泣概之付、届堤耳1収置候

駒(2救・紫毛）
狼二被取保

l:J駄(22.f.・1り毛）

I吐駄(21栽百毛） 狼ニ ~.l:)fi候

駒(1歳染毛）

CJ駄 (20栽果毛） 狼二破取、死馬致保 (・, じ文2.511条にも同記戟あり）

駄(2栽庇毛） 狼二被取候

駄(2成，If炉毛） 狼二被取伏

駒(2伐・栗毛） 狼彼喰落餃

駄(I伐甜毛） 狼こ被取候

父馬(5祓 'i'f毛） 狼こ被慈手l'! 早速野取いたし1炉治 ljJ付1,~w共、段々弱り ，落侯

母駄(9成 栗毛） 狼般取候

駄(2叔．，り毛） 狼二被取治餃

~, 駄(11i反凍毛）

け駄(12歳行毛）
狼ヰ皮取、死馬，：111成仮 瀧澤H預、右面iE狼こ被取

母駄(15歳・Tr毛）
款(3我牝毛） 狼二被取、死馬斗11威候

似駄(13ら文 ・来毛） 狼二被取似

駒 (2歳・脱毛） 狼こ敗取fi,

駒 (J歳・架毛）
狼ォ被取餃 御代']'(T役 ；) iti越辿遂吟味似店、f熊末l,,l,l:泣•項仮）l付越、l仮et¥耳取」：餌

駄(I歳栗毛） 野馬井切!!;J)f れ）手形御代'1

駒 (I歳 IJt毛）
狼二被取候

駄(I袂・)J炉毛）

1吐駄(9歳・染毛） 狼こ被収、死馬相威餃 末見分~J二人而q幻,付野、馬無）；llllj当迩へこ付滋為似取ii揖、御野守ヨリ手形lf:(土，、

i氾•駄 (JO歳・栗毛） 狼；彼喰、死馬相I必餃 下巾来役 見屈迅之、相近無之段野l□i,U代官ヨ＇）以利状訴

駄(2成 Iii!毛） 狼と彼取落候 下役 見／品 、 無~11遠候付、 尾耳相改穀

駒 (2歳・栗毛） 狼二披喰死馬成lie 下役 為見届保之虚、死馬綱オII迩1±1

ii駄(14>梵栗毛） 狼1杖喰死馬柑），Ji: 粂兄分にJも、品ii'i戟之あ為り兄）,,,;、熊*l li'1.c付耳/.~取上飲("i、'.lt'i2.7.10

駒 (2歳凍毛） 狼披取死馬相成舷、

i吐駄(n;li.im毛） 別i二litlll'.みE.1.t-1111戊仇危 ・入ド手役形之計米わ訊遂・宝吟lff-味3候.3之.17処条、に死も！財記翫載柑あ迩り二付）、ilJ野馬肝

駄(IO歳・紫毛） 狼被取死.!!;候 ＂父指氾為見 l,t激処相迎無之
駄(2歳黒廊毛） 狼二被喰落候 見分御馬柑 廷 沿吟味fjl保処、死馬熊柑迎¥'i'fjl出候

-'~J (2ら没 白i,3§) 狼彼J収浴歓 約兄,,,;似処細オII泣、屈耳 ('泣泌脱力〉仮

駒(2救 w毛） 狼二彼J収落保

駒(I歳 ・猟毛｝ 狼被喰洛伐 為遂見分候処、相泣艇之

駄(lilt.・1鹿毛）
狼二被喰落伏 見分Aii'i:為見111:飲処、りし馬h叶lliic候

駄(Ii茂・脱毛）

け駄(16歳脱毛） 狼こ被l賢格保 為見届候処、クピ馬楓・序II泣

駄(2歳製毛） 5良二1皮11/HE!.!;,lllv文が文 下役見分,1,付、狛迅飲処、死！ふ柑迩無之

駄(13裁 l'i毛） 狼被喰候

駄(I栽楽毛） 狼被喰候 兄分下役IJlj.J'Z)見屈餃之処、死馬相述無之

位駄(15歳廂毛） 狼被喰死，I.じ侯
駒 (1成・栄毛）

毛駄（一・栗）
狼二被喰死馬こ相成·~ 兄分人指追シ為兄届候処、t11速無之

駄(- 栗毛）

駄(-栗毛）

位駄(16歳・w毛）
狼二被取落候 兄分下役為兄屈保処こ相速無之保

駄(Jり'.I: ,', 毛）

駒 (1i,'t栗毛）

駄(1成栗毛）

駁(1成 Ti毛） 狼二被取 右匹疋狼浪）艮死叫II泣熊之段往9代1ぽ ＇に由行出妖

屈駄(16栽 l'f毛）

/:J駄 (29淑・IJ¥::毛） 狼二被喰死!.!All成似 比分人指越似所、ill迎無之

駒 (2iK.梨毛） 狼二披喰死），炉柑J/J.候 兄分人差越沿兄屈仮1起、死馬相述姐之

駄(2歳楽毛） 狼こ被喰死）•関I I成1戻 為見分下役迎越偽見1;,;候出、死馬相追無之
駒 (I戒，栗毛） 狼4被喰沼候 為見li1i候処、死馬柑迩紐之
栂駄(5歳・距毛）

狼ォ被喰沿飲 見分人腔越為兄届朴l迩無之旨
肋OiX 米毛）

駄(1/茂水存毛） 狼殷lit落飲 例之辿見分人下役 差磁遂吟味伐総、死馬t11迩鉦之

母駄(16,;文，北毛） 狼：被吠死馬相成候 見分人溢越Z)遂吟味餃処、無柑迎保付、1名耳Jl'(I:苑i1'l
候

駄(16歳凍毛） 狼二被取候

駐(131戊粕毛） 狼二被取候

駄(3成・火毛） 狼こ披取仮 狼斗皮取りし、1.!j:111成仮こ付、御野守肝入手形11;:上似

駒 (1i&・来毛） 狼こ11.l:lr{保

駒(I歳 栗毛） 狼被取飲
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大1:u野［蛇油山沢'.l.'J
Is駄 (8成 ,'i毛）
駄(Ii,,w毛）

ニ鯰野［馬浪］ 駒(I敬・柴モ）

奥戸野 ［狼11;() N駄(4代行毛）

_._鮎l'J-[砂子濱約J 駒(Iiふ来毛｝
奥戸野 ［折1l1] 駄(I成打毛）

奥Pn[i'l粒lfl] 駒(2成 w毛）
』じ里f[J¥J i/詞仔iオヽI討11」] 母駄(16i,t・梨毛）

0. 谷野［川("¥'.服〕
駒(1歳・lfu毛）
駒(Ii』'x.IJ¥(毛）

住谷野［住谷こFl 駄(5/た黒庇毛）

化谷野［限］ 駒(2歳行毛）
住谷野rn,谷平］ 駒(I歳鹿毛）

大間野［勘十郎沢］ 駒(2伐・w毛）
仕谷野[),!.沢］ 駄(H父・lit毛）

駒(l炊・脱毛）

相内野[-) 駒(I欣 IJ¥l毛）
駄(I栽行毛）

祖内野［屋鋪l 駄(1伐脱毛）

紙浪野［染木沢］ 駈w奴・沈毛）
Ill内野[-] 父毛）（駒か）馬(2歳凍

奥戸野［一］
朕(l代・脱毛）

駄o;,¥ 1°r毛）
三的野［一］ 駄(21歳・梨毛）

ニ飴野[-] -(2i,'i. -~, 毛）
大1閉野［狼沢］ -(1敬此毛）

奥P野［一］ 駒(1歳染毛）

其｝コ野［和ノYf) 駄(1成・東毛）

奥戸野[1'1砂泊之_I:] 駄(1歳栗毛）

奥戸好［小奥Pノ沢Ill 駄(!ii¥', り毛）

奥戸野［首恙:fi□（虫柑）］ 駄（］成 ・,'/毛）
大m1野[ff)名］ 駒 (1 成 '~i毛）

大1月野［地浦村前加］ 駄(2哉・w毛）
大1::i野 其庁野[-)

"'I.WI・［八戸1!1,.lll,方外］ 1:J駄(!Si.¥.;¥: 毛）

北野［外1'1敷1LJ] -(17伐 i'f毛）

大1::i野［紐留沢） 駄or;茂 1'/毛）

大1m野［寺屈吸谷地］ 駄 (I,;~ ・w毛）
奥戸野［佐井村平田平］ 駒(1歳・W毛）
奥戸野［材水谷地］ 胸 (Ii,I.. ・）化毛）

奥戸野［七郎たへ］ ,;ui; 茂・w毛）
奥戸野［相ノ野］ 駄(Ji,茂 Yi毛）
大l::J野［た り水沢］ 駄(I欣．．双毛）

柑内野［長いも］ 駒(l放 '/,毛）

又叩り『［浄法s,m,uJ ！汰(Ji、¥ ,', 毛）

相内野［一］ 駒(I成・阻廊毛）

tll内野［長しヽ も］ 駄(1i,'!. . 鹿毛）

ざ:•~野［すくろ久保） 助 (1i,¥栗毛）

＝幼野［すくろ久保） 駒(2栽・屎毛）

北野［あふう畑ヶ］ 均(li,x火毛）

北野［符1£l ．駒(Zi茂栗毛）

北野［はろひ沢） 駄 (2淑 • 水w毛）

北野［大森］ 駄(22歳・廂毛）

ニ虻i野［めつら） 駄(2沢栗毛）
＝紀此'J-[J,';jヶ平） 駄03決・Ifじ毛）
北野［笹花］ 駄 (18 枚~ 菜毛）

北野［凡濱］ 駄(2成栗毛）

北野［牛ころひ］ 駄(19,戊凍毛）

仕谷野[-] 駒(11茂fj-毛）

才111勺1'f[~ ヒノ沢］ 駒(Ii,¥,'i毛）

相内野［屈敷Kill.] 駒(Ii茂 i'/毛）

北野[i叫!ill 駒(2成 1勺楽毛）

北野[H',鮒l 駄Wit没毛）
北肝[¥TI子ノ平］ 駐(2成渠毛）

北野［桑灼I] 9人(2i,¥.I勺来毛）

北野［窃しつ］ 駄(2歳梨毛）

三的野［中之沢］ 駄(1/1,_・梨毛）

ニし）蛇］野［きとうし （きとふ 駒(lii反梨毛）

三9り野(-] (!_I廷9疋程〉

御野島を喰う狼、狼を甜殺する狼取

狼敗）収り葵

狼被喰死馬

狼被収死馬 杓見I品候店、艇相近之

狼項被喰飲故 t11;.", 似1'.,'共、骸ゴ面没見当不q,
狼披取死馬ヰII迩無之
狼彼J収死馬柑迎無之

狼披喰死馬

狼斗皮取死馬相成伐 1)見,;,:餃之／品無ill近

狼二1皮取裕候 伽代官ヨ ＇］手形、 M:'ヲ以取 lニ

狼斗皮取死．！財11成保
狼二被取死馬斗IJ成候 Z-1見屈候店、柑迎無之

狼二被取1冶飲 あ比1,,1似処、死、u;;,11泣無之

狼彼取落候 遂吟味候処、柑迩無御座飲

狼散取落餃 為見屈保氏、死馬相泣無之

狼二披1即＇合似 吟味之処、り邸；tll近無之

狼ゴ皮懸 死馬柑成保 跡相成足候筋之上狼二被懸 御野取燎治イJ:梵生1ヽ叶 死懇

狼こ彼取ク臥馬こ111成候
遂吟味候処、柑迎無之

狼二披喰泊餃 約見lil,餃処、死!も相迩無之
狼数ヶ所懸られ 狼こ被辿立、怪我茂,,r之后‘

狼二彼Jf:(餃 /llfi一之所・狼二彼取飲

ぷに彼LL又 屁喰散．爪先r.rn之
狼c1皮取 屍散足ー・・本布之

狼被取 尻喰Jr'(頭~ ,有之

狼二彼JI又 屁不残喰散似

狼二彼取 尻不残喰散餃

狼こ被取喰散 ．伍ノ手：）f yJiノi'tflt朴1残候
狼二被取 屍喰散、rn筒共無之、両耳島髯計中11残候

以駄之当成外狼駄荒、二．•栽当数年拾駒疋ご被成J収名.Lj.Jjjピ癸オII残炭n潤座候、併駄jf

狼被取、 ?t!!Alli/x.l癸 例之辿兄分人i迅、為見,,,:無相泣1:-c
狼二被取―クt.lけIii戊飲 ｝も分人差滋、為見/i{jfl氾処、死馬無杓1辿

狼彼取餃
沿凡），Ji保処、死馬相違無之、尻Jl'lf.ll!!!例之通始末1れ：]¥飲

狼枯取K
狼ォ被取rE保

見届相迩艇之．屍取H:廻 ．馬手Jfi2'.:llit笑
狼被J収死餃

狼二破l(l(:YE.'.~ 見1川候1位死馬無相迅

狼彼取死馬打l迎熊之 屁取仕魁 例之逍死馬手形差出保

狼二被取落候 女上狼保壱疋 前杓之死馬沿如染ti:懸餃之ぷ｀去）RN八IHI/

狼二被取、死，し！汎Iii皮仮 あ兄1,,:仮比と、艇ill此fr~l米仮

狼二被態 ，m,, 湘1成似 附染守為致餃得共不柑1>1死馬111成候

狼被ltX裕候 グ｝見l,l,候処、死約オII辿・皿之

狼披Uf(,EJ!;柑成 尾品載耳あ不残り）喰散、前左足，汁在之候(・:t:lif1210.15条にも

狼被喰死馬オIll戊 狼数疋とオIIJ;し得、 t女々喰散、耳1,1,縄之

狼被喰死馬 例之辿始末致Jft{l:l!'!似

狼二被Iii(死，罰オII成候 喰ちらし片耳1-r;r.1・イぶと

狼披喰死馬相1友餃

狼二披喰死馬相成 両耳被lift、尾計布之
狼二散喰死1材II成 骸計布之fl.I
a』i二1皮貯tりE!.!AII;必 右耳）名，：Hi之tlt

狼二彼喰死．！只U成 耳り/）ti共；被喰散、足計布之餃（・りl'!ll34!4条にも記栽あ

碩l租支吋［みじ．馬朴IJ戎： 右耳）t計布之
狼被喰洛候 為見I甜l氾処、死，！！雑計11近

狼被取死l!AII成

狼披取死馬相成'"

狼披取死，馬 1)見分下役 差沿候処、死馬オIiiむ艇之

狼二披喰クヒ馬朴1成 頭1:/bat-:{J・之

片耳J~..tィ］之
狼披喰 片耳l,l;計布之候

狼被喰 牧散シ尾耳・無之、足計右之候

狼披'fi.i癸 為見1川飲処、相迎韮之("19]和4.9.21粂にも記祉あり）

狼主咄荒'!入懸・i雑死座，!候!¥九疋程布之` ぐ安政25,23条にもfol様の記載あり）

279疋が喰い殺された。 これは数正を2疋としてIii:¥)し、ケガ4疋 (4件）と数十疋 (:i:I仔9822)と死馬9疋（安政27.3)は含めなかった。

内訳① 北から大間野41 疋・奥戸野48疋 • 有）ゴ野16疋 ・木的野18疋 ．又重野4liE・オl」内野21;1: ・ 住谷野16il: ・北野47疋 ・三II命野30正。
内訳② 駄126疋 (1歳 81疋、 2歳 38疋、 3歳S;E)、iJ駄68疋 (4-36歳） 、駒 57疋 (1 歳 37疋 · 2歳20 疋） 、 父.I.!~12疋、不明 16疋。
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表3 狼の捕獲記録 出典、盛岡沿「月j人）形雑'¥If」
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lJ 
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18 
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J91-

2
6
2
7

お

29

30 

3
1
3
2
3
3
3
4
3
5
3
6
 

37 

38 

39 

40 

41 

記録年 （西烙・・））111 場1祈［代官所］ ),,；村、捕身従分名（名I面） (「 JIA抽J批は状表況，，じ辿り） 狼り数Ii乳 術考（「 」内は表品通り）

宝永7(1710)11/1 島見 （金Ill—甚 l郎） 「討上候」 l疋 ,;u,300文をj,Jij.

•;,:1依 3(1718) 2/15 「去年中脊t」；ル」 2疋 語島や狼を討上げる

卒保30718) 7/6 ［三戸）仕谷野 「おつそ嘩j留餃」 l疋 「カ11例御炎美相i度保様」 (7月1213粂にも記戟あり）

'/1呆3(171$) f¥'cj 10/22 小野新六場所 「見当，肘上餃」 l疋 「社Pit,飢ニイL餃!if<御虎部/,1江氾之」

亨保30718) 12/10 
［五i-•J 給人 (J:祓十左紺l"I)

「討上之」
1疋

狼品牧をあ「御り屈~ ,>;!,屁へ辿ス」 ・「家名）Iiぷi;'}・」12月!!I,条に1.. Jf般

享保3(1718) 12/11 「討上保」 痰癸金2歩を付サ・

［五戸］木的野 給人（中市長兵祝i) 「討絣伐」 l疋 狼記依をあ「i剛り内部尻へ造ス」 ・「啄老席雑科．」12月IHI条に同様

亨保30718) 12/14 
［五戸］又If•:l形末 給人(II時八左面l"D 「餃狼J討彼仰付候処・・討留 l疋 狼記戟をあ「句り應f.1,/i,泣沿之」 ・「家老席雑科」12月1717条に同様

,;,: 保30718) 12/24 ［．芥戸）又苅l't末 給人(.()谷部弥右衛l"J) 「；；寸留候」 1疋 狼記載をあ「御り枇部射へ沿之」・ 「琢老席雑：｛日 12月24n条に同様

末［五、戸七H飴村II内り!j・ 又斤：野 給人rn防八左面1'1) 男l疋

村['l.,P]木範ff'末、百石 ＇ 
lf.f呆30718) 12/25 給人 (,i,,1;杖兵衛） 「討貿飲J 男l疋 狼を「i雑粉部1¥へ近ス」 (12月20,211」1姐ifi獲）

村［五戸］ 又煎野木、五戸
I 

給人 （島谷部弥右衛門） 女］疋

享保30718) 12/26 [Ji Jー•l 木鯰野 、 柑坂村 給人 （エ蘇ーl-:/iltil'1) 「討留」 女l疋 狼を 「1剛内部届へ氾ス」

,;,i兄4(1719) 1/17 [Ji戸］又巫野、米lH村 給人 （米LIi友右而I"]) 「討留候」 J; ビ 狛品札をあ「御りI匁部崖へ近之」・「家老m:雑杓」1月JRII条に同様

享保10719) 3/11 ［五戸］七的かJ 給人(Rill八左衛I'り） 1疋 狼を 「11P既名l湛切•込ス」

令/.f\1~(1719) 11/21 ［五戸］木船野 給人(II時八左位il"J) 「討留餃」 り）】疋 (l]月1911暁捕批）

y.f:j¥4 (1719) 11/22 ［五戸］五）ゴ村 給人(.!'¥谷部弥右衛/"I) 「討W/fr;;J lit 

/j>:f:;¥4 0719) 12/17 (Ii戸］木鯰野近所 給人（米Ill友右衛門） 「討上保」 男1疋 「右狼l1P賄n紅栢ヶi/'i」(12月13n捕痰）
・,;,: 保40719) 12/19 ［三戸HH内野近所 給人（中市長兵W1) 「討稲餃」 男liE 「右狼叫雑賄 へりJ逹狛ヶiii」02月16日hli,!!cl

亨1呆8(I 723) 8/20 l! 「り右所狼ヨ,・1リ,皮沿,,り,’忍々代,f」J:.i•, 楳 ,iii例之辿御餃入餌代銭七l'i文1雑
［三戸］朴1内野 相内野、別当 「おつそこrfri取上保」 女l疋

「・・狼・l)之i剖皮餃・美・jj仰p腑代へ物柑七渡百ス文、・痢1皮ハ下頭之二」虫1寸餃Iiり、先述而捨餃由'll兄80723) 8/25 

享保80723) 10/13 (<I• 序nJr六） f見当り候；付、討.I・飲」 1疋 狼を「粧笥渥心8之」

享保9(1724) 4/25 （二戸） ）げ計j(助五郎） 「取 1:1~,」 子6疋 「御賄所；l狼皮六枚柑逹餃」(4)1221:ltili痰）

亨保90724) 1114/12 
［福岡）

而．ヒ村 （甚右約l"ll
「取」：候」

子5疋 「狼之皮五枚相汽餃由、 fj叫j中訴之」（閃4JJ91Hli狐）

'i保90 724) F.'J 4121 日姓 （子6疋） 代Ifが!.',・)この!(1fJIを,;5;,,'J(先り'itrfljも）

淳保90724) Iり14122 （福岡］ 女鹿村m-1・mn 「取上候」 大Ii£ 「狼｝支御1mirrヘ柑j登候JOl¥11月20□ltll批）
享1呆9(1724)関4/24 （輻fN.JJ 大策村 （；原助） 「取上候」 子・6疋 「狼皮潤Jりiiliへ十ll遠候J( l~J4 月 21 El抽ili'l

野1口村、弧師（兵四郎） 「鉄抱涌iiH留候」 大1疋

二升石け、百姓（新五郎）「ふすへ殺候」 子6/E

「中狼立数候祁毅合布拾之四候頭1月・．・洞皮夜~- i災l\l肘銭j所沿へ餃銘成す I々I 拌述飲候」 団衷•知ヽJrfirj卒保90721) r,']1/突 [fflll] ([t晶1/1.J?]) ブti'iH 、 t'ii'l•(ブ5:/5 /r/il"J) 「イ,t,,J断」 ＜ふすへ殺） 子3疋

野田村、百姓（オ三郎） 「右r,;11祈」 （ふすへ殺） 子liE

三鯰、野守（又十郎） 「鉄抱二而討留伐」 大3疋

享侶9(1724〉5/13 ［五戸］ 竺沢村、百姓（新九郎） 「留上保」 了5疋 狼を「i剛賄所；I苦上候」

,;,:i呆9072/4) 5/19 ［三）—i]
Ill代H.又木（長FJJ)

「取上候」 ＇子・.f ・2li疋l.' 「皮二仕.1雑賄所江指上保」
l~'内村 （又五郎）

享保9(1724) 6/ll ［福岡］ 女／凡村 （彦・じ） 「留上候」 子1疋 「皮 きば共二社JJ!fiili江差上飲」

柑1l11J(長助） 子l疋

't保90724〉6/18 [lf.H,1!] m111tす（りIJ+mn 「fl/」・.候」 子1疋 「皮・き1:共社雌M
小Jl!社村 （与七郎） "f-1疋

享保9(1721) 710 
水喰('}村（左京助）

「取上候」 女男11 疋疋 「皮さぱ共二i雑J!liifr,t差」 •候」
［じ戸］ 有戸野、別当 （兵部）

享保9(1724) 7 /18 
［野Ill]わかけ穴 三的野、野・守（又十郎） 「取候」 子liE

［野Ill] 野田村（文助） 「鉄咆二i面討留候」 男1疋

:r,q呆90 724) 9/21 ［三戸］ 純沼村、奴木（作十郎） 「紺上保」 男1iE 狼を「潤賄11は姜J:.候」

享保90724) 10/3 
['l'J・nl]伽野 鮎門）浜村、 ~i(師 （四郎左j!;j 「御野之内哺砕'/候」 女liE

狼を「餌賄所iI差上候」
［福岡］ 下斗・米村（久左位jf"j) 「留J_・・仮」 母l疋

!f.f呆90724) 10/18 ［福岡］ （庄五郎） 「留J:候」 男liE 「皮・きは共ゴ雑賄所へ差J.:候」
!j:f呆9(1724) l 0121 野辺地 「留上候」 男Ii!: 狼を「カllf列柑賄所へ指出」

c,nりt1(:/5)i; リ））） 汝 l)E
享保90724) 11/22 ［野Ill] 元郎）（鬼力 ）祐水村 （惣次 「留」:i交」 男1疋

「皮御則j所差t似」

,;,1れ,9(1724) 12/13 ［野IJJ)
猟師

「討留餃」
1I 3疋 ;i「皮;被餌―F肌餃i所」ゑ差上候 i雑野別当又十郎討岱候狼之iiP裟美ハ

三的野．別当 ｛又十郎） 1疋

衛(f）f Ill村力）Jii¥師（勘兵 ~ 男2疋
~ 女l疋

]叶呆11(I 72G) 1/25 (『till) ;之__i丞~） 石村('j</$村力、 ii'1「f/lJ:代」 男l疋 「皮五枚社叫iilr江必 I:餃」

*九郎部）村（戸糧li村力、権 男l疋

立保11(17,6) I/晦 [Ji戸］ 折戊村 （又兵衛） 「留上」 男!)[ 狼を「御賄所i[指述i文」

卒保II(1726) 2/7 ［福岡］ 白，f¥村（茂衛f"I) 「留」こ」 男1疋 狼を「11111m所へ差上」

~!-1呆 1 1 (1726) 2/10 ［野111] 町'ID村、 jiili!i(む之丞） 「留」」 女1疋 「皮御l~iiiiul行越候」

25 -62-
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,;』：i呆IIO 726) 317 

牙保110726) 3/9 

享保II{Jn6) 4/17 

・サ汎保11(172(,) 4/21 

4芦仇Hl (1726)4/22 

,;,:tが、II(1726) 5/9 

:,;, 保11(1726) 5/12 

享保110726) ~/ ! 7 

!ll!t1 l l O 726〉5125

芽i呆11(1726) 5/28 

序保11(li26)6/16 

互!!,¥¥JI(1726)G/!8 

!}:f呆JI(1726) 7 /5 

~;,:1兄 II (I 726) 7 /10 

享保110 726) 9/7 

:i;q呆11(1726) 9/15 

r,qr 11 <1126) 1011 

,;,1呆11(1726) 12/2 

辛保110726) 12122 

苔［仇'.16(1731) 513 

半保16(1731) 6/4 

亨保160731) G/10 

享保160731) G/11 

,;,:1呆160731) 6/21 

享保160731) 7/5 

•;,:1妹 1 0(1731) 7/20 

サ叶呆16(1731) 9/29 

'l-1呆190734) 3/9 

sj!:j呆19(1734) 10/16 

耳!j呆190734) 12/3 

'/1呆190734) 12/6 

享保19(1734) 12/11 

2l1呆20(I 735) 2/29 

享保20(1735) 3/20 

享保20(1735) Iり3/12

,;,: 保20(1735) 11/17 

享保200735) 12/20 

元文2(1737) 3/1 

元文2(1737) 3120 

元文2(I 737) 3/27 

冗文2(1737) 6/25 

元文2(1737) 7/6 

元文2(1737) 8/22 

元文2(1737) 9/20 

元文2(1737) 11Jll/10 

元文2(1737) 12/17 

元文3(1738) 215 

元文3(1738) 2/21 

元文3(1738〉9/14

元文4(1739) 1/6 

元文1(1739) 3/5 

元文4(1739) 5/11 

元文4(17'.19) 8/25 

［野IIJ〕

［福岡］

［野出］

［野田J

［福岡］

［野III)

［福岡］

［野Jill

［五戸］

［福岡］

［引）ゴ］

[UI名部］

［ご戸］

([[I名部］

［五戸］

［三戸］

［五戸］

［五戸］

［五戸］

［万戸］

［五戸］

［五炉］

［五戸］

[f直 I)

［五戸］

［野Ill]

［野Ill)

['l'J・IIJ]北野

［野IT!]

［五戸］

［野田］

［抒□I]
［五戸］

［野Bl]

[,tril] 

[ftHI) 

[!l'fffi] 

［野Bl〕

［野llJ]

［庄fnl]

［野l叩

［野IJil

［五）ー;J

[tJ・LII] 

[rf-lJI] 

［野81]

［沢内］

［野1I1〕

［野ITIJ

［野Ill]

［野HJ)

［野田］

[JJ,JJI] 

［五戸）

[f}HJ] 

字部村、狼取力 (i,'/之丞）

野Ill村、猟師（又助）

茂・村 （＜応とlit)

白島村 （二六）

吐Illl村"・l兵五、弧）郎師（又平堕 庄
二左衛郎 四郎 ・ :::.Jll; 

兵野四IU郎村）、猟師（拙兵衛

外山村 （喜左面f"J)

請代村（左衛l"J五郎）

}-)館付、百姓（孫六）

平野田・与村平、次,~・r.iti右(麻W助助） 六

RfiM寸、 ，,・,1生(t系ブ、ー）

百姓（又次衛門）

狼取(if/之丞）

狼取（消c,';)

I叫）！村 （久作）

狼取(if,-之丞）

狼取(iN古）

百姓

狼取（梢之丞）

狼取（がi之丞）

百姓（太郎介）

百姓

油老川村（原助）

狼取（沿吉）

•j'i,B+i (;{j j\'i t"JJ,P.~) 

~-: 含6H(tci~il"HiU~) 

,f!ll又(ii"i'>片）

狼取(iiり,'f)
狼取(ii'i之丞）

狼lfX(i,'1, と丞）

狼取(ii'I之丞）

字部村 （惣右衛l"l)

狼取（祁吉）

字部村（惣右衛門）

'j-'.i',I, 村 （惣右衛1•1)

狼取(ii',-吉）

濱沿水村(!±之助）

字部村 （惣右i約l'l)

濱!i'潔村 (1:1:之助）

・;・ 部村 （惣右約lり）

芍,r,,村（惣冴ゴll'il門）

狼llUii井之丞）

狼取(ii,之丞）

狼取 (f,'/之丞）

狼収(iii之丞）

狼取 (~り吉）

狼取（祐之丞）

狼取(ii'i之丞）

狼取（泊之丞）

狛低村 （彦右衛1門）

狼取WI之丞）

狼取<ii'i之丞）

狼取<m之丞）

狼）収(i;'/之丞）

·j祁町 (l•J三郎）

ォ,1;じ川f(I灼：i欠r撃）
野Ill村（右柑il"I三郎）

狼取(h'i十郎）

狼取（沿之丞）

御野馬を喰う狼、狼を切殺する狼取

l疋 「丞｝とiIllll朴Il荘!fJ必可lIfl指哉越」候 旅能代、深代11・・11百八拾文宛、沿之

ぼ吐．」
女女11 疋疋 「IJ/.iijH(J所,r.1行越餃」

「留上」 女l疋 狼を「御tt!ii祈へ硲追候」

「留上」 男女23][ 疋 ． 「/J,:五枚御flfiifrへ差越候」

「討上」 男:1,t 「皮弐枚指1/tilll賄所へ」

「WI上」 子4疋 狼を「i!Ol!fJ所へ差近候」

「¥;1_r.」 男1疋 狼を「御賄所，ェ差越飲J

「狩上」 子5疋 狼を「御賄所迂指l:J文」

疋「狼留巣飲他」、け子ともに六 母—f-6疋 「皮六枚御賄~i,-,芯上候」

「段々 貿」．．」 子23疋 狼を「御賄所へ差出飲」

「取上」
子4疋

狼を「御賄祈江染越候」
＇ 子3疋

「段々 取上餃」 子15疋 「御賄i祈，'菜迫候 御褒美如例柑渡候」

「留上」 7il 「皮卸賄iJiへ差越保」

「取上」
女IJE 

「皮御lりiii紅差越」
|こf2疋

ぼIU 男女2疋 狼を「i詞Ufi所£渋迅飲」

「取 I・.候」 5疋

「五｝叶月百姓留」 4疋 「111り枚御l附所へ差越依・御痰美御定H之通相渡保J

「取J:」 男2疋 狛を「叩fj所へ追餃」

「取」．．」 女］疋 「皮御lffl所へ森沿候」

「留上侯」 父I!E 「皮~ ,御賄所へ来 例之通痰又潤,cr:i之j岬l渡保」

「留上」 男1疋 「皮illl!fifli江淫」北候」

「留」：J 子・4il: 之「皮」四枚1lll侑所へili伐 紺M紀雑定 I~之通切役銭を以相疫

「留上」 男女2疋 「皮弐枚御）桁i祈，J.差」； 印灰美社0定日之通柑渡鉄」

「取J:クし」
1子5疋

「皮七枚御Pii所,I指上1riU
子2疋

「留上候」 男女2 疋
Ii[ 
相「皮渡三候枚」御賄所へ指上飲.ill灰美i棚追1:l之迎卯役銭之内二而

「取J.:.」 女liE 「皮牙ハl!fj所江必上侯」

「討倍」 女l疋 「皮を枚卸1桁所へ恙上候」

「'ii(上桜」 男久Ziピ 「皮師I!り所匹,:<上飲」

「討上保」 男女2疋 ヽ
4疋 「皮六枚卸ltfj所iI差Ill伐」

「留 L候J 男l疋

「fllJ:保」 男女2疋 「／支牙共ci/llUH所へ指」こ、1雑餃美御定MノMi柑註保J

「WI.I:」 男女7疋 「皮七枚御Jijj所江指上紋」

f猾上」 6疋 狼を「御1桁所叶印出f戻」

「留J.:.」 I疋 狼を「御賄所へ指上餃」

「留上」 男1疋 「皮一枚御l~i所へ差—L候」

「留上」 男女2疋 「皮i'llllfi所江指上候」

「Wt上候」 男1疋 「皮壱枚御）即i所江 指/1¥候」

「lOC.l」 女l疋 狼を「御胎所へ迅KJ

「留上」 男女 l 疋 ． 
5i[ 「皮御賄iliu苑越候」

「WIJ.:.」 男女22 1疋じ 「皮IL4枚卸lffi祈へ；代仮」

「f汁上」 女男22 疋JE ・ 「皮11!1枚潤l!(J所江指越飲」(3/.JI II条の狼か）

「取上」 女2疋 「皮弐枚御賄祈函店L候」

「f//J.:仮」 女3疋 「皮三枚御）!fJilr;r指越仮J

「留上」 男女2疋 「皮牙共こ御UH所江1行出餃」

「WIJ:.候」 女1疋 「皮ハ賄所.iI粒造飲」

「留 I・保」 男女31疋疋 ． 「/Ji.卸ifji!i,T.笈 lこ餃」

rf,U」 拐女n4 疋E ． 「皮拾壱枚例之通illlltf1所注出飲」

「討留保」 l疋 様「右--御-せ餃を又い之辿必シ'"ニ而来来仮保付付、潤・ ・・ン・— i'.-i1n1 之之辿1!(1切I洞手役銭i之反il内'i」ゴ阻II設似

女3疋 「ri.ハ例之通憫賄所江泣上餃」

「留上候」 男女 l 疋 ． 
2疋 「皮＝枚御1即j所へ差上候」

「留」：」 女l疋 「皮一枚御賄所差 t飲」

ぼLI」 女男1 疋 ． 
3疋 「／如四枚切財ii柘n:弟上保」

「留上」 女l疋 「皮切P.f,ifr汀泊似J

「WI」；餃」 女2i[ 「皮弐枚切Jlljlli汀追之」

「WIJ.:.保」 男l疋 「皮面,m所iI造之」
「WI」」 女2疋 「皮弐枚 御l!Hfli江殆上候」
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［野III]

[IR名：¥];] 

［五戸］

［野Ill]

［野Ill]

Lti.0) 

[Jflll) 

［野!TI]

[f/・lll) 

［五戸］

［五戸］

［五戸］

［野Ill)-崎野、立見

［野山］

(tf ll il サ；~Hす

［三）'i]1l谷野

［七戸］

［七戸］

［七戸］妖液野

［七｝サイ·u~·rt

［三戸Jill内野

巨戸］柑内野

［野田］北野

御'ff

[Ji戸］木鮒野

［三1-•J ご．又村

［五戸］木船野

地［野IIJ]宇部村、新山谷

沢［三戸]ti'谷I'/-校、,'!;ケ

付［三戸HE谷『f、下呆iii

地［野1丑）宇部村、越1l1谷

出戸村

大沢

川［野柘I□)二＇が野沿、 宇部

i［l野lIBJ三9分野硲、じ、内

［田名祁）大l悶野、石fl,

派（野）Ill) 1i;1村山（三的野

[fflll] J.f!$/Hf,)ul1 

(fflll]北野

[Ill名7;~] 大i:m

[Ill名部］新町．百性家

[I、II名部］新町 金`尻林

[Ill名部］奥戸野 折`山

[Ill名部］

恨[Ill名部］一KL閉野）災、山

［野田］三負!;)'f

村[『'+fl±/rilll]谷三地9分野萩、宇部

［野田］三船野

[Ill名部］大1間野

[Ill名部］大i::1野、長坂

狼J(v.(i,'i之丞）

狼取（沿之丞）

狼取（清十郎）

狼取（消之水）

狼取（消之丞）

狼取(i加',)

lfflIIH (次郎五郎）

狼取Wi之丞）

狼取Wi'之丞）

Ci姓（次郎助）

J/,J収(ifii-Jlll)

狼取（清十郎）

狼取(i(H-郎）

狼取w11-nin

古野）田野、守百•y姓人（次（や郎ま太） 猿
野Ill 、~~師（サ及彦）

ill） 内野、野守子(,';右術
l"J 

狼取(ii',十郎）

lflll~ (h"/· I mn 

狼取(ii';十郎）

WllX(i行-1illり

朴門l）内野、野守子（古右面

相l"J)内野、野守—f- (古右衛

北野、 ,i",Hし

籾次郎』、力百］）姓(i腎□［虫m、
木9ぶ野、野守子（助八）

仕谷抒、野守（又次郎）

オ助』）分野、 ff守名；H 次郎

狼取(1,尼之丞）

仕谷野、野＇、 j'(又次郎）

相内野、野守（古右衛l"J)

狼取（消之承消次郎）

イj戸肝、野守（兵七）

狼取(ii',之示）

狼取（泊之丞）

狼取(i,',之丞）

大叫野守

狼取(ii'j・之丞）

有戸野、野守（兵じ）

狼取@次郎）

狼取(ii',・之丞）

直性

狼取(ii'i八）

狼取(iii之丞）

狼取(iii八）

狼取（消之丞）

仕谷野、野守（又次郎）

狼取(i1',之丞）

狼取（野守力）(j'/: 兵衛）

野守共

大1::J野、 !'J守共

ぼは．餃」 男女33 疋JE ・ 「IHI賄所へ旅Jこ保J

「fl/J:.松」 リ）女2疋 「皮二枚牙jl,c御l!fJi祈へ米」

「留上餃」 男2疋 r 1雑l{fj所ff差J-.f;、」

「留上J 女1疋 「I支ハ御Jl(jfj紅造似」

「留」こ候」 女2疋

ff/I上」 女1疋 「皮例之遥伽lffl所と指上、 御狡美餌役銭之内smifU渡飲」

「WI上保」 女l疋

「留上ヶ候」 女2JJ.: 狼を「面J!fiili,ェ差追候」

「WIt候」 女2il: 狼を「御1m所iェ差上候」

「留J:.候」 女女2I i疋i: 「を皮以三右枚両井Jゞ牙［共相仇渡賄餃所」心並越似、御衷美i雑定H之辿i糾役銭1勺

「留.r.餃」 男女 「*I男I~女松狼」皮牙四本 1雑l!fi所江指上仮 llJ餃口銭棚i:11之j!]j

「{I(保」 男1疋 「狼皮—•枚牙il暉j所へ近妖」

「取餃」 4疋

「留上保」 男女 l疋・
2疋 「御伐入湖定II之j直被下似J

rn1上候」 男女2疋 「皮牙ハiり11/iifr;ェ差越御我美之骰潤定U之通ifl渡餃」

「留上侯J 男lJE 「弓；右i!iil'り先述而も朴l内御野二而狼留上候」 (7月2日晩捕痰）

「取上松J 2/t 「狼皮二枚牙共切賄lfor預骰之」

「取上候」 児女 1 /( 
2疋 「狼皮：：：：1文牙共潤賄fjr叶11渡之」

「取差/Ufr7;」 Ji[ 「狼皮を枚牙・共 （柑賄頭；t預骰之」

「取上候」 女IiE 「皮牙共 ill賄頭叶II渡之」

「留_I:餃J 女1疋 （占右衛I'りは野守、又（長力）一I・郎の子）

「留」：候」 男lit （吉右伶ii'りは野守、長十郎の千）

[; 加匙而WI」・.飲」 男女l l i iE E ・ 仇「守初井は炭．；う胆美ひ恥留相戊.u放合た飲之者様二,r」戸:C::柑分内ーi月、野,:;:梨守潤仕十介之郎者及ぷ占二右分衛ーI'加・右右御之野通

「fli」Aだ」 男l)E 「御宛且之切枯砂さ銭相渡之、 皮，牙•，，例之通御ttH1Ji江差·沢餃」

「i佑恥ごて留J:候」 3疋

r, 炉必二而貿1文」 兄I,E (12 IJ l lllli: り111'!J

「留」：候」 男1疋

「うが必ti:懸霞、留」:飲」 男女 1 疋 4 

l疋 0 2 1-J 20 lci lxlilil!U 

「ヽJi,ぶ汁11!ぎ令'/J:t文」 女l/.E 

「サ和屈仕懸留」＿候」 男1疋

「協WitJ:憩留上候」 男女 1 疋
1疋 共Jal(「両人"'合」）で捕獲 (I月13[I夜捕批）

「か北二て秤（上似J 女2疋 (I 月 4 日 ~[Ji.!:)

「サ瓜~II懸留J.:. 」 男1疋 夜「皮捕・役牙）憚殺災銭払手形・淫添 御賄ifr,,差追候」 (J/J 22日

「留上侯」 久liE 「(皮2月・牙27R共□夜□捕（獲虫）捐）御哀発銭払手形ヰLI必、御Ufii!r之吝越保」

「留上候」 女1疋 「皮牙卸1rrnrr江差越候」

「か必{l懸留上i火」 男1疋 「iJJI!伯凡ェ皮牙Jに指越依」

男#l ii:-「御チ賄狼頭：：：：茂疋/Iiハiた近」Iヤ(4裕月次5りll方持lili参殿二）付，内も疋Iヽ裕、武疋生之旨、「森菜仕懸、符上」 l疋 ．
3iE 

「死居候を見付候」 （女Iit) (4/l71Hll翡D

「留J.:.候」 男liE 「／文牙ハ卸賄所江粕上候」(4月71]捕批）

「茄茨仕愁留上候」 男女11疋疋 ． (4 Ii 27.28 n f~j夜捕批）

「計i1'itな併t家仮江」駈込 大勢と 女lit

「サ瓜さこj(jj留餃J 男女 l疋 ・
l疋 「皮牙共i切賄所汀差越候」

「幼堪炉而留f1癸」 女1疋

男女4疋

図,:染二i而fl/候」 女1疋 「例之通皮・牙共U闘Hi佑r差；越候」

「サ炒~:て留上候」 男l疋 「-・戸布右衛l"lヨリ"J状を以訴之」(8月25rt捕獲）

「留上保」 女男 l 疋
liE 
「渡牙保・」皮切賄所へ差造、御喪美剖Iiこ目之通御役銭之内ごて相

「留J.:.候」 女J)E 「皮牙i,lj/1府所，r恙越f~;」

「WI.~-飲」 女1疋 「iJ1J沢芙銭切定1七之通相疫候・皮・牙,,,1111fi1(r直1り仮」

r仕狼吃足餃n」布之候1寸、 甜秘 女l)E 「如弐け疋を餌見ヰ出H餃餃,粉~、:{;壱之疋飲ハ1寸兄相当尋不餃,,,処餃、」右場所ヨ •JJ,六i::11111:

「磁来仕懸候処、秤/.l.保J男1疋 「11牙ハi刷l!1ilfr,辺:,越候」 (4JJ I lJりIll位〉
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平[Ill名部］大IIり野、石積 ブ~i::J'ff、り'H'Jt

[HI名部)kl共戸ill 奥戸ff、野守

［＝戸］相l勺野、u,ヽも jtlJJ、m、,H(l~Hじ）

［三戸相l勺野 相1人」tr、野守子（右衛門）

山［野UJ]竺的野萩、広l勺 狼取(ii后之丞）

キ［田名部］奥戸野、七llll奥戸野、野守共

［野ID]三的・野涼、広内
山小袖沢 狼取(i/;之丞）

［,J 野Ill)::崎野添．広内
11 狼lit/消之丞）

［野lfl)-:::1昇野続 狼取子(ii'i之丞子、祈平）

買［野~HIIJ]成三ヶ•内Ii 野谷萩地、大須 狼取(iii之丞）

地［野IJI]:;;;鯰野統、山谷 狼取(i;'/之丞）

［野Ill]==的野、広内山 狼ll又Wi之丞）

内［野山fJJJ三崎野紐、成ヶ 狼取（沿之丞）

［野田l=綺野萩、成ヶ
内山・河原圧敷 狼取（沿之承）

［野田］北野 狼取（沿之丞）

［野~l) 北野元 北野` 酎・守（孫右衛I'り）
［野田］＝船野 狼取（沿之丞）

布j.1野、野守（兵ヒ）

［野Ill]三的野 狼取(ii'i之丞）

[J/'IIIJ二的野、中ノ沢 狼取(ii";之丞）

[l'f田］北肝 狼取子{ii'i之丞子、新平）

[l'l'ITI]二鯰野品、平沢 狼取(i,り之丞）

地［野・I北ll)野=:執崎ニ野ノ続花新山谷 狼取（祁之丞）

［野Ill)北野、 煤的 北野、野守（孫布衛l"Jl

［野用］三崎野、森ケl勺 狼取子(ii'i之丞了、,fr平）

平沼村近所 9筏泌iff、l'/-'i'f(f,・ じ）

山［野、 Iii八)戸三令·約1°1勺り，j•li紐1l.成1 ケ1人」 狼取 (i,'i之丞）

領［野・J.:.I.B)]£JU三1的野添、八戸 狼Ill((ii'i之丞）

［野□I)竺9ぷ野．広内iJ」 ==1分野、野守(i'父四郎）
山［野谷Il地l)豆的野品、上新 狼取(iii之丞）

［里fl●Ill ニ -~!ft 、 しヽとふ ニ栢野、野守（又十郎）

鉛［野大IU尻l山三・鮎Ji.;野内紐山、八戸 狼取（消之丞）

飢［野.キ..Ill沢. 一l 三的野紐、 !¥}_;
111 狼取(ii'i之丞）

［野lll]::c約Jj読山 狼取Wi之丞）

御野馬を喰う狼、狼を切殺する狼取

保「茄」薬fl懸Jr,'.餃店、僻I:女1疋 「1./l牙jj暉j所へ必逍餃」(4)J15 tl孜捕投）

「＇り染什懸 ii/似処死），，；.
仮」 liE 「数I釘Iイui,,之所見へ附，::'保:ii1•1J火i故」、(4男JJ女19之n分J,lもl枇兄），R,ltl:<r; 共、 牙，:.•::出秘

間、 引

「9は嗽仕懸留J:.餃」 女lJE 「狼二披取落候f.J死馬,r珈染{!:懲」 (4月28Ulilll投）

「W/1・.f1癸」 男l;じ (5月In捕獲）

「松疋・所二留上保」
リ女） 2 3 lt; ;I: 
子4iE

「皮牙1月IIH所江必造、I雑が砂・,銭1昴定,~之通111渡候」

「f/(.1:.飲」 男l疋 r皮牙i椰Ji所，t姜造、例之通御衣災1ll#f.候」

「fl/I: 飲J 男女57[「を皮以・ti! 牙払御仮lift」尻・ 訟「家＇越老t席文i雑ll ,、:,;尤」 1湖0 ~月·o24, 銭Elr.条11に1定打1I似I之，；e辿救御あ役り銭

「{ii.I: 飲」 男女 1 疋 ． 
公疋 「皮牙井於夜美払手形が、：御RH所江差上候」

「留J.:.候」 男女3疋 「皮牙共卸賄I祈，ェ差越保」

「甜上候」 男女31疋疋 「右皮・牙共二切）tfli柘豆砂'l保」

「留上侯」 女l疋 「皮・牙剖町i所汀差越候J

「fl{伏J 女1冗 「ill駁文銭0肋C:11之通相枇、皮・牙御itlJ所匹：:-Cii'i松」

「留J:.候」 女1疋 「皮牙il雌Ii所江差越、卸我美銭i剖定,~之通ill,度餃J

「留伏」 男女口 「候皮」 牙例之jili御賄I所社印沿候 句襄芙銭面定目之通111渡
疋

「留上候」 男女3疋 「皮牙'il1ll!li所江差11:候」

「留上候」 男女2疋 「牙皮liPltH≫紅差/Ii、1仰衰美銭i月,i:lel之通中II渡飲J

「留上保」 女1疋 「皮・分・j剛lfii兄::':辿似」

「i胆屈仕慧）収I:鉄」 男女 1 疋
2疋 「皮・牙切賄1R江 差出之餃J

「留上候」 男女 1 疋
!JI.: 「皮・牙糾llfi忠I差迅候」

「留I:餃」 女］疋 「街ltfj底江皮 牙・笙越候」

「留.J・候」 女!11.'. 「皮・牙0叫i所江差迅候」

「留J:松」 リ）女3疋 「皮・牙U叫JI祈叫,:況it~、況v,.::]~銭御定II之j狙Iii度仮」

「留」••仮」 男女2 疋 ． 
4疋 「皮牙iJ闘術恥ェ差造候 i帥定jjfjp瑕美柑沿候J

「討留候」 男1疋 「皮・牙仰賄所u差/11餃而.i罪坂美銭悔定H之通柑沈保」

「留上候」 男女 1疋・
2疋 「皮牙il!IJ!fjfj斥差越` 御泊足美銭il!I定H之通柑渡：飲」

懸「里招／蒻.IJこE餃馬」布之、 4炉恥ti:女1疋 「皮干次第、牙共七戸i月f-1:f泣可差出J

「留上iた」 男女4疋 「1文牙例之通剖賄所江迂11:飲」

「留上鉄J 男女2l疋疋 「皮牙伽賄所指出、 ―fiililW美銭ill定l七之辿ltlilf;-候J

「討留候」 女1疋 「皮牙刺lfiifr;r芯越飲」

「留上候J 女1,1: 「／支・牙御l!li/拉迄淫越餃」

「討留飲」 男l疋 「右皮牙ikPMi所a差越餃」

「留上伐」 男女 2 疋
3疋 「皮牙fill賄i和r差迅、例之通潤痰美銭柑液餃」

「留上候」 男女2 iE 
2疋 「皮・牙ill賄9祈江菜近候J

（狼討上げ多いため痰災銭を放裔Iする）

「討留保J 女lJE 「御褒次銭御定目之通相渡候上、皮牙御賄Jt;i差越伐」

計453疋の狼が捕疵された。 うち451疋は享保3年-1明J和6年 (1718-1769)の52年間に捕獲されている。

内訳① 男狼100疋、女狼148正、 1狼 122疋、不明83疋の言'1453i.l::。

内訳② 捕独楊所は北から大1/JJ野7疋、奥I―l野3疋、有j..J野2疋、木椅野9疋、J/..lff野4疋、相内野7疋、住谷野4疋、北野16疋、 三崎野86疋、
村内13疋、ほか8疋、村リ]294疋の計453疋。

内訳③ 抽狼楊所は代官所別に北から!JI名部25疋 (6%)・七戸Sil:(2%)・1」．戸90疋 (20%)-::: 戸27疋 (6°6)'野田236疋 (52%)・ほか67
疋(15%)。

内ぶ④ 抽抵れは狼取（子含む）204疋、野守 （子含む）37 ll:、Jiil師（マタギ）28疋、島；ドj. .1.: 砂し ・ 給人~-~-:18疋、i'I姓 45疋、村lし(「1'1姓y、かの表
＂じが なく村に仕む名）76疋、不明42疋。

内ボ⑤ 狼取のJill狐数はi,'i之丞1521ピ、新平7疋、i,り次郎211:、ii'h'f18疋、tN・I・郎191E、柏八6疋。

内訳⑥ 捕獲法は 「留上 ・留候」 1151牛、 「討上 ・討留」 30件、 「取上 •取候」 2414・ 、 「批薬 （仕掛•取）」 23 件、 「ふすへ殺」3件、 「おつそ（二iffilll凡Iて） 」
214・、ほか（不明含む）5件の計202件。
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